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る 、かに 影 撮の 氏^ 乙 橋大綰 文博 際の 任 赴 倉 小 f 歲八 十三） 年 二十 三 治 明 


豪 揮の 夏 年 二： E 大 


兄が 逝去して 間も無く、 わたくし は傳 記の 材料と なる もの を la! 集して 置きたい と 者へ て、 ノオト 数冊 を 年表 的 

に 分けて、 氣の 付き 次第書き 込む やうに して 居った。 最初に 明星の 記念 號の爲 に 談話 をした が- それから 諸家の 

書かれた 傳 記が 追 追 現 はれて 來て、 それ を閱 して 思 ひ 出した 事 も あり- 初て 事情の 分った 事 も あるが、 又 わたく 

しが 見たり 聞いたり した 事で， 誤り 傳 へられた 點も あり、 年代が 前後した 所 も 見受けられる。 古. S 時 を 知って ゐ 

る 親戚の 老人 も 次第に 凋落し， 姊 やわた くしが 古顔に なって 來た 3 今の 內に 知って ゐる事 を 書き付けて 置かね 

ば、 遂に は 誤に 謬 を 重ねて 傳 へられる やうになる かも 知れぬ と， これまで 部分的に 話したり， 概略 を 書いても 兑 

たが、 今年 は 逝去 後 十三 週 忌に 當り、 昭和 書房から 詳しい 傳記を 書いて 貰 ひたいと いふ 請求が あった J わたくし 

に は 到底 兄の 全貌 を傳 へる 力 は 無い が、 幼少から 最も 可愛がられて 世話になった 恩がある から- 後世の 大手 筆 家 

の爲に 正確な 資料 を 供給す るつ もりで 筆 を 執って 見た。 しかし 著作の 中に 全集 編纂 當 時から 捜索して、 猶 未だ 知 

る ことの 出來 ない もの も あり、 記述の 體 裁な ども 意に 滿た ぬが. ー應 これ だけ を 纏めて 發 表する 事と した。 わた 

くし は 今後 も 之の 調査 を 怠らぬ 覺悟 であるから- 若し 幸 ひに 本書が 版 を 重ねる 場合に は- 增補 訂正 を 加へ て 完成 

の 域に 達せし めたい と 思 ふ。 大方の 諸賢 も わたくしの 微意 を 諒察せられ、 此 書に；^ れ 或は 不明と した もの を敎示 

せられん こと を 希望して 置く。 

昭和 丸 年 甲 戌 初夏  辱 弟 森 潤 三郞識 


、 本書の 題名に 鶏 外の 二字 を 入れる の は 故人の 意志で あるまい と 思って、 森林 太郞 傳記稾 又は 傳記资 料と でも 

したかった が、 發行 所の 希望に よりて 鷂外 森林 太郞傳 とした。 

、 本書 は 正確な 資料 を 供給す るの が 目的で あるから、 屢 書き 懔へ 言ひ傳 へられた 事で も， 的確な 證 跡の 無い も 

の はお 略した。 

、 兄の 生涯 を 八 期に 分ける 人が あり、 七 期に 分ける 人が あるが. 到底 土地 を 分割す る やうに 正しい iHil 劃 をす る 

事 は 出来ぬ。 されば とて 始 より 終まで 段落 無しに 書き流す も 面白く たいから， 1^ めて 分り 易い 方法に 從 つて 

S いた〕 

， 記述 法 は 最初に 一年間の 月 順に 文擧 上の 作品 を 列擧し •  に 醫舉衞 生 • 次に 上演、 最後に 官ま敍 位 敍勳を 記 

す 事に した。 

, 人名に は 現存の 人 も 故人 も 身分 を 論せ す 一様に 氏の 字を附 け， 二三 特殊の 人 だけ 翁と 稱 した。 

, 傳 記と. S ふ もの は 鬼 角 無味乾燥 にたり 易い から、 知友の 書翰な ど を 出来るだけ 引用して 趣味の ある やうに し" 

一 つに は その 筆蹟 を 知る 助けに もしょうと 思った が、 適當な 文面が 無かったり、 寫眞が 不鮮明であった りし 

て 希望 通りに 出来なかった。 

. 題號の 文字 は 兄の 自筆から 集 字した が、 傳 0 一字が 釣合 ひの 取れる ものが 無い ので、 已むを 得す 省いた- 本 

文の 柱と 相違の 點は， 讀 者の 諒察 を 願って 置く。 


目  錄 


1 出生よ. 9 上京まで  一 

文久 一 一年 出生から 明治 五 年上 京す るまで を 記す。 

2 大 學入學 より 陸軍 出身まで  五 

明治 六 年 大學豫 科人學 より 同 十六 年 陸軍に 出仕して 留舉 する まで を 記す" 

3 留學時 代  九 

明治 十七 年 留學を 命ぜられ 同一 一十 一 年歸 朝す るまで を 記す。 

4 文壇に 乘 出した 時代   一二 

明治 一 不一 一年から 讀寶 新聞、 國民之 友 等に 寄稾 した 事 を 記す。 

5 文壇 活躍 時代の 上 (花園 町 時代)  一六 

明治 二十 二 年の 秋 下 谷 花園 町に 住居して 柵 草紙 を發 行し、 うたかたの 記， 舞姬 等を發 

. 表した 頃の 事 を 記す。 

0 次  1 
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6 文壇 活躍 時代の 中 (太 田の 原 時代)  量 

明治 一 一十三 年 十月 本 鄕千駄 木 町に 移り- 沒 理想に 關 する 論 戰を 開いた 頃の 事 を 記す。 

7 文壇 活躍 時代の 下 (觀 潮摟 時代)  四 0 

明治 一 一十 五 年 圑子坂 上に 移轉 してから 同一 一十 八 年日淸 役に 從軍歸 ^する まで を 記す。 

8 目 不醉草 時代 (觀潮 機 時代の 二)  五 四 

明治 一 一十 九 年 目 不醉草 を 創刊し C から 小 八お に轉 住する まで を 記す。 

9 沈默 時代 (觀 潮樓 時代の 三：)  六 1 

明治 三十 1 一年 小 倉 轉住後 所謂 沈默の 時代 を 記す。 

W 蕩文 及び 萬年艸 時代 (觀 潮樓 時代の 四)  七ム 

明治 三十 五 年 東京に 歸 つた 時から 日露 役 前まで を 記す ゥ 

n 日露 戰役 出征 (觀 潮樓 時代の 五」  --六 

明治 三十 七 年 出征より 同 三十 八 年末まで を 記す， - 

S 活躍 準備 時代 (觀 潮樓 時代の 六)  10 二 


明治 三十 九年歸 京より 同 四十 一 年末まで を 記す。 歌會 など を 開く 一 方に 次年 以来 活躍 

の 準備 をした。 


^ 文壇 再 活躍 時代 (觀 潮樓 時代の 七)  ニニ 

明治 四十 一 一年 再び 文壇に 活躍 を 始めてから 同 四十 四 年まで を 記す。 

U 歷史 小說の 製作 (. 觀潮樓 時代の 八)  一一 一八 

明治 四十 五 年から 大正 三年まで， この間 歷史 小說を 書き 始めた 事 を 記す。 

^ 考證 學者傳 記の 硏究 (觀 潮樓 時代の 九)  ーョ一 

大正 四 年より 同 六 年まで. 考證擧 者の 傳記闡 明に 專 心する 事 及び 陸軍 を 引退し 又宫內 

省に 人る 事 を 記す。 

^ 帝國 博物館 總長兼 圖書頭 (觀 潮樓 時代の 拾)  三 六 

大正 七 年より 同 十 一 年 薨去まで を 記す。 

^  0  0  一六 七 

薨去 後の 出版物 及び 各種 記念の 催し物に 就いて 記す。 

^  0  i 

森瞇外 ifs の 文章に 就いて  井上通泰 氏談 

擱 筆の 辭  一一 0  二 

目  .  11 一 


鷗外 森林 太郎傳 


森 潤 三郞著 


一 、 出生より 上京まで 

森林 太 郞諱は 高湛- 源 姓、 鶏 外 漁 史の號 を 以て 最もよ く 知られて ゐ るが- 學生 時代に は參木 舍- 五木 生- 牽舟 

居士. 轉丸堂 主人と いひ. 花園 町 時代に は 顯微齋 主人- 侗然 居士、 忍 岡 樵 客- 湖上 逸 氏、 臺麓學 人、 小 林甜珠 > 

紺珠 居士. 鐘 鱧 舍と號 し、 團子坂 以後 は 觀潮樓 主人、 千 朶山房 主人- 隱流. 妄人、 夢見る 人. 腰 辨當. 歸休庵 等 

を W ゐ たが、 中には 一時の 假號に 過ぎぬ ものが 多い。 その 鶴 外 は 明治 二十 二 年、 卽 ち留學 から 歸 つて 後に 用ゐ初 

めた コ 

兄 は 文久ー 一年 正月 十九 日 石 見國鹿 足郡津 和 野 町 字 横 堀に 生れた〕 森 家 は慶安 年間の 玄 篤から 明かに 知られて ゐ 

出生より 上京まで  一 


a 外 森林 太郎傳  11 

るが、 それから夭保年中に^：^^た周庵まで十 一 代、 皆 藩の 典醫 であった。 津和野 藩の 領地 は 四 萬 三千 石で. 龜井 

家の 第一 一世 豐前 守政矩 侯が 元 和 三年 八月 因幡 鹿 野 城から 前 領主 坂 崎 出 羽 守成 正が 罪 を 獲て 除 封され た 跡へ 移られ 

それより 王政 維新の 際の 諮 十二 世隱岐 守玆監 侯まで その 治下に 隸 し- 玆監 侯の 後 は 伯爵 兹 明- 次が 現代の 鼓 常 伯 

である. - 津和野 は 四周 山で 圍 まれた 檑 鉢の 底の やうな 地で- 山陽 線の 小郡驛 から 分岐し- 山 口 を 經て篠 目、 德佐 

0 二 峠を越え て 入る ので- 大正の 末年 汽車が 問 道す るまで は- 實.， i 不便な 地であった J 

第 十二 代綱淨 本姓 佐 佐 田 氏、 周 庵の 養子と なり- 玄 仙と 稱 し- 後に 白 仙と 改め、 養父の 後 を 襲 ふて 奧附 を拜し 

た。 资性剛 a にして- 時の 典 醫堀杏 庵- 平 田玄叔 >  加 藤玄順 等と 大に脈 を 論じた 事が あって、 當 時の 辯 難 書類が 

殘 つてお り， その 一部の 「與 三畢翳 書」 は 明治 二十 四 年 二月 九日 衞生療 病 志 第 十四 號に發 表した。 萬延 元年 四月 

藩主 玆監 侯の 參親 交代に 隨 つて， 江 戶に來 り， 翌文久 元年 七 H: 又從 つて 歸國 する 害であった が- 病の 爲に 跡に 殘 り- 

十： 少廣を 得て. 江 戶を發 し * 十一月 七日 近 江 國甲賀 郡 上 山に 至った 夜- 脚氣 衝心 を 以て し、 遣骸は 同所 淨土宗 

常 明 寺に 葬り、 從 者が 遣髮遣 物を携 へて 歸國 した。 是 より 先 周 防 三 田 尻から 醫擧 修業に 來て ゐた吉 次泰 造が- 白 

仙の 眼識に よって 一女 峰 子の 婿と なり、 名 を靜泰 とい ひ- 後 は 和 蘭 醫學を 修め， 維新 後靜 男と 改めた。 白 仙の 

した S 文久 1 一年 男子が 生れた のが 卽林 太郞 である， - 慶應 三年 十月に 次男 篤. ft- 郞、 明治 四 年 一 月に 長女 喜 美 子 • 同 

十一 一年 四月 三男の わたくしが 生れた。 

兄 は慶應 一 一年 五 歳の 春から 親戚で 藩の 儒者 米 原 網 善に 就いて 舉問を 始めた。 當 時の 舉問 といへ は 漢畢が 主で あ 

つたから， 先 づ大畢 より 初めて 中庸、 論語、 孟子の 素讀を 受ける 事と なった。 父 は 藩 命で 蘭醫 方を畢 ぶため に- 


江 戶の松 本 良 順、 伎 倉の 佐藤尙 中な ど 斯道の 大家に 隨 つて. 修業に 絵 念が 無かった, V り、 復習の 監督 は 母の 住と 

なった d 祖父 は 人と 生れて 畢 問が 無ければ 朽 木糞墙 にも 劣る とい ふて 門人 を戒 しめても- 女子 は 家事 裁縫 さへ 出 

來れ ば. 文字な ど は 知る に 及ばた < いとい ふたが. 母 は窃に 祖母 木 氏淸 子に 乞 ふて 伊呂波から 始めて- 兄が 米 原 

氏に 通 ふ 頃に は 假名 付き の 四書が 讀め る やうに な つ た ュぃ ら . それ を 再 一一 一 熟 讀喑誦 して 復習 を 監督す るので、 兄が 

寢 てから 遲 くまで 翌日の 分 を 勉強す る 苦心 は 並大抵で は 無かった と- 後日 虞 わたくし 共に 話して 聞かした- 宅 か 

ら^ 原 氏の 宅まで は十餘 町あって. 毎朝 六 一時 半 に 着く やうに 出かける ので あるが、 犬が 恐い のと、 0 

中 他の 兒童 に 惡戲さ れ るの を 畏れる ので- 祖母が 途中 ま で 送って 行き、 歸りは 米 原 氏の 母に 三 四 町 や； 一 つて 貧った。 

翌慶應 三年から 毎月 四 九の 日に 藩抆 養老 館に 入り、 教授 山 口 鼓溪、 堀 松 陰、 村 田 義實等 諸 先生の 前で 復讀を や 

つた， - 春秋 素讀 試；， 31 に 三年 優等の 成 鑌を續 けて， ra 書 白文 一部 を賞與 せられた 事 も ある。 書 は 同藩の 山 田 語 石と 

いふ 先生に 學ん だ。 

時勢 は 進んで、 漢擧萬 能の 時代 は 去り、 洋學 勃與の 機運に 向って 来たから、 明治 三年より 父に 就いて 和茼 文典 

を畢ん だ" 兄の 書いた 「サフラン J  Q 中に 

父 は 所謂 蘭醫 である" オランダ 語を敎 へて 遣らう と 云 はれる ので. 早くから 少 しづ、 習った。 文典と 云 ふ も 

0 を讀む J それに 前後 編が あって、 前編 は 語を說 明し、 後編 は 文を說 明して ゐる。 

と 書い 一 ふる J 母の 話に は>  父の 許に 諸方から 書生が 蘭 畢を敎 はりに 來 るが- 文典が むつ かしいた めに、 舉生仲 

間に ほ 一-ワカ ラ ン マチック」 「シ レ ン タキ ス 」 とい ふ詞が 流行った さう であるつ 卽 英語で 云 へに 三 malic  syntax 

は 生よ リ 上京まで    ■   ^   E  


鶴 外 森林 太郎傳  s 

である。 父は醫 療が專 門で， その 方が 多忙で あるから. 兄 は 幾 もな く 藩の 蘭 舉家窒 良 悅に從 ひ舉ん だ。 五 年 父に 

隨 つて 上京し、 本 所 小 梅村龜 井家 下 邸に 居り， 次で 父 は 同所 虫 舟 通りに 一軒の 家 を 求め >  國 から 祖母. 母、 次兄 

姊を 招き 寄せ、 龜 井家の 用事 をす ると 共に、 一般の 診療に も應 じた" 兄 は醫舉 を 研究す る は 獨逸語 を 知らねば な 

らぬ とて、 當 時本鄕 ffi 岐殿 坂に あった 進文舉 社に 人る こと X 定めた が、 向島から では 通學に 不便た ため、 祌田小 

川 町の 西 周 氏 邸に 置いて 貰って、 其處 から 通學 する 事と なった" 西 氏の 先 は 遠 江 相 良の 名 族、 その 裔 故あって 醫 

とたり、 肥 後 伎 敷に 移り、 松 退に 至って 肥 前 長 崎に 遷る。 その子 時習 傷 科に 長 じて 大阪に 住し， 元祿 十三 年 第 四 

世 龜井隱 岐守玆 親に 聘 せられて 津和 野に 來 つた" 時習より 時淸. 時 榮を經 て 時雍に 至り、 內科を 兼ねて 御お とな 

つた-^ 時 雍森高 亮のニ 男 を 養子と して 時義 とい ひ、 時義の 子が 周で ある。 高亮の 長子 立 本 早く 死し. 三男 秀庵を 

嗣 としたが、 故 ありて 周 防 山 口に 逃げた 爲に、 森 家 は 佐 佐 田 氏の 男 綱 淨が高 亮の後 を 承け る 事と. なり、 これが わ 

たくし 共の 祖父で、 西 家と 森 家と は 親戚の 柄で ある. - 周 は 安政 元年 藩を脫 して 江戸に 留 り- 蕃書 調 所に 人り、 

文久ー 一年 六月 幕府 留學 生と 共に 和 蘭に 赴き、 政事 擧諸科 を レイデン 大 舉敎授 フィッセ リングに 受け. 慶應 元年 十 

月 業を卒 へ、 佛國 船に 搭 じて 歸 朝の 途に 就き、 十一 一巧 横濱に 着して 江戶に 入り、 一 一年 正月 開 成所敎 授手傳 となり， 

三月 十三 日擢 でられて 幕府 直参に 列し、 開 成 所敎授 とたり. fi 百 俊 役 扶持 二十 口 を 賜 ひ. 次で 目 付に 進み. 大政 

奉還 後 は 沼津に 赴き， 兵舉校 頭取と なり、 明治 三年 九 H 徵 されて 兵部賓 出仕 兼畢制 取調 御用 掛を 命ぜられた" 兄 

の 寄寓した の は その 頃と 思 はれる。 


二、 大 學入學 より 陸軍 出身 ま、、 て 

明治 六 年下 谷 和 泉 橋 舊藤堂 邸に 在った 東京 醫學 校豫 科に 人學 せんとし たが、 年齢 不足の 爲に 一 一歳 を增 して is^ 延 

元年 生れと して 願書 を 出し、 首尾 能く 入學 する ことが 出来た〕 

わたくし は此處 に醫舉 校の 沿革 を揷敍 しょうと 思 ふ j この 稿に 筆 を 執る に 先立ち- 兄の 入舉 した 翳擧 校の 事 を 

調べようと 思って、 最近の 帝 國大學 一 覽を 見た が 明治 以後の 大略 だけ は 分った が、 一 馨 溯った 起原 を 調べる 材料 

が 無かった。 然るに 顷 日圖ら す^ 谷の 露店で 明治 十 年の 東 京大 擧醫擧 部 一 覽を 得て. その 起原 を詳 にす る ことが 

出來 た" 

安政 五 年德川 幕府の 蘭 法醫宫 $ ^東 玄朴が 同僚 戶 1^ 靜海 等に 謀て 幕府に 請 ひ、 新に 一 舍を神 H ぉ玉ケ 池に 設立し 

て 種 i:?^ 館と 名け た。 當時 西洋 醫術を 以て 江戸に 門 戶を樹 る 者 八拾餘 名、 各 金 若干 を醵 して 五 百 八 拾 餘兩を 得て 其 

资に 供し、 勘定 奉行 川路 左 衞門尉 聖謨亦 其 所有地 を 貸して この 擧を 助けた。 この 年 火災に 權り、 翌六年 講堂 赛舍 

を 下 谷 和.！： 水 橋 通りに 建て， 翌萬延 元年 幕府 金 若干 を 賜 ふて 費用 を 助け 種痘 所と 改稱 した-) 文久 元年 幕府 種痘 所 を 

改めて 西洋 醫學 所と し. 盡く 費用 を 給す る 事と なった。 その 西洋 を 冠した の は、 從 前から ある 漢法醫 官多紀 氏の 

【、お 舉 館と K 別す る爲 である。 文久 ニー 年 一 一月 西洋の 一 一字 を 削って 單 に醫學 所と 稱 した" 明治 元年 王政 維新の 際 朝廷 
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醫學所 を 鎭將府 の 所轄と し、 假 りに 軍陣 病院 を 横濱に 設け、 英醫 Willis を聘 して 兵士の 創痕 を 治療せ しめたが、 

九 =:： 之 を 下 谷 舊藤堂 邸に 移して 大 病院と 稱し， この 時 醫舉所 病院と も 軍務 官に屬 し、 後 東京 府の 所轄と なった" 

同 二 年 五：！^ 官大舉 校を與 すに 及び、 大學 校に 馬して 醫學校 兼 病院と 稱 し、 七 n 大學抆 を 大學と 改稱， 尊で 本校 を 

大擧柬 校と 改め * 同 三年 獨 逸より 醫學敎 師を聘 せんこと を 請 ひて 許され >  同 四年醫 {G  Dr.  Asllcr,  Dr.  Iloffinami 

の來 朝せ しを敎 頭と し， 大に舉 則 を 改革し 學 科の 課程 を 定め、 更に 豫科 本科の 二 科 を 設けた。 この 年 大舉廢 せら 

れて 文部 雀 を^ 立す るに 及び- 八月 大學柬 校 を 單に東 校と 改め- 同 五 年 三 十三 日 明治天皇の 親臨 を 仰ぎ， 八 

文部省に 於て 新に 學制を 定め 學區の 制 を；？  くに 際し- 第 一大 區 醫擧 校と 改稱、 同 七 年 五：^ 更に 東京 醫學 校と 改め 

た 卜 二月 校舍傾 類に より 本 鄉元富 士町舊 加州 邸內に 新築の 事 を 請 ひ、 八 年 七月 建築の 經營に 着手， 九 年 十二月 

新築 略 その 功を竣 るに よりて 本校 を 移轉し • 同 十 年 四月 十一 一日 東京 醫學 校と 東京 開成舉 校と を 合せて 東京 大學と 

し 醫學校 を 東 京大 學醫擧 都と した。 同 十二 年 醫學部 新校舍 建築 全部 竣功し， 明治 夭 皇の 親臨 を 仰いで^ 校 式 を 

擧 行し 同月 學士號 を 定めた， - この 十 年の 一覧 生徒 姓名に 兄 は翳學 三等 本科 生 三十 名の 四 番目に 居り • 陸軍の 同僚 

谷 口 謙 氏 は 二番、 小 池 正直 氏 は 十番、 江 口 襄氏は 十 三番， 賀古鹤 所 氏 は 十四 番に 居られた。 

兄 は 九 年 校舍が 本鄉に 移る と 同時に 附屬の 寄宿に 入り- 十 年 本科に 進み、 十三 年頃 寄宿 舍を 出て 龍 岡 町の 上條 

とい ふ 下宿に 移った。 同 十四 年の 二月 卒業 試驗の 最中に 下宿から 出火し. ノオトの 大部分 を燒 いたが 他に 異狀も 

無く， 七月 四日 表向き 二十歳、 大舉 始まっての 弱年で 卒 紫して 醫學士 となった。 

父は是 より 先 南 足 立 郡の 郡 醫を囑 託せられて、 千 住 町の 郡役所 近くの 施療 所に 月 何 か 来診した が、 同 十三 iji- 


(、年 四十-: 台 兄の 業卒' ま大 


に 至って 向 崎 を引拂 ひ、 同 郡 千 住 町 北 組に 轉 居し、 此處に 橘 井堂 醫院を 開き， 代 r^.^ 二人 薬局 生 一 人 を 置き、 中々 

盛に 行 はれた、、 父は醫 術に は 頗る 熟 心で、 從 つて その 診察 は 精妙 を 極め. 父が この 患者 はもう 一 日 は 持たぬ とい 

へば， 必す 二十 四時 內には 死んで しまう とい ふわけ で、 病 家に は 深く 信賴 された。 兄 は 卒業後 は 父の 許で 時々 

診療に 從 つた 事 は、 その 作 「カズ イス チカ」 で 知られる。 この 作に は 下額脫 臼- 破傷風、 姙娠等 特殊の 患者 を 取 

扱った ことが 書いて ある。 

卒業した 年の 九月 十七 日讀賫 新聞に 一河 津金泉 君 

に 質す」 と 題した 文 を 寄せた.^ 河津金 は 饗庭篁 村 氏 

で * 八：：；： 四日 「河津 の訴」 が 始めて 寄書に 出で- 七 

日 淺草浣 華 翁の 「河津 金 泉 大人に 呈 す」， 十二 日 京 橋 

耳學 小僧の 「かへ るの 異稱 J が屮 Z たのに 對 して 書い 

たもので、 新聞に 出た 最初の もので あらう と 思 はれ 

る 欠 r 迄 諸家の 鷂外 論に 引用され る T ヰク. セ クスァ 

リス」 は、 兄の 幼年期から 壯华 までの 性的 方面からの 生活 を 書いた ものであって、 それに 卒業の 年の 冬 {IE.H 新 問 

の詞 f?l 擁 を擔當 して ゐる 三輪 崎霽 波の 勸吿 で、 新聞 一 一段ば かりの もの を 書いた と ある" 雰波 は實は 宮崎宜 政氏號 

晴 潤の 事で ある。 わたくし は 東京 帝國大 舉法擧 部の 明治 新聞 雜誌 文庫に 赴いて- 宮武外 骨 翁に 請 ふて、 自 .5 新聞 

* ゲ- 見せて 貰った 處、 同 新聞に は 

大學 人學 より 陸軍 出身まで  七 


© 外 森林 太郞傳  八 

一 、 自由 新聞 明治 十五 年 六月 創刊、 同 十六 年 九月 第三 百 四十 五號 廢刊。 

1 一、 自. e 新聞 明治 一 一十三 年 十月 一 一十 日 創刊. 同一 一十 四 年 三月 第 ぼ 三十 號 にて 「自由」 と 改題。 • 

三、 自由 明治 二十 四 年 四月より、 同 二十 六 年 六月 第 六百號 にて 「自由 新聞」 と 改題。 

四、 自. S 新聞 明治 二十 六 年 七 より、 同 二十 九 年 三月 第 千 三百 十四 號 にて 錢刊。 

とが あり. 一と 二と を 借 覽細撿 したが  >  兄の 書いた もの は 見出されなかった。 讀賫 新聞の 方 は 帝！！ 岡 書 館の 分 を 

十五 年 十六 年に 亘 つて 調べた が- 他に は 何にもなかった。 同 二十 三年 六月 二十 三、 二十 四の 兩日國 民 新聞に 載つ 

た 「哲 像に 添へ て國民 新聞に 寄す る 書」 に、 「八 年ば かり 前の 事な りしが、 饗庭篁 村！ 日 就 社より 書 を 寄せて 投書 

を 求められぬ、 我 文の 新聞紙に 出で し はこれ より 始まる」 と 書いた の も- 十四 年九バ 十七 日の 文 をい ふたので あ 

るら しい。 

同年 十二月 十六 日 陸軍 軍醫 副に 住 じ. 「東京 陸軍 病院 課 僚 被 仰 付 候 事」 とい ふ 辭令を 貰った のが、 陸軍に 出身の 

初めで ある。 軍 醫副は 後の 二等 軍醫卽 中尉 相當官 で、 陸軍 病院 は 後の 衞戌 病院で ある、 - 

同 十五 年 二  七日 第一 軍 管 區徵兵 副 醫官を 仰 付けられ- 十七 日從七 位に 叙せられ， 五月 十一 日 陸軍 病院 課 僚 を 

免ぜられ、 陸軍 軍 翳 本部 課 僚と なり、 十二 日 同 部 庶務 1^ 課 僚 を 仰 付けられた〕 軍醫 本部 は 後の 陸軍省 IT 務局 であ 

る。 當 時の 本部 長 は 軍醫總 監林紀 氏で、 九月から 維新 前 父が 從學 した 松 本 良 順、 後の 男爵 松 本 順 氏が 第三 代の 本 

部長と なった。 次長 は 軍 醫監橋 本 綱常 氏であった. - 此處で 普 魯西國 陸軍 衛生 制度 取調 をへ 叩せられ、 プラァ ゲルの 

陸軍 衛生 制度 書 を 基礎と して 醫政 全書 稿本 十二 卷を 著述し- 翌 十六 年 三月 宫に 納めた" 七 二十 六日 東部 檢閱監 


軍部 長 屬員を 仰 付けられ、 監軍 部長 は 三 好 重臣 中 將か黑 川 通 軌中將 かの 何れ かで- 越後の 方まで 牲っ たやう であ 

る- - 

同 十六 年 五 H 四日 軍醫の 名稱を 改められて 陸軍 一 一等 軍醫 となり、 九月 十三 日 一 等 給 を 下賜 せられた。 

同 十七 年 三月 東洋 學藝雜 誌 雜誌第 四十 號に 「盜俠 行」 (譯獨 逸 稗史) を 出し" 後 美奈和 集に 「於 母 影」 を 入る 時 

その 中に 收 めた。 

三、 留學 時代 

同 十七 年 六月 七日 降 軍 衛生 制度 調査 及び 軍陣 衞生舉 研究の ため 獨逸國 醫舉仰 付けられ、 十日 本職 (軍 i: 本部 課 

僚) を 免ぜられ、 八月 二十 三日 佛蘭？ I 船で 横濱を 出帆し、 十月 十二 日伯 林に 到着した が. その 前に 軍醫 本部 次長 

橋 本 軍醫監 が、 陸軍 卿 大山 巌中將 の 歐洲？ 遊に 隨 行して 同所に 居り- 制度の 方 は 谷 口 謙に 調査させる から- 足下 

は 衞生擧 を專攻 せよ と 命ぜられ、 その 結 ライプチヒ 大學に 入り、 Homnann 敎授に 就く こと i なった リ 

同 十八 年 五月 二十 七日 陸軍 一等 軍醫に 任じ、 七月 二十 五 in 正 七 位に 敍 せられた。 十月 軍醫 講習き に參 加す るた 

めに ドレスデンに 赴いた- 此 講習 會の 主宰者 Wilhelm  Roth は當時 英國の Parks と 並んで 軍陣 衞生學 の 泰斗と 

仰がれた 人で ある。 
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同 十九 年 三月 ミ ュ ン へ ンに 赴き、 五月 ミ ュ ン へ ン大舉 に 人り、 Max  von  rcttelllsfcr 敎授の 研究室で 研究し. 

翌年までに 「ビ ィルの 利尿 作用に 就いて」、 「Agroste ョ ma  gilhago の 解毒に 就いて」 の 二 業績 を 作成し、 同時に 「日 

本 兵士の 食餌に 就いて」 の 論文 を 草し. 皆 Archiv  far  Hygiene に揭 載され た。 

同 二十 年 四月 伯林 大學 に轉 じ、 J^obert  ICoch 敎授の 下にて 細菌 學に關 する 研究に 從 つた。 その 間八 月 二十 五日 

km に は 「御用 有 之 填 罔 維也納 府へ被 差遣」、 十月 七日に 

は 「獨 逸國カ ルルス ル ー へ 府 開設の 赤十字社 締盟 國 

第 四 囘會議 の 參會 員石黑 軍醫監 に 隨行被 仰 付」 の 命 

が あり、 それ- (-勤 を 茶した。 

同 二十 一年 二月 伯林 大學に 於け る 研究の 結 は 

「伯林 市 水道に 於け る 病的 細菌に 就いて」 と 題し、 

Zeitschrift  nil-  Hygiene 第 四 卷に發 表した。 又 vi- 

rchow 氏に 託した 「日本 住家の 人種 舉的衞 生 畢的研 

究」 とい ふ 論文 は * 五月に なって vcrhandligen  der  werliner  Anthropolop.schen  Gescllschaft に 載せられた。 

伯林に 居る 間に 獨人 Naimiann の 日本風 俗に 關 する 記事の 誤謬 を 指摘し、 又 日本の 傳染病 豫防法 を 誤り 偉へ られ 

たの を 辯 護した の は、 何れも 新聞に 揭 載され、 小 池 正直 氏の 鶴 林 醫事を 獨逸譯 して 和蘭レ H デ ンの阈 際お 學會雜 

誌に 載せたり した" かくて 研究が 終った から、 三月 十一 日から 七月 二日まで 普 西 近 衞軍圑 歩兵 第二 聯隊 第一 


大隊に 入って^ 附 勤務 Q 實際體 験 を やった つ 三月 二十 三日 附 0  r 歸朝被 仰 付」 の辭 令が 到着した ので、 七月 三日 

伯林 を發 し- 石 黑軍醫 監に隨 行して 歸國 の途に 就き- 九月 八日 横濱に 着して 直に 東京に 入り、 卽日 陸軍 軍 醫學舍 

教官に 補せられ、 十二 日 偕 行 社に 衞生 部將 校を摟 めて 滯歐 所見 を演說 し， 十一月 二十 二日 陸軍 大舉校 教官に 兼補 

し， 十二月 二十 八日 陸軍 軍 醫舉舍 が 軍醫學 校と 改稱 せられた ので、 改めて 陸軍 軍 醫舉校 敎官兼 iii 軍大 學校敎 {R 衞 

生會議 事務官に 補せられ た。 同月 十三 日 自費 を 以て 「非 日本食 論 將失其 根據」 と 題す る 一 冊子 を 刊行し、 又軍醫 

學會雜 誌 第一 一 十四 號の附 錄に歸 朝 直前 0 隊附 勤務 を 漢文で 書いた 「隊務 日記」 を發 表した。 叉 十九 日の 讀賣 新聞 

に 「マッケン ヂ ー の 解 嘲を讀 む」 を 載せた。 

留學 中の 生活と 思想の 動向 は、 後に 發 表した 「妄想」 と 題す る 一 篇で 推知せられ 1 諸家の 引用す る處 となって 

ゐる。 年月 は 今 判然せ ぬが、 ザク センの 地 學會の 請に 應 じて 日本 家屋 論 を 演じた の は * 日本人が 獨 逸に 於て 獨逸 

語で 公開 演說 をした 嚆矢 ださう である，" 

歐洲滯 在中 此方から は 兄弟 三人が 手紙 を 送り、 兄 は それ を 下宿の 壁に 貼付けて 樂 んでゐ たさう であるが- 後に 

帳 1.5 に 貼って 持歸 つたの が數 冊あった- 兄から はま だ鎗 葉書の 無い 時分で あるから、 クリス マスカ アドの 美しい 

の を 送って くれた。 

明治 一 一十 一 年 四月 姊喜美 子が 小金 井 良 精に 嫁した。  • 
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四、 文壇に 乘 出した 時代 

1： 二十 二 年 一月 三日 讀賣 新聞に Rudolph  von  Gottschall の 「小說 論」 を譯 載す ると 同時に、 西班牙 Don  t-edro 

CaWeron の "El  Alcalde  Sala ョ ea: を 「音調 高 洋筝ー 曲」 と 題して 譯 出し、 五、 六、 九、 十一、 十五、 十七、 

二十、 二十四日に 分載 後一た び 稿を斷 つた •〕 その 理由 は 二十 九日に 「洋 等斷 絞幷餘 音」 と 題して 載せた 文の 斷敍 

で 知られる が >  山 田 美妙 齋、 濛怪 子の これに 關 する 投書が あり * 更に 舊題言 の 下に 「一 名 洋等糗 絞」 と 附記して 

二月 二日、 七日、 十四日に 再揭 されて 完結した。 再揭の 運びが ついた 時に、 饗庭篁 村 氏が 次の 如き 文 を 書いた。 

鶸外竹 二の 氣儘 者. 何 か 心に 協 はぬ 事が あつたと 見え、 高い 調子 は 耳に 人らぬ 日本人に は、 ギ タルラの 妙 曲 

は 聞かせられぬ、 已ぁ否 だと だ \ を 捏ねて、 短氣 にも 斧 を 揮って 敍を絕 ちたり。 篁 村此に 於て 大きに 弱り， 

美妙 齋. 潆怪 子の 仲裁 を 機と して， どうも 困る ね- 此樣な 評判の {且 いもの を 途中で 止めて はと、 ぶつぶつ 云 

ひながら. 漸 やく 斷れ たる 絲を繫 ぎ、 二人 を 和めて、 再び 妙 昔 を 奏する 事と なしたり. - 御客様 方に 願 ひ 奉つ 

る、 耳 馴れぬ 樂器 とてよ く 聞き もせす に 座 をお 立ちな さらす， 神妙に ぉ聽 取の 上、 成程 高 尙な妙 曲と 御高 評 

を 賜 はらん 事 を。 でない と. もう 變 つた 面白い 音色 を聽 かせません よ。 

これ を 美奈和 集に 收 める 時、 題號を 「調 高 矣洋敍 一曲」 と 改め- 緖 fB も、 カノし 違って ゐる。 斷絃 幷に餘 昔の 中、 


餘昔 9!^s き。 讀歴 のみ を 「ザ ラメ ャ 村長の 作者」 と 題して， かげ 草の 「觀 潮樓偶 記」 に W 錄 した。 「小墜 1」 はし 

がらみ 草紙 第二 卡八號 山 房 論文 其 九 附錄ー に 「醫 にして 小說を 論す」 と 改め、 文章 も 大分 直して あるが、 月艸に 

牧 める 時^ その 前後 を 削り 改め、 題 も 「醫 學の說 より 出で たる 小說 論」 とした。 同月 一 一十一 一日 佛國 AlphonseDaudet 

の 「綠 葉の 歎」 を 次兄と 同譯で 出し、 美奈和 集に はの 字 を 省いて 「綠葉 歎」 として ある。 三月 五日 讀賫 新聞に 次 

兄と 问譯 にて 獨國 Hoffmann の 「玉 を懷 いて 罪 あり」 の 第一、 ニ囘を 出し， 以下 十四日 第三 囘、 三十 一日 第 四 

囘、 四月 十二 日 第五 囘、 五月 十九 日 第 六囘、 六月 一日 第 七囘、 五日 第 八 囘>  十三 日 第 九囘、 十八 日 第 十囘. 二十 

七日 第 十 一 囘、 七月 三日 第 十一 ー囘- 十日 第 十三 囘 * 1 一十 一 日 第 十四 囘で 完結した。 三月 三十 一 日の 同紙 上に 中 村 

座 新 狂言 仇名 艸. H 緣八房 を 次兄と 合評した。 同月 十八 日 少年 圚第 一 卷 第十號 に佛國 Daudet の 「戰 ^」 を譯 載し、 

1 一十 四 年 六月し がらみ 草紙 第一 一十 一 號に 寄稿と して 再揭 された。 

四パ 二日！： 民 之 友 第 四卷第 四十 六號 投書 攔の 「獨 逸文 學の 隆運」 が 同誌へ 寄稿の 始で， 五月 十一 日の 第五 十號 

特刖寄 害 欄に 「文學 と 自然 を讀 む. T 六月 一 日の 第五 十二 號に 「再び 自然 崇拜 者に 質す」， 二十 二日 第五 十四 號 投書 

欄に 「掘 出し物 を讀 む」 が 出で， 八月 二日 第五 卷第 五十八 號 夏期 附錄に S.S.S. の 名 を 以て 譯詩 「於 母 影」 が 

載せられた。 是 より 先 市村瓚 次郞、 井上通泰、 落 合 直 文 三 氏に 次兄 • 姊が加 はって、 時々 會 合して 文學を 論じた 

り、 詩歌 を 作ったり して. その 會合 を新聲 社と 名付けた。 その 作品 を 集め、 新聲 社の 頭字 を 取って 送った ので あ 

る。 その 收 むる 所 十七 篇の 內、 小金 井に 嫁した 姊の 語る 處 によれば， 「いねよ かし」 「笛の 音」 は 落 合 氏 T 花 薔薇」 

「わかれ かね」 が 井上 氏， 「鬼 界ケ 島」 が 市 村 氏 T わが 星」 「あしの 曲」 「あるとき」 が姊- その他の 九篇は 兄が 譯 
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した もので、 その 總題を 「於 母 影」 とつけ たの は、 萬 葉 集の 「陸 奥の まの のか や 原と 

ほけ ども おもかげ にして 見 ゆと ふ もの を」. 蘇 東 坡の詩 r 岷哦天 一 方 雲 月 在 我 側」 か 

ら 採った ので ある。 その 時の 落 合 氏の 書簡 一 通が わたくしの 所藏 する 文壇 名 I タ 書簡 

集に ある。 

暑氣た へ がた く 候 處愈御 安康 賀上候 扱 本日 は兩 度まで 御 尋ね 被 下 候 赴 留守中に 

てま ことに 失禮 いたし 候 例の 譯詩も ほ まとまり 候問淸 書の 上 一 一三 日中に 御 一 

覽を ねが ひ 可 申 候 民 友 社の 方 は 先生より 御 囘答願 上 候 題 は 先日 御 はなし も 有 之 

候 通 面影な とや をた やかなら む 要旨 も 乍 御手 數御 かきしるし 被 下 度 候 先 はとり 

いそぎ 御 返事まで 早々 頓首 

七バ 十六 日 午後 

落 合 直 文 

森林 太郞殿 

•  侍 史  . 

と ある。 世 問で は S.S.S. を 一 人の 名と 思 ひ、 知 漢英 獨を 自在に 驅 使し. 或は 

原作の 意義に 從ひ、 或は 意義 及び 字句に 從 ひ. 或は 意義 及び 韻 法に 從ひ， 或は 意義 

字句 及び 平仄 韻 法に 從 つて 譯 して あるの を 驚異し， その 作者が 一時 問題と なった。 


九月 十 一 一日 第 六十 一 一 號特训 寄書 欄に 「情 詩の 限界 を 論じて 猥褻の 定義に 及ぶ」 を揭 げたが、 誤て 前後 願 倒して 植字 

し * 同誌 記者が 第 六十 三號に  . 

前後 顿倒 ノ廉ァ ルヲ 以テ更 一一 其 全文 ヲ揭ゲ テ 正誤 一一 換 ュ 讀者 再讀ノ 勞ヲ吝 ム勿レ 

と 附記して 再揭 した。 これ は 二十 六 年 三月 二十 五日し がらみ 草紙 第 四十 二 號鶴外 文 話 其 二十に 無題で 牧め、 後 か 

げ艸の 觀潮樓 偶 記に 「猥 襄」 と 題して 人れ た。 十月 二十 二日 第 六十 六 號には 「拏破 5^ が 輿 中の 書」 が 出た。 これ 

は 一 一十 六 年 1 一月 一 一十 五日し がらみ 草紙 第 四十 一 號鷗外 文 話 其 十九に 入り、 後 かげ 艸の觀 潮樓偶 記に 入った C 

六月 鹿 足 郡 私立 敎育 會雜誌 第三 號に 「强 記ハ人 一一 誇ルべ キノ 性 一一 非ズ」 を 載せ、 八月 國民之 友 「於 母 影」 の 出 

た 號の藻 凝 草 欄に^ 然 居士の 名 を 以て 轉 載し、 しがら み 草紙 第 四十 二 號鷗外 文 話 其 二十 一 に 「記憶」 と 改め. 後 

わげ ゆに つた J 六月 十八 日 少年 園 第 一 卷第 十六 號に 米國 き .ngsll  Ifs.- お 作 Sketch  Rook の 一 節を譯 した 

「新世界の 浦 島」 が 出た。 美奈和 集に 入れる 時、 「新 浦 島」 と 改めた。 

この 年 春の 末 か 夏の 初に 兄 は 次兄と わたくし を 連れて 下 谷 根 岸の 御院殿 坂に 近い 處に 一 戶を 借りた。 それ は 陸 

軍の 兵食 試驗の 仕事が 忙 がしくな つたのと. 次兄が 大學に 通 ひ. わたくしが 小學を 終って 中畢に 入る 事に なって 

千 住からで は 通學に 不便な 爲 であった" 秋に 至って 兄 は 西 周 氏の 媒酌で， 海軍 中將 赤松 則 良 男の 長女 登 志 子と 結 

婚 し- 上野 花闻町 十一 番地に 在る 赤松 家の 持 家に 移轉 し. 次兄 も わたくし も 共に 移り、 赤松 家の 女 勝 子、 曾 代 子 も 

同居した〕 この 家 は 柬照宮 の 裏 坂 (fll) を 下った 突 常り で. 昭和 四 年頃 は 高山 安と いふ 人が 住んで ゐ たが、 唯 

今 は 空 家に なって ゐる。 四周の 様子 も變 じて 當時を 低ぶ 事 は 出来ない" 奥座敷 は 二階建で" 下の 二 間 を 居間と し 
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二階 を 客間に 使って ゐた。 二階から 見る と 今程 家 も 多くな く、 背後 は 一 面の 藪疊 みで、 それ を 越して 不忍 池の 1 

部 も 眺められた 閑靜な 住居であった。 この 二階 は 日中 は 勿論 夜 も 起きて ゐる間 は 何の 異狀も 無い が- 寢 ると 時々 

非常に 魔され て 飛び起きる 事が ある。 書生の 話 を 聞く と、 胸 を 大きな ものが 來て壓 へつ ける やうで- 苦しくて た 

まらなくなる と 云 ふて ゐる。 その 理由 は 遂に 判明し なかった が、 出 人の 商人 は 裏の 薮に 独が ゐる とか、 不忍池 か 

ら 獺が 上って 來 るの だと か、 種々 の 風 說を持 込んで 女中 を 恐怖 させた。 

五、 文壇 活躍 時代の 上 

根 岸の 住居 は 半年に もなら ぬ 程で. 出入した の は 市 村 * 井上、 賀古， 落 合 氏 位で あつたと 思 ふが * 花園 町に 轉 

居して 、「於 母 影」 が發 表され， 民 友 社から 原稿 科と して 金 五 拾圓を 受取って、 諸氏と 相談の 結果、 それ を 資本と 

して 雜誌 を發 行す る 事と なり、 それから は 種々 の 人が 入り 代り 立ち 代り、 午前 一 一時 三時 頃 迄 話す の は 珍ら しくな 

く、 文士の 梁山泊と いふ 感 があった" その 中 最も 度 々来られた の は 幸 田 露 伴 氏であった やうに 思 ふ。 兄と 話して 

泊り込み、 翌日 漂然と 遠くへ 旅行に 出られた 事 もあった。 內田魯 庵 氏 は その 頃 不知 庵と 號 して 居られた が、 一度 

訪ねて 来て 寄附 金 勸誘 者と 見誤られて 玄關拂 ひ をく ひ. 憤慨の 一 文 を國民 新聞に 出す 爲に 書いて、 投 に 出た 後 

で 兄が 行き、 それ を 知って 左の 書狀を 寄せられた。 
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来訪 又 來書辱 ふ 存じ 候 

昨夕 不忍 池畔 を めぐりて 上野の 美に 感得 致し 候 ま. - 

大家 を 訪ねて 會 はす 

なる 一 篇 かきつらね 候 大抵 は 明日の 紙上に 載るべく 候 ま、 飼 ii 被 下 度 候 

近日 再び 君が 高 門 を 叩きて 敎を 


乞 はんとす 現代の 大家よ く^ 臭 

の 若 少を迎 接する の 時間 あり A 

否 

昨夜 君が 來 るの 前 數刻蘇 峯君訪 

はる 彼れ 曰く 君 磊落に して 好ん 

で 客と 語る と 彼の 言に して 欺か 

やん ば 長座 席 を 腐らす の 我が 一 

癖 を 許せ 

(在宅 i 間 御 報知 あるべし) 

三十 一日  不知 

鶴が 先生 侍史 
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こ- 1 がー 一十三 年 五月 三十 一 曰の 事で. これから 大層 親しく 交際す る やうに なった。 この 事 は 同氏の 著 「思 ひ 出 

す 人人」 の 中に も 記されて ゐる。 わたくし は 漸く 小學を 卒業した 許の 頃で あるから. 來た 人の 前後な ど覺 えて 居 

ちす， 或は 千 駄木町 五十 七 番地へ 移轉後 かと も 思 ふが、 中 西 梅花 氏の 脊が 高くて 吃音であった こと、 石橋 忍 月 氏 

が 誰かと 議論の 末 錢拳を 振 廻した 事な ど を 朧氣に 記憶して ゐる。 

雜誌は 十月 二十 五日 頃に 文學 評論と 割 書して 「しがら み 草紙」 と 題して 創刊され、 黑 地に 白く 落 合 氏の 摩 蹟.^ 

祓いた 表紙 は. 當時 頗る 評判であった。 雜誌發 行の 直前 兄から 市 村 氏に 送った 書簡が あるの を 左に 祸げ よう。 

罕讀 感謝 題號並 一一 築 會ノ事 承リ候 へ ドモ旣 一一 今 マ ヂ 一一 餘 リ遞延 イタ シ居リ 山 田 始メ人 々 一一 話候テ モ云 ハバマ 

ダ生 レヌ子 ノ緣談 1 一等 シク何 トナク 拍子 脫ケ申 候 依 テ初號 (落 合 君-一 異見 ヲ問ヒ ) 不取 敢發梵 イタ シ悪ィ 所 

尸 三 上 君等ノ 意見 モ タヅ ネ 十分 一一 改良 可 仕 候 又 タ初ノ 題 號ヲ用 ヰ 難キ所 W ハ種ガ 種 一一 テ 論文 トテ ハ 小生 ガ無 

雜作 至極 ナル 演劇 論ノ ミ コ レ 一一 テ 大書 シ テ文學 評論 ト巾サ ン モ裏恥 力 シ キコト ト存 候而巳 依テ落 合君ノ 意見 

ノミ 11 テ何ト 力 果決可 仕 見込 一一 御座 候猶ホ 次囘ノ 集會ー 號ノ世 一一 生 レシ 後一 一致 シ 候へ ド乇ニ 號ノ村 料 ハ今ョ 

リ御集 置 被 下 度 候 切望 切望 

十月 八日 味爽 

これで 見る と 初め 文學 評論と 題す る 箸で あつたの を 止めて、 頭に 割って 付ける ことにし たので. しがら み 草紙 

と は、 务讀費 新聞記者に 話した 「柵 草紙の ころ」 にょれば、「滔々 たる.l^-壇の流に柵をかけると云ふ意味からでぁ 

つた」 と あるが- わたくしの 親友 森銖三 氏に 井上通泰 氏が 語られた 所に よれば、 井上 氏が 父の 隨筆 をし がらみ と 


名 づけた の を 想 ひ 出して いふたら ば、 それが 宜 からう とて 極まった の ださう である。 演劇 論と いふの は 第一 號の 

「演劇 改良 論者の 偏見に 驚く」 がそれ である. - その他 卷 頭に r しがら み 草紙の 本領 を 論す」、 次兄と 共譯 した 獨國 

Lessiiig の "Emilia  Galottr を 「折 薔薇」 と 題し， 刖 に米國 wrct  Harte の 「洪水」 をも譯 載した。 前者 は 十一 一月 

第三 號、 二十 三年 一月 第 四號、 二月 第五 號、 二十 四 年 一月 第 十六 號、 十二月 第二 十七 號、 二十 五 年 五月 第三 十二 

號、 六月 第三 十三 號に 分載され、 後者 は 十 一 月 第一 ー號、 一 一十三 年 三月 第 六號で 終った， - 十 一 月 第一 一 號には 「現代 

諸家の 小說 論を讀 む」 が 出て" 後つ き 草に 「今の 諸家の 小說 論を讀 みて」 と 改め， 多少 筆 削して 牧 めた， - 十二月 

第三 號には 「再び 劇 を 論じて 世の 評者に 答 ふ」 が 出た。 

ト 一 n 五日 讀賫 新聞に 次兄と 同 稿と して 「女歌舞伎 操 一 舞」 序幕 北 畠.； }^ 奥方 部屋の 場 一 囘を 出した が 止めて、 

翌 六日から 魯國 Leo  Graf  Tolstoj の 「瑞西 館に 歌を聽 く」 第 一 稿 を 出し、 その 前書きに 

昨日の 紙上に て その 緒 を 開きし 脚本 は 少しく 感觸 する 處 ありて 姑く 其 稿 を 絡ち これに 代 ふるに 魯西亞 現代の 

1 名家 トル ス トイ 伯が 嘲 世 罵 俗 0 短篇 を 以てせん とす 彼の 脚本 は 他日 再び これ を繼 ぐべき 機會も あるべし ズ 

た 或は これな きとき は 明治 一 不一 一年 十 一 月 五日の 讀賨 新聞に 此 一 張の 斷 簡 を 留めて 讀 者の 忖度に 住せた る 

も亦舆 .な きに あらざる べし 

と ある。 譯文は 第 一 囘 とせす 第 一 稿 訂：" とし、 七 H より 1 一十 九日の 末 稿まで は I に 十 1 一十一 ー囘に 連載され 

た。 題名 は 後 美 奈和 集に 收 める 時、 單に 「瑞西 館」 とした。 猶 之と 交互に 二十 五日から Theodor  Kr>rn(T の f 傳 

奇トォ ユイ (三 幕續 き)」 の 共譯が 出て， 二十 五日 序幕 其  一、 二十 六日 其 一一 至 其 六. 二十 八日 其 七 其 八、 二十 九日 
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其 丸 其 十、 十二月 三日 其 十一まで 出て 中飽 したら しい。 

書き落し たが 三月 十三 日讀賫 新聞 寄書 攔に 「修行が したい」、 四月 七日の 投書欄に 「池 袋淸風 JJf^ に 一 言す」 を 出 

し. 二十 四 年 十月し がらみ 草紙 第二 十五 號山房 論文 其 六 附錄に 前者 を 一、 國民之 友 第 四十 六號の 一. 獨 逸文 擧の隆 

運」 を 1 1. 後者 を 三と して 牧 めた が. 月 草に 人れ る 時 口語 體を 文語に、 題名 を 「平仄に 就きて 」 「再び 平仄に 就き 

て」 「三た び 平仄に 就きて」 と 改めた〕 

醫  擧 

醫學衞 生に 關 した 論文 >  雜錄等 を 年代順に 列擧 する。 

一 月 五日 東京 醫事新 誌 第五 六 一 一 號至ー 一月 九日 第五 六 七號に 、「市 15! 改正 は娱 して 衛生上の 問題に 非ざる か」、 

同 第五 六 二、 五六 三. 五六 四- 五 七三、 五 七 四、 五 七 八、 五 七 九- 五八 ニ號 に、 「エミル • ドュ， レ ー モンの 傳」 

(譯 文)， 第五 六 二 號漫錄 欄に 「寸 鐵擧 士」、 一月 十二 日 第五 六 三號に 「獎狗 毒 種 接院ヲ 開クノ 記」、 一月 二十 六日 

第五 六 五號に 「小 池 舉士ノ 中外 醫事 新報 社員 一一 與 フル ノ書ヲ 讀 ム 」o 

二月 九日 第五 六 七、 十六 s 第五 六 八- 三月 二日 第五 七 〇- 十六 日 第五 七 二. 四月 十三 日 第五 七六號 に、 「軍陣 

流行病 及 ビ其他 ノ傳染 病 ヲ攻擊 スルノ 方 案」 (Koch 原著)、 一 一月 十六 日 第五 六 八號に 「ベ ッ テン コ ー フ H ル師の 

七十 誕辰， n 一十三 日 第五 六 九號に r 醫學 統計 論の 題言」。 

三月 一 一日 第五 七 〇 號至 十六 日 第五 七 一 ー號 に、 「ぺ ッテ ンコ ー フ H ルの 逸事」、 九日 第五 七  一 * 五月 四日 第五 七 九、 

七月 十三 日 第五 八 九、 一 一十 七日 第五 九 一 、 十月 十九 日 第 六 〇 三號 に、 「 コ ッボ師 印度 紀行 抄， n 二月 一 一十三 日 第五 


セ 一一 ー號に 「統計に 就て」. 二 卡音|新| 創刊し 、「服乳 の 注意」 站廳ほ 斬 St"" は) 「衞 牛： 新 誌の 

眞 面目」 「賣 笑の 利害 ，一 を 載せた。 三十日 東京 醫事新 誌 第五 七 四號に 「讀讀 非 日本食 ム I 將失其 根據」 と， 「ル 1 

ソ 1 が 少時の 病 I す」 (^^1^11)。 

四 六日 第五 七 五號に 「先天 心 異形の 一 症」 (三 浦 守 治 原著 譯載) 、二十日 第五 七 七號に 「薩 摩ィ 1*H ムの心 術 

を怪 む」. 「獨逸 sr 總監の 諧謔， 「一 不 五日 衞 生新 論 第 1 ー號に 「女子の 衛生 JT 航西 日記」 (：^£仁計ま 細 第ン。 

五月 十日 裁判 翳 學雜誌 第一 號に 「咄々 怪事」 十一 日 東京 醫事新 誌 第五 八 〇、 二十 五日 第五 八 二- 六月 十五 日 

第五 八 五. 二十 二日 第五 六 六、 七月 六日 第五 八 八、 二十日 第五 九 〇、 八月 三日 第五 九 二、 十日 第五 九 三、 三十 

一 日 第五 九 六、 十月 五日 第 六 〇一 號に 「ヘッケル 阻 業の 醫斷」 -十 八日 第五 八 ー號に 「ァ ー, マルチン 稳婆 制度 

改良 意兑 J  (譯載 )1 一十 日 裁判 醫舉雜 誌 第一 ー號に 臺麓擧 人の 名で 「外 情の 事を錄 す」、 1 一十 五日 衞 生新 誌 第三 號に 

「靴？ 屐？ 」。 

六 n;: 一  日 東京 醫事新 誌 第五 八 三號に 「吾 局の 文壇 は 又 一 將を 得たり」 八日 第五 八 四號に 「銃 計に 就ての 分 疏」、 

一 一十 日 裁判 醫舉雜 誌 第 四號に 「ホフ マ ン焚 尸滅跡 考」、 一 一十一 一日 東京 醫事新 誌 第五 八 六號に 顯微齋 主ん の 名で 

「吾 獨り共 人 を 悼む」、 二十 五日 衞 生新 誌 第 四號に 「病院」 (ま ^ に. S; お 日. 

是月 軍醫舉 校より 留學 研究の 新 知識 を 以て 編述 した 「陸軍 衞生敎 程」 が 刊行され た。 菊判、 假 綴- 紙 装 二 〇 

An. 卷 頭に 石黑忠 氏の 識語が ある J 

七：： ^三日？； 费 新聞に 「時事 新報 は醫 者の 何者た る を 知らす」、 六日 東京 醫事新 誌 第五 八 八 號雜錄 に 「腦髓 と 文明」 
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「臨 尊 消毒」、 十日 裁判 醫舉雜 誌 第五 號に 「裁判 醫の文 は 宜しく 簡 なるべし」、 十三 日 東京 醫事新 誌 第五 八 九號に 

「新愤 醫」、 1 一十 日 裁判 翳 學雜誌 第 六號に 「法 醫の自 出」， 二十 五日 衞 生新 誌 第五 號に 「公衆衛生 第 十四 囘 Ml 抄錄」 

1 一十 七日 東京 醫 新 誌 第五 九 一 號に 「書 痢の 說」。 

八お 十日 裁判 醫舉雜 誌 第 七， 一 一十 日 第 八、 十月 十 一 日 第 十 一 、 十一月 一 一十 六日^ 十四 猇に 「人身 自 焚の 事 を 

辨す」 (譯 文)， 十日 東京 醫事新 誌 第五 九 三號に 「答 今 井 武夫 君」 (詩)、 湖上 逸民の 名 を 以て 「統計 三 家 論を讀 む」、 

十七 日 第五 九, 號に 「讀 食物 論 第 一 」、 I、 歸 wliKI 一 一十 四日 第五 九 五、 九：：.： 十四日 第五 九 八- 1 一十 六日 第 六 

〇〇. 十月 二十 六日 第 六 〇 四號に 「麵飽 科 中 ノ毒實 ヲ論ジ 其 毒 ヲ滅ス 法 一一 及ブ J  (自抄 )、 二十 s; 日 第五 九 五. 

九月 七日 第五 九 七 >  二十 一日 第五 九九、 十月 五日 第 六 〇一 號に 「蛋白の 需要 を 顧慮し つ.^ 混和 食と 淨素 食との 

霧 を 比較 檢討 す」 (lils 誠續) 一一 不 1 日き 丸一 ー號に 「木 桃 數顆」 §s^^s. 

九月 東京 醫事新 誌 第五 九 八號に 「醫事 新聞に 就て. n 一十 一 日 第五 九九 號に 「西 人の 虚辭我 を誣詆 す」、 一 一十 五日 

衞 生新 誌 第 七號に m 外 漁 史の名 を 以て 「夢」、 顯微齋 主人の 名 を 以て 「敎 を授 くるに 衛生の 道 を 履む 事」 (； 

一士 ハ日 裁判 置雜讓 卡號に 「中澤 藤 S 郎君の 問に 就て」 I きを 「lgsf g な？ 

る も i)  二十 八日 束 京 醫事新 誌 第 六 〇〇、 十月 十二 日 第 六 〇 ニ號に 「日本 醫學會 論， T 

十 =: 十九 日 東京 醫事新 誌 第 六 〇 三號に 湖上 逸民の 名で 「讀 第三 駭議書 寄 今 井 武夫 君、 用鵾 外漁史 韻」、 二十 五 

日衞 生新 誌 第 八號に 「甸 女の 衛生」 (譯 文). 1 一十 六日 東京 醫事新 誌 第 六 〇 四 號に忍 岡 樵 客の 名で 「三た び 統計 論 

に 就て を讀 む」、 同號 及び 十一月 九日 第 六 〇六- 二十 三日 第 六 〇 八、 十二月 十四日 第 六 一 ー號に 「竹 岡 友 仙著醫 


事 集談評 「二十 六日 裁 刹 醫學雜 誌 第 十一 ー號に 「溺死の 新 實驗， T 

ト 一 月 一 一日 MM 醫事新 誌 第 六 〇 五. 九日 第 六 〇 六號に 「統計の 譯語は 其 定義 負かす」 1 一十 五日 衞 生新 誌 第 九 

十一 一：！： 十六 日 第 十 一 , 一 一十三 年 一 月 十六 日 第 十三、 一 一月 一 一日 第 十四、 十六 日 第 十五 號に I 衞生都 城の 記」。 

士 一月 十三 日 醫事新 論 を 創刊し、 「敢て 天下の 醫 士に吿 ぐ」 「镜折 券 記」 (？ 難ぎ 【精神 啓微の 評」. 十六 

日衞 生新 誌 第 十一 號に 「僂 麻 質斯の 話」、 十四日 東京 醫事新 誌 第 六 一 一 號に顯 微齋の 名で 一 マッケン ヂ 10 解 嘲 

を讀 む」 (I 計" S 針に |5 寳). 二十 A 日 第 六 一 三號に 「傳染 病 分類 圖」。 

公  職 

七月 五日 兵食 試験 委員 仰 付けら る。 一 一十 四日 美術 學 校より 專修科 美術 解剖 擧 講師 を 嘱託 せらる - 

十月 五日 本職 並に 兼職 を 免じ- 軍醫寧 校 陸軍 二等 軍醫 正敎官 心得 仰 付けら る。 二十 一日 東京 市 lEil 改正 委員 會 

より 東京 市 建築 條例 取調 を囑 託せら る。 

同 二十 三年に は讀賫 新聞の 元旦から 獨逸 】： W.  Haekhendcr の 「ふた 夜」 を譯 出し、 二月 二十 六日 完結した。 

しがら み 草紙 第二 十二 號に 「ふた 夜 (初の 夜)」 を舊 稿と して 載せた が、 後の 夜 は 出なかった" 

上ノ 一 (元旦) * 上 ノー 一 (四日)、 上ノ三 (五日)， 上ノ四 (七日)、 上ノ五 (十日)、 上ノ六 (？ )， 上ノ七 ニー 十四 

曰). 上ノ八 (二十 五日)" 下ノ  一  (？)、 下ノニ (二月 二日)、 下ノ三 (四日)、 下ノ四 (？) 、下ノ 五 (七日)、 下ノ六 

(十日)、 下ノ七 (？ 0、 下ノ八 (十四日： r 下ノ九 (十七 日)、 下の 十 (？ )、 下ノ 十一 (二十 二日)、 下ノ 十二  0 一 

十六 日) 完。 (？は 帝 國圖書 館 所蔵の 新聞 缺號 のた め日附 不明)。 
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一月 三日 國民之 友 第 六卷第 六十 九號 新年 附錄に 「舞 姬」、 八月し がらみ 草紙 第 十一 號に 「うたかたの 記」 を 

發 表した" 报載は 前後す るが、 眞の處 女 作 は 「うたかたの 記」 で、 「舞 姬」 は 第二次で ある。 これが 兄の 文壇に 於 

ける 位地 を 確固たら しめた ものであった。 「うたかたの 記」 は獨逸 南部の 大 都會ミ ュ ン へ ン を舞臺 とし * 畫ェ巨 

勢 は 原 田 直ニ郞 氏， 他 も 悉く 實 在の 人物 を 使った ので、 その 事 は 後藤 宙外 氏の 編した 唾 玉 集に 收 めた 兄の 談話で 

知られる。 內田 不知 庵 氏が この 作 を 幸 田 露 伴 氏の 「一 ロ劎」 と 較べて 等級 づけた について、 澤水！ t の 名 を 以て 之 

を 哂 ひ， 石橋 忍 月 氏が 文章， 內容、 外形より 評した 中から 幽玄と いふ ことに 關 して 論 戰を 重ねた。 「舞 姬， 一は 獨逸 

北部の 大都會 伯林 を 背景と して 作り、 これに は 一 一月 國民之 友 第 七十 一 一 號に巖 谷 小波 氏が 氣取半 之丞の 匿名 を 以て 

書いた 評に 對し * 四月し がらみ 草紙 第七號 (r 氣取半 之 丞に與 ふる 書」) 及び 國民 新聞 四月 二十 八， 三十日 >  五月 

二， 四、 五、 六日の 六日に 涉り (「再 氣取半 之 丞に與 ふる 書」) 答 書を祸 げた。 「舞 姬」 は 國民之 友に 出た 外に 左の 

種類が ある" 


一、 國 民小說 第一 

二、 美 奈和集 

三、 英譯 "ィ キス 氏 ト^ 

匹- 

池 

譯 


二十 三年 十月 三十日 民 

二十 五 年  春 

四十 年 二月 五日  彩 

四十 一年 泰 

昭和 五 年 六月 十日  郁 


友 社 

陽 堂 

雲 閣 


文 堂 


I  . 蜀舉 文學 池 

£ 猎 P 堅 治氏譯 

英譯は rMy  Lady  of  the  usee,, と 題し- 後に 原文 を 添附して ある。 初め 國 民英舉 食の 雜 誌に 連載した のを單 


行 本と した もの かと 思 ふ。 唾 玉 集に ある 兄の 話中に 「 一 體舞姬 とい ふ 字はバ レ チウ ヅの譯 で- バ レットと 云 ふ 踊 

を を どる 女の ことです、 ま 人が 某雜 誌へ 英譯 にして My  Lady  of  the  .Dance  (我が 舞姬の 貴婦人) と 書いて あつ 

たが， つまり 意味が 分らなかった ものと 見える j とい ふて ゐる。 四の 露 譯は長 谷川 氏が 露語 雜誌 Vostok の 第一 

號 第二 號に 載せた もので、 題 を 「踊り子」 と 付けた の は 流石 正鵠 を 得て ゐる。 この 雜 誌の 事 は 四十 二 年 八月 易 風 

社發行 「一 一葉 亭四 迷」 (解 轴鍾 隨、氏«) の 中に 兄が 

何とかい ふ 露西亞 人が 横 濱で雜 誌 を發刊 する のに、 私の 舞姬を 露語に 譯 して 遣りたい が、 差 支 は 無から うか 

と、 手紙で 問 ひに よこされた 事が ある。 私 は 直に 差 支 は 無い と 云って 遣った。 程無く 雜 誌に 舞姬が 出る こと 

になる と- その 雜誌 社から、 わざ/ >\ 敬意 を 


^  ，や， T  0-.^  %  、！  む 人 スマひ 奴 み^ん ^さ ，4,7 

>vC A タ：, ：5j> ,t 々J ^、二よ： が A  ,、  V  M あ 

ム ゆ T  --^ ん ノ  *i り-. -る ^  re  ^ ヌ./ ？?. P 一  ち >. A> 


長 

谷 明 

川 治 

K 四 

ぬ 5： 就 
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表する とい ふ 電報が 来た" 次いで 雜誌を 十 部 

ばかり 逢って 來た、 私 は餘り 鄭重に せられて 

恐縮した。 

と 書いて ある。 Vostok は 四十 一年 一月に 創刊 

された かと 思 はれる の は、 四十 年 十二月 二十 三 

日の 消印 ある 長 谷川 氏の 葉書が あって， それに 

雜誌發 行 披露 文の 事が 見えて ゐ るからで ある。 


拜復 御手 f 兀 まで 差 出 候 は あれ は V5t0k 發行 披露の 廣吿 文に 候 邦人 * 邦 在留 外人 等より 廣吿 募集の 爲 配布 致 
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候 もの ゆえ 日本 文 英文 露 文の 三種 を 印刷 致 候へ ども 日本 文の 分 は 不得要領の もの ゆえ 英文の 分 を 供贵覽 候^ 

第に 候 最初 申 上 候 通り 御高 作 は 日本 文より 直ちに 露 文に 翻 譯致候 儀 ゆえ 彩雲 閣は 無關 係に 候 右 貴 答まで 申 上 

候 草々 頓首。 (二十 三日) 

末 文の 彩雲 閣は 無關 係と は 原文から 直接 露譯 する ので， 彩雲 閣の 英譯 文から 重譯 する ので. ない とい ふ 事で あら 

う。 五 は H 鶴 外 小品と 題し、 昭和 五 年 六月 十日 郁文 堂 書店より 刊行した 四 六 版に、 一文つ かひ ニ假 面」 と 共 

に牧 めた もので、 卷 頭に 兄の 「世間 留綺 語。 海外 咏 佳人。 奄忽吾 今老。 囘 頭ー鬨 塵。」 の 題辭が ある。 

以上 五 種の 他に 昭和 二 年 十月 一 日 岩波 書店から、 岩波 文庫 一 〇 一 として 「うたかたの 記 一 「ふた 夜」 I 文つ かひ 一 

の 三篇と 合して 刊行され たもの も 一 異本に 加 ふべき である。 菊半截 判、 假 綴- 紙 装- 平 福 百穗氏 意匠。 これに は 

小島 政 一 一郎 氏の 鶏 外 先生 略傳十 1 一 頁、 鵄外 先生 刊行 著書 略 表 一 頁が 添附され、 總紙數 ニニ 頁で ある T うたかた 

の 記 一 は 美奈和 集に 牧め たのと、 この 岩波 文庫の 他に は 無い T 舞姬」 の 原稿 は 半紙に 毛筆 を 以て 認められ- 下 谷 

の 古 書肆 吉田条 二が 秘蔵して- 大正 十二 年の 震 火に それだけ を 抱いて 逃れた が、 昭和 八 年 夏の 頃 遂に 手放して 大 

阪の 上野 精一 氏の 靡 中に 人った. - 

「舞 姬」 の 他 一月に 出た もの は、 三日の 日本 之 文 華 第一 冊 第一 號に 「大家」、 十八 日の 同誌 第二 號に 露國 Tllrgc- 

iijew の 「馬鹿な 男」、 二十 五日し がらみ 草紙 第 四號に S.  S.S. の 署名 を 以て 「明治 二十 二 年 批評家の 詩 眼」 が 

ある" 「大家」 は 翌年 五月し がらみ 草紙 第二 十號 「鷗外 文 話」 に收 めた。 

二月 一日 國民 新聞 創刊 號に 「祝辭 に 代へ て」， 十三 日の 國民之 友 第 六卷第 七十 三號 特別 寄書 欄に 「市 K 改正 


論 略」， 二十 五日の しがら み 草紙 第五 號に 日本 演劇 協會 の演說 筆記 「演劇 場 裏の 詩人」 が あり、 二十 六日 以下 Q!: 

民 新聞に 「濠 西 詩 話」 が 連載され た， - 卽 ち 

( 一 ) 盲 帝の 曲ニ不 六日)、 同 接 (三月 一 一日)、 (二) 今の 英吉利 文 擧( 四日 r  ニニ) 美しき；： 六日)、 ニニ) 白壁 

の微瑕 (九日)、 (， 五 r 再び ド ー デ ー の 事 を 記す (十三 日 )、 同績 (十五 日)、 (六) 「地震」 の 作者 (一 一十 七日)。 

で， 後し がらみ 草紙の 「鶏 外 文 話 一 に 重出する" 

三月 三日 國民之 友 第 六卷第 七十 五號に 「ラブ ルュ H 1 ルが 篾言數 則」 を 揭げ. 後 二十 六 年 二月し がらみ 草紙 

第 四十 ー號 「鶏 外 文 話」 其 十八に 「箴言 數則」 として 牧 めら れた. - 國民 新聞の 十七 日から 二十 六日までに 獨國 

W.  v§  Kleist の 「地震」 が 十囘に 連載され たつ 二十 三日 第 七囘の 初に 

速號 一 あ」 行の 「お」 の 字 を 悉く 「わ」 行の 「を， 一の 字に 植ゑ 違へ たり、 請 ふ讀者 諸君の 正されむ こと を- 其 他 

の 假名 遣 は 一 一 に舉 げす、 漁史識 す。 

と六號 活字で 記して ある。 是月 のし がらみ 草紙 第 六號に は、 小 林 甜珠の 名 を 以て r 雜說」 が 出て ゐる。 

ran は 上野 公園の 第三 囘內國 勸業博 覽會に 陳列せられ た贛畫 に 就いて、 國民 新聞社から 批評 を 原 田 直ニ郞 氏に 

嘱し， 氏 は 十一 日 「又饒 古， 一 として 筆 を 執った が、 已むを 得ざる 事情の 爲に 兄が 代って、 十四、 十七- 十八、 十 

九. 一 一 卜 三. 一 一十 七、 一 一十 八， 三十、 五月 一、 七、 八-十、 一 一十 六、 六月 六 曰の 十四 囘に 「叉 又 饒舌」 を 書いた。 

又 二十 三日の 國民之 友 第 六卷第 八十 號 から ふ t の 「悪因 緣」 を 

其 一 (二 卜 三日 八十 號). 其ニハ 五月 三日 八十 ー號 )- 其 三 (十三 曰 八十 二 號). 其 四 (六月 三日 八十 四 號)、 其 

文 躍&， の 上  ！  I    ,   二 七 
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五 (十三 日 八十 五 號)、 其 六 (二十 三日 八十 六 號). 其 七 (七月 三日 第七卷 八十 七 號)、 其 八 (十三 日 八十 八號 y 

其 九 (二十 三日 八十 九號) 

の 九 同に 揭げ、 しがら み 草紙 第 七號に 「言 文 論」， 「讀 罪過 論， r 「報知 異聞に 題す」 の 三文の 他に、 獨逸 ossip 

Schub 一 n  (Aloisia  Kirschner) の 「埋れ 木」 を譯 出した。 「 埋れ 木」 は  - 

第 一 、 一 ー囘 (一 一十 五 曰 第 七 號)、 第三 囘 (七月 第 十號) 、第三 至 第六囘 (九月 第士 一 號)、 第 七、 八囘 (士  一 ：！！： 第 十 

五 號)、 第 九， 第十囘 (一 一十 四 年 一 月 第 十六 號)、 第 十 1 , 第 十一 ー囘 (四月 第 十九 號)、 第 十一 ー囘 後半 (五月 第 

二十 號)、 第 十三 囘 (七月 第二 十二 號)、 第 十四 至 第 十六 囘 (十二月 二十 七 號)、 第 十七 至 第 十九 囘 (二十 五 年 

四月 第三 十 一 號)， 

で 完結した。 この 作の 主人公 ゲ ザの 哀れ 深い 末路 は、 人の 同情 を惹 か. f に 置かなかった， - 昭和 二 年 十月 岩波 文庫 

一 一 八と して 刊行され." 卷 末に 小島 政 一 一郎 氏の 附記が あり、 . 紙數 一 〇一 一 頁で ある- - 十九 日國民 新聞に 「ふた 面」 

と 題した 忍 月 氏に 與 ふる 短文 を 揭げ- しがら み 草紙 第 八號に 「外 山 正 一 氏の 畫論 を駁 す」 を 載せた。 

六月 二十 三. 四兩 日の 國民 新聞に 「肖像に添 へ て國：：！^新聞！^に寄する書」. 二十 三日の ■ 同紙に 「蘇峯 先生に 答 ふ 

る 書」 が 出で- 同日 中 西 梅花 氏の 「森鹉 外 君」 と 題す る 新 體詩も 載せられた。 

白き は 雪 か 雪の ごと、 照る 月影の 池の 面に， 觀す心 は 言 さやく、 日 耳 曼の國 ゆ 持て 來 こし. 其の、 蟹の 横に 

這 ふ， 眞菅の 長 根爱に 移し、 こ、 にう つして 益 良 夫の、 修羅の巷に 手 捲く， 衣の たての 縦 文字と、 なしにけ 

るか も 君が 抑 も、 何 を 忍の 河の 瀬に、 うち も 打ちた る 志 我 良 美 を * 命と 埃ち て 寄り 寄れる、 其の 花片の いろ， 


c ろ を、 足 搔き啄 1  艮み 戯れつ、、 、い 涂 所に 身 を 置きて、 浪 のまに まに 世と 游ぶ、 其の 世と 遊ぶ 樂 は. 小夜 

更けて、 小夜 更けて、 柳睡 りし S を 高み、 空 を 高みて 嗚 くと 云 ふ。 

^萬 目の 外 はしる よし あら じ。 

二十 五日し がらみ 草紙 第 九號に 「外 山 正 一氏の 畫論を 再 評して 諸家の 駁說に 旁 及す」 が 出た。 

七月し がらみ 草紙 第 十號に 「石 桂 堂の 逸事」 と 「雜言 四 則」 とが 載った。 石 桂 堂 は 儒者 萩原 承、 字 は 公 籠、 號 

綠 野の 別 號で、 兄が 親戚 林 洞 海 翁から 聞いた 話 を 書いた ので ある。 二十四日の 國民 新聞に 「油畫 裂」 と 題す る 短 

文 を 出した〕 八月 二十 三日 國民之 友 第 七卷第 九十 ニ號 から 獨國 A き 1〔 Stern の 「うきよの 波」 を 載せられ 

其 二  (九月 十三 日 第 九十 四 號)、 其 三 (二十 三日 第 九十 五 號)、 其 四 (十月 三日 第 九十 六 號)、 其 五 (二十 三日 

第 九十 八 號)、 其 六 (十一月 三日 第 九十 九號) 

で 完結した。 「惡 因緣」 「地震」 「うきよの 波 一 は. 二十 四 年 十 H 十 一 日 民 友 社發行 第一 一 國民小 說に收 め， て發 行され 

た。 

九 2： しがら み 草紙 第 十二 號に 「原 田 直ニ郞 氏に 與 ふる 書， T 十一月 同誌 第 十四 號に 「答 忍 月 論 幽玄 書」、 十二月 第 

十五 號に 「忍 月が 再び 我に 答 ふる 書.^ 見て」 が 出た" 後の 二つ は 「うたかの 記」 に對 する 批評の 辯で ある。 

九 二十 三日 國民 新聞に n 秋 をみ そこねた る 記」 とい ふ 題で、 玉轔子 (井上通泰 氏) 、 .H つゆの 伴 (幸 m 露 伴) 

嘔外 (鶴 外) 幹武次 (三 木 竹ニ卽 次兄) 松 雲 軒 (賀古 鶴 所 氏) が 谷 中 萩 寺の 获を 見る つもりが 雨で 駄目に なり、 

Ki! 谷の 伊香保に 遊んだ 記事が 出て ゐ たの を 最近に 知った。 全集に も遣珠 にも 洩れた ものであるから、 他の 三人つ 

文墳 躍 時代の 上  一一 丸 
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とも 左に 揭げる 事と した。 

萩 をみ そこねた る 記 

きたらん 土曜日に は 萩 寺の 萩 を 見に もの せんと 兼て 松 雲 軒の あるじ， 鐘禮舍 の 翁な ど.^ 契りお きぬ， 今日は 

その 土曜日な り >  天氣 如何にと 起 いづる、 すな はち { なを 打 仰ぐ に 兎の毛ば かりの くま もな き天氣 なれば * い 

とうれ しくて. 午す ぐる 頃より こそと 契りつ る も 待と ほしければ、 一 寢 人せば やと 枕 ひきよ する はしに 

1K 氣は よし さそ ひし 友 はみ な 來ちふ 

みちたら ひたる 今日に も あるかな 

目 さむれば 雨の そぼ ふれる に、 言はなくて まつ 穴 二 を 打 まもれる ほどに、 いや ふりに ふり 來ぬ、 

人なら ば 我く ろかね の 編 もて 

なぐら ま はしき 今日の かな  - 

率 をい そがせて 松 雲 軒 をお となへば. あるじ も 同じ様に 空 をに らまへ てゐ ませり、 さてい かにせ まじ、 蝸牛 

庵主 を さそ ひて 鳥 又に まど ゐを やせ ましな どい ふまに、 や.^ あかるみぬ。 (玉 轔子) 

***** 

もち 竿で さして やりた き 髭 男め がむ づ かしき 事 云 ひ 居りし ところへ、 ノッシ /、と 人り 來 りし 玉轔子 * 是で 

俗談 は 獲轔と 誤魔化し、 誘 はる & がま、 に 飛び出して、 乘 りし 鐵道 馬車 相 憎に 其 馬の 腹へ りたる や， 力なく 

たよた よと せる を、 酷くな ぐって 意 氣揚々 たる 車掌め と 乙に 悪く 云 ふに は あたらす， ^等 を晏 子に したるな 


りとうぬ ぼれ. コ 一橋で 下りて ム ダロ澤 山に あるき 行く 折 柄 雨 ハラ/ f\ と 落し： 水て、 伞ケ 無しの 露 伴 はかぶり 

笠した る j|5 の 行く を 羨 やみけ る 可笑し， かくて 遂に 蹲 外 子の 門前に いたり 了ん ぬ。 (白つ ゆの 伴. > 

け ふ も 例のお ほかみ の聲き i て、 共に 吠 ゆべき 友 もがな とお も ふ をり しも、 日本の 十二支 連中 打 そろ ひて 來 

にけ り、 羊の 君の 口より 引きいだ し 玉 ふ を 見れば た^の 紙に は あらで、 久 米仙墮 落の はぎ a- そこねた る 記な 

り、 之 を 繼 げと いはれ てうし とも つぶやかす、 道す がら 書きけ り、 奇術師の 家 まだ 訪ねぬ かた ゐの笠 うらみ 

の 話の 中に， その 僧の 連れたり し 戌 を 忘れし とて、 松 雲 軒の 主人が なげきし も 十二支の 緣をは 離れぬな るべ 

し. 狼 はま だ 十二支に 人らねば、 此聲を いつまでも 聞くべき にあら すと て、 打 連れて 上野の 山を踰 え、 竹 二 

が 水たまりに 倒れて 見事 見切 者と なりし を 見し が、 これ を 厄拂に 難なく 根 岸の いかほに ぞ 着きに ける (反吐 

に まみれし 嘔外 )o 

★  ★  ★  ★  ★ 

本舞臺 一 面の 平舞臺 上手 四 枚つ き 襖に て 見切り、 下手 上 一 問の 床の 問>  巖窟中 菩薩の 掛物、 唐 かねの 花 生 

けにた が 脫き棄 てし 藤 袴の 生花 あり、 鑌き 一間み. -づ くなら ぬ 梟 土 棚、 向 ふの 手 擦に これより 先き- ささら 

さっさの 笹 藪の 書 割り- ままの まん 中燭臺 三腳、 さかつ ぎ (さか づきに あら す〕 皿 狼藉、 伯父の 意見のと つ 

くり 立てたり 倒れた リ ねかしても 見たり、 渾て 伊香保 溫泉 奥^敷 夜の 道具. こ&に 或は 坐し 或は 倒れ. 或は 

立ちした る 天下の 名優、 先づ 癩病たら ぬ 成 田屋に 似た る は， 目 を 据ゑロ を 結び. 無言の 思 入に 腹の ありさう 

文堉 5ie 躍 時代の 丄  .  三 一 
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で 無一物なる は幹武 次、 狗の聲 の ワンに 注いだ る 酒に おそれて、 鶸の ついた 煙管 を ひねくり 堙草 ばかり 飮む 

で 居る は 音羽屋 きどりの 鶴內 御史、 偏袓 右肩僞 なき 赤腹 つき出して. 截れ こ、 をと いぬば かりなる は、 高 島 

屋の 一 心太 助 改名の 江の 上滿安 >圖 部 十二 三分に. なりて 屈 仲 自在の 猿臂 振り ま はす は" 一好 屋の和 國橋藤 次が 

德利 振り ま はすに 旁鬆 たる 露の 友の 五郎兵衛、 雨 漏 路無漏 ぢに迷 はざる 當 世の 豪傑， 曾 我 十郞の 和事師 たる 

嘔內 と、 同 苗 五郎の 荒事師なる 露 伴に 介 添して、 世の中の 敵の 酒を飮 ますば 矢 張 圖部七 位に は 成 駒屋の 朝比奈 

まが ひ. 最ぅ酒 はよ しにせう 雲 軒. 此役 出揃に て 所作た ていろ いろ ありて、 とビ 蚊の 聲 ならぬ ぶん 學界 (會に 

あらす) のがん どうがへ し は 次 狂言の 種に 殘 して、 此處 歌舞伎十八番の 暫く まつ 黑 くろ 幕 (狂 幻 作者 幹 武次ン 

九月 長男 於蒐が 生れる と 間も無く 妻 赤松 氏 を離緣 し、 十月 初旬 次兄と わたくしと を 連れ 車夫 夫婦 を從 へ て本鄉 

駒 込 千 駄木町 五十 七 番地、 その 顷は 家よりも 原 地が 多く， 太 田 子爵の 所有地で あるた め 太 田の 原と 呼ばれた 處の 

借家に 移った。 その 時の 事情 は 於蒐が 中央 公論に 揭げ. 後 その 隨筆集 「解剖 臺に 凭りて」 と 題した 書中に 收 めた 

「時時の 父 鶴 外」 に 精し い。 於 蒐は暫 らく 千 住の 祖父母の 許に 預けられ たが、 現 母の 乳が Hip かった ので、 一 ニ箇 

所轉 じた 後、 本 鄕森川 町の 第一 高等 舉校 側で 文房具と 煙草 を 商った 平野 甚 三さん の 家に 預けられ、 甚 三さん の 妻 

君が 乳母と なり、 その 母が 非常に 可愛がって 育てた。 平野の 長男 久保氏 は 後に 農學士 となり、 歌人 萬 里と して 知 

られて ゐる。 

この 五十 七 番地の 家. の 間取りな ど は 今 記憶に 殘ら ぬが， 母 は 後に 夏 目 氏の 著 を讀ん で、 家の 様子 は 前と 違って 

はゐ ないやう だと 云 ふて ゐた。 その 顷南隣 は 車 宿， その  一 二 軒先に 小さ. な 顧狂院 があって、 子供 を 亡くした 女の 息 


者が 夜 悲鳴す るの が 聞え て 厭な 感 がした〕 宅の 眞 裏が 中擧 郁文 館で、 わたくし は轉 居の ため 祌 田の 錦 城 中 學校か 

ら この 郁文 館に 轉 する 事に した" 郁文 館の 前に 草津溫 泉が あって 仕出し 料理 をす るので- わたくし 逹は晚 餐には 

度度 取 寄せ、 客の 時 は必す 此處に 注文した。 

十月 十三 日 國民之 友 第 七卷第 九十 七 號藻鹽 草攔に 鐘禮舍 主人の 名 を 以て 譯詩 「靑邱 子」、 十 一 月 三日 第 九十 九號 

!M 欄に 「のばら」 を 載せ- 後 美奈和 集に 「於 母 影」 を 入れる 時 その 中に 牧 めた。 

轉居 後の しがら み 草紙 奥附に 

この 草紙 は 月刊に て、 その 價は 前金 一 册七錢 なり、 半年に 積て 四十 j 錢、 一 年に て 八十 一 錢、 府 外の 人 は 別 

に 一冊 ごとに 郵稅五 厘 を 添へ 玉 ふべ し。 達 金の 法 は、 郵便 爲替 にせられ むこと、 願 はし。 振 込の 先 は 社名 あ 

てに て、 本 鄉森川 町 郵便局に 限る。 止む を 得すして 郵便切手 おくら るるとき は、 一 割增 にす。 廣吿料 は 一 行 

二十 四字づ めに て 五錢、 發行所 は 東京 本鄕 iHl 駒 込 千 駄木町 五十 七 番地 新聲 社、 脇 田 茂 一 郎發 行人に て 編輯 役 

を 兼ね， 森 篤 次郞 印刷人たり 

と あるの は 兄が 書いた ので ある。 

醫擧衞 生 

一 月 一 一日 衞 生新 誌 第 十一 ー號、 十六 日 第 十三 號に 「公娼 廢 後の 策 如何」 を 出し、 三十 一 日 大日 本 私立 衞生會 新 

誌 第 八十 號に轉 載され た， - 

1 一月 一 一日 衞 生新 誌 第 十四 號 から 附錄に 「衛生 新 論 i41 氣」 を 出し 始め、 九日 新 論 第三 號に 「惡聲 一 「ひらき 

文 境 代の 上 
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封 一 通」、 ト 六日 衞 生新 誌 第 十五 號に 「醫の 意匠に て 建てし 新療院 J 千 八 百 八十 九 年 伯林 府の 窒扶 斯院」 (Isst^J 

0  二十 六日 裁判 醫舉雜 誌 第二 十號に 「裁判 醫學 上の 近聞數 則」。 

三月 一 一日 衞 生新 誌 第 十六 號に 「瘵 症傳染 統計の 異議」、 九日 醫事新 論 第 四 號に賀 古 鶴 所 氏の 名 を 以て 「日本 醫 

育 論」、 十六 日 衛生 新 誌 第 十七 號に鷗 外 漁史の 名で r 瘵 症の 豫 防に つきて」、 顯微齋 主人の 名で 「鐵 道に 關 する 

ivt  一  4W  I へ 四 3  二日 ilS 十八 號 五月 ン 

^生 3」 1- 二 曰 第二 十號 に 速 載， - 

四！ 1^ 一 一日 衞 生新 誌 第 十八 號に 「佐 佐 木 謙問ノ  1§ 穸ノ 答」， 九日 醫事新 論 第五 號に忍 岡 樵 客の 名で 「第 一 囘日 

本 醫擧會 と 東京 醫事新 誌」 と、 鷗 外の 名で 「雑纂-一 「悪 聲絕， T 顯微齋 主人の 名で 「群 載， T 

五：^ 一 ー曰衞 生新 誌 第一 一十 號、 六：^ 一 一日 第一 一十一 ー號に 「還 東曰乘 T 九 曰 醫事新 論 第 六號に 「第 一 囘 曰本醫 攀 

會餘 波の 論」、 賀古 氏の 名で 「再び 日本の 醫育を 論す. T 

六月 一 一日 衞 生新 誌 第一 一十一 一 號に鸛 外漁史 記と して 「屋制 審議」、 顯微齋 主人の 名で 「汽車 中衞 生の 補 遣」 (£ー ハー? 

£ 號 ■)、 九日 醫事新 論 第 七號に 「地下の 蘭 化が 心、 獨 逸の 文、 所謂 和漢 方醫、 今 之 漢醫其 術 之 忠臣 論- 「ト 六日 衞 

生新 誌 第二 十三 號に 「公娼 廢後 策と フ リイ ドリ ヒ -ザン デルと」、 鶴 外 漁史の 名で 「近視の. e りて 來る 所」 「消 

毒雜 誌」、 居士の 名で 「會 心錄」 「衞生 偶 記 二 Ms 

七：：^ 九日 醫事新 論 第 八號に r コ 》1 ボック ルと いふ 矮人の 事 を 云 ひて 人類 擧者坪 井 正 五郎 大人に 戲 る」、 十六 日 

衞 生新 誌 第二 十五 號に 「獨逸 北 派の 防疫 異見、 同 南 派の 防疫 異見、 國際衞 生 會と阈 際 防疫 法と-一、 顯微齋 主人 

の 名で T 公衆衛生 略說」 鵾外 漁史の 名で 一 南 留^ 志鈔， 「 


八月 二日 衞 生新 誌 第二 十六 號に 「防 虎刺拉 法」、 九日 醫事新 論 第 九號に 「反 (H? 記 J 「望 聞 問 切」 「滿 場贊 成. 消 

毒 的淸潔 法、 製藥 者の 醫學 博士 * 利己主義、 津田眞 道 氏， 二 

九月 一 一日 衞 生新 誌 第一 一十 八 號に鶏 外 漁史の 名で 「劇場の 雛 形」. 九日 醫事新 論に 衛生 新 誌 を 合せて 衞生療 病 志 

と 改題して 第 十 號を發 行し， 鷗外 漁史の 名で 「墓 田」 「雜 募」、 顯微齋 主人の 名で 七月 十六 日衞 生新 誌 第二 十五 

號に接 積す る 一. 公衆衛生 略說」 (f^ ぉ鮮 )* 十 一 日阈民 新聞に 浮 一? の 名で 「防疫 奇 廣 I を 書いた" 

卜 EI:.K 日 衞生療 病 志 第 十 一 號に 「第 4- 囘 BB 學會」 (?i ヒ^ wi^lu 錄、 日 i:}: き 翻 十 一 月 九日 第 十 1 ー號に 

賀古 氏の 名で 一 醫業禁 停の 處分を 論す S 十二月 九日 第 十三 號に 「顯 微齋 漫錄 r  ニト 九日 號 外に 「結核 法の 急 

報」、 賀古 氏の 名で 「醫 藥兩 業の 關係を 論す」 A, 書いた。 

トー 一月 「携帶 糧食 略考」 を 草して 陸軍省に 提出した。 

公  職 

六月 六日 陸軍 二等 軍醫 正に 任じ， 軍 醫擧校 教官に 補せられ、 三十日 陸軍 衞生 會議 議員 を 兼ねた。 


六、 文壇 活躍 時代の 中 

同 二十 四 年 一 巧 三日 國民之 友 第 八卷第 百五號 にヰル ヘルム- ハ ンムの 記した 「初演 說」 を譯 出し、 後し がらみ 

文 境 活躍 時代の 中  三 五 
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草紙 第 四 トニ 號鷗外 文 話 其 二十 二に 「議院の 記念」 と 改題して 收 めた。 しがら み 草紙 第 十六 號には 「矢 野 文 雄 

氏と 九鬼隆 一 氏との 美術 論」 と 題して、 兩 氏の 論 を 批評した ^ 一 一十 八日- 第三の 創作 「文つ かひ」 が吉岡 書店 か 

ら 新著 百 種 第 十二 號 として 刊行され た。 四 六 刺， 假辍 >  紙 装 五十六 頁、 幸 田 氏の 聖： 大様 三十 頁と 合 緩し、 表紙 繪 

樣は 木版で ビラ ミット 及び スフィンクス を 現 はせ る 風景 畫の 上に、 留 針で 蝸牛の 畫を附 けた 圖 案で、 卷 首に 落 合 

氏の 書簡が 木版 刷に して 附 けて ある。 揷鎗は 原 田 直ニ郞 氏の 筆に 成り、 日本の 陸軍 將 校が 腰かけた 西洋 貴婦人と 

對 して 椅子に 身 を 寄せて 立てる 圖 であるが、 この 將 校の 顔が 兄に 似て ゐ ると いふ 評判であった。 この 作 は ザクセ 

ン國 機動演習に 隨 つた 記念で、 獨逸 中部の 都會 ドレスデン を舞臺 とし、 王宮の 様子、 謁見の 儀式 は 有の 儘 を寫し 

たが、 本文 は 架 {41 談 ださう である。 これに は讃 賫、 改進， 報知に 批評が 出て- 中に も 忍 月 氏と は 四 罔に 涉 つて 論 

戰 した。  . 

二月 三日 國民之 友 第 百 八號に 「笠 雲雀」 を 出し • 後 美奈和 集の 「於 母 影」 に牧 めた。 しがら み 草紙 第 十七 號に 

は 「千朶 山房琪 語」 が あり， 二十 六日 は 春陽 堂發行 美術 世界 卷の 三に 題言 を 書いた。 三月 二十 三日 國民之 友 第 百 

十二 號に アル フォン ス - ドウ デ H の 著を譯 した 「政治 を 憎む 文」 を 揭げ- 後し がらみ 草紙 第 四十 一 號鹧外 文 話 其 

十六に 收 めた。 二十 三日 國 民 之 友 第 百 十三 號には 青年時代 草した 漢文 「後光明 天皇 論」 を舊稾 として 揭げ、 しが 

らみ 草紙 第 十八 號には 「朗讀 法に つきての 爭」 と， 小 林 紺、 珠の名 を 以て 「西史 漫鈔」 を 載せた。 

四月 十三 日 國民之 友 第 百 十五 號に 出た 「造形 解體舉 にっきて ギヨ ォテが 言 ひお きしこと」 は- 後 觀潮樓 偶 記に 

は單に 「造形 的 解 體學」 として 牧 めた d しがら み 草紙 第 十九 號には 小 林紺珠 として 大舉生 時代の 漢文 「小金 井 凝 


リニ を揭 げた。 五月 三日 國民之 友 第 百 十七 號の 「文 話 一則」 は， しがら み 草紙 第 四十 一 號鷂外 文 話 其 十二に 無 

題名で 收 めら れ、 かげ 草の 觀潮樓 偶 記に は 「解 嘲の 必要」 と 改題して 收 めた。 しがら み 草紙 第二 十 號には 紺珠譯 

として llacklaender の 「黄 綬章」 と， 「 鵄外文 話」 と 題して  , 

其 一 あづま や、 其 二 盲 帝の 曲、 其 三 今の 英吉利 文學、 其 四 白 璧の微 瑕、 其 五 ドウ デェ、 其 六 「地震， 一の 作者、 

其 七 大家、 其 八 鬼才， 其 九 詩句 覇王樹 の 如し、 其 十 小說中 人物の 模型、 其 十 一 毒. を 以て 毒 を 制す 

が牧 めら れた。 その 內の 二より 六に 至る 五篇 は、 一 昨年 國民 新聞 「ji 西 詩 話」 に 出た ものである。 六月し がらみ 

草紙 第一 一十 一 號には 一， レツ シ ングが 事 を 記す」 の 他に、 一 一十一 一年 少年 園に 出した 「戰 偕」 と、 初出 不明の 「みく 

づ」 とが 鷗 外舊稾 として 載せられて ゐる。 「レッシング」 は 九月の 第二 十四 號 まで 四 囘鑌 いた。 

七月し がらみ 草紙 第二 十二 號に 「熊 谷 直 好と 八 田知紀 と， r 「題言 二 則」 との 他に、 前年 讀賣 新聞に 連載した 「ふ 

た 夜」 の 初の 夜 だけ を鷂 外舊稾 として 載せた" 「題言 二 則」 は 中 西 梅花 氏の 新體梅 花詞 集 題言と 少年 文擧 序と を 

云 ふ。 その 中前 者は詞 集と 此處 とに は、 「いかなる 形に も あれ 云云」 以下 「詩人 は 我 世と 共に その 言の葉の 進まん 

こと を 務めよ 云云」 までの 五條 を 記し、 最後に 「この 法を說 きし は大 詩人 ギヨ ォテ， なり。 これ を寫 して 梅 花詞 集 

の 題言と したる は鹧 外漁史 森林 太郞 なり ピ として， その後に 年月日が あった" それ を かげ 草の 觀潮樓 偶 記に 人れ 

る 時， 最後の 「この 法 を- K 云」 と 年月日と を 削り、 その代りに 初頭に 「中 西 梅花 氏の 新體梅 花詞 集成り ぬ。 企ギ 

ョォテ が 論 詩の 一段 を鈔 して その 首に 題して いはく ど を 加へ、 題 も 「ギヨ ォテ詩 を 論す」. と 改めた。 八月し がら 

み 草紙 第二 十三 號に 「千 菜 山房瑣 語」 が 出た。 

文 t~ 活躍 ii, 代 S 中  ！ニ七 
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九月の しがら み 草紙 第二 十四 號に 「山 房 論文」 「山 房 放 語」 が 出て-これから 坪內 逍遙 氏と 有名な 論戰が 始まる 

ので ある。 この 大論戰 の 根元 は坪內 氏が 早 稻田文 學に祸 げた 「マクベス 評註」 であった。 これに 關 する 坪 內 氏の 

文 は 「文學 その 折折」 に、 兄の 分 は 「都 幾 久斜」 に 集められて ゐる。 新潮 社の 日本 文 * 講座に は小嶋 政ニ郞 氏が， 

最近 の 改造 社 の 日本 文舉 講座 に は 正宗 白鳥と 木 村毅氏 とが、 各 その 事に 就いて 書いて 居られる から 參 照され るが 

{且 い。 

坪內 氏との 論戰の 問に- 大阪の 山 田芝迺 園と も 41 を 交へ た。 その 頃の 兄 は元氣 旺盛で 誰 を も 相手と し、 二三 行 

のゴ シップ 的 記事に 對 して 數 頁の 駁. t を 草す るの は 珍ら しくなかった。 田 山 花. 袋 氏 は その 頃の 事 を 

當 年に 於け るし がらみ 草紙の 活躍 は 殆ど 人間業と は 思 はれなかった。 議論ら しい 議論、 評論ら しい 評論 は * 

此處 でなければ 聞かれな いやうな 觀 があった。 外 山 正 一氏の 畫 論に 對 する 駭論 は， どんなに 精力と 學識と を 

示した もので あらう。 それに 文章の 暢達と 理路の 透徹と 學 問の 深遠と は- いかなる ものに 向っても 通俗 以上 

の 見地 を 示さす に は 置かない やうな 力 を 持って ゐた 

と 書いて 居る、"  . . 

山 房 論文 は 十月 第二 十五 號、 十二月 第二 十七 號 (m^、  二十 五 年 一月 第二 十八 號、 二月 第二 十九 號、 三月 第三 

ト號. 六月 第三 十三 號で 終り、 その 間 「山 房 放 語」 は 第二 十六、 二十 七號 に、 「績山 房 放 語」 と 「山 房 推 掌談」 と 

は 第二 十八、 第二 十九 號， r 與芝酒 園 書」 は 第二 十六 號に 載った。 

十 十 一 日お 友 社から 第一 ー國民 小說が 出版され * 「悪因 緣」 「地震」 「うきよの 波」 の 三 篇が收 めら れた 十三 日. 


國2!^^友第九卷第 一 三 三號に 「詩 話 一 則」 "と"，, が ある。 

十 一 e: 十五 日早稻 田文學 第三 號 から r シ ルレ ル傳」 が 分載され、 第三 號に 一 頁 至 rawr 十一 一月 十五 日 第五 號に 

五 頁 至 八 页、 二十 五 年 一月 十五 日 第 七 號に九 頁 至 十二 頁 • 三十日 第 八號は 十三 頁 至 十六 Inr 三月 十五 日 第 十一 號 

に 十七" R 至 二十 頁、 九月 三十日 第二 十四 號に 二十 一 頁 至 二十 八 頁の 六 囘で， 未完の まま 中 絡した" 

十二月し がらみ 草紙 第二 十七 號の 「美術 世界 題言」 は、 二月 二十 六日 春陽 堂發行 美術 世界 卷の 三の 卷 頭に 題し 

たもの の再錄 である。 歳暮に 「紅 豆 集 題詞」 の 作が ある。  ■ 

是年 次兄 萬 次郞が 伊豫 松 山 藩 板 倉 氏の 舊臣長 谷 文 氏の 長女 久 子と 結婚した。 

醫學衞 生 

1 一月 九日 衞生療 病 志 第 十四 號に 「治 襟餘聞」(歡 想 §^ ち 及び 祖父 白 仙 綱淨の r 與三擧 1。」 を發 表した。 

三月 九日 同誌 第 十五 號に 「治 癆續 聞， r 四お 第 十六 號に 「コッ ホに繼 で 出で たる 發明 者」、 鷗外 漁史の 名で. 「熊 

谷 幸之輔 君」 「舉友 月旦」 「賀古 鶴 所傳」 「書 池 好 夫 與石黑 軍醫監 薦予書 後」、 顯微齋 主人の 名で f 漫錄」 、に 六ず  11 リ 

五お 第 十七 號に 「撿食 記事」、 鹧 外の 名で 「北 里 柴三郞 氏の 近業」 「彫 玉 飛 屑」、 小 林 紺珠の 名で. 「刀圭 餘 事」， 千 

菜 山 房 主人の 名で 「棒 喝， r 六月 第 十八 號に 「內 科會に 於け る 結核 素の 評判」 (ulfly 「コ ッホの 新：^ 小 法に 就 

きて 起り し 假名 文字の 說」。 七月 第 十九 號にロ オペ ルト. コッホ が傳」 (. ^第邛 y^)*  r 屋式 略說」 * 賀古 氏の 名で 

「黄熱 を 防ぐ 法の 制定 を 求む る說」 。八月 第一 一十 號に鷗 外 漁史の 名で 「命の 友に 望む r 九月 第一 一十 一 號に 『汽車 中衛 

生新 議」 「獨 逸醫界 近事」 (^，誠 伟) 「大舉 の 自由 を 論す」 「市 K 改正 論 略」 (絲醉 お U 剛ぼ 之) 「玉 勝 問 抄」。 十 Is 
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1 一十一 ー號に T 第十囘 IBS 會の衞 生 部 其 一 賫 淫に處 する 道- (』 ^一一  一一?！ jf  一  針ュ i;r 十 一 月 第一 一十三 號に小 池 正 

直 氏と 共著 「壁濕 說」， 紺珠 居士の 名で 「衛生 偶 記 二 則. 一。 十二月 第二 十四 號に 「結核 素に 就きての 精 報，  一 き 

頓) ーまヒ ヨウが 六十 I.  一  (ss)。 

二月 一 一十 八日 陸軍 兵 衣試驗 委員 仰 付けら る。 

八月 1 一十 四日 明治 一 一十 年 勅令 第 十三 號舉位 令 第三 條 により 醫畢 博士の 累位を 授けら る。 

十二月 二十 八日 從六 位に 敍 せらる。 

七、 文壇 活躍 時代の 下 

同一 一十 五 年 一 月 中旬 名 古尾の 人 麗粹赤 司 繁太郞 著烈眞 具の 題詞を 草した。 三十 一 日 圑子坂 上の 千 駄木町 1 ート 一 

番地に 移轉 した。 千 住に 居る 父が 次第に 年老いて 醫 業が 煩 はしくな つたので- それ を罷 めて 兄と 同居し ようとい 

ふので、 毎日の 如く 諸方 を 探し 歩いて ゐる 中に、 圑子坂 上の 見晴らしの 好い 家 を 見付けて、 圾 下の 懇意な 植木 師 

千樹 園の 主人 を 介して 購 T ^し， 父母と 祖母と は 千 住から 来り 合した" 五十 七 番地へ は 牛 込から 夏 目漱石 氏が 移ら 

れ、 有名. な 「我輩 は 猫で ある」 は あの 家で 書かれた ので ある。 夏 目 氏の 後へ は 第一 高等 學校敎 授の齋 藤 阿具 氏が 


来て. <fr も 引 摸き 住んで 居られる 3 

この 圑子 坂に 移轉 した 月日 を 忘れた のが、 幸 ひ賀古 氏の 許に 送った 手紙が あり、 封筒の 消印に よって 分った。 

三十 一 日に いよいよ だんご 坂 上に 引 こしま ゐり候 千 駄木町 一 一十 一 番地 也 今日の 雪景色 尤 好し 御 招 申 度 候へ ど 

も 夜に なりて は 詮な かるべし と存候 土え う 午後 は龜 井に ゆく 約束に は 候へ ども 日暮 るれば 直に 歸可申 候稻荷 

雜 少少 あき 箱に 人れ 申 候 坂の下に て 小 綺麗なる かみさんの 製した 

る 也う まく も な け れ どきた た きものに は あ らす 早早。 

四日  鶏 外 

團子坂 は 潮 見 坂が 本名で、 快晴の 日 前面 上野の 森の 上から.； T 帆が 

見える" 移轉當 時の 家 は 旣に存 しないが、 永 井 荷 風 氏の 「日和下駄」 

の 崖の 章 中に 寫 され、 兄の 「紬 木 香以」 の 中に 由緒が 記されて ゐるリ 

翌年 後方の 長屋 建 一 一棟と 梅林と を 買 入れ- 其.^^^にー 一階 建の 所謂 觀潮 

樓を 新築した.^ この 普請の 設計 は 一 切 母の 好みに 任せ、 千 住の 氣に人 

りの 大工 山 岸 音 次郞が 建てた。 三疊 の玄關 から 廊下に 出る と- 角が 

八疊の 座敷， 西に 四疊 半の 茶室が 到び、 茶窒の 背が 八疊の 洋室- 八 

疊と 茶室の 前 は 廻り. 椽 にな つ て 居る。 廊下 を 北に 突當 つ て 螺旋 形 の 

階段 を 上る と 十 一 ー疊の 座敷で、 東南に 手招 をつ けた lEg 三尺の 椽圆が 
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あり、 座敷 は 北側に 一間の 床 間と 同じく 違棚が あり、 その 左右 三尺 づっは 壁に なって 居り、 西 は 全部 壁であった" 一 

室の 中央 邊に 無地 金 鎵の屛 風 六 枚 折 ー雙を 立て、 南に 向って 屏風 寄りに 机を据 ゑ、 座右に 一 つ 小 机が あって、 そ： 


の 上に 筆硯錐 小刀 等 文房具 一 切 を 入れた 淺ぃ箱 を 置き、 それから 背後に かけて 必要 書類 を 一 山 一 山 並べ て 置いた。 


此處が 小 倉に 赴任す るまで 書齋に 使用せられ、 目 不醉草 以下の 合評 會、 歌 會等も 此處に 開いた。 橡 側に 立って 東 

を 眺める と 上野の 森が 黑黑 として、 木立の 間から 谷 中天 王 寺 五重塔の 九輪が 見え • 雪の 景色 は 殊に 宜か つた。 此 

處に 挿入した 寫眞は 合評 會の 時、 依田 學海 翁が 戲れ に寫 生され たもので * 上の 三人 物 は 左方が 翁， 中央が 幸 田 氏 

右が 兄で あり、 下の は 二階から 谷 中 を 望んだ 景 で- 中央の 二階建 は 三 崎 南 町の 高 濱小攀 校 (に、 の^ 

||：| ぱぉ， は か ) である。 とい ふの は 三 崎 町の 郵便局の 前から 北に 折れて， 日暮 里に 至る 途中 >  萩 寺と 

いはれ た宗林 寺の 邊を云 ひ， 江戶 時代の 螢の 名所であった さう だ」 上野の 山の は づれと 南の 向 ヶ岡との は、 盆 

地が U. 谷から 芝に 延びた 甍の 海で、 兩國 川開きの 花火 も 山の は づれに 見える 。眼の 下 は 根津の 人家が 疎に 在って- 

夜 は その 燈 火が 沖の 漁火の やうに 思 はれた。 

階下の 八疊は 東側 は 壁、 小 倉から 歸京 後書 齋 とする ので 書棚 を 造り付けた。 南 は 二 間 四 枚の 障子" 北 は 壁 一問 

取って あと を 二 枚 障子と し >  その 前 は 洋室から 二階への 廊下に なって ゐる。 西側 は 北 寄 を 和風の 押入と し、 南 寄 

りの 下部 三尺 を 板戶、 上部 を 砲 子戶の 本棚と した。 茶室 は 特に 言 ふべき 事 も 無く、 父が 在世中 は 常に 爐に 松風の 

音 を 絡なかった。 洋室 は 東側に 一 個、 北側に 一 一個 兩 開きの 66 が あり >  出 人口 は 東と 南と に 付けて ある。 原 田 直 一 一 

郞 氏の 在世中 この 建築 を 聞いて、 壁畫を 書く と 言 はれた が、 病 氣の爲 に 菜さなかった。 祖母と 兄との 臨終の 間と 

なった 0 はこの 洋室で ある。 古家 は 父の s:^ 後 間も無く 解 崩して- それから は 花畑と なって ゐ たが、 母の 七十 Q 賀 

に四疊 牛の 離れ を 造り >  壁の 上塗りの.^ まぬ 屮に 重體 となり- 遂に この 窒で殘 した。 家の 事 は 又 後に 書く ことに 

して、 この 年の 作品 その他 を 記す としょう。 

文 isw 躍 時代の 下  .  四 三 
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四月 二十 五日し がらみ 草紙 第三 十二 號に 「うもれ 木」 の 第 十七 囘 から 十九 囘 まで を 載せて 大尾と なり. 五月 二. 

十 一 日 星 川 寺 山 啓 介 氏の 城 南 評論 第三 號に r ル ゥソォ 懺悔 記」 其 一 を譯 出し (十月 一 一十 一 日 第 八號に 第一 一 囘を出 

した 儘で 中 結した)。 六月 一 一十 五日し がらみ 草紙 第三 十三 號で山 房 論文 も 鋒を牧 め， 「折 薔薇」 も 同時に 完結した。 

七月 一 一日 第 一 の著譯 文集 「美 奈和 集」 が 春陽 堂から 刊行され た。 菊判、 洋線、 紙 装 六 一 一 一 页>  角 背、 表紙 は數 

枚の 洋紙 を 糊で 貼 合した 强靱の もの、 淡綠 色で 天地に 鷗と 波と を 白^きと し、 落 合 直 文 氏 筆の 「鶊 外. 漁史 著、 美 

奈和 集. 完」 が 三 段に 斜に 記され、 奥附 に定價 なく， 撿印は 丸に 小篆 にて 林 太 郞と現 はした 實印を 用ゐて ある" 

內容 は、 「うたかたの 記、 戰僧、 みく づ、 黄綬章 * ふた 夜、 舞姬、 悪 闪緣、 地震、 うきよの 波. 瑞西 館、 該撒， 

文つ かひ、 新 浦嶋、 洪水. 綠葉 歎、 玉を懷 ひて 罪 あり、 埋木 * 調 高 矣洋絞 一曲、 折 薔薇 及び 於 母 影」 である， - 神 

代種亮 氏の 調査に よれば、 五 種の 異本が ある さう で、 卽ち 

一 、 初版 本の 一 右に 揭げ たもの。 

二， 初版 本の 二 本文 奥附 一と 同じ、 丸 背， 背に 卵色 ク B ォスを 川 ひ、 河 村 墨 稼 氏 筆で 「美奈 和 集、 再版. 

鷗 外漁史 著」 と 水平に 靑色を 以て 印刷され、 扉は靑 色紙に 隸書 活字に て 第二 版と 人れ て ある。 

三、 再版 本 奧附に 「明治 二十 七 年 一 月 五日 再版 發行」 と あり、 定價金 六十 錢、 表紙 装 幅と も 三に 同じ， - 

四、 訂正 再版 本 明治 三十 九 年 五月 二日 發行 にして， 題號 を水沬 集と 改め、 奥附に 訂正 再版と あり、 草色 ク 

ォス 表紙、 包紙 付、 卷 首に 肖像 及び 改訂 水 沫集序 を 載す。 本文 多少の 改訂 あり、 二 〇七 頁 文つ かひ 

に 一行 を脫 し- 目次 中の 人名 片 名 を羅馬 字に 改む。 九 版まで 發 行し、 大正 震 火に 紙型 を燒 失した。 


五. 縮 刷 本 三 五判洋 緩、 長 原 止水 氏 装幀、 大正 五 年 八月 十三 日發 行、 卷首 新に 「丙 辰 夏日 抆水沬 集 感觸有 

作」 と 題す る 七 絡 二 首 を 載す、 十二 版まで 發 行し、 同じく 紙型 を燒 いた. - 

がそれ である. 猶 この 他に 

六. is^ 陽 堂 文 扉 本 菊半截 判、 紙 装. 假緩. 同文 庫 五六. 五 七に 牧め. 昭和 八 年 十 一 月 一 日 發行。 

が あり、 (五) の 紙型 燒失 によって 大正 十五 年 九月 改版 發 行され たさう であるが、 わたくし はま だ 見て ゐ ない. - X 

(一二 の 型で 奥 附に撿 印の 無い のが ある。 本書の 出版され た 頃の 春陽 堂 は、 有名な 美髯の 持主 和 田 篤太郞 氏の 盛 

な 時分で あつたが. 或日齋 一勝 綠雨 氏が 来ての 話に， 撿 印の 無い 本 を 市中に 見受ける から. 注意し 給へ との 事な の 

で、 兄 は 軍醫舉 校の 歸途 春陽 堂へ 寄って 店に あり 合せた 無 印の を 一 冊持歸 つて- 篤 太 郞氏を 呼 付けて 小言 をい ふ 

たの を覺 えて 居り、 祌代 氏と 石川巖 氏と 共同で 出された 書物 往來 大正 十四 年 十一 一月 發行 第一 一年 第六號 にも この 無 

撿 印本の 寫眞が 出て ゐる。 

八月 十三 日 國民之 友 第 十 卷第百 六十 三號 夏期 附錄 に獨逸 FrentNel の 「女丈夫」 を譯 載し、 九月 二十 五日し が 

らみ 草紙 第三 十六 號 から 鵡外漁 史譯、 三 木 竹 二 校と して、 獨逸 Lessing の 「俘」 第一 ii 三 節 を譯出 (二十 六 

ハ + 1 だ 第 四十 號に第 四 節- 第五 節- 七月 第 四十 六 號に第 六 節 至 第 八 節 を 出して 完結) し- 十 1 月 第三 十八 號に丁 

抹 Hi  Cristian  Andersen の 「 卽興 詩人」 を 載せ 初め、 これ は 完結までに 九 年の 星霜 を 費した もので- その 紬 

E は 次の 如くで ある。 

わが 最初の 境界  二十 五 年 十一月  三十 r^-l^ 
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隨道、 ちご 

美少髮 • 卽與 詩人 

花祭 上 . 

花祭 下 

蹇丐 

露 宿、 わかれ 


水牛 

みたち 

學校、 えせ 詩人、 露肆 

神曲 >  吾 友なる 貴公子 

めぐりあ ひ、 尼 J;?^ 

猶太の 翁 

猶太 をと め 

媒 

謝肉祭 


二十 六 年 一 月 

同一 一月 

同 三 月 

同 八月 

同 九月 

同 十 一 月 

同 十一 一月 

一 一十 七 年 一 月 

同一 一月 

同 三月 

同 四月 

同 七月 


四十 號 


ra: 十七 號 

四十 八號 

五十 號 

五十 一 號 

五士 ー號 

五十 三號 

五十 四號 

五十 五號 

五十八 號 


四 


歌 女  同 八月  五十 九號 

しがら み 草紙 本號 にて 廢刊， - 三十 八號 より 五十 四號 まで は 鷗外漁 史譯と 署名-以後 は 觀潮樓 主人 譯と あ」 

を かしき 樂劇  一 


卽與 詩の 作り ぞめ 

謝肉祭の 終る 日 

謝肉祭の 終る 日 (つづき) 

精進日， 寺樂 

友誼と 愛情と 

を さなき 昔 

畫廊 

蘇生 祭 

燈籠、 わが 生涯の 一 轉機 

基督の 徒 

山赛 

血書 

花 ぬすびと 

文壇 活躍 時代 力 下 


明治 三十 年 一 一月 一 一十 五日 

同 三月 三十 一 日 

同 四月 一 一十 八日 

同 六月 一 一十 八日 

同 十 一 月 三十日 

同 十一 一月 三十日 

三 卜 一 年 一 月 三十日 

同一 一月 一 一十 八日 


目 不醉草 卷の 十四 

卷の 十五 

卷の 十六 

卷の 十八 

卷の 二十 三 

卷の 二十 四 

卷の j 一十 五 

卷のー 一十 六 

四セ 


s 外 森林 太郞傅 

封傳  一 

大澤 • 地中海、 忙しき 旅人 .1 

一 故人 

旅の 貴. g 人 

考古舉 士の家 

絶交 書 

好機 舎 

古市 (上) 

古市 (下) 

喷. i< 山 

囊家 

初舞臺 

人 火 天火 

も ゆる K 


四. 


同 五月 一 一十 日 

同 七月 八日 

同 八 バ 十九 日 

同 九月 一 一十 八日 

同 十月 三十 一 日 

同 十 一 月 三十日 

二； 十二 年 九月 十六 日 

同 十月 一 一十 七日 


卷の 二十 八 

卷の 二十 九 

卷の 三十 

卷の 三十 一 

卷の 三十 二 

卷の 三十 三 

卷の 三十 九 

卷の 四十 


古祠、 瞽女 

夜襲 

たつまき 

夢幻 境 

蘇生 

歸途 

敎育 

小 公 _:上) 

小 尼 公 (下) 

なきあと 

未練 

阜、 首 

妄想 

水の 都 

殿 風 

ズ I- 活躍 時代の 下 


同 十 一 月 三十日 

同 十一 一月 三十日 

三十 三年 三月 六日 

同 五月 一 一十 五 口 

同 八月 十三 日 


卷の 四十 一 

卷の 四十 二 

卷の 四十 三 

卷の 四十 四 

卷の 四十 五 


同 九月 一 一十 五日 


卷の 四十 六 


鵄外 森林 太郞傳  五 〇 

末路 (上) 末路 (下)  三十 四 年 一月 一日  卷の 四十 八 

流離 

心 疾身病  - 同 二月 十五 日  卷の 四十 九 

琅幵洞  -  . 

小 尼 公 (下) は單行 本に て は 落飾と あり、 殿 風 は 無くなり、 その他 上下に 分れた もの は 悉く 一  つに 纏められた。 

序に 本書の 版 種 を 此處に 擧げて 置く。 

1 、 初版 本ニ册 菊刹洋 綴、 長 原 止水 氏 装幀、 本文 四號 活字， 下卷 末に f4 翻 語 一 覽を附 す、 明治 三十 五 年 九 

月 .1 日發 行" 

1 一、 再版 本 一 一冊 上卷 首に ァ ン トー ーォ の 游蹤を 示す 地圖 一 葉、 下卷 末に 評語 集 十七 頁 を 添 ふ . 同年 十一 一月 一 

日發 行。 第三 版 以下に は 地圔、 評語 集 を 省き， この 形式に て 第 十二 版まで 發行 され、 以後 は 縮刷 合本 

となった j 

三、 縮刷 合本 初版 本の 金 模様 を 空押しに して， 書名と 譯者 名と を 金文字で 現 はし. 本文 は 九 ポイント 活字 * 

卷 首に 初版 例言の 他に 第 十三 版 題言 を 載せ， 大正 三年 九月 十二 日發 行" 初版 本に 比すれば 用字 その他 

に 異同が 多い" 第 十九 版まで 發 行し， 癸 亥の 震災で 紙型が 燒 失した。 

四、 校訂 本 神代 氏の 手に 成り- 本文 九 ポイント 活字、 振 假名 も 多く- 氏の 詳しい 記錄が 添へ て ある. - 大正 


十五 年 十 一 月 十日 發行。 以上 何れも 春陽 堂の 版で ある。 

五、 改造 社 全集 本 現代 日本 文擧 全集 第三 編 森鵄外 集に 收 めて ある。 菊判 洋装、 本 緣と假 綴と 二種 あり、 三 

段 組總振 假名 附- わたくしの 書いた 小 傳と略 年譜と が 首尾に 添へ て ある" 昭和 二 年 一月 一日 發行。 

六、 岩波 文庫本 同文 庫 二 五 〇ー 二 五三に 收 めら れ、 小嶋 政ニ郞 氏の 卷末記 を 添へ、 昭和 三年 四月 十五 日 及 

び 五月 五日 發行。 

七. 春陽 堂 全集 本 明治 大正 文舉 全集 第 七卷森 1§ ^外 集に 牧 めて ある。 四六判 洋綴ニ 段 組， 恩 地 孝 四 郞氏装 娘、 

高 橋 邦太郞 氏の 小 解 を 添へ、 昭和 四 年 一 月 一 日發 行。 

この 他に 春陽 堂 文庫 第五 〇 冊と して 刊行の 豫吿が 出て ゐ るが、 本稾を 終る までに は 出版され ない。 

十一 一月 一 一十 五日し がらみ 草紙 第三 十九 號には 露 西 亞レル モン トフの 「ぬけう り」 が譯 載され てゐ る， 

小說戲 曲の 他に は、 八月の しがら み 草紙 第三 十五 號に 「觀 潮樓偶 記， r 十月. 十一月の 同誌 第三 十七， 三十 八號 

に 「{# 美 論. m 出て ゐる。 

醫  學 

一月 九日 衞生療 病 志 第二. 一" 五號に Virchow の 原著 を譯 した 「細胞 病理 論の 現地 位.  一、 二月、 三月の 第二 十 

六、 二十 七 號に人 澤達吉 氏の 報 吿を譯 した 「歐羅 巴 醫界の 近事」 と、 「第 十 囘國際 醫學會 の 衛生 部」 と 「軍陣 衞 

生 部」 との 狀 を 紹介し、 四月 第二 十八 號に 「英國 衛生 制度 略， T 五月. 六月の 第二 十九 >  三十 號に 「第 十囘 

阈^ 醫 舉會. 一に 就いて 記し. 七月 * 十月. 十一月の 第三 十一、 三十 四、 三十 五號 に入澤 氏に よる 「歐羅 巴 醫界近 

文 境 活躍 時代の 下  五 1 


鷗外 森林 太郎傳  五 二 

事/ 八月、 九月- 十月の 第三 十二 * 三十 三、 三十 四號に 「衛生 新篇、 榮赛 篇， 一、 ^に 九月に は、 「嗚呼 ヰル 〈か 

ム. 口 オト 逝きぬ 」、 十月に は 「英 國軍醫 制度」 を揭 げた" 

公  職 

五月 三十日 陸軍 病院 遮 築案審 茶を囑 託された。 

是年 慶應義塾に 於て 審美 學の 講師 を囑 託され、 日淸役 出征 頃まで 繼績 した さう であるが、 その 月日が 一寸 分 

り 兼ねた。 

同 二十 六 年 一 月 二十 五日し がらみ 草紙 第 四十 號 に- 連載 物の 他に 「烈眞 具に 題す」 が あるが、 前年 赤 司麗粹 

氏 著書の 卷 頭に 寄せた ものの 再錄 である。 

五月 十五 日 祌田擧 齢 館から 出版した 少年 雅赏に 「淮南 子の 道 應訓」 と 題し、 漢の淮 南 王 劉 安の 著淮南 子ニト 

ー篇 中の 造應訓 から、 少年 向きの 話 を 三つ 拔き 出して 紹介した。 二十 五日し がらみ 草紙 第 四十 四號 から、 星 川 

寺 山 啓 介 氏の 城 南 評論 を 合併し. 社名 をし がらみ 社と 改め， 卷 頭に 「無名氏に 答 ふる 書」 を 載せた。 

六月 一 日お 友 社 第三 國民 小說を 出版し、 中に 「女丈夫」 が牧 めら れた。 

醫  舉 

1 月 九日 衞生療 病 志 第三 十七 號に 「ッべ ル クリン 成績 一 覽.， 一、 一 一十 一 日 同志 號 外に 「ぺ ッ テン コ オフ H ル 11:^, 

菌を嗆 ふ. 一 •  二； 九日 同誌 第三 十八 號 から 附錄に r 衞 生新 篇 食品 及 嗜好 篇」 を 連載し 始めた" 三月 二十 八日 

軍醫學 校より 軍 醫舉校 業 府國文 之 部 第 一 が 刊行され • 小 池 正直 氏と 共著 「壁 港の 撿定」 が 載せられた。 五月 九 


日 衞生療 病 志 第 四十 一 號には 「造 家 衛生の 要 113」 と， 「傍觀 锼關」 を 連載し， 六月、 七月 * 九月に r 无妄談 一、 

八月の 第 四十 四號に 「學 士の稱 號」， 「岡目 集」 を 掲げた。 

公  職 

七月 七日 本職 を 免じ 軍醫擧 校長 心得 仰 付けられ、 兼職 は 故の 如くで あつたつ 十一月 十四日 陸軍 一等 軍醫 正に 

住 じ- 軍醫畢 校長 兼 陸軍 衛生 會議 議員に 補し、 十二月 四日 陸軍 病院 建築 法案の 起草 を囑 託せられ、 十二月 六日 

正 六 位に 敍 し. 十二月 二十 五日 中央 衞生會 委員 を 命ぜられた" 

同一 一十 七 年 一 月 1 一日 寺 山 星 川 氏 著淨^ 璃史に 漢文の 序 を  14 した。 三月 明治 大帝が 大婚 一 一十 五 年 祝典 を 擧げさ 

せ 給 ふに 當 り- 在職 陸軍 將校 同相 當官 より 獻 品の 議が 出た 時に 同 委員の 名 を 以て r 吿彫造 家徵」 を 作った つ ！ f 種 

論議の 末に 神武 天皇 東征の 際 功の あった 可 美眞手 命の 銅像 を献 する 事に なった。 この 傲 は 一 一十 五日し がらみ 草 

紙 第五 十四 號 にも 載せられた。 同時に 載った 「與某 等 論 型 品 書」 も 二月 十三 日 委員 會で 述べた もので、 型 品 

の 事を說 明して 参考に 供した ので ある" 六月し がらみ 草紙 第五 十七 號に 「答 評 劇 者 某 書」， 八月 第五 十九 號に 

「H ルテルの 譯者」 を 載せ、 日淸 間の 平和 破れて 出征す る爲， この 號を 以て 廢刊 となった。 

0  學 

衞生療 病 志に は 前年に 鑌 いて 「傍觀 機關」 『无 妄談」 を 書き、 三月 四月の 第五 十一 號 五十二 號に 「舟 草 衛生 

論」 を 載せ、 七月 陸軍 一等 軍醫 岡^ 國太郞 氏が 起草した 「兵士の 養 性」 に 序 を 書いた" 十月 出征に より 衞生療 病 

志 第五 十七 號で 慶刊 した" 

文 境 >i£ 躍 時代の 下  五三 


ii 外 森林 太郎傳  五 四 

公  職 

五月 一 一十 四日 恩給 局から 本年 勅令 第 四十 九號 により 內 閣總理 大臣の 認可 を經て 內閣 恩給 局 顧問 醫を囑 託さ 

れ， 七 =1： 十 一 日 村 田 連 發銑戰 時 爆 藥數額 及 徒歩 兵 装具 調査 委員 を 命ぜられた) 

日淸 の 平和 破れ、 八月 二十四日 中路 兵站 軍醫 部長 を 仰 付けられ、 十月 一日 更に 第二 軍兵 站軍醫 部長と して 

出征し、 十一月 二十四日 勳六 等に 敍し瑞 寳章を 賜 はった。 

同一 一十 八 年 四月 一 一十 1 日 大佐 相 當宫の 陸軍 軍 醫監に 任ぜられ、 六月 臺灣 に轉征 する 事と なり、 一 度廣 嶋に歸 

つたので、 次兄が 面會に 赴いた。 六月 十五 日臺灣 總脊府 から 衞生 委員 を 命ぜられ、 七月 二日 同じく 衞生 事務 

總長 心得 を 命ぜられ- 八月 八日 第二 軍兵 站軍醫 部長 を 免じ， 臺灣 總督府 陸軍 局軍醫 部長 を 仰 付けられた。 時の 

總督は 海軍 大將樺 山資紀 伯、 陸軍 局長 は 陸軍 少將大 嶋久直 氏であった。 九月 二日 同 部長 を 免じ， 軍醫學 校長 事 

務 取扱 を 仰 付けられて 凱旋し、 一 一十 日戰 役の 功に より 功 四 級 金 5? 勳章 並に 年金 五百圓 及び 單光 旭日章 を 授けら 

れ、 十月 三十 一 日 改めて 軍醫學 校長と なり、 十 一 月 十五 日從 五位に 叙せられ、 十一 一月 一 一十 一 日 被服 装具 陣具及 

携帶 糧貧審 査 委員 を 命ぜられた。 

八、 目 不醉草 時代 


A さ チ. r, 、さ  しさ r はねが き /<5  > 1、- 

同 二十 九 年 一月 三十 I 日雜誌 目不醉 草が 創刊され たつ- 歸休 庵の 名 を 以て 「 sgE^ 」 M 外の 名 を 以て 

「洋畫 南 派」 を 書いた- この 創刊 號を 見て 二月 一 日 正 岡 子規 氏の 寄せた 葉書が ある。 

啓 先 日 は 失 鎗致候 〇 目 さまし 草 待 兼 て 面白く 拜見致 候 就 て は 一 讀之際 思 ひっきた る惡 ミれ 口書き 記して 阁 

參考 とはいかぬ も 御 一 笑に 供へ 度存 


一 Pv  t  ^ ぐ ^.A7T  /^^  r  7- 一  ほ ^  ^> 


1寸、 


ふ 

ニ^ 


/ 


正 

子 

氏 


に \ プぉ ■ な. ば 


マヤ、 た-. - . 

ダノと U  e.^  ，み 一ん. 1^  /^  ^^^^if  7;^ 

ャ： q<  ノ  @  R  .ゥ 一 ,岀ん •  V£5P.V 技， ゾ ).1z、\^r. 

£  ^  I  g ず， 5、 が 二！^ ケ. f ノ  J  A ふ 

ュ V/ ん 二れ f な- ほ . - ^a^y 曼にー a  C  ^.^  J 

らしい が、 これから 漸次 惡く なった もので あらう ゥ わたくし は 正 岡 氏の 日本 新聞の 週報に 書かれた もの を 見よう 

と 思って、 東京 帝 大內の 明治 新聞 雜誌 文庫へ 牲 つたが- 新聞が 無い ので 分らなかった" 

目不醉 草卷ー は 原 田 直ニ郞 氏の 蜘珠の 巢に蝶 を 配した 圖 案の 表紙で、 正 太夫の 金剛 杵、 歸休 庵の 鶴^ 搔、 竹 二 

B 不醉草 時代  五 S 


書き かかり 候處考 へ て 見る と 新聞の 

方 種切れ 故 新聞へ 廻し 置 候 今度の 週 

報 御 一 覽被下 度 候 51 しあと で 御 叱り 

なき 樣今 から 願 ひ 置候呵 呵 

此四 五日 來 例の 腰骨が 痛み 出して 今 

日 杯 は 一 歩 も 動け ぬ 様に 相 成 候 悪口 

の 罰に や 

春 を 待 つ 迄 に 我 はや 老いに けり 

この頃まで まだ 歩いて 出かけられた 


...J<T 


K 外 森林 太郞傳  五六 

の^ 權太、 高 燕 (高 須) の稻荷 森、 虛 子の 七 部 集、 露 伴の 司馬溫 公， 紅葉の 風流 妄語、 鷗 外の 洋畫南 派に、 鳴 雪， 

子規、 飄亭、 碧 梧桐、 虚 子の 俳句、 霰 を 詠んだ 古人の 句と が 出て ゐる。 卷 二が 出た 後の 頃虚子 氏に 贈った 手紙 を、 

松屋 吳服店 の 明治 大正 文豪 遣 墨 遣 品 展覽會 で寫 して 置いた。 

拜見仕 候 急く ことに は 無 之 候 又 三 號には 少し にても 七 部 集 御 起草 御 送り 

下さる まじき か 十五 曰と は 巾せ ども 幸 田な どのが 十七 八日になる ことし 

ばし ばなれば 其 位 にても よろしく 十五 日に は 評論な ど 纏めて 活板 にやり 

跡 は 待ちても 宜く候 大根の 花 紫の 大德寺 俳句と 云 ふ もの は 期う も 力 を 費 

やさす して 面白き こと を 言 はるる もの かと 驚 申 候 三 號には 句 も 少少 御 出 

被 下 度 正 岡 君の 許へ 御 送りに て 同 君 等の を 併せて 出す やうに なれば 尤妙 

に 御座 候。 

1  三日  森 

- ： ^ベへ .  髙濱 雅兄 

え.  一 一月 卷 一 一に は 「獨 逸新戲 曲」 を 書き、 三月 卷 三から 「三人 冗語」 と 題し、 

新刊 小說の 合評 を 始めた。 脫 天子 は 露 伴 氏、 登仙 房 は 正 太夫 氏の 匿名で ある。 

卷 三に は 別に 「樂 塵」 ー篇が ある" 三月 五日 太陽 第二 卷 第五 號に 「青年 小說 


綠 

氏 


/ズ、 


評判」 が 載って ゐる。 


四月 四日 父靜 男が 六十 一歳で し， 向嶋 須崎 町弘福 寺に 葬り、 法 號を俊 德院靜 山紹泰 居士と つけた" 父が 醫療 

に 熱心な 事 は疆に 述べた が、 他の 事 は 一向 無頓着で， 子供の 事 は 一切 母に 任せ， 趣味と して は 盆栽 いぢり と 煎茶、 

後に は 小鳥 を 飼養した。 隱 居して から は 帳面 を數册 作って， 新聞に 出た 小說 或は 自分が 面白い と 思った 記事 を 切 

拔 いて 貼付す るの を樂 みに して ゐた。 兄が 盛に 文壇で 戰 つて ゐた頃 は、 寄贈され る 新聞が 十 種に も 達し、 兄が 關 

係の 事 を 切り 拔 いて、 あと を 家中が 讀んで わたくしが 父の 室に 運んで 行く と、 父 は 印 をつ けて 置いて 翌日 それ を 

貼る ので ある。 父 は S!f する まで 眼鏡 を 用 ひす、 齒も 丈夫で 六十に なって 氷砂^ を喵 割る 程であった。 酒 は 昔は少 

し飮ん ださう であるが、 わたくしが 物心 覺 えてから は を 持った 事 は 無い。 煙草 は 水戶の 雲井と いふ 刻み を 好ん 

だが、 晚年 喘息の 氣 味から 止めて- 玉露の 相手に 上等の カステラ か 羊羹 をた ベて ゐた。 

四月 二十 五日め さまし 草卷の 四に は 大村西 崖 氏と 「印度 審美 說」 を、 六月 三十日 卷の 六に は 「園 藝 略說， 一 を？^ 

げた。 

七月 二十 九日 博 文館發 行文 藝俱樂 部 第二 卷第九 編 臨時 增刊海 嘯 義捐 小說に 「問答のう た 一 が あり、 三十 一 日め 

さまし 草卷の 七に 歸休 庵の 名で 「よもの 山」 が ある。 

九月 二日め さまし 草卷の 八から 三人 冗語 一 V- 「雲 中 語」 と 改題し- 三人の 他に 依田 擧 海- 饗庭篁 村. 森 田 思 軒の 

諸氏が 加 はって. 毎月 盛に 論議した。 寫眞は 森 田 思 軒 氏の ず <s 曰で 

御 葉書 拜見 同時に 新小說 第一 號 春陽 堂より 來到仕 候 其 他 御 指名の さんざ 時雨， 小 弓 御所、 秋の 夕 募 杯 申 候 常 

津の淨 留理然 たる 小說は 何に 出 居候 や SSK 仃の板 本に 御座 候 や 御 指 敎被下 度 候 或は 春陽 堂より 来るべく して 
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まだ 来らざる 者 か 共存 申 候。 

紙 装 九九 六 员、 卷末 索引 十一 頁 を 添へ、 表紙に は 月 草 を 墨 刷 淡彩で 現 はした 淸 雅な體 裁で ある。 後 品切れと なつ 

て. 春陽 堂から 頻に 再版 を 申出で たが、 坪內 博士との 論戰 文が 多いた めに. 同 博士に 對 して 差 控 へた。 

前年 頃から 始めた と 思 ふが、 正月 十九 日の 誕生日 を 祝って. 當 日が 休日で 無い 時 は それに 近い 休日に 弟妹 を 集 

めて- 母と 共に 食事 を 共に し、 食後の 歡談 を樂ん だ〕 目不醉 草が 追 追 盛に なって * 文攀 者が 來 出してから は. そ 

の 中の 最も 親しい 人人 を もこの 宴に 招いた。  - 


0 

田 

氏 


五八 

五 日 に は 何 は さ し 置 參會可 仕 今より 

樂み 居候。 

^一日 

と あり >  常 盤 津の淨 瑶璃然 たる 小說と 

は 面白い 評で ある。 三十日 卷の 九に は 

「南 派 源委/ 十月 卷の 十より 十二月 

卷の 十二まで 歸休 庵の 名で 「孤 勝」 が 

載った U  - 

十一 一月 十八 日 評論 集 「都 幾 久斜」 が 

舂陽 堂から 刊行され た。 菊判、 洋綴、 


醫舉衞 生  • 

九 三十 一 日 小 池 正直 氏と 共著 r 衞 生新 篇」 第 一 冊が 松 崎蒼虬 堂から 刊行され、 次で 翌年 六月 十六 日 第一 一冊 

が 出た." 爾後 S 增訂 改版 合本 一冊と なり、 軍醫學 校に 入舉 する 軍醫は 皆參考 書と して 購求した" 

公  職 

一 一十一 一日 陸軍 大學校 敎宫に 兼補し、 四 十三 日 又 陸軍 衛生 會議 議員 を 兼ね、 十 一 月 一 一十 五日 勳五 等に 叙 

し 端 寶章を 授けられ、 十一 一 十五 日 戰時衞 生 事蹟 編纂 委員 を 命ぜられた。 

同 三十 年 元且發 行の 新小說 第二 年 第一 卷に獨 逸 August  Kopisch の 「イス キヤ 嶋の 誕生 祭」 を 「はげあたま」 

とい ふ 題で 譯 載し、 二月 太陽 第三 卷 第二 號に 「今日の 文 舉界」 を 寄せた。 

五： =: 二十 五日 岡 野 紫 水 氏が 發 行した 新作 文庫 第一 號に 「西洋 定 芝居の 始」 と 題す る 短篇 を 寄せた。 談話 體 にな 

つて ゐ るが- 自筆の 草 稾に鷗 外 漁 史談 話と 書して、 談話の 二字 を 抹消して ある。 談話 筆記の 誤謬 多き を 厭って 自 

分で 書いた ものと 思 はれる。 この 原稾は 昭和 八 年 十一 一月 反 町 茂 雄 君の 弘文 莊待賈 古書 目 第一 一 號に金 五拾圓 として 

出て ゐたリ 六月 二十 五日， 七月 十八 日の 第二 號、 第三 號には 「劇場の 大さ」 が揭 載され、 その 原稾も 現存して ゐ 

る さう である。 

同 五月 二十 八日 恭陽 堂から 「かげ 草」 が 刊行され た。 菊判、 洋綴、 紙 装 七 二 六 頁、 表紙 は濃綠 色に て 上下の 帶 

狀に井 字形と しのぶ 草と を畫 いて ある。 翻譯 「女丈夫 * ぬけう り、 はげあたま、 俘」 と * 雜纂 r レ ッ シ ングが 事 

を 記す、 シル レ ルが醫 たりし 時の 事 を 記す， 石 桂 堂の 遣 事、 觀潮樓 偶 記、 毒舌、」 に、 姊 小金 井 喜 美 子の 翻譯、 創 
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作 を 合せ 牧 めた。 四 卜 四 年 九 改訂して、 四六判- 背ク n ォス紙 装で 刊行した。 

五 巧 二十 五日 目不醉 草卷の 十七から * 新作の 合評 を 止めて、 標新領 異錄と 題して 古文 i 一-書の 合評 をす る 事と な 

り、 左の 諸 書が 評論に 附 せられた。 


ま ぎ 


の 十七 おお 


まきの 十九 0 


まきの 二 

まき 01 一十 


十六 日 

十月 一一 一 

十 1 日 


まきの ニト五 三け】 年 

月 三寸 日 


まきの 


一十 七 g 印 十 

七 日 


村 井 長 庵 巧 破 傘 

好色 一代 女 

水滸傳 

東海道 中 膝 栗毛 

祌靈矢 口 渡 

琵琶 記  ， 

この 合評の 時 は、 大抵 次兄が 頭取と なって 各 一 節 毎に. 2： 容の 概略 を 紹介し、 又 一 人 女が 出る 時 は 鶴に 精し い 

淡嶋 寒月 翁を訪 ひて その 說を 筆記し、 水 滸傳、 琵 £ほ 記の 時 は- 支那 小說戲 曲に 通ぜる 森槐南 氏の 說を 筆記して 載せ 

たリ 此處に 饗庭篁 村翁の 矢 口 渡の 評に 添へ て 次兄に 送った 手紙と- 槐南 氏が 琵琶 記の 時の 葉書と を褐げ よう。 篁 

村翁の は 

拜啓 先日 は 如 例失禮 一 人に て 三^ 人前の 酷酊 只只 恐縮 仕 候 偖 矢 口 渡の 評 下手の 長談義 初段 だけにて 斯の 如し 

二 段 目 女中 勢ぞろ ひへ 原文と 近 松と を對照 致し 候と き は 是も五 枚く らゐ あり 段段の 評の 終りに 紀上太 郞の傳 

の やうな もの 風來 異聞と もい ふべき を 付け 候と 小生のば かりにて こんなの が 十八 九 枚と も 相 成べ く 高い 棧敷 


へ やたら 詰は餘 りに 撣 多し 女中 勢 揃 だけ は ヌ キ に 致し 可 申 や 是は鹧 外 先生 へ 御 話し 申 置 候 ゆ ゑ 御 序に 1 寸御 

相談 願 上 候 又 折返し 一 寸御 一 報 願 度 候。 

矢 口 渡 文句の 評 35? 山人の 隨筆奴 服 (これ は 博 文 館の 溫知 叢書 中に も 有 之 候) に 有 之 候是は 頭取の 御手 數 つい 

で、 其 段段へ 御 書 入 有 之 度 候 先 は 珍しく n 十く かき かけ 候と ころ を 褒められん 爲 見本 さし 出 申 候 わけに 御座 候 

匆匆 


"や，： 一 メが # ぶ フ# 

,s\ 一  暴 f 、乃 t ザ Si お 零 

專^ き！？ 失ぎ 
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十月 十八 日  與 三 郞 

三木樣  ， 

蜀山曰 風 來は惡 書 悪筆 此 上な しト小 

生の 風來に 私淑 候と ころ は此 一 義に 

御座 候ィョ 紙鳶堂 丸出し ー ィ 

1M 面目と 輕 妙との 交った ところに 翁 

の 面影が ^ ばれる。 なほ 何日の 會の時 

か 忘れた が、 例の 通り 泥醉 した 處が， 

び どい 雨が 降り出して、 十 一 時 頃に は 

根 岸の 森 田 思 軒 氏 も 谷 中の 幸 S 氏も歸 


ら. 


裏お 翁 一人 殘 つた" 十二時 近くな つて 車 を 雇 ひ • 次兄が 助けて 二階から 下りて 玄關 まで 出た が、 いきな， 
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次兄の 腕 をつ かまへ て、 雨が 降って 歸 へれない どうしょうと、 ヮァと l.d き 出された のに は 面 喰った が、 次兄と 車 


ま h〔 
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夫と で 漸く 車に 乘 せて， 向嶋 小 梅 村の 宅へ 送らせた 事 もあった. - 槐南 氏の は 

琵琶 記 合評の 時の もので、 三月 九日 附 である。 

拜 啓今囘 琵琶 記 -ー 付テ御 合評 有 之 候 趣 拜承此 レ ハ 至極 面白 キ事ト 奉贊成 

候就テ 《右-一 對スル  一 ニノ 鄙 臆 〈今 明晚中 其其 材料 取調べ ー應 順序 立チ 

筆記仕置^？申然ル上-1 テ拜 晤申述 度次囘 日曜 (十三 日) ノ 午前 九 時比ョ 

リ 御 來車被 成 下 候 ハ バ 必ズ 在宅 可 仕候尤 モ 大要 筆記 仕 候 へ バ 其 以前 -ー 御 

郵送 可 申 上積リ -ー 候 也。 

八！；！： 一  日 新小說 第一 一年 第 八號に 「通例 人の 一 生 序」 が ある。 當 號に揭 げら 

れた崎 蛾の 屋 主人 作に かかる 小說の 序で， 坪內 逍遙 氏の 序と 共に 出て ゐるリ 

九月の 同誌 第 九卷に 洒落 本式の 小說 「そめち がへ， 一 を 載せた が  >  世評 は餘り 

立し くなかった やうで ある。 賀古 氏の 手紙の 一 節に 

染 ちが ひ 一 枚 ふとんに 枕 一 一つの あたり 實景其 ままに て どうしても 待ち 合 

ひ 遊び を 知らぬ 人の 筆に なりたり と は 思 はれぬ とい ふ もの 多し， きむ す 

め は 些と讀 みかねる 所が あると いふ。 小生に は 例の モタモ タ した 話 を 誠 

にあつ さりと 氣 持ち 好く 讀 下した る やうに 覺ぇ 候。 


と ある. - この 小說は 創作 素 「煙塵」 に收 めら れる 前に、 春陽 堂が 三十 四 年 一 月 二十 九日 發 行した 靑 簾と いふ 單行 

本に * 篁 村. 紅葉、 得 知、 弦 齋* 南翠、 美妙、 思 軒、 三昧， 露 伴、 末 松 靑萍， 三 宅 雪嶺、 川 崎 紫 山 等 諸氏の 小說. 

隨筆 と共に 收 めて 發 行され た 事 を * 岩 田 準 一氏から 敎 へられた。 

九月 三十日 目不醉 荩卷の 一 一十 一 に 「復平 子尙書 一 が 出た。 

醫  學 

元旦 中濱東 一 郞 * 靑山 胤通 等 諸 博士と 謀り、 公衆 醫事會 を 設立し、 雜誌 公衆 醫事 を發 行した"  . 

十月 十日 公衆 醫事第 一 卷第 十號に 「狂犬病 略說」 を揭 げた。 

公  職 

三月 十九 日 陸軍大臣 子爵 高 嶋辆之 助の 名 を 以て、 勅令 第三 十五 號で 陸軍 武官 宫等表 改正の 件が 公布せられ、 

その 附則で r 术令發 布の 際 從來の 軍 醫總監 は 軍 醫監に * 軍 醫監は 一等 軍醫 正に， 一等 軍 醫正は 二等 軍醫 正に， 

二等 軍 醫正は 三等 軍醫 正に、 各 辭令書 を用ゐ すして 任ぜられ たる ものと す」 と 定められた" 今迄 軍醫部 最上級 

の 軍 醫總監 は少將 相當官 であった の を中將 とする 爲に、 新に 大尉 相 當宫の 一 等 軍醫の 上に 少佐 相 當官の 三等 軍 

醫正を 設け、 順次に 軍醫監 を少將 に相當 する やうに したので、 位置 は變ら ぬが. 名稱 が逆戾 りの 形と なった。 

四月 一 日 明治 一 一十 七 八年戰 役に 氇 ぎ 再び 臺灣 地方に 於て 軍務に 服し 其功少 からざる に付き 金 五 百 圓を賜 ふと 

賞 動 局から 發 表された。 

七 W: 十二 日 醫務局 第一課 長 小 池 正直 填國 出張 不在 中 同 課長 事務 取扱 仰 付けられ 九 ヶ月 間 その 事務 を 取扱った。 
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九月 十三 日 兼 陸軍 大舉校 敎官を 免ぜられ、 十：：^ 十 一 日 中央 衛生 會溫泉 及 海水浴 取調 法 委員 を 命ぜられた。 

同 三十 一 年 目 不醉草 一 一月から 「審美 新說」 を 出し 初めた。 

卷 一 一十 六 0 一 バー 一十 八日)、 卷ー 一十 九 (七月 八日)、 卷 三十 (八月 十九 日) * 卷 三十 一 一 (十月 三十 一 日)、 卷三 十三 

(十 一 月 三十日). 卷三 十五 01  一士 一年 一 一月 十八 日、 卷三 十七 (五月 三十 一 日)、 卷三 十八 (七月 三十 一 日)、 卷 

三十 九 (九月 十六 日 )o 

これ は Volkert の {2K 上 時事問題 Aesthetische  Zeitfragen の梗槩 で、 ニ不 三年 三月 二十 七日 前年の 「審美 綱領」 

と ：！： 體 裁の 和装 一冊と して 春陽 堂から 出版した。 

八月 九日から 時事 新報に 「智慧 袋」 を 連載した が、 序 首に 觀潮樓 主人と 署 し- (二) から 鷗外譯 袖と なって，、 そ 

の據る 所の 原書 は 不明で ある。  . 

( 一 〕 序 一一 一一 G 八月 九日、 (一 一〕 十日， (コ 一) 十 一 日. (四； 十一 一日、 (五) 十三 日、 (六； 十四日- (七) 十五 日 >  (八) 十 

七日- (九 十八 日、 (十) 十九 日- (十 一 ヒ 不日. (十一 一； 二十 一 日、 (十三 ピ 一十三 日パ 十四 )1 一十 四日. (十五) 

二十 五日- -. 十六) 二十 六日、 (十七) 二十 七日. (十八) 二十 八日、 (十九) 三十日- (二十) 三十 一日 >  (二 

十 一 」 九月 四日、 (1 一十一 一) 六日、 (一 一十三) 七日、 (一 一十 四) 八日- 0 一十 五) 九日、 (一 一十 六) 十日- (一 一十. 

七〕 十一 日、 (二十 八) 十三 日、 (二十 九) 十五 日、 (三十) 十六 日、 (三十 一) 十七 日、 (三十 二) 十八 日. 

(三十 三) 一 一十 日、 (三十 四) 一 一十一 一日 >  (三. 十五) 一 一十三 日， (三十 六) 一 一十 叫 日、 (三十 七) 一 一十 五日- (三 

十八) 三十日、 (三十. 九). 十月 一 日、 (四十〕 一 一日、 (終) 五日。 


十一月 二十 一 日 西 周傳が 半紙 判 和紙 和装で 西 男 1!£ 家から 刊行され た。 養嗣子 紳六郞 男から 依囑 により. 手記 そ 

の 他の 资料 によりて 編纂し、 十月 假 印刷に 附 して 勝 海 舟 伯 以下 故人の 知友に 配布して 訂正 增補を 受け- それ を 整 

现し たもので、 固より 非賫 品で ある。 十二月 四日 久米桂 一 郞 * 岩 村 透、 大村西 崖 三 氏と 合著に かかる 「洋畫 手引 

草」 が、 半紙 判 和紙 和装 一 冊と して 畫報 社から 刊行され た。 

醫舉衞 生 

1 一月 1 一十 五 曰 及び 三月の 公衆 醫事 第一 ー卷 第一 ー號 第三 號に 談話 「同感と 慈悲と」 (？ SS) を 載せ、 初夏 陸軍 1 一等 

軍 醫正牧 山 健 吉氏著 舉校衞 生 擧の序 を 作った。 六月 一 日 公衆 聲事 第一 ー卷第 六號に 「甘 瞑 Euthanasie の 說」。 八月 

同誌 笫八號 彙報 欄に 「納凉 生 どのよ」 を 出した。 

公  職  ， 

十月 一日 本職 を 免じ、 近衞師 圑軍醫 部長 兼 軍醫舉 校長に 補せられ * 陸軍 衛生 會議 議員 は 故の 如く、 十四日 偕 

行 社 編纂 部 幹事 を囑託 せられた。 


九、 沈默 時代 

同一 二十 一 一年 一 月七日目^-醉草卷の三十四から、 「雲 中獨 語」 と题 して， 一 人で 新刊 小說の 批評 を 書いた。 
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前年から 隣家に 文科 大舉 敎授 で、 當時 猶結髮 して ゐる 根本 通 明 翁が 移轉 して 來られ たので. 兄 は 時時 性って 周 

易の 講を 聞いた。 六月 八日 豐前國 小 倉に 轉任 する 事に なって 暇 乞に 牲っ たらば. 出立の 日に 翁 は 煙管 筒の やうに 

造られた 藤 四郞吉 光作の 短刀に 

藤 四郞吉 光作 短刀 

喬 遷ヲ賀 シ併テ 行旅 ノ靈 護一 一 餞 シ奉ル 

明治 三十 二 年 六月  ， 

.  根本 通 明 

森林 太郞様 

と 自筆で 認められた 書付 を 添へ て持參 せられた。 

兄が 東京 を 去る に 臨んで 「鷓外 漁史を 葬む る 文」 を讀賫 新聞に 寄せた と 二三の 評傳に 載って ゐ るが、 それ は翌 

年 元旦 福 岡 日日 新聞に 揭 げた 「鹧外 漁 史とは 何ぞ」 (後に 記す) の 誤で ある。 兄が 陸軍 出身 以来 地方の 隊附 となつ 

たの は、 これが 始めの 終りであって、 それに は 種種の 經緯 があって、 わたくしが 現に 記憶して ゐる 事實も あり、 

又 書類 も 手元に 集めて ある。 關係者 も 今 は 大抵 故人と なった から、 何時か この 一件 だけ 纏めて 發 表して 置きたい 

と 思って ゐ るが- 此處に は 省略して 置き、 兄が 某氏の 食言 を 憤って 辭 職しょう としたの を- 母 やわた くし 達 兄弟 

が切諫 した 爲に思 ひ 止まって 赴任した とい ふ 事 だけ 書いて 置く。 その 當 時の 書いた ものに 隱 流の 號を用 ひたの も- 

左遷の 意を寓 したので ある。 然し 赴任 後 は 師團長 井上 光中將 (§ 大龍 )、 參謀長 山 根武亮 工兵 大佐 (i 中 I) にも 深 


く 信 住せられ >  叉 公私の 友人 も 出来て- 愉快の 日 を 過した。 卷 頭の 寫眞は 出發の 前に 博 文 綰の大 橋 乙 M 氏が 來て 

撮影した ものである J 

六 n 十五 日 大帝 國の 創刊 號に 「山 口 古 庵の 事 を 記す」 と 題して、 嶋原 役に 籠城した 畫家山 ロ右衞 門 作の 事蹟 を 

書いた。 二十 九日 春陽 堂から 「審美 綱領」 が 和紙 和装 二 冊と して 出版され た。 Eduird  v§  Hartmanii の 美の 哲 

m.  Pliilosophie  des  Schoenen の 大綱 を編述 した もので、 凡例に 「是書 は翻譯 若く は 抄譯に 非す， 唯義を 取りて 

編述 せる のみ」， 又 「是書 は義を 取りて 編述 すと 曰 ふと 雖も、 亦 所謂 通俗 審美 學の棄 曰に 墮 つる こと を 避けたり、 

所以 者 何とい ふに、 通俗の 體は義 を 取りて 全き こと 能 はす、 且 その 深き を淺 からしめ 高き を卑 からしむ る 弊 は、 

平素 原著者の 厭悪す る 所 なれば なり」 とい ひ. その 「原著の 旣成 審美 系統 中 相 待上最 完全なる ものと 信じて 編 

述」 した こと も 同じ 凡例 中に いふて ある。 高山 林次郞 氏が その 批評 を 帝 國文舉 に 出した のを兑 て、 讀賫 新聞に 書 

を 寄せた のをノ 九月 一 日、 一 一日に 涉 つて 「{s^ 綱領の 批評に 對 する 森 鷗外 氏の 書翰」 と 題して 紙上に 載せ、 叫曰 

卨山 氏が 「森 氏の 書翰に 就きて」 と 題して 書かれ >  その 駁 文が 十日 「藩 美 綱領の 批評に 對 する 森鹧外 氏の 第二 信」 

として 載せられた。 同月 十六 日の 福 岡 日日 新聞 第 六 千號の 記念 號に請 はれて 「我 をして 九州の 富 人たら しめば」 

と 題す る 文 を 載せた のが、 地方 新聞に 寄書した 初めで ある。 これに は 富者の 心掛け を 論じ、 浪費 を戒 しめ 有益な 

事樂に 投資 せんこと を勸吿 した。 

十月の めさ まし 草 まきの 四十から 蒐狹彥 の 名 を 以て 「隣の たから」 と 題し- 歐 洲文藝 家の 略傳 著書の 梗禁を 連 

載した が、 
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まきの 四十  Rudyard  Kipling 

まきの 四十  一  ； Leo  To 一 stoj 

まきの 四十 二  Gerhart  Hauplmann 

まきの SI 十三  Giosue  Carducci  . 

まきの SI 十七  Marie  von  Ebner-Eschenbadi 

の 五囘で 止んだ. - 猶十  一 H のまき の 四十 一 に は 猿 大海の 名 を 以て r 久留 米彫畫 家傳」 と 題し、 桂 永壽、 同 永 保、 

三 谷 永 伯， 同 永恕， 同 永 就 五 人の 略傳を 載せた. - 

小 倉に 赴任した 半年. の 後 * 十二月 十九 日附で わたくしに くれた 書翰に、 その 頃の 起居 狀況が 記されて ゐ るから 

左に 揭げて 置く J 

この頃 は 午前 九 時 出勤 午後 三時 退出、 直ちに 衣服 を 、炎へ て佛語 教師の 宅に 參り、 六 時に 稽古 濟み歸 りて 湯 を 

つか ひ 晚< -し、 直ちに 葉卷 一本 御え て 散歩に 出で 申 候、 一本が なくなる まで 小 倉の 町 を 縦横 無碍に 歩めば、 

丁度 一時間 位 立ち至 極體 によろ しく 候、 それにて 九 時 頃に 相 成 申 候 e それより 佛 語の 手帳 を淨 書し、 又 梵語 

を 少し やれば 十 時半 か 十 一時にな り、 直ちに 寝る ことと 致し 候。 それ 故 何 か 不意の 用が 出來 ると、 犬に 時間 

の 狂 ひが 生じ 申 候。 例えば 十六 日に 福 岡 日日 新聞が 兼て 頼みお きし 新年 初刊に 出すべき 原稾を 迫り 来りし 故. 

書き かけた る 手紙の 返事 を 止めて li 稾を 書かん として 居る と、 獸醫 部長 山 根 道 章 頓死の 報 あり、 性って 見れ 

ば 師圑長 はじめ 詰め切り 故 その 儘 列席. 夜中に 歸り申 候。 翌十 七日 は 日 濯な り、 常 は 午後 一時 佛語 のさら ひ 


ある を 休み * 朝から 晚 まで 原稾を 書き、 例の 大きなる 新聞の 一 ぺ トジを 一 ばい 堪 むる 程 書き 申 候。 此 度の は 

隨分 へんてこなる ものに て， 「鹧外 漁 史とは 誰ぞ」 とい ふ 題に 有 之 候。 翌朝 少し 直して 待ち 居候 使に わたし 巾 

候。 郵便で は 遲きゅ ゑ 持って 汽車で 福 岡へ 往 くとの 事に て 候 ひき。 今 十九 日は佛 語が 土曜日の 分が 清書して 

ない 位の 仕 合せ なれば、 役所の 隙に さらへ てお き 間に合せ 申 候。 只今 散歩より 歸 りて 筆 を 取り 申 候。 右の 一 

日の 時 Si 割 は 日月 水木 金と 五 曜日の 事に て， 火 土の 兩 曜日に は佛語 をなら ひに 行く か はりに 兵法 を 講義に 行 

き 中 候。 此方 も 師團長 はじめ 大熱 心なれば、 中中 おろそかに はなり 不申 候。 まづ ざっと こんな 工合 なれば、 

どこへ 行く にも 馬と 徒歩と に 限る ゆ ゑ、 蓮 動に なり 腹が減り、 鈸 のま づ いやうな こと はいつ も 無 之. 東京に 

居る 時より はこれ 丈は體 によろ しき こと 確な りと 存候。 

文中 福 岡 日日 新聞への 寄書 は 元 且の條 に 記す。 兵法と は 普 魯亞の 陸軍 大將 Clausewitz の nreber  den  Kricg" 

を 云 ひ、 その 第一 卷 「戰の 本質」、 第二 卷 「戰の 理論」 は 殊に 難解 を 以て 聞え てゐ る" 兄は獨 逸留擧 中に 後 參謀本 

部 次長で 卒した 陸軍 中 將田村 怡與造 氏が 當時 大尉で 早 川 姓を稱 して ゐ たのと 共に 研究した 事が あるので、 井上 師 

圑長 * 山 根參謀 長の 勸 めで 將 校の 爲に 講義し、 師圑 から 石版 印刷と し、 「戰 論」 と 題して 關係 者に 配布され た： 後 

陸軍 士官 寧 校に 於て 佛蘭 西譯本 "Thdorie  de la  Grande  Guerre" から 第三 卷 以下 を重譯 して 大戰 舉理と 題し- 

兄の 譯ニ卷 を 合せて 出版した。 この 事 は 軍人 社會に 兄の 聲望を 重から しめ、 山縣 元帥に 名 を 知られる 因と なつ 

た。 

1 戶 乓衞將 Es^ が 熊 木から 金澤第 六旅團 長に 轉住 せられて 後、 三十 四 年 八月 三日に 發 せられた 書中に 戰 論の 事が 
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兑ぇ るから 序に 抄出す る。  一 

熊 本 在勤 中 閣下 御譯述 之戰論 貴師團 司令部 員 ヨリ 割愛 ヲ受ケ 拜讀仕 居候 處 ： 

高 妙 之 論 凡眼 了解 シ能 ハ サ ル 點 多多 有 之 奉 乞敎度 何時 力 其 機 會モ可 有 之 ； 

相樂 居候 績篇 ハ 士官 學校 一一 テ翻譯 中 之. S 速 一一 出版 ァ ラ ン事ヲ 祈 居 申 候。 

卜 一 一 一十 五日 毎日 電報に 加減 坊と いふ 人が 文 學者總 まくりの 中に 森鹧外 を； 

評した。 これにつ いて 翌年 一月 母に 贈った 手紙に  一 

毎日の 記事 は 確に 一 度 も 私と 物言 ひし ことなき 人の 書きた る ものに て 人物 一 

論 は 少少かん ちが へ と存候 但し おめでたい 人物と 見られた る は 結局 幸に 一 

候  一 

と 書いて ある 0  j 

公  ^  一 

六バ 八日 陸軍 軍 醫監に 任じ、 第 十二 師圑 軍醫 部長に 怖せられ， 二十 八日 日本一 

赤十字社から 福 岡 支部 副 長を囑 託された。 支部 長 は 福岡縣 知事で ある" 七月 一 

十日 正 五位に 敘 せらる。  ； 

同 三十 三年 元 且福岡 日日 新聞に 揭 げられ た 「鷗外 漁 史とは 誰ぞ」 は， 「われ 筆 一 

を 執って 文士と 呼ばる るが 故に， 本職の 上に 誤解 を 招く こと 多く， 彼小說 家た； 


り何ぞ 大事に 托する に 足らん やとの 言下に 森林 太郞を 評する に 至る、 この 誤解 を 避けん が 爲に鷀 外 漁史は 死せ り」 

との 意 を 敷衍した のであって、 この 一文 は當 時の 文壇の 視聽を 動かし * 新聞 雜 誌に 稲 種 評論され た" 十五 日の 大 

阪 朝日 新聞に は (鷗外 漁 史とは 誰ぞと は何ぞ や)、 二月 五日の 中央 新聞に は黑田 湖山 氏が (石黑 男と 鷗外 漁史) と 

题 して 論じた 如き は その 一例で ある。 一月 八日 母に 送った 手紙に 

四日の 御 書狀拜 見いた し 候 鴨の 肉 瓶詰 及 剃刀 1 一箇 正に 落手 仕 候 潤 三 郞中學 の 成績 宜しく 於蒐 無事 之 由 承知い 

たし 候 祖母 樣變る こ とも 無 之 候 哉 伺 上 候 

新年に は 井上 中將に 野猪 一 疋 贈りし もの あり 後 それ を 料理して 心安き もの 四 五 人 招かれ 參候 中將に 或る 酒 や 

„  L  f  ナ ニヲモ ツー 1. 'カト 力. \ ウレへ ヲタ *ク7 リト カウ 

より 額を賴 まれ たれ ど 何と 書く が 好き か 分らす との 事故 魏の武 帝 (曹 操) の 何 以解レ 憂 惟 有， 一杜 i^, とい ふ 

詩より 惟 有 杜康の 四 字 を 取りて 書かれて 可 然と 申 候處ぉ 手本になる やうに 書初に 書け と 被申大 閉口 いたし 候 

併し 筆硯 唐紙が 備へ あり 中將も 無駄 書せられ 候 事故 我流に て 一 尺 四方 位の 大字 を 書き候 處後 (おせじながら) 

三日 程 習うて 書いた と 被 話 候 大笑の 事に 候 其 晚師圑 長大 分醉 はれての 話に 曰く。 一 體軍醫 部 は ひどい 奴が 揃 

うて 居る 圓滿 のお や ぢに對 して 同盟 罷ェを やった がそん な 事 は 歩兵に も 砲兵に も 例の ない 事 だ。 又， 江 口の 話 

の 出し 時 師圑長 曰く。 江 口の やめる とき は 森な ども 手傳 つたら う。 予 曰く。 それ は中將 のお 考は 大分 外と 遠 

ふ 外で は 予は小 倉へ 来たがら ぬ やうに 思 ひ 居たり 辭令を 受けし とき 陸軍省の 連中 は 首 を 集めて 評議し 予 のど 

うする か を 伺 ひ 居る さまな りき." 師團長 曰く。 待て 待て その 話 は 後に なつてから 話さねば 行かぬ さう すると 

小說 になる (これ は 私の 前途 を 悪く おも ひての 言に は あらす と存 候) g 中 右の やう る 事 を 話し て^れ 申 候 
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中將 はえら いと 評 利の 年少 將官 なれ ど 甚だ 心安く 東京に て 威張り 居る 將宫と は 犬に 違 ひ 申 候 長 谷川な ども 戲 

談を被 申 候 へ ども 井上 中 將程打 解けた る 事 は 無 之 候。 

八日  林太郞 

母上 様 

又 十五 日の 手紙に は 

一 月 八日 及 九日の 御 書狀拜 見いた し 候螺殼 町より 一 i 岡 日日 新聞に 出した る 「我 をして 九州の 富 人たら しめ 

ば」 と 「鹋外 fi 史とは 誰ぞ」 と をめ さまし 草に 出す と 申來候 或は 最早 活扳屋 へま はし 候 やと も存 候へ ども 

若し まだなら ば 暫く 見合せ 候 樣御申 遣 被 下 度 候 九州に て 書きた る もの は當 方に 澤山 あり 「小 倉 日記」 などの 

類 まだ 世に出さぬ 都合に 候 福 岡 日日 は 是非 書け と 申 事故 止む こと を 得す 候へ ども 東京で は 私の ものの 出る の 

は 嫌 ふ ものが 多く 出せば 直に 蜂の 奥 をつつ きたる やうに 騒ぐ に 定まり 居り 此方に は 何の 益 もな く 候に 付 少し 

見合せ 度存候 〇 めさ ましに は 早速^に 原稾を 書きて 送 可 申 候 「卽與 詩人」 「隣の たから」 の 外に も 隙 だに あ 

らば 有益なる もの を 書き 可 申と 存じ 居候" 

と ある。 初刊の 新小說 第五 年 第一 號 にある 「初日の出 選評」 は >  同誌 臨時 增刊 初日の出に 褐 げた 小說の 評で、 坪 

內 逍遙、 尾 崎 紅葉， 幸 田 露 伴 三 氏 も 書いて ゐる" 十一 日から 十四日までの 東京 日日 新聞に 隱 流の 名で 原 田 直ニ郞 

氏 逝去 に 就いて の 追想 を 寄せた。 

1 H 1 日の 二 六 新報から 千 八の 名 を 以て 「心. 頭 語」 を 載せ 始め、 翌三 十四 年 一 一月 十八 日まで 八十 七囘に 分載 さ 


れた。 餘り煩 はしい からこの 揭載日 は 省く ことと する" 中には 一 月に 一 囘 しか 出ない ことがある ので、 調査に か 

なり 無駄な 手數を 費した： 序に 「續 心頭 語」 の 事 を 此處に 書いて 置く が， これ は 三十 四 年 八月 二十 二日- 丸 月 二 

十五 日， 十 月 三日. 十四日， 十九 日、 二十 三日. 二十 八日、 二十 九日、 三十日. 十一月 二十 一日" 十二  W 十二 日 

の 十一 ー囘に 分載され た。 

二月から 安田 善 之 助 氏 が 資本 主と なり * 次兄 三 木 竹 二が 編輯 主 住と して 雜誌 「歌舞伎」 が 創刊され た。 

三月 六日め さまし 草卷の 四十 三に 書いた 「讀者 諸 lis に 告げ 奉る 辭」 は- 毎日 新聞に 載った 加減 坊の 評論に 對す 

る辯駭 である。 

六月 一 日 歌舞伎 第三 號に r 霄行 記」 と 題して， 公用で 東京に 歸 つた 折 歌舞伎 座を覼 いた 時の 雜感を 書いた。 

七月 十四日 福 岡 縣企救 郡敎育 支部 會 の 請に よって. 同 郡役所で 「普通教育 の 軍人 精神 に 及 ぼす 影響 」 を講 ：3g し 、 

その 速記 は 福 岡 日日 新聞 一 一十 六日より 三十日まで 連載され、 一 一十 九日 福岡縣 教育 會に 於て 「フ リイ ドリ ヒ . バウ 

ルゼン 氏 倫理 說梗 槩」 を镛演 し、 その筆記は十ニ月ニ十八日發行の福岡縣^？^育會會報第十六號に載せられた： 二 

十四日 二 六 新報に 無名氏の 署名で 出した 「雲峯 評」 は、 新 小 說第九 卷に捣 げた 露 伴、 天外、 鏡 花- 靑靑 園、 ^山. - 

龍 水. 山- 風 葉. 鶴 伴， 秋聲- 魯庵、 得 知- 春 葉- 抱 月 諸氏の 小說の 短評で ある。 

九月 一 日 一 一六 新報に 隱 流の 名で 「小包 郵便物に 就いて」 と 題す る 一 文 を 寄せた。 これ は その 頃宽京 その他から 

小 倉へ 送る 小包が、 食料品の ものに 限って 故意に 破壞 する のかと 思 はれる 程の 體 裁で 着す る爲、 當 局の 注意 を 促 

さう としたの である。 この頃 北淸墓 件が 起って- 第 十二 師圑に 出兵の 命 下らん とす 形勢が あつたので- 九月 二十 
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一日 博涉會 例會で 「戰 時糧 餉談」 を 講じ、 その 要旨 は 福 岡 日日 新聞 二十 二日， 二十 三日に 載せられた. - しかし 師 

團は 遂に 出兵す るに 至らなかった， - 

十二月 二十日 臨時 軍醫部 會議を 開き >  「隊 附軍醫 宿直の 件」 について 訓示した。 師圑の 軍 醫には 勤務時間 外に 當 

直が あって， その 當直は 病院 內の 勤務で、 別に 規則 はなく 順番に 好意的に 勤めた ので あつたが、 或 時 見習 士官が 

* 毒した ので， 病院の 當直軍 醫に牲 診 を 求めた 處、 院內 勤務で あるから と 牲診を 拒 絡した。 よって 他の 軍 醫に請 

4^^すると， 或 人 は病氣 とい ひ 或 人 は 事故 ありと いひて 拒絶し、 その 內に 中毒 者 は 死亡した。 そこで 軍 翳の 怠慢 不 

親切と いふ 非難が 起った から- 軍醫を 招集して 「諸士 は 規定 上に は抵觸 する 處 はない が、 道德 上に は 犬なる 罪 を 

犯した 事になる。 若し かの は 習 士官 をして 諸士の 家族 か 親戚の 一 人であった 時に、 諸士 はこれ を 担 絶す るか どう 

か。 要するに 道德 上の 責任 觀 念が 足らぬ からで ある」 と 訓諭した ので ある。 

醫學衞 生 

九 十 H 公衆 翳 事 第 四卷第 七號第 八號に 「西班牙 固 首都 寶淫 制度」 を 載せ、 九月 二十 一 日 小食 博 渉 會で講 

演 した 「戰 時糧 餉談」 も、 十一 一月 第 十 號に揭 げられ た。 

同 三十 四 年 元旦の 福 岡 日日 新聞に 「倫 现舉說 の 岐路」 と 「小 倉安國 寺の 記」 の ニ篇を 載せた。 前者 は 倫 现學ほ 

ど 諸說の 一定し ない もの は 無い とて. 近 出の 一書 を 取って その 更互 相反 對 する 諸方 向 を列擧 し， この 岐路 旁徑の 

如何にして 生ぜる か を 示した もの、 後者 は 小 倉市竪 町の 安國 寺の. e 來と、 住持たり し 高德の 逸事 を 記した もので 

ある。 


二月 十五 日め さまし 草卷の 四十 九から 美 極致 論」 を 出し 初め， 十月 二十 五日の 卷の 五十 四で 完結し • 翌年 

二月 二十 五日 綱領、 新說 と同體 裁で 春陽 堂から 刊行され た。 これ は J21a 大舉 教授 〇tto  uebmann の 實相分 

析 rzur  Analysis  der  wirklichkeit- 中の 文 一 一十 一 篇を鈔 出した もので、 兄 は 凡例 第一 一に 

翻 譯義を 謬る、 以て 翻 譯と稱 する に 足らす、 義を傳 へて 正しき こと を 得ば、 善き こと は 則ち 善 からん、 未だ 

美 を盡- せりと は 謂 ふ 可から す。 若し 能く 筆墨の 間、 作者の 口吻 を髮鬆 する に 至らば、 翻譯の 能事 畢れ るに 庶 

幾 からん。 美 極致 論 は 公 餘の涉 筆な りと 雖、 亦 頗る カを此 に用ゐ たり。 

とい ふて ある。 兄の この 翻 譯に對 する 態度 は 斯様な 論文に 止まらす、 戲 曲小說 等に 就いても 同様であった とわた 

くし は 思って ゐる。  . 

三月 洋畫 家大下 藤次郞 氏の 著 水 彩畫の 菜に 序 を 作り、 五月 二 六 新報に 無名氏の 署名 を 以て， マ キア H リイの 著 

作で ル 冊子ながら 難解 を 以て 知られた 「人 主 策」 の 提耍鈔 解 を 二十 四囘に 分載した。 

(一〕 十二 日、 (二) 十三 日、 (三) 十五 日- (四) 十七 日、 (五) 十八 日. (六) 十九 日- (七) 二十日、 (八) 一一 

十一 日. (九 ) 一 一十三 日、 (十) 一 一十 四日- (十一 ) 一 一十 六日- (± 1) 一 一十 八日、 (十三) 一 一十 九日. (十四) 

三十日、 (十五) 六月 一 日、 (十六) 三日 • (十七) 五日- (十八) 九日、 (十九) 十一 R- (一 1 十) 十四日、 (一 一 

十一) 十七 日、 (二十 二) 十九 日- (二十 三) 二十日、 n 一十 四) 二十 一日。 

ト 一 月 歌舞伎 第 十八 號に 「昆 聞の 儘」 と 題し- 演說、 新聞記事 等の 誤謬 四條を 指摘した。 

母が 年来 心配した 兄の 獨身 は、 小 倉で も 問題に なって ゐ たが、 大阪 控訴院 長 を 勤めた 判事 荒木 博臣 氏の 長女 茂 
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子との 婚約が 整 ひ， 十二月 冬休み を 利用して 歸京、 醫學 博士 岡 田 和ー郞 氏の 媒酌で 婚禮を 行 ひ. 翌年 一月 相伴 ふ 

て歸 任した。  . 

醫 舉 その他 

八月 三十 一日 公衆 醫事 第五 卷第 八號に 「脚 氣 減少 は 果して 麥を 以て 米に 代へ たるに 因す る 乎」 を 揭げ. 九月 

ト 九日 ！=E<5l.ln 東 公園 一 方亭 にて 間 催せし 博 涉會の 講演 「水の 說」 も， 十月 一 一十 五日 公衆 醫事 第五 卷第 九號 に， 

卜 1 一月 一 一十三 日 小 倉 偕 行 社の 講演 「北 淸 事件の 一 面の 觀察」 も、 翌三 十五 年 五月 一 一十 五日 同誌 第六卷 第三 號に 

載せられた。 

一 〇、 藝文 及び 萬年艸 時代 ■ 

同 三十 五 年 元旦の 福 岡 日日 新聞に 未定 稾 「卽非 年譜」， 門 司 新報に 「和 氣淸麻 呂と足 立山」 を 載せた。 黄檗の 

名 11^ 卽非禪 師は小 倉 藩主 小 笠 原 忠眞の 歸依を 得、 福 聚寺を 建立して 師を 開山と した" 寬文 十一 年 五月 二十日^み 

て，.^ 處に 逝く、 世壽 五十六、 法臘 三十 九、 二三の 書に よりて 禪師の 年譜 を 作った ので ある。 後者に は和氣 淸麻呂 

が祌護 景雲 一 一 一年 道 鏡 の 怒に 會 ふて 大隅國 に 配流せられ、 足の 筋を斷 たれた が 、 豐前國 に 至りて 宇佐 八 胸の 神託に 

より、 足 立山の 麓に 湧き出で し？ 3.:^ に 浴し、 足 故の 如く 癒 ゆるとの 傳 說の考 證を 試みた" 心の 花 第六卷 第一 號に 


は ゆめみる ひとの 名で 長 詩 「鷲の 巢」 を 寄せた。 

一 一月 一 一十 五日め さまし 草が 卷の 五十六で 廢刊 した.^ 三お 十五 日 金 港 堂から 佐 佐 醒雪氏 主宰で 文 藝界が 創刊され、 

兄 は 「譯文 一 則」 を 寄せた のが 「情學 は 以て 科擧 として 立す るに 足る か」 である。 

三月 東京に 轉 ft する 事と なり、 二十四日 小 倉 偕 行 社の 送 刖會に r 洋舉の 盛衰 を 論す」 を 講演し、 その 筆記 は 六 

月 十日 公衆 醫事 第六卷 第四號 及び 十五 日 第五 號に 載って ゐる。 

小お に殘 した 事業と して 山 W 弘倫 博士の 「軍 醫 としての 鷗外 先生」 に擧 げられ たの は， ( 一) 偕 行 社 管理の 下に 

擧 研究所 を 附設し、 將校 及び その 家族 診療の 便を圖 り， 差 支な き 限り 一般 地方 人の 診療に 應 する ことと した 事。 

(二) 步兵第 十四 聯隊の 井戶掘 下げ をな して 炭層に 到達し、 分析の 結 菜 優良 炭なる を 確め、 師團 長に 報告し、 そ 

の 結 ra^ 紫 河 河口 左岸 地 は 爾来 海軍 用地と なった 事。 (三) 第 十四 聯隊の 給水 法と して 紫 河 河岸 陸軍 用地に 鑿井し 

て タンク を設 くる 事と なり- 射撃場 附近に 位置 を 選定した、 これが 現今 小 倉 造兵 工廠 給水 タンクで ある。 (四) 小 

倉 市 は 一般に 水質 不良で、 水量 も豐 富なら ぬ 所 多く， 且 防疫 上よりも 必要が あった 爲に、 軍隊 衛生の 目的 を 達す 

ると 同時に、 軍用 過剰の 水量 を 更に 市中に 供給すべき 方針 を 以て、 水源地 を 紫 河 上流 金邊 峠の 谷に 探, 7 し- 遂に 

淨 水道が 設置 さるる に 至った、 是が小 倉 市 現在の 淨 水道の 基礎で ある 事 等が 算 せられる。 

わたくしが 山 田 博士の 著に よつ て敎 へ られた 事に は、 猶 歩兵 大佐 大島 貞恭 氏の 銅像 銘を 撰んだ 話が ある。 

大嶋 先生 銅像 

用兵 之 道 傳自 西方 疇 若 厥 事 乃 翁 濫觴 
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先生 紹業 典則 益彰 誕承王 命 陶冶 冶 良  一 

都 征淸役 我 武維揚 門下 多士 千載 流芳  ； 

とい ふので >  小食 在勤 中東 京からの 依賴で 撰んだ の ださう である。  一 

兄 は 三十 二 年 六 H 中旬 着任 當時小 倉驛に 近い 立 見と いふ 宿屋に 居り、 次で 毅冶 町に 借屋して それに 住し， 十二！ 

月から 馬 借 町の カトリック 敎會 牧師の 許に 通って 怫蘭西 語を舉 び、 また 梵語の 研究 をし、 翌年 暮に京 町に 移 轉しー 

た 0 在勤 中の 私的 生活 は 後の 創作 「鷄， 一 「獨 身」 等で その 一 班が 窺 はれ， 同地で 獨逸語 畢者福 間 博 氏、 安國寺 住； 

職 玉 水 俊！ 師と いふ^ 侶 二人の 友 を 得た 事 は 同じ 「二人の 友」 に寫 されて ゐる。 福 間 氏 は 石 見！： 安濃 郡 刺 鹿 村の i 

人. 獨逸 語に 精通して 束 京に 居った が、 兄の 跡 を 追って 小 倉に 來 たので ある" 兄 は その 造詣の 程度 を 試みて * 靑ー 

年 士官の 獨語 教授に 推薦し、 三十 四 年 八月 山 口 高等 擧 校に 赴任した が、 兄が 東京に 轉任 すると 間も無く 山 口 を辭ー 

して 上京し、 後 第一 高等 舉校" の敎師 となり- 四 十三 年 喉頭癌で 歿した。 玉 水 師は豐 前 國企救 郡松ケ 江村の 人， 小 

倉 市外の 安固 寺に 住し、 兄に 唯識 il の 講義 をし、 兄から は獨逸 語の 哲學人 門の 講を聽 いて ゐた。 兄が 轉任 すると 

直ぐ 上京し- 根津の 下宿に 福 間 氏と 同居して 觀潮樓 へ日參 し、 母 や 家族に 佛敎の 講義 をした" 兄が 日露 役に 出征. 

中 病に 根り- 房 州に 轉 地して 療養 を 加へ、 後 小 倉に 歸 つて 市外 西 谷 村 「一一 岳護聖 寺に 住職と なった が、 その 示 寂 は 一 

何年 かわた くし は 知らない， - 於蒐の 時時の 父鷗 外に は 福 間 氏よりも やや 先に 寂され たやう に 書いて あるが、 門 司 一 

市の 吉永 卯太郞 氏が 寫し 送られた. 四十 三年 十一月 十四日 附で玉 水師に 送った 兄の 書狀が あるから" その 示 寂 は； 

もっと 後で あらう と 思 ふ。  一 


t       ill  隆 


歷略の 年 四十 三 治 明た し 用 代に 書覺て し 人 記 を 等 合 會の私 公 


曰 


.1 一  1 . 


一； へ.： 


大分の 人 矢 頭 良 一 氏と いふ 青年 は 科 學的頭 

腦の 持主で、 燕の 飛ぶ の を 見て 空中 飛行 器の 

發明を 思 ひ 付いた が、 その 考案 を實 地に 應^ 

する 資力がない 爲に、 自動 計算器 を發 明して 

その 賫 上げ を 以て 飛行 器の 完成 を 期し， 一 器 

で 加減 乘除 ともに 出来る 計算器 を 作つ た の 

で- 兄が 感心して 大 舉敎授 などに も 紹介し、 

種種 世話 をした が、 眞の 目的 を 達せぬ うちに 

病死した。 

兄 は 小 倉に 居 つ た 時 は 神 部 3^ 發行 の 略曆を 

公私の 會合 その他の 覺書 とし、 後から 日記に 

詳しく 書す る 事に して ゐた。 わたくし は 小食 

日記の 中から * 檢閲 視察 等で 旅行の 途次 聞 

した 舊蹟名 墓 を 抄出して、 帝！： 古蹟 調査 會の 

雜誌 古蹟に 寄せた 事が ある。 

小 倉から 母に 寄せた 書簡 は， わたくしが 着信 
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の 順序に 重ねて 綴 ぢて數 冊 を 作った が、 後錢 毀して 多く は 新聞 切拔 きを 貼る 臺紙 にした U 古い 切 貼 帖は蠢 蝕が 甚 

だしくな つて、 明治 二十 年 以来の もの を 悉く 燒 いてし まった。 わたくし は 貴重な 文舉资 料で あるから- 如何にも 

して 保存して 超きたい ものと S 心った が- 當時 まだ 學 生の 身分で 母 や 兄と 同居し. 一 室 を書齋 にも 寢室 にもす るの 

であり- 切 貼 帖は數 十 冊あって 動かせば 煙の 如く 蠢 魚の 糞が 飛散す る 有様で あるから- 殘 念ながら 灰と する の を 

見て 居った。 

四月 一 日 太陽 第 十三 卷 i=$ 五號 に新體 詩に 關 する 談話 筆記が 出て ゐる。 三日 竹 柏 會大會 に 「マァ テル リンクの 脚 

本」 とい ふ 題で 講演し- その 筆記 は 六月 一 日 心の 花 第 六卷第 六號に 載せられ、 翌年 八月 一 日 孰 舞 伎 第三 十九 號に 

轉 載した d 

五月 一 日 歌舞伎 第一 一十 叫 號に、 觀潮樓 主人の 名で r ハ ム レットと 烏雞國 太子と」 と 題し、 ハ ム レットと 支那 小 

說 西遊記 中の 烏雞 W 太子と その 事蹟の 類似 點を 述べ、 この 領似は 偶然なる か- 又 印度 古傳說 中更に この ニ說 話の 

本源が あるので はない か、 好事の 士は檢 討して 可な りと 結んで ある。 

六 =^ 一  日 歌舞 仗 第二 十五 號 にし ほや 主人 口述- 春 浦生维 記と して 「ミセス. バ アト リング-力 ン ペル」 が 載った。 

二十 五日 上 m 敏氏 の藝苑 と 合同して 「藝文 一 が 創刊され た。 この 合同の 橋渡し は 千 葉鎮藏 氏であって、 兄が 前年- 

結婚の ために 歸京 中、 千 葉 氏から その 話が 持 出され、 今年 轉住歸 京して 具體 的に 進み- 五月 中旬 その. 頃 根 岸に 在 

つた 料亭 岡 野で 兄と 次兄と- 上田 氏の 他に 平 木- 畔柳芥 舟、 登 張 竹 ST 戶川秋 骨の 諸氏と がきき し- 雜 誌の 

內容體 裁 等に 就いて 相談し、 下旬 又 觀潮樓 に 各自 書いた もの を 持 寄り、 題 號を藝 文と 定めて 文 友 館 書店から 發行 


する 事と なった ので ある。 この 藝文は 八月 十一 日 第二 號を 出した 後 * 文 友 館と 衝突 を 起して. 十月 十五 日 「萬 年 

艸」 と 改題し， 更 めて 卷第 一 から 刊行す る 事と なった。 藝文卷 第 一 に は * 「題 辭」 「やま ひこ 上 りんたら う」 「審 

美假象 森鹧 外」 r 卒塔婆 小町 合評 森隱 流」、 八月 十一 日卷 第二に は- 「分身、 受戒 無名氏」 r やま ひこ 中」 

「金色 夜叉 合評 森隱 流」 「きつねば な 一 園丁」 が 載って ゐる。 萬年艸 とた < つて 十月 十五 日卷 第一 に 「題 辭」 「やま 

ひこ 下」 「心中 萬年艸 合評 森隱 流」 「藝 文卷第 一 評語 集 發 行人 某， r 十 一 月 十五 日卷 第一 一に 額 語 「ほうぐ (筆) 

ゆめみる ひと」 「やま ひこ」 一 藝文 第一 一 評語 集」、 十一 一月 ョ十 一 日卷 第三に 韻語 「ほうぐ (遠近) ゆめみる ひと」 

「俱舍 論 達意 中の 洋說 森林 太郞」 「萬 年艸 第一 評語 集」 が ある。 

七：：^ 十日 明 E 生 第三 卷 第一 號に森 しづかの 名で 「妄語」， 八月 九月の 歌舞伎 第二 十七、 二十 八號 にし ほや. H.: 人の 名 

で 「俳優 學 校の 必要 を 論す」. 十一月の 同誌 第三 十號に 「袈裟と 王旻が 妻と」 兩者 事蹟の 相似 を 記した J 

九 H 十 一 日 丸 善書 店の 舉燈第 六十 四號に 「ヂ ュ ゥ リング 氏の 著書 目 錄」、 十一月 一 日の 同誌 第 六十 六號に その 訂 

正增補 「前 號のヂ ュ ゥリ ング氏 著書 目錄に 就て」 を 寄せた。 

十 一 月 伊原 靑靑園 氏の 著 市 川 圑十郞 に 序た 書き、 十一 一月 一 一十 九日 伊井 蓉峰 のために 作った 「玉 匣兩 浦嶋」 が、 

縱 五寸、 横 三寸 七 分、 四十 三 頁の 小形 假辍、 長 原 止水 氏圖 案の 紙 装で、 歌舞伎 號外 として 刊行され た。 

學 その他  , 

七 W 二十 五日 公衆 鬱事第 六卷第 六號に 「陸軍 衛生 部舉術 研究 會の實 施 方法に 關 する 所見」 を揭げ * 是月恩 田 

审： 信 氏 編獨羅 和譯新 學大 辭典に 序 を 書いた。  / 

墓 文 及び 萬 年 艸 時代  八 一 
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公  職  、 

三月 十四日 本職 を 免じ 第 一 師 圑軍醫 部長に 補せられ た。 

同 三十 六 年 一 月 一 日 心の 花 第 七卷第 一 號に長 詩 「小犬 j を 寄せ * 歌舞伎 第三 十一 ー號に 「玉 11; 兩浦嶋 自註」 を 載 

せ、 二日から 市 村 座で 伊井 蓉 峰の 浦嶋太 郞、 兒島 文衞の 乙姬、 福 嶋淸の 後の 浦 嶋太郞 * 市川条 八の 赤 女で 上演 さ 

れた。 これが 兄の 作の 舞臺に 上った 最初で ある。 同月 長女 茉莉が 生れ、 原 抱 一」 版譯 聖人 歟盜賦 敷の 序 を 作った。 

一 一月 一 日 歌舞伎 第三 十三 號に 「浦嶋 初 度の 舆 行に 就て」、 一 一十 一 日 萬 年 艸卷第 四に 「ほうぐ (ふたり) 」- 「唐土 

1 代 男」 (梗槩 )、 「新 社會 合評」 「萬 年艸 第一 一 評語 集」 を 載せた。 1 一十 八日 久米桂 一 郞 氏と 同 選 「藝用 解剖 學 (骨 

論 之 部)」 が畫報 社から 出版され た。 菊判- 洋綴、 クロ ォス装 ニー  六 頁- 圖 版が 七十 ニ面揷 人して ある J 三十 八 年 

十二月 十三 日卷 尾に 全身 筋肉 概 nl 十页を 補 ひ- 全體に 訂正 を 加へ て 再版され た- 三 バー 日 歌舞伎 第 四十 四 號に川 

上 音 次 郞の劇 を 批評した 「明治座い ォセ a  J と- 落語 を^ 井蓉 峰が 劇に 演じた 「芝 濱の革 財布の 出典」 と を 口述 

し- 鈴 木 春 浦 君の 筆記した のが 載った。 

四 巧 十 萬 年艸卷 第五に 「ほうぐ (. ^淀 布ヒ、 逸 名 氏の 名で 「譯詩 四 首 (山の あなた • 秋 わかれ、 水 無 

「戀川 町 作 金 金 先生 榮花 夢- 芝 全 交 作 大悲の 千祿本 ニ稱の 黄表紙の 合評 (針 翻 I) が 載った。 

五 M: 十五 曰 學$^ 一 第 七 年 臨時 號に "Z ミ a ョ mcnstL 二 hill 【ハ Wichtigster  Krscheimlll,L^ell im  Gehicr-  dcr  Modl.rncll 

Novellistirlm 一  nraitil たを揭 げたが、 その 緒言の 獨 逸文 を 讀 んだ獨 逸人 某 博士が 見て- 「他 國 人の 書いた 獨逸 

文で 斯の 如く 美 はし いのは 見た 事が 無い」 と 激賞した さう である。 この 投稾 に關 した 兄と 內田 氏との 書翰が 


？ 6- つて ゐる^ 兄の は 齋藤昌 三 氏の 所藏 で， 

饋物 字書 御 贈 被 下 奉 謝 候。 

三十：^:!^ とは少少ぉどろき候 へ ども何とか可：1£存居候書名の みが並ば ぬ やう に-^句を入れ る こ ともェ夫可ほ候 

Maeterlink こ 0 頃 少少 讀み 進み 候 その My  一  k は 素人 哲學 たる こと を 免 かれざる べしと 雖も 論文 中の 譬喷 

など いかにも 觀照 的に して 人に はっとお も はせ ると ころ あり 感服と 存候 

三月 二十 七日 

魯庵 翁の 著お も ひ 出す 人人の 鵄外 博士の 追憶 中に 

或る時 尋ねる と 極細い 眞 書きで 精精と 寫し物 をして ゐ るので * 何を寫 して ゐ るかと 訊く と * 其 頃 地學雜 誌に 

速褐 中の 「鑌物 字書」 であった" ソン ナも のを寫 すの は 馬鹿馬鹿しい、 近日 丸 善から 出版され ると 云 ふと、 

然 うか イイ 事 を 聞いた、 無駄骨 折 をせ すと も濟ん だと 云った。 (夫 「"ら 一 と 月 ほどして 出版され たの を寄途 

すると- 大遍 喜んで 禮狀 をよ こした。) 

と あるの は、 この 時の 事で ある ■ 字書 を 送る 時に 臨時 增刊の 原稾を も賴ん だので あらう。 原稾が 出来て 兄から 校 

正の 事 を 申込んだ と 見えて、 翁が 返事の 葉書 はわた くしの 處 にある。  - 

御 はがき 拜承 印刷所の 都合に 由り 些か 延引 仕 候へ ども 明日 中に 悉皆 原 稾交附 (、玉 稾 はすで に 渡しお き 候) 凡 

そ 一 週日 後に 校正 囘附の 事と 存じ 候 御 仰 も 有 之 候 事 なれば 無論 校正 相 願 可 申 候 也 

四月 十七 日 

藝文 及び 萬 年 1； 時代  八 三 
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牛 込區束 五軒 町 

內田  貢 

と ある. - 六月の 第 七 年 第 六號に 「前に 投 寄せし 獨 逸文 書目の 補 遣 訂正」 が 出て ゐる。 

六月 一日 歌舞伎 第三 十七 號に 「公平 新聞 (序幕)」 の ロ譯が 出て、 翌三 十七 年 一月の 第 四十 四號， 三月の 第 四 

十六 號に 載った が、 出征の ため 中絶し、 後に 大久 保榮 君が 第 四 幕 以下 を續譯 した" これが 歐洲 釗梗槩 ロ譯の 最初 

で、 皆 鈴 木舂浦 君が 筆記した。 六日 萬 年 艸卷第 六に ィプセ ンの 「牧師」 を譯 し、 原作の 第二 幕 を 第一 幕と し、 九 

月 二十 三日 卷第 八に 第二 幕 を 載せた が、 完成 をせ す單行 本に もなら なかった。 卷第 六に はこの 他に 韻語 「ほうぐ 

(燈 )」 が 載って ゐる。 六日 國語 漢文 學會に 於て 「人種 哲學梗 築」 を 講演した C これ は 佛蘭西 人 Gobineau 伯の 

Rassenphilosophie に據 つた もので- 十月 二十 一日 赛陽 堂から 菊判. 假緩 • 紙 装で 刊行した。 

七月 一 日 東洋 甞： 報 第 一 卷 第五 號に 「春 朝 秋 夕」 を 載せた。 D、Ann§zio の 作った 一 幕 物 「春 朝 夢』 「秋 夕 夢」 の 粗 

筋 を 書いた ものである。 

九月 十五 日薩摩 琵琶 歌 「長 宗我部 信 親」 が曩の 「玉 E 兩 浦嶋」 と 同一 體 裁で 國光 社から 出版され た， - これ は醫 

舉 博士 弘田長 氏の 委囑で 作った もので、 兄 は 一日 夕食後に わたくし を 連れて 帝 國圖書 館に 往き * 閉館の 眞際ま 

で殘 つて 常時の 軍記 及び 九州の 地誌 地圖を 調査し， その 結 架 を 翌月 萬 年 艸卷第 九に 「長 宗我部 信 親 自註」 と 題し 

て 載せた。 この 歌が 出来 上った 時 は * 觀潮樓 の 階下 八疊の 座敷に、 京 橋に 開業して ゐた 次兄. 小金 井の 姊 及び 母、 

わたくし 等 を 集めて 朗讀 した。 或 人が これ を 小 倉 時代の 作と いふの は 誤で ある。 卷第 九に は その他に、 江村 學人 


の 言語の 起原の 後に 「言語の 起原 附言， I と、 妄 人の 名で 「妄語」 (ff^^iK?3rsii£is:?l「」ts) が 載って ね 

る. - 

十 一 月 一 一十 八日 早稻田 大擧の 課外 講義に S;i ョ son-in …ョ clstjcriia の 二) ic  gdhc  (； cfahr  als  Moralproblcm- 

c- 大要 を 講じ、 三十 七 年 五月 三日 春陽 堂から 「黄禍 論梗 築. 一と 題し- 曩の 「人種 哲舉 梗槩」 と同體 裁で 出版した。 

十一 一月 一 日 歌舞伎 第 四十 三號に 「 マァ テル リンクの 脚本」 に接續 する 一 脚本 モン ナヮ ンナの 梗槩」 が 出た。 

そ の IS 帝 大の擧 生 であつ た 小山 內薰氏 も、 是年 あたり か ら 觀潮摟 へ 来られた らし い ゥ わ たくし も 友人 平； 11 篤 君 

に 連れられて- 初て 同 君 を 訪問し- 八千代 女史に も姊 君に も會 つた、 - 又 氏の 手 を 經て鶯 亭金升 氏から 先師 梅亭金 

鵞^3筆の茸雙紙^囊を 一 冊貰った事もぁる.- 八千代 女史 は 母に 大層 愛されて- その 岡 田 三 郞助畫 伯に 嫁せられ た 

媒酌 は 三 宅 克已畫 伯で あるが、 その 橋渡し は 母 で あ つ た. - 

醫擧衞 生 

四月 八日 八 社會で r 衞 生談」 を 講じ、 その 筆記 は 五月 十日 公衆 醫事 第七卷 第二 號に 載せられた リ 

日露 兩隨 間の 風雲 急なる を觀 て、 十月 三十 一 日 軍 醫學會 に 於て 「千 八 百 十一 一年 拿 破 Jjw 第 一 世 露 闺 侵 人時の 軍 

隊病 類」 を 講演し、 同月 十五 日、 翌年 一月 十二 日の 公衆 醫事第 七卷、 第 七、 八 號にそ 0 筆記が 載った。 
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十一、 日露 戰役 出征  ， 

同 三十 七 年 元日 一の 萬 年 1: 卷第 十に 「妄語」 (ね ヨ^， い 月) の 他に 「萬 年 1: 卷 第三 至 第 九 評語 集」. 歌 

舞 伎 第 四十 四 號に隱 流 n 述と して 「脚本 公平 新聞の 筋 書」、 G^p ⑩ l、t、l 膝^ 威 難 ^ 職 t ぽ し、) 心の 花 第 A 卷第 一 

號に 「膠 山 絹海帖 序」 が 出た。 十七 日 例年の 誕生 小 集と 送別と を 兼ねて 知友 を 招いた. - その 人人 は 上田 柳 村、 畔 

柳芥 舟、 千 葉 掬 香、 小山 內薰 • 北 M 龍 堂， 伊原 靑靑 圜、 久保田 米き、 川尻 淸潭- 井蓉 峰、 大久 保榮， 鈴 木 春 浦 

の 諸氏に 次兄と わたくし とが 加 はった. - 

一月 十九 日 乃 木 希 典 大將が 第一 師圑 軍醫 部に 兄を訪 はれた が、 會 不在であった 爲 手紙 を 遣され、 翌日 又 使者 を 

以て 書 を 送られた。 長子 勝 典 少尉が 求めたい とい ふ獨逸 小說の 可否 を照會 された ものである。 それに 就ての 囘答 

に對 する 禮狀 と、 以上 三 通 を 後に 表装して 家藏 とし、 又 兄の 自筆 を 以て 寫 したのに 識語 を 添へ たのが、 魏 町の 乃 

木講 家元 町 田 金 六 氏に 藏 せられて ゐる， - 大將の 書狀は 

其 一 

舌代 

獨乙文 舉書之 儀に 付 御 指敎相 願度參 上仕條 明日 明後日 午前中 は 在宅 不仕候 得 共 右 兩日之 中師圑 司令部 へ 御 出 


務相成 候 節 一 寸御 しらせ 被 下 候 得 者 御 役所へ 可罷出 候- 5 此段御 許容 相 願 候 頓首 

一月 十九 日 

乃 木 希 典 

森  仁兄 尊下  、  ， 

其 二  - 

拜 啓 

昨日 御 留守に 申 上 置 候 御 願 之 儀 今日は 無據 終日 不在 候 間 明日に も 又又 從是可 相 伺候 此段御 遠 約 謝罪 迄 如此候 

頓 首 

一 月 廿日 

希  典 

森  仁兄 尊下 

其 三 

拜 啓 

愈 御 勇健 奉贺^ 然は 過日 御敎 示に 據り 本人え 申 遣 はし 候處 全く 友人 等 之 導に 依り 一 讀之念 を 起し 候 迄の 事と 

中越 候 就而は 尊臺御 著述 之 水泡 集 幷に其 中に 御 加へ 相 成 候 詩の 原書 相 求め 度 申 候 水泡 集 は 何 店に 有 之 候 哉 未 

だ 拜讀も 不仕候 間 自分 も 一 讀 仕度 且又 右 申 上 候 如き 原書の 有 之 候 向 は 御 示 奉 願 度 候 右 御 願 迄 如此候 頓首 
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一 月廿 五日 

-  希  典 

森  賢 臺 尊下 

兄の 識語 は 

右三 通 は 明治 三十 七 年の 初に 將 軍の 子息が 獨 逸の 小 說を讀 まむ と 欲して 將 軍に 其 書 を 買 はむ こと を 請 ひしに 

將軍そ は 書の 善惡を 森に 問 ひたる 上に て 許すべし とて 予と 性復 した まひし 時の 柬牘 なり 

大正 十 年 三月 二十日  森 林 太郞記 

と ある、 - 將 軍の 書面の 鄭重なる と共に * 嚴 格な 中に も 子息の ため を 思 はるる 至情が 伺 はれて、 自ら 頭の 下がる を 

覺 える。 兄が 乃木將 軍の 知遇 を 得て， 外國 語に 關 する 件 を 多く 相談され た 事 は、 佐 佐 木 信 綱 氏の やまと こころの 

後に 書いた 兄の 「戴 冠 詩人」 の 中に 兑 えて ゐる。 前記 町 田 氏 は 乃木將 軍の 崇拜 家で あると 共に、 軍人の 筆蹟、， 遺 品 

など を 蒐集 せられて 店り、 兄の もので は 詩 を 書いた 扇子、 陶器の 他に- 陸軍省で 辨當 代りにした 燒芋を 乾 固めて 

桐 箱に 入れ、 大迫尙 敏大將 * 招 澤靜夫 中 將に箱 書 をして 貰って 所藏. し * わたくしの 宅へ. も持參 して 見せられた〕 

一 H: 下旬 第二 軍 軍 警部 長 を 仰 付けられ- 軍司令官 奥 保^ 大將の 幕僚と なり- 「第二 軍の 歌」 を 作った のが 二月 一 

日 心の 花 第 八卷， お 一 ー號を 初め 地方 新聞にまで も 載せられた。 

二月 二十 五日^ 文學第 六十 ニ號 荻の 家主 人 追悼 錄に 一文が 載った が、 曩に 明星の 追惊 號に揭 げられ たものと 同 

じで ある。 


三月 一日 歌舞伎 第 四十 六號に それがしの 名で r 獨 逸ズゥ デルマン 氏の 卿 本に ついて」， 心の 花 第八卷 第三 IS に 

新體詩 「寫 眞」 を 載せ、 十四日 富士川 游氏著 日本 醫學史 の 序 を 作った" 萬 年艸は 三月 十五 日卷第 十二に 「讀者 諸君 

に 告げ まゐら す. 一 の 一 文 を褐げ て廢刊 した。 三十 一 日 歌舞伎 臨時 刊行 第 四十 七號 として 脚本 「日蓮 上人 辻說 法」 

を 出した。 菊判、 紙 装 十二 頁. 久保田 米 さ 一氏 表紙 鎗、 ロ搶に 作者 及び 主役の 寫眞 一葉が ある。 

四月 二十四日 讀賣 新聞に 森高湛 未成 稾 として 「無題/ 五月 一 日 歌舞伎 第 四十 九號に 「諸 新聞の 日蓮 評. r 七月 

第五 十 一 號に 「批評 子の 無學/ 八月 心の 花 第 八卷第 八號に 短歌 「ゆめ」、 九月 第 九號に 「太子 河の 邊 より」 とし 

て 短歌 及び 漢詩が 載った、" 

笫 一 一軍 は 第 一 、第二. 第 四の 三 箇師團 で 編成せられ * 軍司令部 は 四月 二十 一 日 御用 船 八幡 丸に 搭 じて 宇 品 港 を 

發し、 二十四日 海 州灣に 於て 聯合 艦隊 司令長官 東鄉平 八郞大 將と會 見し、 五月 八日 服兒 石より 上陸し、 軍の 主力 

は 二十 五、 六 兩日敵 を攻擊 して 金 州 及び 南山 を 占領し. 六月 十四、 五日 南下の 敵 を 得 利 寺で 撃破， 十七 日 渡樹、 

蓋 平に 前進した。 此 日から 七月 四日までの 間に 兵卒 は 夏衣 袴に 更衣した。 七月 六日より 九日まで 蓋 平 附近の 戰鬪 

に參 加し- 次で 轉戰 又轉戰 *  二十 三日より 二十 五日まで 大 石橋 附近の 戰 あり、 後 數日此 處に駐 まり *  二十 九日よ 

り 八月 三日に 亘り 更に 海 城 附近 占領の 戰に加 はり >  同月 二十 六日 前進 を 起し. 二十 八日 沙 河の 線に 進出 • 三十日 

首山堡 附近の 戰 >  九月 二、 三 兩日遼 陽：^ 外の 戰に參 加した. - 博 文 館の 從軍 寫眞班 等が 寫眞 にある 兄の 顎髯 をのば 

したの は. 沙 河の 對陣 頃からで あるら しい。 

寺 崎 廣業畫 伯 は 第二 軍に 從 つて、 金 州， 南山の 戰 を觀、 その後 旅 順 二 〇 三 高地 攻撃の 狀を觀 られ、 次で 病 を 得 
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て歸 朝し、 年內 であった と 思 ふが (或は 翌年 春 かも 知れない) 一 日觀潮 樓を訪 ふて 見聞 を 語られた。 その 話の 中 

で 今 も わたくしの 印象に 殘 つて ゐ るの は、 五月 二十 七日 南山 攻撃の 壯烈 な狀況 と， 十一月 三十日の 夕闇に 乃 木 司 

令官の 1 一子 保 典 少尉の 屍 を 負へ る從卒 が、 司令官と も氣 付かす その 狀況を 語って 野戰 病院の 所在 を 問 ふた 事との 

二つで ある。 後に 歌 日記 を 見る と、 前者 は 「唇の 血」、 後者 は 「乃 木將 軍」 と 題して 記されて ゐた" 田 山 花 袋 氏 は 

博 文 館の 從軍 記者と して、 大分 長い間 從 軍され、 營 口で ハインツ. タヲ ヲテの 「死體 マリィ」 と アナ トオル -フ 

ランスの 「蜂 姬」 と を 獲て 兄に 贈り、 兄 は 海 城に 近い 陣營に 夜の 小閒を 偷んで 之を讀 み、 燈 下に 筆 を 執って 梗槩 

を 書いた のが、 六月 一 日 心の 花 第 八卷第 六號に 「營 口で 獲た 二 書の 解題」 と 題して 載せられた。 田 山 氏 も 歸朝後 

1 度 来て 話された が、 寺 崎 氏の 快活な 話し 振と 違って ゐた爲 か、 氏の 語った 中から は 何にも 記憶に 殘 つて ゐ ない。 

遼陽 占領の 後舍營 地內で 軍夫が 便所の 穴 を 掘る 時 古坡に 探り 當て、 發 掘して 人骨、 土器 及び 漢時代の 五 銖錢數 

枚 を 獲. 人骨 は 小金 井の 義兄に 贈り- 土器と 古錢 はわた くしに 送られて、 今 も所藏 して ゐる。 後に 東京 帝闕 大學 

から 出張した 鳥居 龍 藏氏も 同様の もの を 得られた さう である。  ■ 

上 演  ， 

自 四月 一日 日蓮 上人 辻說法 歌舞伎 座  . 

日蓮 上人 市 川 八 百 蔵 進 士善春 巿村羽 左衞門 

比 企 能 本 片 岡市藏 娘 妙 尾 上 梅 幸 

放 下 尾 上 菊五郞  放 下 中 村 右衞 an 


敍 位叙勳 

九月 十三 日從四 位に 敍し、 十 一 月 一 不 九日 勳 三等に 敍し瑞 寶章を 授けられた。 

同 三十 八 年 元旦 心の 花 第九卷 第一 號に 「陣中 手 柬」、 二月 第二 號に 「犬の 聲 (新體 詩 一、 短歌 ーヒ と戰 地との 

贈答が あり、 三月 第三 號に 長歌 ー篇、 四月 第 四號に 「陣中 手 柬」、 五月 第五 號に 「戰 地より (文章と 短歌 七)」、 六 

月 第六號 に、 戰 地より (短歌 二)」、 七月 第 七號に 新體詩 二、 歌 二， 九月 第 九號に 「戰 地より (短歌 七)」 が ある。 

一月 二十 一 日 誕辰 祝 を 觀潮樓 に 開き * 來會者 一 同で 葉書に 寄 合 書 をして 戰 地に 贈った。 最初に 次兄が 


今夜 兄 上の 誕辰 を 祝し て 小 集 を 開き 申 候 

次に 佐 佐 木 信 綱 氏が 
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遙に御 誕生日 を 祝し 申 候  敏 

. 星影 も 異なる 沙 河の 冬の そら をし ぬ は ひ 語る 燈 火の もと 

大久保 榮君は 中央に 麥酒 瓶， コップ 菓物鉢 を畫き 

ことほき のかき りつく してい はふ かな 君 あれ ましし 日に まと ゐ して  さ  か  え 

最後に 小金 井の 姊は 

君 かこと かたりあ ひっつ ふくる 夜に おとしめ やかに あめふり そそく 喜  美  子 

と * いて ある。 

戰地 では 一 月 二十 五日 黑溝臺 の會戰 があって， 時 は 滿洲の 極寒 期で あり、 戰鬪 頗る 壯烈を 極め， 數夜 氷雪 上に 

行動した 爲に我 兵員 の 凍傷に 摇 つた 者が 少なくなかった" 

兄 は 部下 及び 病院 等からの 報 吿を踪 合して 「黑 溝臺 附近 會戰に 於け る 低 氣溫の 戰鬪狀 態、 創傷 及衞生 勤務に 及 

ぼす 關係 詳報」 と 題し、 軍 醫圑雜 誌に 公表した。 

二月 十八 日夜より 鴨 綠江軍 は 敵の 左側に 策動し， 三月 八日 馬軍鄲 附近の 敵 を攻擊 する に 至った ので- 第二 軍 は 

逐次 左翼より 前進し、 軍 は 渾河雨 岸の 敵を擊 退して 奉 天 西南 方に 進出、 三月 四日 林監堡 >  東 勝 堡の線 を^ 領、 八 

日 諸 軍 は 一 齊に敵 を追擊 し、 九、 十雨 日 第二 軍 第三 軍と 共に 全く 敵 を 奉 1K に 包圍し * 遂に 大勝 を 博し、 北方の 敵 

兵 掃蕩の 後 第二 軍 は 現地に 停止し， 他の 諸 軍 は鐵嶺 附近に 之 を追擊 し、 十六 日に 至って 其 行動 を 中止して ii? 力の 

恢復 を圖 つた。 


當時兄 は 各 軍軍醫 部長 中の 故參 として、 奉天戰 後殘留 せし 露阈 赤十字社 關 係の 諸〕 m; を歸 還せ しむる に當 つて Q 

處置 取扱の 全權を 荷って 非常の 苦心 をした が、 屢 起らん とした 難問題 も 圓滿な 解決 を吿 げた。 昭和 九 年 三月 刊行 

された 軍 軍醫總 監醫舉 博士 山 田弘倫 氏の 「軍醫 としての 鹧外 先生」 と 題す る 著書に その 事情が 精し く 記されて 

ゐる。 上述せ る 第二 軍の 行動 も 同書に よって 敎 へられた。 兄 自身の 行動 は， 歌 日記に 日附と 場所と が 記 人して あ 

るので 知る 事が 出来る" 

四： s: 「陣中 三人 記の はしがき， 一が 成った。 陣中 三人 記 は 第一 一軍 司令部の 參謀 騎兵 中佐 鈴 木莊六 (後 參謀總 長大 將) 

同 歩兵 少佐 金 谷範三 (後 參謀總 長大 將)、 同 高 柳 保太郞 (後 中將) の 三 氏が 陣中 生活 を 小說體 にして、 十日 毎に 交 

代して 書いた もので、 常時 同 軍の 從軍 記者 坪 谷 善四郞 氏が 金 谷 氏より 記念に 貰 ひ 受け、 大正 十五 年 七月 一 日新靑 

年 第 七卷第 八號に 一 部分 を 抄錄發 表された。 

兄 は 奉 天 占領 後 城內の 骨董 店で、 朝鮮 宜祖の 朝に 名醫許 俊が. 王 住と なって 編 暴し、 光海 君の 五ハ+  (fffj^$^^) 

扳 行され た 東 醫寶鑑 二十 五卷を 求め >  それ を 知らされた 書 狀に銀 何圓で 購入した とあった ので、 その 意味 を 聞い 

た 處>  次の便 中に 

東 醫寳鑑 は 運搬 途中 也 * 銀 何 11 と は 銀 票何圓 をい ふ內 地の 錢幣卽 金 票に 換 ふるとき は 一 割引と なる 

とい ふて、 戰時發 行の 銀蔡 二種と、 奉 天に 行 はれた 支那 紙幣と を 送って 来た。 

十： =: 二十 三日 凱旋 順序 を 示され、 三十 九 年 一月 元旦 出發と 定まって， 「からの 煤 今一度 はいて 歸れ とや 歸休 

庵」 と 書いた 葉書^ 送って くれた。 戰時 中の 長 詩 短歌 は 心の 花、 明星 及び 妻子、 わたくし 共 兄弟 * 知友に 葉書に 
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認めて 贈られ、 又 自分で ノオトに 書留め て 置いた ので、 四十 年 九月 十五 日に 春陽 堂から 「歌 日記】 と 題し、 四 六 

判、 洋綴 • 布 装 四 八 七页、 葦原 綠子 氏の 寫生畫 二十 七 葉， 久保田 米き 氏の 畫六 葉、 寺 崎廣業 氏の 木版 彩色 畫 一葉、， 

寫眞版 八 葉 を 挿入して 刊行した。 

佐 藤 春 夫 氏 は 「歌 日記」 に據 つて 陣中の 堅 琴と 題す る 記事 を 昭和 九 年 三月 一 日發 行の 雜誌 文藝 第二 卷 第三 號にー 

載せられ、 六月 於蒐の 「父鷗 外の 陣中 消息と 凱旋」 の 一文 を附し 昭和 書房から 多くの 圖版を 加へ て 刊行され た。 一 

於蒐は 陣中から 貰った 葉書 を 集めて、 雜誌冬 柏 第五 卷 第五 號に 載せた" わたくしの 手許に あるの は 明治 三十 八 年 

中の 發 信で、 最初に 贈られた のが 軍司令官 奥 大將， 參謀 長大 迫尙道 少將、 砲兵 部長 稅所篤 文少將 自署の もので、 

七月 六日の 消印が ある。 以下 日附の 順に 並べて 寫 さう。  ； 

七月 十三 日 (當 方より 送りし 擒 葉書)  ，-j 

うつ ほ 木の 舟な す 皮をはき て 布く 窩 集の なつに われ あこ かれぬ 注 云 嵩 集 は北滿 洲の大 林な り (歌 日記に 一 

「七月 十三 日 於 古城 堡」 二 首の 第二に ある。) 

同 十四日  ノ 

これは學校の恤兵葉書なり〇南山葉書はなし〇東醫寳鑑は運搬途中也〇銀何圓とは銀§ー1^何圓をぃふ內地のー 

錢幣卽 金 票に 換 ふるとき は 一 割引と なる 〇 於蒐の 太公感 狀を受 くる 鎗 葉書 着す (東 醫寶鑑 の 事 は 本文に 記； 

した。)  、 

八月 八日 (陸軍 恤 兵部擒 葉書)  一 


健， 曆 とほり のけさの 秋 I 庵 (歌 日記 「八月 八日 於 古 城堡」 六 句 あれ どこの 句 無し。) 

九 まも やせんい く 暴かき とりて 家 つとにせ は 議 (歌 日記 la 

の邊 なる 古城 子に 牲く とき 雙樓臺 の 下 を 過ぐ」 と 前書 あり。) 

十月 七日 (奉 夭 宗廟の 一 部 を 示す 寫眞 葉書)  pti 

かさ さきの 夭つ をと めに はませ し はこの 世 を かりの やとり 木の S 菌 (歌 日記 「四月 二十 七日 P 

陵」 の 一 一首 一 句の 中に あり。) 

f …一  ？),  l^s  r,. れ日己 「九月 二 トニ 日 古城 堡 より 亮合堡 に ゆく」 と 前書す。) 

りき ひの 戈 を S せたり 露の 中 歸休庵 (一。 ふ 日 言 - 力/ 一-一 

. つ，. C  Ji  iH^ 「卜，：： 七日 古城 堡 より 長嶺 子に 性く」 と 前書す。 右一 一葉と 

可， 棚 巧 地 黄なる もみち 哉 鎮休 1^  5BI  -  -  /  1 f さ 

も 戰地發 行 第三 師團 慰勞會 記念 葉書に 書す，)  ， -? fe: 

投鋒 ゃ大魚 逸す 美の 川 I 庵 (歌 日記 藝 「明治 三十 七 年 九月 九日 於 籠」、 句 は 日記に 「大 角逸 し 

て」 と あり、 戰地 發行遼 陽戰鬪 記念 葉書に 認 む.^) 

同 r て 一" と はすれ と 迷の こき 烟 まつ 目に 浮 ふ 畑の はなけ し 源 S  (歌 日記 「明治 三十 七 年 六月 卜 六日 於 

尖 山 子 ニー 首 一 句の 先頭に あり、 米國製 支那 人 阿片 吸入の 繪 葉書に 認 む。) 

九 五 

B  戰役 出征  . 


外 森 杯 太郎傳  九 六 

同月 二十 二日 

まだ 何も 書いて 出さす にこ ちらに ある 繪 葉書に 大ぃ 人形が 艸の 中に！ j 級んで ゐ るのと 塔と は あれ は どこの 景 

色です か 「問 はれた 葉書の 景 は今覺 えす、 送られた る は 恤兵部 葉書の 陣中 溫 浴と 題す る圖 にて 壅の 風呂に 

浴せ る 男と 窗 より 顏を 出せる 女と を畫 き- 中間に？ を 墨書せ り。) 

十一 一月 十五 日 

木から しに 大 天幕の あ ふり 哉 (歌 日記 「十：；：： 十七 日 於 古城 堡」 の 中 戰地發 行 遼陽塔 寫生畫 の 葉書に 認 む。) 

同月 十六 日 

魂 を 招く こと 遠から す あきの 空 歸休庵 (歌 日記 「九月 一 一十 H 日 於 達蓮臺 祭場 」 とし- 末 句 秋の 風と あ 

り. 戰地發 行 第二 軍 招魂 祭 記念 薬 書に 認 む。) 

同月 一 一十一 一日 

おいぬれ はまろ 寢に ぬかぬ 頭巾 かな 歸休庵 (歌 日記 「明治 三十 八 年 一 一月 於大東 山堡」 十 一 句の 七に あ 

り、 本 派 本願 寺 寄贈 綺 葉書に 認 む。) 

同月 二十 五日 

飢旋 順序 をき きて 

からの 煤 今 一 度 はいて 歸れ とや 歸休庵 (歌 日記 「十月 一 一十三 日 凱旋 順序 を 示さる」 と あり、 米 阈製支 

那 風俗 を寫せ る 総 葉書に 認 む，.) 


わたくし は 次に 兄の 知友が 戰 地に 贈った 通信の 中から I 一三 を 擧げて 見ようと 思 ふ， - いづれ も 三十 八 年中の もの 

で、 最初の 小 杉 氏の だけ はわた くしに おこされ たので、 轉送を 託された 書物の 名 は 今 思 ひ 出せない。 

一 月 九日 附小杉 天 外 氏 は  . 

拜啓 別封 拙著 一 册送上 候 間 御手 數恐入 候へ ども 何卒 出征 御 令兄まで 御 届け 被 下 度 御 願 申 上 候 草草 

九 日 

相 摸 小 田 原 

小 杉爲造 

1 一月 十 1 日 畔柳芥 舟 氏、 は獨逸 製の 繪 葉書に 

孤 燈の下 滿洲の 天 を 想望して 遙 かに 先生の 御 健康 を 祈り たてまつり 候 

紀元節 夜認  - 

同僚 博士 原勝郞 中尉と して 第三 軍岐部 兵站 司令部に あり 同僚 博士 桑 木嚴翼 同じく 中尉と して 大本 營翻譯 係に 

勤務 中。 

次の 一 葉は內 地からで は 無く、 第三 軍司令部の 人人が 神武 天皇 祭の 佳節に 兄に 寄せられた ものである" 第三 軍 

の爲に 兄が 「箱 入 娘」 とい ふ 旅 順 口 を 箱 入 娘に 見立てた 軍歌 を 作り、 日淸 役の 雪の 進軍の 節で 軍 樂隊が 作曲した。 

笑 人の 左 頓に乃 木 司令官、 その 下に 河 合 操 (參謀 後 大將) 、御蔭で 落した 男が 引 立ちました 白 井 (二 郞. 後 中 將)， 

下 f^- に 一 戶兵衞 (參謀 長 >  後大將 ). 落 合泰藏 (軍 監" 軍醫 部長： T 今 澤義雄 (少 將、 工兵 部長)、 牟田 敬九郞 

B 露戰校 Si 征  九 七 


一 w， 
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に ま 翁 々外 . ザ 、 f ？  お , も 

4,v  ,5, つ まい, ^  f  J 

¥. き 


第 


三 

軍 


九 八 

(少 將、 砲兵 部長、 後 中 將)、 吉田 文治 (監督 監、 經理 

部長)、 吉田平 太郞、 松 浦寬威 (何れも 後 中 將)， 井上 

幾太郞 (後 大將) 等 諸 將の寄 合 書で、 これ だけ 筆 踏の 


. お- i え 


、酵 ェ i  I 


令 

寄 


書 


X  集まった の も 珍ら しいと 思 ふ- 

六月 九日 消印の 住 佐 木 信 綱 氏の は 女舉世 3^ の 附錄簿 

紫 書に 

福 陵の 御作 御 遣し 給り 南京 孝 陵に も のせし 折の 石 人 

石獸 のさ まなと そぞろに 思 ひ 出られ 候 野 口ぬ し 誠に 

惊 ましき 限に 候 

明日 は 三 木ぬ しの 御案內 にて S 砂 座に $i 井の 間贳  一 ta に 參り度 存じ ゐ候都 は 靑葉凉 しく 候 御 わたりい かがに 

やと 遙に察 上 候 早早 拝具 

福 陵の 御作と は、 歌 日記に (明治 三十 八 年 四月 十一 日 於 福 陵) として 

天地の わかゆる 春の 新 草の みとりの 中に 石の 馬 立つ。 

la 離せお ひ靈螭 まもれる 白 石の 神 功の 碑た かさ 三 丈。 

來 とも 知らす かほな りみ ささき の 白 土 を かの 楡 のうつ ほき 

の 三 首 を 指す。 九 段 坂 上に 立てる 川上 大將 銅像の 作者 大熊 氏廣氏 は、 その 銅像の 繪 葉書に 


謹啓 爾來御 疎音 打 過 申 候 處愈御 健勝 奉 大賀候 閣下 御 出征 後ハ 美術 社 會モ淋 敷 相 成 安藤 氏- モ久敷 面 會不致 上 

野 臺-ー 油 翁 展覽會 開設 相 成 候 得 共 格別 ノ大入 リモ無 之 候 一 昨年 十二月 ヨリ 故 川上 大將 銅像 依托ヲ 受去廿 八日 

除幕式 施行 相 濟巾候 同家 一一 於テ モ 御滿足 一一 被 思 召大將 遣愛ノ 自筆 箱 書 ヲ有ス ル 九 谷燒華 瓶爱對 ヲ贈與 被致不 

存寄得 光榮. S. 候 本日 総 葉書 手 -ー 人リ候 - 付 御 目 ユ カケ候 時下 折角 御 自愛 奉 祈 候 拜具 

五：：：；： 十八 日  大 熊 氏 廣 

同じ 彫塑 家 新 海 竹太郞 氏の 數枚 ある 中に、 提燈 行列の 槍 葉書に 

御 健康 を 祝す 

美術 世界 は 極めて 寂寥に 候 得 共 洋畫の 研究所 は 何處も 盛況に 御座 候 

銀座の 勸 工場 內 の戰爭 畫展覽 會は晝 夜共大 繁昌に て 上野の 諸 展覽會 など は實に 顔色な しと 云 ふ 次第に 御座 候 

頓 首 

七 H 廿四日  新 海 竹太郞 

八月 十七 日の 消印 ある 岡 野 知 十 氏 は 

夏 瘦ゃ捉 迷藏の 人の 肩 

思 ひ よらぬ 芳 句に 接し 

すかす かしく も ゆる 小 扇 

御 脇と に はこれ なく 御 はがきの すすし きままに 

Hes 戰役 出征  九九 


瞎外森^^太郞傳  一 Go 

半面 休刊に て 伺 上べ く を 怠り 却て 恐 人 候  知  十 

と ある。 夏 瘦の句 は 歌 日記に (七月 二十 九日 於 古城 堡) として、 歌 一首， 句 四 首 ある 中、 句 最初に 擧げて ある。 

小山 內氏 兄妹 も數度 送られて ゐる 中から 一 枚づっ 書き抜かう。 五月 一 一十 九日 附の薰 氏のに 

小生 も 不日 國民 兵役に 服す る 事に 相 成 申 候 

素人芝居に は あれ ど 先日 「辻說 法」 の 再び 上場せられ たる を 見 心 うれしう 感じ 申 候 都は靑 葉の 心よ きを 旅行 

禁 せられた る は 情なう 存じ 居候 早早 

と あり、 素人芝居と は 五月 十一 日より 五日 間 文士 演劇 若紫 會が 「日蓮 上人 迁說 法」 を 歌舞伎 座で 上演され たの を 

いふ J 

十 一 月十ヒ 日の 消印 ある 八千代 女史の は、 九 代 目 市 川 圑十郞 の 一 一女 實子扶 伎 子が 追善 舆 行に 口上 を 述べて ゐる 

葉書に 

おとつ ひの 初し ぐれに て获 もし をに も 一 ときに 枯れ 申 候 はかなし く 候 年の 內には 御 かへ り もな しと や 千駄木 

0 皆様 鞘 町の 御 方方 さぞ かし 御 待ち 久しく 人ら せられ 候 御 事と 存じ 上 候 はしくれ にもなら ぬ 我我まで も 長 

(三 四 字 汚れて 不明，) 

□  □  □ さ おも はるる 其 月日の 中に 御 事な かれ かしとの みいの りあげ 候 これ は 追せ ん與 行の 姉妹に おはし 

候 かしこ 

と 書かれて ゐる。 これに 對 して 兄から は 十  一 ；：^ 三十日 附で 小山 內 氏に 

きちかう や 紫^ 子 あねい もと  一 


mm 
曙 


畫生寫 園 花 百 島 向 伯 蜜業廣 寺 


但し 一 輪 はま だ荅 なりと かや 

只今より 旅 順 見物に 一 寸 出かけ 候 

と 返事が 来た。 


寺 崎 廣業畫 伯 は 肉筆 又は 印刷の 葉書で 數囘 贈られて 

ゐる。 その 內 から 向嶋 百花 ® の ペン 畫スケ "チ を此處 

に 挿入して 置かう。 

その他 伊井 蓉峰、 川尻 淸潭、 鈴 木 春 浦 等の 諸氏 も あ 

る. - 智 兄の 萬 里 遠征 を 慰める 好意なら ぬ はない。 兄 は 

大切に して 持歸 つた 後、 記念と して わたくしに 譲って 

くれたの である。 


上 演 

自 五月 十 一 日 日蓮 上人 辻說法 若 #; ^會 歌舞伎 座 

日蓮 上人 岡 鬼太郞 進 士善舂 栗 嶋狹衣 

比 企 能 本 松 本 當四郞 娘 妙 岡 村姊紅 

放 下 ^坂 梅 雪 

B 露载役 出征 
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1〇 二 


十二、 活躍 準備 時代 


同 三十 九 年 一 月 一 日昌 圖を發 し、 この 時 「凱旋 や 元日に 乘る 上り 汽車」 の 句が ある。 旅 順の 戰蹟 を見舉 し， 股 慮 

龍 山 砲 臺で磨 製 石斧 を 拾 ひ、 大 連から 乘 船し、 七日 宇 品に 着し， 十二 日 東京に 凱旋、 軍司令官 以下 幕僚 一 同と 闕 

>».  下に 拜 謁した。 二十 一日 誕生日と 


久^ 


明 

十 

^  \ レ九 

： ,MV. 一  祝 

ぉゾ i* 

わ u ゆ ま ！i 


凱旋の 祝 を 兼ねて 開いた 觀潮樓 の 

會に は， 上田 敏、 佐 佐 木 信 綱- 小 

山 內薰、 同 八千代、 伊原 靑靑 園、 

大久 保榮、 平野 萬 m、 吉田白 甲、 

久保 田泶在 r わたくし 共兄姊 弟、 

於蒐が 集まった • 

同月 三十日 嶋根縣 法政會 第七囘 

總集會 が 金 淸樓に 開かれ、 招待 さ 

れた兄 は 「高 梁の 話」 をな し >  翌年 


三月  一 tn 心の. 花 第 十 一 卷 第三 號に 載せられた。 

二月 一日 心の 花 第十卷 第二 號に 新體詩 「敵襲」、 三月 第三 號に同 「せめて は 草」 が 載った。 兄の 從軍中 最も 危 

險を 感じた の は、 三十 七 年 五月 十七 日 楊 家 屯に 宿營の 日、 奥 司令官 は 幕僚 を從へ て 南山の 敵陣の 様子 を 探りに 出 

られ た、 その後へ 眞 夜中に 敵襲の 知らせに、 衞兵は 一箇 小隊に 過ぎす * 兄が 最 上官であった から- 指揮す る爲に 

營を 出で、 衞兵は 散兵と なって 様子 を 伺って ゐ たが、 哨兵の 錯誤で ある ことが 知れて 引上げた。 この 時 兄 は 全く 

戰 死の 覺悟を 極めた さう で、 「敵襲」 は その 時の 樣を 詠んだ ものである。 

四月 八日 竹 柏 會大會 で 一-ゲル ハルト. ハウプトマン」 を 講演し- その 筆記 は 五月 一日 心の 花 第十卷 第五 號に載 

り， 十一 月 十日 春陽 堂から 四六判- 洋 綴、 ク a ォス装 二 四 六 頁、 寫眞六 葉揷人 * 卷 末參考 書目 四 頁 を附 し、 長 原 

止水 氏圖 案の 表紙で 刊行され た。 三十日 中庸 堂 書店から 出版した 高濱 長江 氏 著 旅 ころもの 卷 頭に 「三十 七 年 六月 

十五 日 祝 家 屯に て ぬれ 衣 を 家に やらば やみち すがら 友 をう しな ふ 旅の しるしに 源 高湛」 と ある。 

六月 一 日 藝苑卷 第 六に 「改訂 水沫集 序」 が ある。 前 月 一 一十 日 春陽 堂が 美奈和 集の 訂正 を 請 ひ- 題號 を水沬 集と 

改めて 刊行した 卷 首に 冠した ものである。 同一 日 趣味に 新作 風の 新體詩 「都鳥」 を 揭げ、 光風 第二 年 第三 號に課 

題 女子と 美術 敎 育に 就いての 同人 閣 話が 出て、 その 中に 腰 辨當の 名で 一言して ゐ る。 これ は 齋藤昌 三 氏の 好意で 

知る ことが 出 來た。 

同 月 十日 歌^ 常 IPS, 會が 兄と 賀古 氏との 勸吿で 成立した。 四十 一 一年 四月 I 一十 日出 版され た 常磐會 詠草 初篇 の附錄 

に、 井上通泰 氏の 談話 を 筆記した 常 磐會の 沿革 幷に會 則が ある。 

活蹈 ^備 時代  1〇一 一一 


外 森林 太郞傳  一 〇 四 

明治 三十 九 年 六月 十日の 夜、 森林 太郞、 賀古鶴 所の 二 氏が 小 出 祭、 大口 鲷ニ、 佐 佐 木 信 綱の 三 氏と 余と を濱 

町  一 丁目なる 酒樓常 磐に 招きて 明治の 時代に 相當 なる 歌 調 を 研究す る爲に 一 會を 起さん 事を勸 めら れた。 余 

はかね て 小 出 翁と 共に 現 時の 歌風に 極端なる 舊 派と 極端なる 新派と あり、 其兩 極端の 間に 又 あまたの 派が あ 

つて * 後進の 嚮ふ 所に 迷 ふべき 事を慨 いて、 何とかせ すば なるまい など 云 ひ 合った こと も あるから、 無論 森 

賀古ニ 氏の 勸吿 に應 じた。 大口、 佐 佐 木 二 氏 も 異論はなかった から、 卽 座に 森 賀古ニ 氏が 幹事と なり、 小 出、 

大口、 佐 佐 木の 三 氏と 余と が 選者と なって. ー會を 起す 事に 定まった。 其 後賀 古 氏から 話の ついでに 此事を 

山縣 公爵に 申し上げた 所が、 公爵 も 非常に 喜ばれて 力 を 添 へらる る 事 を 約せられ た" そこで 會 名を附 ける 段 

になって、 森 氏が むつ かしい 名を附 ける より は、 常 磐で 出 來た會 であるから 常 磐 會と附 けたら ばよ からう と 

云 はれた ので それにき まった。 

第 一 囘の會 は 同年 九月 一 一十三 日に 飯 田 町 六 丁目なる 賀古 氏の 邸に 開いた。 其 後 一 月 も かかさす 開會 して、 本 

年の 一 一月に は 第三 十 囘の會 を 開いた。 會合を 催す の は 多く は 第三 日曜の 午後 四時から である。 

選者 は 初 は 小 出、 大口. 佐 佐 木の 三 氏と 余と であった が. 第八囘 の會卽 四十 年 四月から 鎌 田 正 夫 氏が 加 はつ 

て 五 人と なった o 然るに 四十 一 年 五月 十五 日に 小 出 翁が 卒去せられ たので 又 四 人と なった。 

これで その 成立の 由來が 知られる であらう。 四十 一 一年の 第三 十三 囘 から 須川信 行 氏が 選者に 加 はった の を 知つ 

てゐ る。 常 磐 會の事 を 書いた から， 序に それに 關 した 手紙 を 二つ 擧げて 見よう。 一 は 陸軍 少將 伊豆 凡夫 氏で 

拜啓常 磐會御 創立の 趣 を 以て 小生へ 歌 出せとの 御 示し 汗顔 至極に 御座 候戰 地， などに て は 境遇 上つ まらぬ 詩歌 


も ひねくり 候 得 共 元來擧 びし ものに 無 之 候 故 題に 向て 詠む 如き こと は 閉口 仕 候 乍 併 今後 折角 勉強 可 仕 候 問 御 

指導 を 願 ひ 度 候 拜具 

一月 十二 日  伊豆 凡夫 

鶴 外 博士 殿 

餘 寒 

いた つらに 過き 行く 月日お しむより 薄らく 塞 さわれ はいの らし 

一 は 陸軍 大將 中村覺 男爵の もので 

前略 常 磐 食 兼題 一 一 分更 一一 御 通報 奉 謝 候來年 一 月分ノ 兼題 ハ 未タ承 リ不申 如何 哉 

當 十一 一 ； =: 分ノ 翁 題 左 ノ如ク 寢言ヲ 並べ 申 候 近近 佐 佐 木 君 一一 送致 シ テ 添削 ヲ 乞 ハン トス 御 一 笑 迄 一一 左 _| 

梅 

すすみ ゆく 世に おくれし と 梅の 花 春 を もまた てさき 初めに けり 

南天 燭 

菊の花 霜に 枯に しあと つきて 千代 をし め たる 庭の 南天 

戀 

世の中に 戀て ふことの なかり せ は 人 をつ らしと おも はさ らま し 

御 批評 可 被 下 候 

活躍 準備 時代  10 五 


黯外森 杯 太郎傳  一 〇 六 

十一 一月 十八 日  中 むらさと る 

森 閣下 

と ある 0  , 

七月 一 日 東亞 之 光 第 一 卷 第三 號に腰 辨當の 名で 新體詩 「日 下部に て」 を揭 げた。 十一 一日 祖母 清 子が 八十 八 歳に 

て 殘し， 母と 於蒐 とが 遣 骨を携 へて 近 江 土 山 常 明 寺に 赴き、 祖父の 墓 側に 葬った。 

八月 立秋 節 中 澤廣勝 氏の 爲に 「白 石 先生 印譜 引」 を 草した。 

九月 一 日 歌舞伎 第 七十 七號に 一 社友の 名で 「助 六 は 下劣 か」 を 寄せ- 十月 一 日 第 七十 八號 から 「觀 潮樓 一 夕 話」 

と 題して、 歐洲新 戯曲の ロ譯を 出し 始め、 晚 年まで 殆ど 間斷 なく 揭 載され， これで 初て 我 邦に 紹介され た 作者が 

多い。 千 葉 龜雄氏 は 

歐洲戲 曲の 價 値に 目 を 開かして 吳れ た翻譯 家が 森鷗外 博士で ある d 评內 博士の 沙翁劇 も 結構で ある、 惜しい 

ことに 古典 だ。 近代と いふ 身に ついた 生色， その 生色 を あらゆる 國籍の 上に 多様に 見せて 吳れ たのが 森 鶴 外 

氏で ある 。(中略) 氏 は その 頃 (明 冶 四十 年代 以後) ひどく 戲 曲に 感激 を 持って 居たら しい。 自分で も 戯曲 を 

創作し、 同時に それから それと 歐洲の 代表的 作物 を兒 せて くれた。 並べられた 翻 譯戲曲 を 眺める と， 文字 通 

り その 時代 その 國 文壇での 代表作 をい しく も氣 持の よい ほど 端的に 間違 無しに 拾 ひ 上げて ゐる。 それが 爲に 

どれほど 多くの 戲 曲が 讀み拾 てられた ことで あらう。 

とい ふて ゐ る。 そして 十月のに は 「ハウプトマンの ゥン ト-ピ ツバ. クンツ ト」 と 「ォヰ ディ ブスと スフィンクス」 、 


十二月の 第 八十 號には 「王の 子供達」 が 出て ゐる。  * 

九：^ 山 崎紫杠 氏の 戲曲 集な なつ 桔梗の 卷 首に 一 きちかう ゃ眼汝 かために 靑し 歸 休菴」 0 一  句 を 題した，' 十月 

五日 光風 第二 年 第 四號に は、 三十 八 年 八月 八日 古城 堡で 詠んだ 六 句の 中の 「秋立つ日 勅使 迎 ふる 陣屋 かな」 が， 

軍 恤兵部 製の 鑰 葉書に 認められた. S の 付言で 揭 げられ た 一 

十一 W: 一  日 心の 花 第 十 卷第十 一 號 に小說 「朝 寢」. 音樂 新報 第三 卷第 十號 歌劇 號に r 歌劇の 事 ども」 の 談話 IS 記 

が 出た"  • 

士 一お 一 日 東亞 之 光 第 一 卷第八 號に腰 辨當の 名で 新體詩 「火事. 一 が ある. - 

上  演 

四月 十日 初日で 眞砂 座に ゆ 井一 座に よって 「はげあたま」 が 演ぜられ、 主な 配役 は 井蓉 峰の ドン • ァント 

二 ォ - 村 田 正 雄の ド ン- カル 口 , 木 村 操の テ レ ザであった。 

九 八日 初日で 「玉 IR 兩 浦嶋」 が 歌舞伎 座に 二度目に 演ぜられ • 配役 は 伊井の 浦嶋 太郞， 河合武 雄の 乙姬" 

村 Efi! 雄の 後の 浦 嶋太郞 であった。 

十一月 一 日から 五日 間 東京 毎日 新聞 演劇. 會の名 を 以て， 歌舞伎 座で 「日蓮 上人 辻說 法」 が 演ぜられた" 配役 

は 岡 鬼 太郞の 日蓮、 岡本綺 堂の 進士善 春- 栗嶋狹 衣の 比 企 能 本、 濟月 女の 妙であった。 

四月 一 日 明治 三十 七 八年戰 役の 功に 依り 功三 級 金 鵄勳章 並に 年金 七百圓 及び 勳 一 一等 旭日 重 光章 を 授けら る。 

躍 準備 時代  ー〇 七 


^外 森 钚太郎 is  一  〇 八 

公  職 

凱旋 後の 殘務 整理が 終って、 八月 十日， 第 一 師 圑軍醫 部長に 復し、 陸軍， 卓翳舉 校長 事務 取 极兼勒 仰 付け. られ た" 

同 四十 年 元旦 心の 花 第 十 一 卷第 一 號 に小說 「有樂 門」、 一 一月 第一 一 號に妄 人の 名で 「妄語」、 本名 を 以て 「手 {a 彫 

文集 說」， 元旦 歌舞伎 第 八十 一 號に、 觀潮樓 一 夕 話 「脚本 ミ" トメ ンシュ の 粗筋」 1 一月 第 八十 一 ー號 より 六月 第 八 

十六 號 まで 同 「シ ラノ .ド. ベル ジ， - ラックの 粗筋」. 七月 第 八十 七 號に同 「雜 事」 として- 前 月 演藝畫 報に 夭 潮と い 

ふ 記者が、 兄の 談話 筆記と して 「自然主義 を 論じて 我が 脚本 作家に 及ぶ」 と 題した もの は、 出 鍵 目で ある こと を 

辯駁 した。 八月 第 八十 八 號には 一夕話 「H ド モンド. a スタンが 事」 と 「脚本 サ ロメの 粗筋」、 十月 第 九十 號に 

同 「脚 木 我 君 (マ イン • フユ ルスト) の譯， T 十一月 第 九十 ー號第 九十 二 號に同 「短劍 を 持ちた る 女の 譯 J を揭げ 

た" 

明星に は 元旦 未 歳 第一 號に長 詩 「かりやの なごり， r 四月 第 四 號に長 詩 「空洞」、 八月 第 八 號に長 詩 「直言」、 

十 = ^第 十 號に： g 詩 「一刹那」 が 出た。  ， 

三月 觀潮樓 に 歌會を 問き、 竹 柏 會の佐 佐 木 信 綱、 新 詩 社の 與謝 野寬、 根 岸 派の 伊藤左千夫の 三 氏 を 中心とし、 

故 石 川 啄木、 吉井 勇. 平野 萬 KT 太 田 正 雄の 諸氏 は 最初から 來會 し、 その後 漸次 人が 加 はって 四十 二 年の 夏まで 

繼 紐した。  . 

歌會の 事が 出た から， 四十 一 一年 六月 一 一十 八日 附で 伊藤 伊三郎 氏に 贈った 手紙 を 明星から 引かせて 貰う ことと し 

よう. 分の 歌に 就いての 意兒が 記されて ゐ るからで ある。 


拜啓先 はかけ と 中す 書 御 贈 被下拜 見いた し 候 叉 今 囘は雜 誌 を も 御 見せ 被 下 是又御 禮申上 候 借 批評 云云の 事 

は 折角の 御 思 召に は 候へ 共 何とも 申 上 兼 候 何故と 云 ふに 小生 は舊 派と 申す 人人よりも 新派と 申す 人人よりも 

1 人前の 歌人と して 承認せられ 居る ものに 無 之 候 只 自分が 勝手に 歌 はこん な もので はなき かと 思 ひて 試作す 

るの みに て 世評が それ を どんな 風に 待遇し 居る か は雜誌 等に て 御 承知の 事と 存じ 候 然れば 人の 作 を 彼此 申す 

べきに は 非す と考 居候 小生の 我儘なる 判斷 によれば 現狀 にて 歌 を 見せて これが 歌 か 歌で ないかと 問うて 極め 

て 貰うても 好い と 云 ふやうな る 人 は 知り 不申候 古き 歌 を 善く 詠む 人に は 新しき 境地に 丸で わからぬ 處が あり 

又 新しき 歌 を 詠む 人 も 皆 偏頗に て 己れ と 違 ふ 趣味 は 排斥す る やうに 相 見え 候 小生 は 下手ながら どなたに も 絡 

對 的に は 服從不 dd 候 定めて あいその つ きたる 事と 御 聞 取 被 成 べき やう 存じ 候へ 共 御 催促 を 受けて 已むを 得す 

意中 を かくさす 申述臉 他に 御 吹 聽は御 無用に 被 成 度 候 早早 

四月 故 森 W 思 軒 氏の 全集が 發 行せられ るので、 「思 軒 文の 卷 端に 題す」 を 草した。 

六 e: 十七 日から 三日 問 西 園 寺 公望 侯 駿河臺 の 邸に 雨 聲會を 開き、 兄 は 一 一日 目に 出席した。 

七月 博 文 館から 家庭 衛生 講話 第二 編と して 「衛生 學 大意」 を 刊行した。 菊判. 假綴、 紙裝ー 六 〇 頁で ある，^ 

八： z: 九日 二 男 不雜が 生れ、 翌年 二 巧 五日 百日咳で 夭した。 

九 陽 堂が 出版した 菊 池 正 助 氏 著 馬と 主に、 「序に 代 ふる 詩 j として 「歌 日記」 にある 「我 馬 病めり」 が 載 

せて ある 伍 第三 節の 「丈に 滿 たざる 高粱 ごしに」 が 序に は 「尺に 滿 たざる」 に 作られて ゐる。 

是 〔ネ橫 ：m 商業 學 校の 爲に 校歌 を 作り- 小 松耕輔 氏が 作曲した。 

^踊 *riss. 代    10 九 


鵄 外森钚 太郞傳  一 一 〇 

八月 十三 日 美術 審査 會 委員 を 仰 付けられ、 第三 部 (彫刻) 部員 を 命ぜられた。 

十一月 十三 日 陸軍 軍 醫總監 に 任じ- 陸軍省 醫務 局長に 補せられ、 二十 二日 明治 三十 七 八 年 戰役衞 生史！ I 暴，^ 

員お を 仰 付けられた J  . 

醫 としての 鹋外 先生」 によれば- 明治 八 年 松 本 順 氏が 陸軍 本 病院 長に 就任し-明治 十一 一年 十月 林紀 氏が ti 軍 

軍醫 本部 長の 職名に て 第二 代の 局長と なり， 同 十五 年 九月 松 本 氏が 再び 陸軍 軍醫 本部 長に 就任し、 同 十九 平 三 

月始めて 陸軍省 醫務 局長の 職名の 下に 橋 本 綱常 氏が 就 住し、 同一 一十三 年 十月 石 黑忠直 氏が 第五 代の 局長と な リ. 

七 年に して 退職され、 石 坂惟寬 氏が 之に 代り、 同 三十 一年 八月 小 池 正直 氏 局長に 就 住し- 在職 九 年 四 ヶ月に し 

て 一史 迭が あり、 兄 は 第 八 代の 局長と なった ので ある。 

问^ 十 一 年 元 1 の 歌舞伎 第 九十 三號に PVank  wedki-d の戲曲 「出發 前 半時 問」 の 其 一 が 出た が、 十日 主宰者 

の 次兄が したので、 五月に 至って 第 九十 四 號 以下が 原 靑靑園 氏の 手に よって 繼 接する 事と なり. それに 「出 

發前 半時 問」 其 二  ，鼓) と 一 ハウプトマンが 最近の 二 作- とを揭 げた。 猶 元旦の 心の 花 第 トニ 卷 第一 號 

に ，rimm  Klro, お er の 「 ソ クラ テ H ス の 死」. 明星 申 歳 第 一 號に Arthur  sclsitzlcr の 「アンド レア ス-タ アマ ィ 

エルの 遣 書」 と. ゆめみる ひとの 名で 短歌 「舞扇」 を 載せた。 

十日. 兄 篤 次郞 (華 名 三 木 竹 二 が 四十 二 歳で し- 向嶋 弘福 寺に 葬り- 法 號を篤 證院ー 乘圓融 士 とい ふたつ 

明治 二十 四 年 柬京帝 固大學 醫科大 舉を卒 紫し * 內 科を專 門と して 初め 日本 橋區 螭殼 町に 開業し- 後 京 橋 區南銷 町 

m  .■ ,.—  kL^B»lgK§^--g  nlnmlyiglgpgsftgslgl 響- ij  -If-,  lil£ff  Ja—y—gtBafu 


に 移った。 少年 時代より 觀 劇が 好きで、 遂に 劇評 家と して 名 を 成す に 至った。 次兄 は 分家と なった ので あるが 

妻久 子との 問に 子が 無い ので. わたくし がその 跡 を 襲ぐ ことにな つた， - 

二月 明星 第二 號に Wilhel ョ SchaefVr の 一. 父」. 四月 第 四號に Anna  Croissant- Rust の 一い つか 君 は歸り ま- rj, 

へ 後 に aj,;- 時 「JJJ- の) 五月- 六月の 第五 號第 六號に Jacobwassersa- ョ の 「黄金 杯」、 八月 第 八號に ゆめ 

\ 曰 -flr:T*rts*»> ま. マ」 さ fti ダ. 1^  、 

みる ひとの 名で 新體詩 「潮の 音，！. 十 一 月 終刊 號に >50  Holz  Sid  Johannes  Schlaf の つ わかれ」， 七月 八月 

歌舞 走^ 九 ト六號 九十 七號に Her ョ amiBahr の 「奥底」、 九月. 十月の 第 九十 八號 九十 九號に Hcrinn  sslcni ョ 

つ フ匕 束」 -ト 一 月 第 百號に schllitd:r の 「猛者」， 十一 一月 第 百 一 號に さ 一 go  <o=  IlofmallnstlK-l の 「瘦 人の p^; 」， 

十：^ 心の 花 第 十二 卷第 十號に Sehm  Lngcr ヨ rf の 「牧師 一 が揭 載され た。 

六 月 一 一十 六日 >义 部 大臣 官邸で 開かれた 臨時 假名 遣 調査 委員 會第 四囘會 合に 於て、 i; 軍 を 代表して 現在の 假名 遣 

に對 し反對 意見 を 述べ、 その 結 « 文部省 案が 撒囘 され. ^？^；で委員會も魔されるに至った。 その 時の 演說は 美 濃 判 

和紙に ト七行 二十 七 字 詰 二十 枚に 印刷され- 卷 頭に 「秘」 の 朱印 を捺 して 配附 された) 同月 二十 九日 棠陰會 の 名 

によりて 編 暴した- 「能 久 親王 事蹟」 が 春陽 堂から 刊行され た J 菊判、 洋緩. ク 0 ォス装 二 七 一 頁、 年譜 十一 一 頁、 

S 眞三 十二 面. 地圖 二葉が 挿入して ある。 殿下に 隨 つて 臺灣に 出征した 川村景 明大 將、 阪井重 季中將 等の 囑 によ 

り- 宮家から も资 料の 御 貸 下げ を 得て 脫稾 し、 假 印刷に 附 して 關係 者に 配布し、 その 意 兑に據 つて 更に 補訂 を 加 

へた。 义同 W コッホ 博士が 来朝して、 當 局が 歌舞伎 座に 招待して 曾 我 兄弟、 千 本 櫻、 道 成 寺の 歡迎觀 劇會を 催す 

について. 依顿を 受けて その 筋 書を獨 逸文に 譯し. 小冊子と して 來會 者に 配附 したの が 二つ estspidc  pllrgcfllehrt 

活躍 準備 時代  一 = 


if 外 森林 太郎傳  一一 二 

ZU  Ehren.  Robert  Kochs  im  Theater  Kabiiki  am  H;  ten  J ョ】 i 1908." で， 八 10;、 石 井 柏亭氏 圖按の 表紙 <^ 附け 

て ある。  t 

九月 初旬 落 合 直 文 氏 編 「言 泉」 の 序. V 作った リ 

十 1 一月 わたくし は 京都 帝 國大學 敎授上 W 敏 博士の 推薦で 京都に 赴任した。 わたくし は 始め 朝鮮に 赴く 希望で あ 

つたが、 身體の 弱い の を 案じて 許して くれなかった 兄 は、 京都 は 親友 上田 博士の 推薦で ある 爲に 許して くれたの 

であった- 

公  職 

五月 三十日 臨時 脚 氣豫防 調査 會宫制 公布せられ、 その 會長を 仰 付けられた。 官制 は 六月 一 日 官報 を 以て 發表 

され、 委員、 臨時 委員 >  幹事 は 二十 三日 住 命され たリ 

九月 二十 六日 敎科 用圖書 調査 委員 食 委員 を 仰 付けられ、 二十 八日 文部省から その 主査 委員、 第一 部員 を 命ぜ 

られ た。 


十三 文壇 再 活躍 時代 

HI 四十 一 一年 は 一 時文 壇と 關係を 絡った 兄が、 再び 狂 盛な 創作的 活動 を 開始した 年で ある" 木 下 杏太郎の 太 田 正 


雄 氏 は 岩波 書店 版 日本 文舉 講座の 森鸹 外に その 原因と して、 ( 一 ) 夏目歉 石が 三十 八年以 來矢繼 早に 傑作 を發 表し * 

それ を 與味を 以て 讀 み- そして 技癢を 感じた 事 ひ；^ ァ) U  D 當 時の 自然主義に 對 する 反感、 (三〕 K 卵が 創 

刊 されて 著作 發 表の 機關 となった 事， (四) 歌舞伎に 毎 號歐洲 戯曲の 翻 譯梗槩 の 口述筆記 を 載せた- この 割合 氣樂 

な 翻 譯の爲 方が 又 氣樂に 小說を 作らし むる 動 WI とた 《つた 事、 (五) 陸軍に 於け る 地位が 安定して 周圍に 遠慮 ゃ氣兼 

なしに 思 ふま まに 振舞 ふこと が 出来る 事の 五 筒條を 擧げて ゐられ る- 1 月 一 日雜誌 昴が 創刊され た。 

雜誌 新聞に 揭 載され た數が 多い から， 創作- 翻譯， 詩歌 等に 分け、 單行 本- 上演 物と 共に 表示しょう。 

ィ、 創  作 


曲 

半 


追 


大 


プル ムゥラ 

曰 


鹦 ^ 


發 


面 

石 


見 


ネ タ • セクス アリス 

0 

文堵再 活躍 時代 


昴 

東亞 之 光 

心 Q 花 

同 


第 一 

第 三 

第 四 

第 五 


第 

笫 


號 


第 六 號 

第 十 三 卷 

第 六 號 


第 

第 


七 

八 


三 

八 


月 

月 


曰 


曰 


曰 


0 


曰 

曰 


1 1 一一 一 


外 森林 太郎傳 

圑子坂 

金  貨 

昆 0 


金 

影 


と 


形 


東亞 之 光 

同 

同 


第四卷 

第九號 

第 九 號 

第 十 號 

第 十一 號 

第 十二 號 


四 

九 月 

卜 月 


tl 一 「p 


曲 


歌舞伎 第一 0 一一 號ー 


月 


一 日 

1 日 

月 一 日 

月 一 日 

1 日 


曰 


の 夢 (？ rhart  I lallptlrKlnn) 

三月 第 一 〇 四號 まで 三囘に 連載、 但第  一 0 一 一 號には 「古寺の 夢」 として あつたが、 此處に は 後の 改題に 

從 つて 置いた。  ， 

0  (Rlvhard  1,-eh ョ el) 

« 耶蘇 降誕 祭の 買 入 9rth 一一 r  schicr) 

冋 奇蹟 (Maurice  Ivnlctcrlink) 

同 ねんね え 旅籠 (Gllstav  wiccl) 

同 賡鬼 (August  strimllK>rg) 

同 サ ロメ  (Oscar  Wilde)  同 

最近 獨逸 脚本 梗築  昴  第九號  九月 一日 


、、1 D  B 第 十三 卷 

七の 7 '第一 號 

1;,、 也 第 二 卷 

君 ア^ 第 二 號 

^  0 支 第一 〇 五號 

0 舞 ^ 第 一 〇 六號 

心 の 花 第四號 

孜 M 陵 ほ 第一 〇 七號 

可 印 f  i 至 第一 〇 九號 


笫 


一 號 


1 月 

同 

四 RC 

五 B 

四 月 

a! 六 月 

至 八 E 

九 M 

十 nc 

九 月 


曰 


第 第 第 第き ち 第？ 第 第 第 第 第 第 第 第 
七 四 六十 

號卷 II 卷 gl 卷 號卷 號 號卷 號卷 


十 十 十 十 

四十  七三 

=       ご 三 五 


〇 


〇 
七 


第 第 第 
五 四 四 
號 號卷 


第 第 第 第 
一"^ 十 十 

=r— 三 五 
號號 號卷 


^ 同 同 十九 

月 

一 十 
五 

曰 曰 


九 
月 


七 六 
月 月 


月 月 


曰 曰 曰 曰 0 


六 五 四 
月月 

曰 曰 


十 十 十 

ニー  ； 3 

B 月 

[3 曰 曰 


曲 


(ま S 茶飯 ff.  M:ii 二； I  Rilkc)  太  陽 

同 秋 夕 夢 ((；al)nvle  l>、Anmlllzio)  歌 舞 ぼ 

ハ， 詩  歌 

海の をみ な  東亞 之 光 

我  百  首 ■  ほ § 

横 濱巿歌 

-ー， 雜 

ユリウス. バ アブの 戲 曲論  Kg 

「假 面」 談 (鈴 木 春 浦 筆記)  歌舞伎 

時談 片  新潮 

當 流 比較 言 語學  東亞 之 光 

^優 渡英 は 4 ュ吧， 度 有望 だ  歌舞伎 

S:  滑稽 畫家  方 寸 

現代 思想  太陽 

讀 みたがら 思った 事  心 の 花 

予が 翻譯の 態度 (談話 筆記)  文章 世界 

文 up 再 活躍 時代 


至 ほ 至自 
九 七 七 

月 H 

六 六 四 一 

B  g  B 曰 


月 


曰 


民 新 


同 


曰 


春陽 堂 


！ 目- 索引、 柿 正 あり。 裏表紙 内側 


® 外 森林 太郞傳  一 一 六 

予が 立場  • 新潮 歸. V 港  卜 

ホ、 新  聞 

シュ レン テルの ボルクマン 評 

ジ ョ ン .ガ ブ リエル .ボ ルクマン 

へ、 罩行本  - 

阿育 王 事蹟  大村西 崖 氏 共著  一 ra- 

菊判， 洋綴， ク a ォス 装、 三 九 八 頁， 寫眞 三十 九 面， 附錄に 年表、 

に 地圔を 入れる やう 袋 を 付け、 地圖は 後から 出版す ると 豫吿 がして あるが- 遂に 出版され なかった。 

一幕物  六月 十日  易 風 社 

菊判、 洋緩、 クロ ォス 綴， 四 二 六 頁、 歌舞伎に 出で た 「猛者- 短劎を 持ちた る 女， 奥底、 我 JJfT 出發前 

半時 間、 花束、 僭 房 夢、 痴人と 死と」 を牧 めた。 

束 京方 吸圖  八月 十日  同 

縱七寸 一 分、 横 I 一寸 六 分， 洋緩ク 口 ォ ス装、 地名 索引 一 七 四 页、 方眼圖 一 一六 面 • 大判 地圖 一 面。 東京 市 

內 及び 隣接 郡部の 地 圖を縱 を 「い」 より 「ち， 一 までの 八に- 横 を 「一」 より 「十一」 に 基盤 目に 分ち、 

索引と 相俟って 所要の 場所 を撿 出し 得る 仕組みで ある。 今で こそ 珍ら しく 無い が、 我 邦で 作られた の は 

これが 最初で ある。 • 


ジ ョ ン .ガ ブリ H ル. ボルクマン  十一月 二十日  畫 報 社 

四六判、 洋 1 贝、 ク コォス 装， 久保田 米 さ 一氏 装.：^ * 三 五 九 頁" 昭和 七 年 九月 一日 世界 名作 文庫 四 〇 四と し 

て. 陽 堂から 刊行され た。  . 

ト、 上  演 

自 六月 一日 假  面  $ -井蓉 峰 一座 新 富 座 

村 田 正 雄の 杉 村 博士-  井蓉 峰の 學生山 口、 木 村 操の 金 井 夫人、 福 嶋淸の 植木屋- 丸 山 操の その 妻。 

自十 一月 日  ジョン. ガブリエル. ボルクマン  自 .a 劇 場  有 樂 座 

昴 第三 號 から 「椋鳥 通信」 と 題して 歐米 各國の 最近 思潮、 文藝 上の 新 事實を 紹介し、 大に 若い 人人の 好評 を 博 

した d 「假 面」 は 初めて 試みた 現代劇で ある. 「靜. 一 は 古代 劇 を 現代語で 書いて 見た ので あるが- 時勢が 早す ぎた 

爲に世 の 嘲笑が 甚 しかった。 「ヰ タ- セクス アリス」 は 少年 期から 歐 洲留舉 に出發 する 迄の 生活の 性慾 的 方面 を 

書いた もので. 全 著作 中 唯一 の發寶 禁止 處分を 受けた ものである。 

五月 二 女 杏奴が 生れた。 

六月 音樂擧 校の 壩 によって 橫濱市 歌 を 作った。 初 刷の もの は 縱四寸 六 分、 横 八寸の 洋紙に 活字で 歌詞 だけ を 印 

刷し， 作者 名 も 作曲者 名 も， ない 後 刷 は 縱八寸 九分、 橫六寸 四 分の 二 折、 表紙 二度 刷の 樂譜 本と なり， 作曲者 南 

能衞 氏の 名 も 現 はされ てゐ る。 同月 二十四日 都 新聞の 「歷 訪錄」 擺 に-この 作歌に ついての 兄の 談話が 出て ゐる。 

七 十七 日 千 葉 掬 香氏譯 建築 師の爲 に 對話體 の 序 を 作り- 八月 易 風 社から 發 行した 谇內 雄藏- 內田貢 兩氏編 二 

女 境 再 Jtl 躍 S 代  1 1 七 


It 外 森林 太郞傳  一 一 八 

葉亭四 迷の 內に 「長 谷川 辰 之 助」 を 書いた。 

七 一 一 十四日 博士 會の 推薦に より、 明治 三十 一年 勅令 第三 百 四十 四 號维位 令 第二 條 により 文學 博士の 舉 位を授 

けられた。 

九月 一 日 中央 公論 第二 十四 年 第 九號に 現代 人物評 論 其 二十と して- 森鵾外 論が 載せられ- 嶋崎藤 村、 三 宅 雪嶺. 

永 井 荷 風 * 戶川秋 骨、 井上通泰， 芹茱 子、 水 野 葉 舟、 田 山 花 袋、 星雲 子、 小山 内薰、 大野 洒 竹. 石黑忠 男 (^ 

§ 載) 諸氏に よって 論ぜられた。 

同 四十 三年 一 月 新刊の 雜 誌に 褐 載され た 創作、 翻譯は 左の 如くで ある。 

倉  作 

獨  身  昴  第二 卷第 

小 倉に 於け る獨身 時代の 事 を 書いた もの。 


號 


牛 

llLn^  it»L  3 


0 


心 の 花 ^十四 卷 同 

中央 公論 第二 十五 年问 

東 亞 之 光 第五 卷 同 


譯 


白 (Raillcr  Maria  K-illr-) 

釣 (peter  Altellberg) 


趣 


味 第五 卷 第一 號 


4? 文 擅 第 六 年 同 § 冗み 終 


^ 負けた る 人 (\vnhc:m  vcn  sell) 新小說 第 十五 年 同 

午後 十一 時 (o-stav  Wiccl  >  太 陽 第 十六 卷 同 

g 人の 一生 (第一 場)  歌舞伎 第 百 十四 號 

「人の 一 生」 は 五月 第 百 十九 號 まで 五 囘 連載 

他に 森 田 草 平氏の 煤煙に 「影と 形 IfwI^J を 書いた。 これ は 前年 十二月 E§ に 出た のと 同様で ある， -後 「我 一 

幕 物」 に收 める 時に 後の 一場 を 者 略し. 題 も單に f 影」 と. なった。 

一 月の 單行本 は 次の 二種で ある。 

黄金 杯 

翻譯 集、 菊判、 洋！ M. 紙 装 二三 三 nr 久保田 米 さ 一氏 装楨、 「黄金 杯. いつ Q 日 か君歸 ります、 父、 山彥 * 

顔， ソ クラ テ H スの 死- わかれ  >  耶蘇 降誕 祭の 買 人， 犬. 牧師」， 一月 一日 刊行- 春陽 堂。 

辏 一幕物 

翻 譯戲曲 集、 菊判、 洋辍 * ク ォス装 四 〇 六 頁、 岡 田 三 郞助氏 装 幅 、「サ メ、 奇蘧. 倩 鬼， ねんね え 旅 

m, 秋 夕 夢、 家常 茶飯、 附錄 現代 思想 (對話 ご， 一 月 十日 刊行， 易 風 社。 

一 一十 五日 原 田 直次郞 先生 記念 會の名 を 以て 原 田 先生 記念 帖が 審美 書院から 發 行され た" 原 田 氏の 友人 門下生 等 

0 追想 談が牧 めら れ、 兄の は 東京 日日 新聞 三十 三年 一 月 十 一 日 以下 四日 間に 連載され た 鶏 外 若 話の 記事が， 訂正 

すべき 必要 を 認めぬ とい ふので、 其 儘で 収めて ある。 

文 境 再 ii, "躍 時代  一 一 九 


@ 外 森林 太郎傳  一二 〇 

一 一月  一 re 昴 第 1 ー卷 第一 ー號に 出た 創作 「里芋の 芽と 不動の 目」 の 主人公 理學 博士 增田翼 は- 陸軍 衛生 材料 蔽長 一？， „ - 

劑監 羽田 益吉 氏の 事 を 書いた もの ださう である。 

三月 昴 第三 號 から 創作 「靑 年」 が 翌年 八月まで 速 載され た。 この 小說の 初めに 一 寸と 事實相 遠の 點が あって. 

話題と なった 事が ある。 それ は 小 泉 純一が 根 津權現 表 坂 上の 下宿に 大石猜 太郞を 訪問し， まだ 眼が 覺 めない と 聞 

いて、 それで は 散歩して 来る からと 下宿 を 出て 坂の 方へ 歩き 出した ところに、 「右 は 高等 學 校の 外圍， 左 は 角が 出 

來 たばかりの 會 堂で、 その 傍に 小屋の やうな 家から 車夫が 聲を 掛け 云云」 と ある.^ あの 坂 上 は 丁字形に なって ゐて. 

下宿の 前に 立って 東の 一 本道が 根津權 現の 鳥居 前に 出る 坂に 向 ひ、 右と 左 は 文の 通りで あるが * 車夫の 小屋 は會 

堂の 傍で は 無くて、 下宿の 北側の はづれ で、 その後も長くトタ ン^^耳の鷄小屋のゃぅな形を存してゐた。 同月に は 

趣味 第五 卷 第三 號に reonid  Andrejew の 「 齒痛」 、帝 國文學 第 十六 卷 第三 號に Wilhclm  Sch ョ idt-Bonii の 「鴉」 を 

譯 載し、 六日 與謝 野寬 氏の 著 相 聞の 序 を 書き， 一 一十三 日 博 文 館 發行吉 £ 博 氏 著 魔 宮殿 兑聞 記に 四號 活字 三 頁に 涉 

る 序 を 書いた"  . 

四月 一 日 中央 公論 第一 一十 四 年 第 四號赛 期大附 錄號に 載った 脚本 「生 田 川」 は 小山 內薰 氏の 依頼で 自由 劇場の 爲 

に 書いた もので、 五月 二十 八日から 有樂 座で 同 劇 第二 囘 公演と して、 「出發 前半 時 i?J、 「犬」 と共に 上演され た J 

脚本 發 表と 同時に 歌舞伎 第 百 十七 號に鈴 木 春 浦 君の 筆記した 「新 脚本 生 田 川に 就いて」 と 題す る 談話が 出た が、 

それに 誤 謹が あるので、 翌 五月の 第 百 十八 號に 自ら 正誤 を 書いた。 

五月 一 日 三 m 文舉が 創刊され、 それに 「棧 橋」 を 寄せた。 蒭藩. 王 龜井玆 常 伯が 渡歐 された る 際の 横濱棧 橋の 光 


景を寫 した ものである.' 東亞 之 光 第五 卷 第五 號に Mfche 二 vtcrovl.dl  ArtsyK-lshcv の 「罪人」、 太陽 第 卜 六卷， 

六號に Gustave  Flaubert の 「聖ジ ュ リア ン」 (上) を譯 載し、 (中) は 六月 一 日 第 八號、 (下) は 七月 一 日 第十號 

に 出た， - 

六月 は 三 田文舉 第一 ー號に 創作 「普請 中」. 中央 公論 第 六 號に同 「ル • パル ナス. アン ビュラン 「 歌舞伎 第 百 一 一十 

號には guard  Stucken の 「飛行 撵」 (sj^^l にき) 六號に は旣記 連載 物の 他に 三 三の 脚本 筋 書」 が 載つ 

た。 七月に は 三 田文學 第三 號に 創作 「花 子. I が 載って、 中に 11 ダンが 出て 居る 十二 日大村 g: 崖 氏の 「日本 檎畫小 

史」 の 爲に序 を 書いた。 八月 は 三 田 文學第 四號に 創作 一 あそび」 - 東亞 之 光 第 八 號に同 「木精」、 文 藝俱樂 部 第ト六 

卷第十 一 號に ledger  Allan  Poc の 「うづし ほ J が ある。 九月 は 東亞 之 光 第 九號に Artsybashev 作 「笑」、 舉 生 文 

藝第 一 卷第 I 一 號に同 作 「死」 が譯 載され た。 

是月秋 菊 池 正 助 氏 著 凍 筆 日記に 序 を 書いた。 

十月 歌舞伎 第二 一四 號 以下 三囘に BarsKl  Shaw の 「馬 盜坊」 が 出た。 同月 嶋村苳 三氏譯 「ユリアヌス」 の 序 を 

書き、 又單行 本が 二部 刊行され た。 

現代 小品 

翻譯 集、 菊判、 洋綴、 紙 装 一 一四 六 頁、 「鴇- 白、 アンドレ ァス. タァ マイ ヱ ルが遣 書、 釣、 午後 十 一 時. 聖 

ジュリア ン、 齒 痛- 罪人. 負けた る 人」. 十月 五日 刊行， 大倉 書店。 本書 は 後に r 歐 洲文藝 名家 傑作 集」 

と 改題して. 同店から 刊行され たさう であるが、 わたくし はま だ 見ない ので その 體 裁 を 述べ る ことが 出 

文植 <* 活躍 時代，  一 二 一 


鶴 外 森林 太郞傳  ニー  二 

來ぬ。 

消 滴 

創作 集、 菊判、 洋綴、 紙 装 二 四 五 页、 平 福 百 種 氏 装 幅 T 杯、 花 子， 獨身 • 棧橋. あそび、 普請 中、 木精， 

大發 見. 電車の 窗， 迫 儺， 懇親 會 * 牛鍋、 千の 芽と 不動の 目， ル- パル ナス-アン ビュラン」 * 十月 十六 

曰 刊行、 新潮 社。 

十 一 月 は 三 W 文舉第 七號に 創作 「沈默 の 塔」、 新潮 第 十一 ー卷 第五 號に同 「身の上 話」， 太陽 第 十六 卷第 十四 號に 

「第一 囘應募 脚本の 選擇に 就いて」 が 載った。 新潮に は 同社から 提出した 質問 十 條に對 する 諸家の 意見 を 以て 森 

鷉外 論を揭 げた。 その 質問 

一 、 公人 私人と して  . 

二、 明治の 文 藝に對 して 奈何なる 功績 あり や 

三、 その 翻譯と 創作 

四. 多く 書く 所以  .， 

五、 文 藝に對 する 態度  ， 

六" 文壇に 對 して 神 經 質に 過ぎす や 

七. ヰタ- セクス アリスに 現れた る鷗外  . 

八， 赤門 及び 三 田との 關係 


九、 其 性癖 嗜好 等 

十、 門下生 を 多く 布せ ざる 现由 奈何 

に對 し- 井上通泰、 內田魯 庵. 小山 內薰. 賀古鶴 所. 蒲 原 有 明， 小 杉 天外、 相 馬 御風、 高濱虚 子、 馬場 孤蝶、 與 

謝 野 寛 等 十 氏が 意見 を 述べられた。 同月 十四 日本間 久氏著 枯木の 爲に 「枯木の 後に 書く」 を 草した." 

十二月 三 田 文學第 八號に 創作 「食堂」 が 載せられ、 新潮 第 六號に 「一 幕 物の 流行と 現代語の 史劇」 と 題す る 談話 

筆記が 出て ゐ るが. 中 村 武羅夫 氏の 話に よれば、 兄が 自身で 書いて 渡した ものである らしい" 饗庭篁 村翁 編 馬 琴 

日記 鈔に後 序 を 書いた の はこの 歳晚 で、 その 中に 別に 八 犬 傳の序 を 書いた 事が 見える ので、 全集 普及版 を 出す 時 

も^ 種 捜索した が- 見た とい ふ 人 も あり 否定す る 人 も あるので、 いまだに 決定 出來 ぬの は遣憾 である。 

上  演 

四月 (fi) 東京 俳優 學 校の 手で 「奥底」 が有樂 座、 五月 二十 八日 初日で 自由 劇場が 「生 田 川」 「出發 前半 時間」 

「犬」 を 有樂座 * 十 一 月 一 一十三 日 初日で 新時代 劇 協 食が 「馬 盜坊」 を有樂 座で 興行した。 

公  職 

九月 八日 農 商務せ から 伊太利 萬國 博覽會 美術品 鑑査 委員 を囑 託された。 

IE 四十 四 年 元旦 發 表の 作品 は 左の 如くであった。 

一 i  作 

K  .  中央 公論 ^ 一一 一  六 I 

文 再 5i£ 躍^ 代  ニニ 11 


心 の 花 第 十五 卷 第一 號 

三 田文學 第二 卷 第一 號 

東， 亞之光 第六卷 第一 號 


歌舞伎 S 娜 


外 森林な 郞傳  ニー 四 

二， 翻 譯小說 

一 疋の 犬が 一 一疋になる 話 (Marcel  Berger) 

襟 (〇SIP-  Dymov) 

1 ー驟體 (ffil お。 Andressell-Moellcshoeffer) 

三、 翻譯 戯曲 

人力 以上 (BJOrnstelrne  Bjornson) 

五月まで 連載され た。 

首陀羅 (August  strindberg) 

後 「新 一 幕 物」 に收 むる 時 「パ リアス 

一 人舞臺 (strindberg) 

四， 單 行 本 

人の 一 生、 飛行機  ， 

翻 譯戲曲 * 菊判、 洋綴、 紙 装 三 七 六 頁、 中 村 不折氏 装 幅、 「人の 一 生」 (Alldrejev) 「飛行機」 (stucken) 

を 合冊、 春陽 堂 刊行。 

元旦 新潮 第 十四 卷第 一 號に、 生 田 長江 氏が 〔夏 目漱石 氏と 森鷓外 氏〕 と 題す る 評論 を 書いた。  • 

二月 は 連載 物の 他に、 三 田文擧 第二 卷 第二 號に 創作 「カズ イス チカ 一 が 出た J 大舉 卒業後 洋行 前 千 住の 父の 許 


ニ七號 

三 一 號 


卷 


新小說 第 十六 年 第 

と 改題した。 

女子 文 培 一 第 七 年 第一 號 


で 診察した 特殊の 患者 落 架 風 (下顎 脫臼 y 1 枚扠 (破傷風〕， 生理的 腫瘍 f 姙娠) の 三 話で ある。 同月 三男 額が 

生れ- 十五 日 左の 創作 集が 春陽 堂から 刊行され た) 

煙 鏖 

菊判、 洋 綴" 表紙 紙 装、 背 及び 裏表紙 ク a ォス、 久保田 米き 氏 装幀- 二八 五 頁- 「鶴、 身上 話、 フ ァスチ 

H ス、 金 貸. 金 昆羅- 沈默の 塔、 そめち がへ」 を收 む" 

十六 日の 讀賫 新聞から Gcrhart  Hallptsals の 「寂しき 人人」 が 左の 如く 連載され た。 是れ より 先 一 月 一 不七 

日の 同紙に 

寂しき 人人  森鷗外 

來る四 =3! 自. S 劇場に 於て 演ぜら るべき 脚本な り。 原作者 は 有名なる 獨逸 現代の 劇 曲 大家 ハウプトマン、 鹉 

外 氏 苦心の 譯に 成る。 近日の 紙上より 揭 載すべし。  . 

との 豫吿が 出た。 

第一 幕 (一 ) 十六 日- (一 一) 十七 日、 (三) 十八 日、 (四) 十九 日- (五 ヒ 一十 日、 (六 二 一十一 日- (七 )一 一十 二日、 

(八 )一 1 十四日、 (九 )一 一十 五日， (十 )| 一十 六日 (十 一 ) 一 一十 八日、 (十一 一) 三月 一 日、 (十三 )一 一日， (十四) 三 

日. (十五) 四日、 (十六) 五日、 (十七) 六日、 (十八) 七日。 

第二 幕 (一 ) 八日， ニー，： 九日- (三〕 十日、 (四) 十一 日- (五) 十二 日- (六) 十三 日- (七) 十四 曰、 (八〕 十五 日、 

(九) 十六 日， (十： 十七 日 . (十 一 ) 十八 日、 (十一 一」 十九 日， (十三 )一 一十 日、 (十四 ヒ 一十 一 日， (十五.. 二 一十一 一 

文 s~ 再 活躍 時代  一二 五 


臻外 森林 太郞傳  一二 六 

曰 ひ  . 

第三 幕 ( 一 ) ニト 三日， ニー) 二十四日. (三) 二十 五日. (四 ビー 十六 ョ. (五 ヒー 十七 日、 (六) 二十 八日 • 一七) 

二十 九日- (八 ) 三十日. (九) 三十 一 日. (十) 四月 一 日. (十一 ) 二日. (十二) 三日， - 

第 四 幕 ハ 一 ) 四日、 (二) 五日.' (三) 六日、 (四デ て 曰、 (五) 八日. (六リ 九日- (七) 十日. (八) 十 一 曰. (九) 

十一 一日， (十) 十三 日、 (十 一 ) 十四日， (十一 一) 十五 日、 (十三) 十六 日。 

第五 幕 ( 一 ) 十七 日 >  a 一) 十八 日， (三〕 十九 日. (四) 一 一十 HT  (五) 一 一十 一 日. ニハ )一 一十一 一日 パ 七) 一 一十三 日 • 

(八) 一 一十 四日， (九) 一 一十 五日。 

後 昭和 七 年 九月 一 一十 五 H 世界 名作 文庫 一 1 一 〇 として、 春陽 堂から 刊行され た。 

三月 は 三 田 文學に 創作 「妄想 .「 三越 第一 卷 第一 號に同 「さへ づり 一. 四月 は 昴 第三 卷第 四號に 「最近 獨 逸文 學 

梗 築」， 二十 二日^ 京 經濟雜 誌 第 六十 三 卷第千 五 百 九十 一 號鼎軒 田 口 博士 七囘忌 記念 號に 「鼎 軒先 生」 を揭 げた G 

五月 三 田文學 第五 號に 創作 「藤 辆鎗」 を 出し、 歌舞伎 第二 ニー  號に 「人力 以上」 が 終る とともに、 Wilhel ョ 

Schmidt-Bclln の 「街の 子」 を揭 げた。 二十 五日 神 戶又新 日報 は- 今人 古人 (第一 七) に 〔森林 太郞 氏〕 

と 題して 略歷を 紹介した。 

六月 帝 國文學 第 十七 卷第 六號に Jakob  Julius  plvkl の 「世界 漫遊 「束 ：亞 之 光 笫六卷 第六號 第五 週 年 記念 猇に 

Herbert  Eulenberg の 「塔の 上の 鶴」、 七： 三越 第一 卷 第五 號に 創作 「流行」， 新 小說第 十六 年 第 七卷に Alhe;t 

Samaiii の 「クサ ンチ ス」、 三 田文學 第二 卷第 七號に FA.gsi  Nikclaevich  chirikcv の 「板ば さみ」、 中央 公論 第二 


十六 年 r ル七號 請 家の 略 村 抱 „ ^論 中に 「鳴 村 君に 就て. 一 を 載せた リ 

七：：！：  二十日 一. 寂しき 人人」 が 菊判、 洋緩、 ク U ォス装 二八 〇 頁、 藤 嶋武ニ 氏 装幀で 金 尾 文 淵 堂から 刊行され た。 

昭和 七 年 九月 春陽 堂の 世界 名作 文庫 一 一 一 〇 にも 牧 めら れたリ 

八月 一日 中央 公論 第 八 號に创 作 「心中」. 三 田 文學第 八號に 創作 戲曲 「なのり そ」 (は 號) を 載せ" 五日 

「重 印薩 草」 の 序 を 書き、 九月 春陽 堂から 出版され た。 

九月 一 日 Eg 第三 卷第 九號 から 創作 「雁」 が 出始めて、 左の 如く 一 一十 四囘に 連載され た。 兄が 大學學 生 時代の 事 

を 書いた もので、 昭和 八 年 三月 四日 JOAK の 名作 物語に 德 川夢聲 君の 解說で 放送され た。 

(一 一) 第 十號、 (三) 第 十 一 號、 (四) 第 十一 0, (五) 四十 五 年 一 一月 第四卷 第一 0.  ニハ) 第三 號- (七) 第 四號. 

(八) 第 六號、 (九) 第七號 *  (十) 大正 元年 九月 第 九號、 (十 一 ) 第 十號、 (十 1 一) 第 十 一 號リ 

九月 一 日 新潮 第 十五 卷 第三 號の (此 頃の 世 の 問題) の 中に、 德 田秋聲 氏が 〔舞 鶴 心中と 鶏 外 氏の 心中 〕 と 題 

して 書かれた J 

十月 一 日 中央 公論 第一 一十 六 年 第 十號に 創作 「百 物語」 を 出し、 三 田文舉 第一 ー卷 第十號 から 創作 「灰 爐」 を 出し 

始めた が、 完結に 至らなかった。 

十一月 一 日 歌舞伎 第 一 三 七號に 「手袋」 を 出し- 翌年 三月の 第 一 四 一 號で 終った" 同月 十八 日 西 園 寺 侯爵 邸に 

て 雨 聲會の 第二 同が 催された" 十二月 十七 曰 金 葉 堂から H§rik  Ibss の戲曲 r 幽靈. 一 が 縱五寸 七 分、 橫 三寸 六 

分、 洋^, ク ri ォス装 三 三 (〕 頁で 刊行され- 昭和 七 年 八月 十五 日 春陽 堂 世界 名作 文庫 四 〇 三に も牧 めら れた. J 

文 境 再 活躍 時代  1 二 七 


ar 外 森林 太 傳  一 二八 

十一 H 一  日 新潮 第 十五 卷 第五 卷の (現代 作家の 研究) に、 馬場 孤蝶 氏が 〔鷂外 歉石兩 先生〕 と 題して 書いた „ 

上  演 

演劇 者 

新時代 劇圑 

自由 劇場 

演凱 同志 會 

自由 劇場 


ず  日 

四月 十三 s 

六月 一 日、 二日 

同  月 

十月 二十 六、 七日 

十一月 末 

公  職 

五月 十六 日文藝 委員 會 官制が 公布せられ ■ 

が この 形で 實 現された ので ある。 

八月 十七 日 美術 審査 委員 會 委員 を 仰 付けられ、 第二 部 (洋畫 ) 主任 を 命ぜられた。 


題  目 

痴人と 死と 

奇 蹟 

僭 房の 夢 

寂しき 人人 

手 袋 


a 場 

有樂座 

同 

同 

帝國 劇場 

高等 演藝館 


. 七日 同 委員 會 委員 を 仰 付けられ たつ 前年から 噂の あった 文藝院 


十四、 藤 史小說 の 製作 


同 ra ト五年 一 月 一 日 中央 公論 第 一 一十 七 年 第 一 號に 創作 「かの やうに」、 文章 世界 第 七卷第 一 號に同 「不思議な 

鏡」、 1§ 第 四 年 第一 號に Kwcrs の 「己の 葬」、 三 田 文 寧 第三 卷 第一 號に Ili  の 一 汽車 火事」. 心の ias 

十六 卷第 一 號に Kilke の 「祭日」、 東亞" 之 光 第七卷 第一 號に uathew  von  Liliellcsn の 一老 曹長」、 帝 國文舉 第 

十七 卷第 一 號に HansLaiid の 「冬の 王」、 文 藝俱樂 部 第 十八 卷第 一 號に Vhdhiiir  Galaktionovitch  Korolenko の 

「榨 太脫獄 記」、 女子 文壇 第 八 年 第一 號 新年 特^ 號に l£ke の 一 驅 落」、 歌舞伎 第一 三 九號に Verhaeren の 脚 

本 「僧院」、. 東京 日日 新聞に 同 「みれん. 一 が 掲載され た。 「僧院」 は 八月 第 一 四六號 まで 連載し， 大正 三年 六月 第 

一 六八號 より 九月 第 一 七 一 號に 至って 完結した が、 宗敎 上の 詞が 困難な 爲に 最も 骨が折れ たさう である。 又 一 み 

れん」 は 三月 十日まで (一一 一 f  J^:  一 r 十ね、 十一 一一； や 十^ や 十 s;! ザ 十^にお 分載 完結し、 七月 五日き 山 書店 か 

ら橋ロ 五葉 氏圖案 蝴蝶 模様の 表紙 をつ けた 四 六钊、 洋緩、 紙 装 三 八 一 頁で 刊行され、 大正 五 年 十二月 五日に は 三 

五 判， 洋 sl、 ク P ォス； ^二 九〇员 の 縮刷版に もな つた) これ は大 版の 鷗外 全集に は收 めら れな かった が、 普及版 

に は 第 十三 卷に 入り. 昭和 三年 四月 十五 日 i 石 波 文庫 三 一 一 —三 一 一 一に も 人って ゐる。 菊半截 判、 假綴、 新装 一 八 

〇页 に 小 略 政 一 一.！^ 氏の 附記が 五 页 ある" 

その他 俳味 第三 卷 第一 號に 「俳句と いふ もの」 と 題し. 父と 上京した 時の 事 や 祖父の 俳句な どが 記されて 居り、 

與謝野 晶子 女史 著新譯 源氏物語の 序も是 月に 作られた。 一 一月 三月 は 連載 物の 外に 新作 は 無かった。 

三月 二十 五日 わたくし は 京都から 鄉 mk 結婚の 爲に歸 り、 三十日 式を擧 げた〕 妻 は 兄の 幼年の 師米原 綱 善 翁の 

長女で ある。 母 は 東京から 京都に 來て家 を 探して くれ- らく 一緒に 居てから 歸 京した。 

歴史 小說の く 作  ニー 九 
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四月 一 日 中央 公論 第一 一十 七 年 第 四 號！^ 期大附 錄號に 創た 一： 「{^ 坂」、 演藝 倶樂部 創刊 號に Sd2l- さ I の 「ギ 

ォゲ ネスの 誘惑」、 歌舞伎 第一 四 ニ號に 連載 中の 「愤院 J の ほかに Schnizlcr の r 戀愛 三昧 (リイべ ライ)」 (九 

膨 ?^?s き、 女子 文壇 第 八卷第 四號特 口び- 號に Wilhc 一… S (ま fcr の 「父と 妹」 が 載った。 猜 中央 公論に は 諸家の I. 评 

內近遙 論」 があって、 その 中に 「坪內 逍遙 君」 の 一 篇が ある。 

叫 月 審美 書院から、 希臘羅 馬諸祌 が 半紙 1：- ^紙 和装 叫 冊と して 出版され たが、 これ は 大村西 崖 氏の 編 暴し 

た 原稾を 兄が 校閱 し、 更に 高 楠 順次 郞、 久米桂  一 ^雨 氏が 一 閱 し- 末 松 謙 澄 男と 兄と が 序文 广 前年 九月 草) を 書 

いたので ある。 

五月 一 日 中央 公論 第一 一 十七 年 第五 號に 創作 「吃逆」、 昴 第四卷 第五 號に Henri  de  R6gnicr の 「不可 說」 が戟 

つた.' 十五 日 美術 審査 委員 會 官制 中 改正の 件 裁可せられ、 十六 日の 官報 を 以て 公布、 附則に 「現に 委員た る 者 は 

本 令 施行の 日に 於て 解 住せられ たる ものと す」 と あり。 同月 岡 崎 桂 一郎 氏 著 日本 米食 史の序 を 草した。 

六月 一 日 三 W 文學 第三 卷第 六號に Karl  Volhnoller の 「正 體」 (gwj- お g)、 中央 公論 第六號 諸家の 與謝野 晶子 

女史 論の 中に 「與謝 野 晶子さん に 就て」. が ある。 十五 日 太陽 第 十 八卷 第九號 (随 I 糖侧 Jt^" ュぜ S5S」 念) こ は创 

作 「藤棚」 を 揭げ、 同月 安藤 鶴 城 氏 著 犬の 實用的 研究- 及び 石 川 戲庵譯 ルゥソ ォ谶悔 記に 序文 を 草した。 七月 は 

連載 物の 他に 新作 は 無く、 「みれん」 刊行の 事 は 前に 記した。 

大正 元年 八月 一 日 中央 公論 第 八號に 創作 「羽 鳥 千尋」、 Eg 第 八號に Franz  Moliier の 一. 破落戸の 昇 天」 が 載つ 

た。 十五 日 籾 山 書店から 「我 一 幕 物」 が 「みれん」 と 同じ 橋 口 五葉 氏圖案 蝴蝶 模様 紙 装で 刊行され た。 四 六 刺- 


洋きニ 五八 KT プル ムゥ ラ、 玉镜雨 浦喷、 生 田 川、 靜、 日蓮 上人 辻說 法. 假面， なのり そ 一 パ^;^) 一. 圑子坂 * 

さへ づ. リ、 0,  8S、」 (趣 社) 「長 宗我部 信 親」 (難き) 「腳本 プル ムゥラ の 由来」、 - Hi 兩浦喚 自註」 「兩 浦喷 

の 衣裳と 道具 i  (1^ 田ィ 一. 日蓮 上人 迁說 法故實 J  (l^w)、 一  長 宗我部 信 親 自註」 が收 めて ある。 

九月 一 日 は ニー 越 第二 卷第 十號の 創作 「田樂 豆腐 j の 他， K 一？. 三 田 文學、 歌舞伎と も 連載 物で ある-" 十日 曩に りが 

風 社が 出した 「一幕物. 一 正績を 合して 粒 山 書店から 刊行せられ た J 菊判、 洋緩. クロ ォス 装. 小口 染、 紙數四 〇 

六 頁で ある" 

十月 一 日 中央 公論 第 十號に 「興 津彌 五右衞 門 の 遣 書」 を 出した のが、 歷 史小說 の 初めで ある。 菊 池 寛 氏 は 新 小 

^鶏 外 追悼 號に 

森 鶏 外 氏の- M 史小說 に 依って、 初て 近代 味の ある 歷史 小說に 接し-たと 云っても いい。 語を換 へて 云へば. 鶴 

外 氏が 日本で は 最初に 近代 小說の 手法 を 以て S 史小說 を 書いた と 云へ ると 思 ふ。 然 らば その 手法 は 何で ある 

かと-ぶふと- 峻嚴，な現實主^^ である。 

鶏 外さし の歷 史小說 は、 その 手法 も 題目 も あくまで リアルで ある： ； „K して ゥソを 書 力ない 鷗3^"氏ぉノ後に出 

た歷 史小說 は、 芥川 氏の ものにしろ 自分の ものにしろ 虚構が ある。 が鷗外 氏に は それがない、 飽くまで も理 

ャ； M めで ある。 埭瓦を 一枚 宛疊 みあげて 行った やうに 理 責めで ある" 何處 にも ゴ マカシ がない、 あやふや 力な 

い。 整然として 義理 明白で ある。 が鷗 外さん のこう した 合理 癖 徵底癖 は、 とうとう 小說 では 滿 足し 切れ. * なく 

なって、 小說 より はもつ とゴ マ カシの 利かない 傳記 物考證 物に 走って しまったの であらう。 

S 史小說 の 作  二 II 一 
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とい ふて ゐられ る。 兄 自身 は 大正 四 年 元旦 心の 花に 寄せた r 歷史其 儘と 歷史 離れ」 に歷史 小說を 書き出した 動機 

を 記して ゐ る。 その 要點は 

小 說には 泰實を 自由に 取捨して 縟 まりを 附 けた 跡が ある 習で あるが、 かう 云 ふ 手段 を わたくし は 近頃 小說を 

書く 時 全く 斥けて ゐる。 なぜ さう した かとい へば- その 動機 は簡單 である。 わたくし は 史料 を 調べて 見て. 

その 中に 窺 はれる 「自然」 を 尊重す る 念を發 した。 それ を猥 に變更 する のが 厭に なった。 これが 一 つで ある- 

わたくし は 又 現存の 人が 自家の 生活 を ありの 儘に 書く のを兑 て、 現在が ありの 儘に 書いて 好いなら、 過去 も 

書いて 好い 害 だと 思った、 これが 二つで ある。 

わたくし は あの 類の 作品が、 他の物と 違 ふ點は * 巧拙 は 別と して 稲 種 あらう が， その 中核 は 右に 陳 ベた ST に 

あると わたくし はお も ふ。  . 

十月の #ぉ 卜號に Marcel  t-revort の 「ra 舍 J  (&, ^に 月). 歌舞伎 第一 四 八 號には GoethQ の戲曲 「ギヨ ッッ」 

へ 大正 三年 ノ  、；  i  5 

V 一二 月 完結」 力 リズ 

十 一 月 司 馬 衍正著 拙者 は 大石內 藏助ぢ やの 序文 を 草した。 司馬僧正は井上ぃ；^- 一  氏、 卽 川柳 家と して 有名な 倒 花 

坊氏 ださう である。 この 序文の 自 if は 久しく 吉田 書店に あつたが、 今 は 臺北帝 國大學 瀧 田貞治 氏の 架藏 に：！ した。 

十二 は 中 嶋淸譯 「復活の 日」 の 序 を 作った" この 兩バに は 新作 は 無い。 

上  演 

. 初  日  題  目  演出 者  劇場 
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幽 靈， 手 袋 

猛  者 

癡 人と 死と 

ヂォゲ ネスの 誘惑 

飛 行 撵 

街の 子 

家 常 茶 餒 

^房 夢 


小山 內薰氏 外遊 送^と して 舆 行され た 

同一 一年 一 月 初 刊の雜 誌に 發 表された もの は 

阿部 一 族 

な が し 

復  鑼 (R6gllicr) 

馬  丁  (Alcxei  Tolstoi) 

請  願 (Ewers) 

老 人 (Rilke) 
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中央 公論 第二 十八 年 第一 號 

太陽 第 十九 卷第 一 號 

三 田文舉 第四卷 第一 號 

昴 第五 年 第 一 號 

心の 花 第 十七 卷 第一號 

帝 國文學 第 十九 卷第 一 號 
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一人者の 死 (schnitzler)  同 前  東 fOj 之 光 第八卷 第一 號 

夜の 二 場 (Frida  steenhof) 同 前  大正 演藝 創刊 號 

で、 十五 日に は 富山房から 「ファウスト」 第一 部が W 行され た。 文藝 委員 舎の 囑 によって 譯し たもので、 R 六 判、 

洋綴、 太 田 正 雄 氏 装幀、 小口 染、 五 〇 七 頁、 第一 一部 は 三月 一 一十一 一日 刊行、 七 九九 頁で ある。 同 六 年 十 一月 十一 日 

ii 刷 版が 菊半截 判で 刊行せられ、 體裁は 右の通り. 紙數六 八ニ员 * 昭和 三年 岩波 書店の 岩波 文庫に 牧め、 七 さ) 

九：：： に分刊 された。 

二月 十日 「青年」 が靱山 書店から 例の 橋 口 氏の 蝴蝶 模様 表紙 >  四六判、 洋装で 刊行され、 二十 一日 「戀愛 三昧」 

が 近代 脚本 叢書 第一 編と して、 現代 社から 三 五 判、 洋綴、 杉 浦 非 水 氏圔案 表紙で 出版され た。 樱井忠 溫氏著 銃後 

のために 「題 一一 一一 口 七 則」 を 書いた の もこの 月で ある。 

三月 一 曰 新 日本 第三 卷 第三 號に Jules  pie の 「猿」， 新 思潮 第三 號 (1」 難) Anal  France の 「舞蹈」 を 

載せ、 三十日 粗 山 書店から 「新 一幕物」 が 蝴蝶 模様 表紙で 刊行され、 「人力 以上、 パ リアス、 一人 舞臺 * 夜の 二 

場、 馬盜人 >  ヂォゲ ネスの 誘惑」 が收 めて ある。  - 

四月 一 日 中央 公論 第一 一十 八 年 第 四 號に歷 史小說 の 第三 「佐 橋甚 五郎」 が 出た。 五 一 日 心の 花 第 十七 卷 第五 號 

に 「譯本 ファウストに 就て」、 三 田文擧 第四卷 第五 號に Mclner の 「最終の 午後」 が 載り、 二十 八日 實業之 日本 

社から 翻 譯小說 集 「十 人 十 話」 が 出版され た。 四六判、 洋綴、 紙 装、 橋 口 五葉 装禎、 二八 三 頁。 「世 恩 漫遊. 一 

人 者の 死、 冬の 王、 父と 妹- 塔 上の 雞、 請願- 汽車 火事. 二 髑髀、 勞動、 老 曹長」 が收 めて ある" 


六月 一日 新 小說第 十八 年 第 六卷に I ビ C の 「病院 撗 町の 殺人犯」 * 三 田 文擧第 四卷第 六號に MICr の 「辻 馬車」 

を 載せ， 又 陸軍 衞生 制度 史の 序文 を 作った." 十三 日文藝 委員 會宫 制が 廢 止せられ た。 十五 日 粗 山 書店から 歷史小 

說集 「意地」 が 出版され た。 縱六寸 四 分， 横四寸 三分， 洋綴、 紙 装， 一 四 Qm、 「阿部 一族， 興津彌 五右衛門の 

遺書- 左橋甚 五郎」 を收 めた" 二十 八日 雙木園 主人 著 重 刊戲曲 小說通 志の 序 を 作った。 

七月 一 日 中央 公論 第一 一十 八 年 第 七號に 創作 「槌 一 下， .「 三 田 文學第 七號に Michael  Alcxcvich 1 ク §li-l 0 「フ 

"ルスと 賊と」 とが 載り、 五日 粗 山 書店から 創作 集 「走 馬燈」 「分身」 が 一 箱に 收 めて 刊行され た" 走 馬 燈は縱 

六寸四 分、 橫四寸 二分、 洋綴紙 装， 小口 染、 二 四 九 H つ 「藤 朝搶， 蛇、 心中、 鼠 坂 >  羽 鳥 千尋. 百 物語， ながし， T 

「分身」 は 一 七 四- なで. 一. 妄想， カズ イス チカ、 流行， 不思議な 鏡， 食堂、 田樂互 腐， 一が 收 めて ある j  二十 三日 警醒 

社から Shakespeare の 「マク ベ ス」 が 「ファウスト」 と同體 裁の 洋緩 >  クロ ォス 装、 二 七 七 頁、 小口 染、 太 田 正 雄 

氏 装で 刊行され、 卷 頭に 坪 內雄藏 博士の 序文が ある。 

八月 一 日 昴 第五 年 第 八號に 】ハョ.1 ni  St3hl の 「刺絡」 三 田 文擧第 八號に Mnxi ョ riki の 「セ 

ン ツァマ-こ を 載せ- 十日 ホトト ギス第 十六 卷第 十號 一 ー百號 記念 催 能に ついて 諸家から 寄せた 感想の 第一 ー囘 中に 

「能 は 極端に 様式 化した る 人間の 行爲 である」 と 唯 一 行が 認めて ある。 

九 1 日 三 W 文樂第 九號に 「ギヨ ォテ 年譜 1、 東亞 之 光 第 八卷第 九號に 「不 苦心談」、 文藝 俱樂 

部 第 十九 卷 i.^ 十一 ー號に Ibo  Graf  Tclstci の f 出家 (パァ テル- セ ルギ ウス)」. 十月 一 日 ホトト ギス第 十六 卷第十 

號に史 實小說 「護持 院ケ 原の 敵 討」. 三越 第三 卷第 十號に 創作 S 本 「女が た」， 三 田文舉 第 十號に ビざ J6ric  Bcmet 

蹶史小 說の敷 作  111 一  五 
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の 「橋の 下」、 十一：^ 一  曰！！ 卯 第五 年 十 ー號に 「ノラ の 解題」. 三 田 文 學第十 一 號に Ca ョ ille  Rcmonnier  0 「聖 一一 

コ ラウスの 夜」 (J;  一一 一一  g ま) が 載り- 八日 ァ ララ ギ 伊藤左千夫 記念 號の爲 に 「伊藤左千夫 年譜」 を 作った。 單行本 

は 左の 三種が ある。 

ノ  ラ 四六判、 洋綴、 小口 染， 特酲社 刊行。 

本文 二 四 六 頁、 解題 二十 一 頁， 昭和 七 年 八月 十五 日 世界 名作 文庫 四 〇 二と して 春陽 堂から 刊行され た。 

ファウスト 考 四六判、 ファウストと 同體裁 (太 田 正 雄 氏 装)、 文藝 委員 會の囑 による J 本文 三 七 二 頁、 目 

次 二 九 H、 富山房 刊行。 

ギヨ ォテ傳 四六判、 右と 同じ、 五八 六 頁、 富山房 刊行。 

士 一月 一 曰 ing 第 十一 ー號に Georg  Hirschfeld の 「防火 栓」 を 載せた が- 同誌 は 發行後 五 年 目の 本號を 以て 終刊 

となった。 本 月の 近代 創刊 號に 「ノラと 秋 夕 夢」 が ある。 粒 山 書店から 出版した 田 中榮三 氏の 近代劇 精通に 森鷗 

外 補と あるが >  全 冊に 補訂 を 施した 意味で は 無く- 木 書に 獨逸 作品の 梗藥 九十 一 一 篇を與 へたのに よるので ある。 


ヒ 

初  日 

一月 二日 

三月 一 一十 七日 

五月 一日 


演  題 

飛 行 機 

ファウスト 

ファウスト 


演出 者 

土曜 劇場 

近代劇 協會 

同  前 


劇  場 

有樂座 

帝國 劇場 

大阪 帝！； 座 


五月 四日  阿部 一族  伊井 蓉峰 一座 

(上の 卷) 阿部 屋敷， (中の 卷 一 ) 熊 本 向陽 院詰 所、 (同一 一) 本堂. 

(同 二) 同 屋敷 襄 n, (同 三) 元の 屋敷の 七 場に 脚色され た。 


八月 一日 

九月 一 一十 六日 

九月 一 一十 九日 

十月 一日 

十 一 一十 六日 

十一月 十一 日 

十一月 廿 一日 

十 一 月廿 八日 


秋 

女 

秋 


夕 

ク ベ 

♦ ゝ 

力 

力 

夕 


夢 

夢 


負けた る 人 


近代劇 協， 

近代劇 協會 

新派 劇 

公衆 劇圑 

同  前 

同  前 

近代劇 協會 

舞 臺 協 會 

わたくし は 京都に 居った。 


明 治 座 

(同 三) 元の 詰 所、 (下の 卷 一 ) 阿 部屋 數， 

有樂座 

帝國 劇場 

京都 明治座 

有樂座 

大阪 中座 

京都 明治座 

大阪近 松 座 

帝 國釗場 

それが大阪北濱帝國座で與行されると^^- 


ファウストが 初て 東京で 上演 せられた 時- 

まって * 兄から 五月 五日 附で 

拜， & 近代劇 協會 へ ハ 此 葉書 ト 同時 一一 頼 遣 候 上 山 夫婦 力 伊庭 孝 力 ガ面會 可 致 候。 Faust ハ訂 正本 近日 出 來ノ上 御 

送 可 中 候 

と 葉書で 知らせて くれたので、 八日に わたくし は 妻 を 連れて 大阪に 赴き- 中 之嶋の 旅館 (^；；；ー 忘) に 伊庭 氏を訪 

展 史小說 e 製作  二 11 七 
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ひ. 同氏と 同伴して 帝國 座に 行き、 上 山 氏 夫婦 その他の 人人に も面會 し、 場所 を 取って 貰って 見物した" 樂屋 

へ 麥酒を 寄贈した 爲に、 歸る前 寫眞に 銘銘 自署して， 裏面に 

大正 二 年 五月 八日 

近代劇 協會 同人 

鷗外 先生 譯 ファウスト 第一 部 

近代劇 協 會大阪 上場 記念 

森 潤 三 郞樣 

と 書いた のを途 られ、 夜に 人って 歸洛 した。 

醫擧衞 生 

六月 一 日 陸軍 衛生 制度 史に 軍醫圑 長と して 緒言 を 書いた。 

公  職 

1 一月 五日 臨時 內省 御用 掛を仰 付けられた。 この 拜命 は當 時宮內 省で 衛生上の 顧慮から 大膳 寮に 完全な 施設 

をな すべき 必要 を 認めた が、 侍 醫寮は 平素 此の 衛生 試験 等に 關係 しないので， 特に その 建築 及び 指揮 を 託せら 

れ たもので ある。 これに 就いては 報知、 時事、 やまと、 大阪 毎日 各 新聞に 記事が 出で、 三月 一日 太陽 第 十九 卷 

第三 號醫界 評論に 日柬畢 人が 六 頁に 涉 つて 批判 を 試みた。 

同 三年 一 月 一 日 中央 公論 第一 一十 九 年 第 一 號 (三百 號 記念 號) に 創作 膝 史小說 「大鹽 平八郞 J, 三 田文舉 第五 卷 


第一 號 にも 「大鹽 平 八郞」 と 題して， その 執筆の 由來. 平八郞 年譜 * 徒 黨裁决 の 結 3^ 等を揭 げた d 同時 歌舞伎 第 

一六 三號に strincf.g の 脚本 「稻 妻」 昴の 同人に よりて 創刊され た 我等に vvipl Q 「尼 | が發表 

された) 二月 一日 新 小說第 十九 年 第 Is に 創作 「場 事件， 一- 三 田文學 第二 號に I ギヨ ッッ 考」. 我等 第二 號に ー譯 

詩 九 篇」、 三月 一 日 新小說 第三 卷に 脚本 「曾 我 兄弟」， 番 紅花 創刊 號に、 創作 「サフラン」. 我等 第三 號に戲 曲 「ォ 

レフ H ウス」 (未定 譯稾) 新 思潮 (號數 不明) に France  0 「舞蹈」 を 載せた。 

四月 一 日 太陽 第一 一十 卷第四 號に歷 史小說 「安井 夫人」. 番 紅花 第 一 卷 第一 一 號に Melchicr  Lengycl C 「毫 光」、 我 

等 第一 卷第 四號に r 舊 劇の 未来」 に 就いての 意見 を揭 げた" 三日 文擧 博士 佐 佐 木 信 綱 氏 著 肩 E やまと 心 の 

附錄に 「戴 冠 詩人」 と 題して、 ル ウメ 一一  ァの妃 canns  Sylva が 乃木將 軍に 贈られた 詩の 事から. 將 軍と 兄との 

關 係が 述べて ある。 三日 は 本書の 刊行され た 日で- この 文 は 二月 二十 一日に 成って ゐる) 五日 粒 山 書店から 創作 

小說集 「かの やうに」 が 刊行され た。 縱四寸 九分， 橫 三寸 六 分、 假綴、 S. 箱 入、 「かの やうに、 吃逆， 藤棚， 

き 下」 を收 め、 二 四 三 頁の 小冊で ある- 十七 日 通俗 敎育 普及 會發 行の 日本 孝子 錄の序 を 書いた。 二十日 讀賣新 

聞 日曜 附錄に 談話 一， ハァゲ マ ン 氏の 事」、 二十四日の 同紙に 談話 「柵 草紙の ころ， 一 が 出た。 

五月 一 日 我等 第五 號に 一力 ルル. ハァゲ マン」 を 揭げ- 五日 IICfuKumstahl の戲 曲翻譯 「謎」 が 現代 社から、 

四六判， 洋緩、 ク ォス装 三 八 四 頁. 箱 人で 刊行され、 七日 鳳 鳴 社から 「天 保 物語」 が >  菊判、 洋縁. 鋭 装 ニニ 

一 R、 表紙 は 橋 口 五葉 氏 装， 「護持 院ケ 原の 敵 討、 大鹽平 八郞」 の 二 篇が牧 めて ある。 

六月 一 日 我等 第 六號に 「譯詩 十 一 篇 T 七月 一 日 同誌 第 七號に I--r6d6ric  Mistral の 「ソル ボ ンヌの 蛙」. 番 紅花 

歴史 小說 ssl^ 作  ニー 一九 
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第五 號に JLord  Dunseny の 「忘れて 來た シルクハット」 が 出て ゐる。 二十日 發行 通俗 敎育 叢書 第二 編 古今 孝子 

錄に序 を 書いた， - 

七月 十八 日 東京 堂が 刊行した 剐嶋 八十 六 氏 著 義太夫 新 論に 題詞を 書いた。 

八月 一 日 我等 第 八號に Aage  Madelung の 「父の 難， T 心の 花 第 十八 卷第 八號 九月 第 九號に 「北 遊 記」 が 出た。 

「北 遊 記」 は是年 五月 四日！ 隊衞生 視察の ため 上野 を發 し、 仙臺- 盛 岡、 靑 森- 函館 * 札幌、 旭川、 弘 前-秋 田- 

山形、 福 嶋を經 て  >  十九 日 東京に 歸る、 その 間 寸暇 を 利 ffl して 觀覽 せる 圖書 館、 寺院、 舊 家の、 所藏 品、 名家の 

墳墓に 就いての 記錄 である。 

九月 一 日 太陽 第二 十 卷第十 一 號 に史傳 「栗 山大 膳」、 我等 第 九號に 「オルフ ヱ ウス」 (第一 ー稾) を 出し-二十 八日 

實業之 日本 社 出版、 世界 名著 物語の 第 六 編 後藤末雄 氏 著 モリ H 1 ル 物語の 卷 頭に 「解說 モリ H 1 ルの 生涯」 を 書 

いた。 

十月 一 日 歌舞伎 第一 七 ニ號に 「オルフ H ウス」 (翻譯 に 就いての 話) を揭 げた。 一 一十三 日 鈴 木 三重 吉氏 現代 名作 

藥 第一 一 編と して r 堺 事件」 に 「安井 夫人」 を 合せて 刊行した。 三 五 判、 假裰、 紙 装、 一 〇 五页、 津 田靑楓 氏装畫 

である- - 

十一月 一 日 歌舞伎 第 一 七三 號に 「舊劇 を 如何にすべき か J と 題して 意見 を 述べ、 十一 一月の 同誌 第 一 七 四號に 「亡 

くな つた 原毫」 を 書いた。 これ は 某雜誌 記者が 兄に 強請して 「翻 譯に 就きて」 とい ふ 短篇 を 書かせ- 持歸 つた 

きりで その 雜誌 にも 出です、 行衞が 知れな くな つた 事 を 記した もので、 兄 も 生前に は 分らす に 過ぎた が、 全集 編 


暮の 事業が 起って から、 大阪の 船 越 政 一 郞氏 によって 東京 萬 卷堂發 行の 現代 一 一十 名家 文章 作法 講話の 中に その 原 

憂が 入れて ある 事が 知られて、 幸 ひ 全集に 收 める ことが 出來た d 

公  演 

是年 公演せられ たもので， わたくしの 知った の は 左の 如くで ある。 


あ  日 

一 月 二日 

二月 二十 六日 

三月 一 日 

七月 十四日 

七月 十五 日 


演  題 

馬盜坊 

曾 我 兄弟 

戀 愛 三 味 

犬 

ヂォゲ ネスの 誘惑 


位 


十 一 月 十日 從 三位に 敍 せられた。 

公  職 

八 W: 十 一 日 美術 {s^ 委員 會 委員 仰 付けられ" 

られた 0 


狂 

黑 


出 者 


言 座 


藝術座 

有樂座 喜劇 圑 


有樂座 

帝 國釗場 

有樂座 


濱本枚 

演舞 Ji, 


第一 一部、 干： 任 を 命ぜられ、 九 バー 一十一 一日 臨時 博 覽會鑑 茶 {n 仰 付け 


歷史 小說の 製作 


四 
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十五、 考證 學者傳 記の 研究 

大正 四 年 元旦の 雜 誌に 載った もの は 左の 如くで ある。 

山椒 大 夫 (創作)  中央 公論 第三 十 年 第一 號 

藤史其 儘と 感史 離れ  心の 花 第 十九 卷第 一 號 

鑑定人 (Paul  Boiirgen  新小說 第一 不年第 一 卷 

ォ デッセ ウス の nt-  歌舞伎 第 百 七十 五號 

一 バ十 五日 國民 文庫 刊行 會 から 文庫 第 八 冊に 「諸國 物語」 が 刊行され た。 菊判、 洋 綴- ク B ォス装 九 四1  一 K、 

天金， 津田靑 楓氏装 ig。 

尼. 薔薇 以上 二 篇键馬 )。 クサ ンチ ス、 橋の 下、 S 舍、 復讎、 不可 說- 猿、 一 匹の 犬が 二 匹になる 話 (以上 

七篇怫 蘭- €00 聖 一一 コ ラウスの 夜 (以上 白耳義 )o 防火 栓- 己の 葬- 刺絡. (以上 三 篇獨逸 ，o アンドレ ァス. タァ 

マイ H ルが遣 書 • 正體- 祭日， 老人. 驅落. 破落戸の 昇天、 辻 馬車- 最終の 午後、 襟、 (以上 九篇澳 太 利 /> 

パァ テル - セル ギ ウス、 搾 太脫獄 記、 鱷、 セン ツァマ 一一、 板ば さみ- 笑、 死- フ & ルスと 賊 と- 馬丁- (以 

ェ九篇 露 西 亞)。 うづし ほ、 病院 横町の 殺人犯、 十三 時. (以上 三篇 亜米利加 )。 


を收 めて ある。 一 一十一 一日 木 下 木 H 太郞氏 著唐艸 表紙の 序 を 作った。 

二月 二 トニ 日 至誠 堂 書店から 大正 名著 文庫 第 十四 編と して- 藝 術に 關 する 雜文 三十 七 篇を牧 めた r 妄人 妄語」 

が 刊行され た。 四六判、 洋綴、 ク a ォス装 四 〇 七 頁、 川 村淸雄 氏の 装幀で ある。 

四 HI 日ァ ルス 創刊 號に 小說. 「天 籠」. 中央 公論 第三 十 年 第四號 に史傳 「津下 四 郞左衞 門」 を發 表した。 四郞 

左 衞門は 名 を 正義と いひ、 明治 二 年 正月 五日 京都 寺 町 御靈社 前で、 御所から 返 出した 參與横 井 平四郞 を要擊 した 

刺客の 一 人で >  その 遣 子 正 高 は 一 時 次兄と 大擧で 同級であった。 その 正 高が 大 fi=-l 一年 十月 兄を訪 ふて 父の 事踌ヒ 

語った 時の 聞 書で， 兄 はこれ を發 表する に 先立て- 子爵 杉 孫 七郞、 陸軍 少將中 岡默、 鄕 人山 邊 丈夫の 諸氏に 照舍 

し， 人物 * 場所- 日時 等 を 正確に し、 又 河 內譽田 神社の 中 幸 男、 法學 博士 尾 佐 竹猛等 諸氏の 注意 を 得た。 

五 月 - 日 三 田文學 第六卷 第五 號に 小說 「花 子 一、 ァ ルス 第二 號に 「二人の 友， 一 を 載せた。 前者に は 彫塑 家ロダ 

ン 翁が 出で、 後者に は 小 倉で 得た 友人 安國寺 住職 玉 水 俊 效師と 獨逸語 舉者福 間 博 氏が 出て ゐる。 十五 日^ 山 書店 

から 1^ に 速 載され た 長 篇小說 「雁 一 が 刊行され た。 四六判 >  洋綴、 緒襦子 装- 天金 二八 八 頁、 箱 人で. 卷 頭に 撗 

山 大観 氏 書-蘆 雁 一 葉 を 添へ て ある. - 絹 孺 子に 紅- 青の！ 一種 あり、 又赤ク n ォス装 も ありて • これに は 表紙の 周圍 

を 繞る金 線 を 缺き： 背文字の 枠 等に 異なる 所が ある。 

五：^ 下句 大正 天皇陛下より 最近の 詩作 を 差 出せとの 命が 侍從 職から 傳 へられ、 五 言 律 を 謹書して 獻 上した > 

欲頌休 明德。 深羞藻 思？ r 陽熙加 草木. - 風化 及禽 魚-  . 

日^ 宮華 發。 春催官 柳舒。 聖恩 酬未 得。 奈此髮 毛 疎。 

考^ 學者傳 記の 研究  1 四 一一！ 
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七月 十三 日帝國 軍人 後援き が 出版した 譯本獨 逸國民 之將來 は- 獨逸國 陸軍 大將 Friedrich  voii  Ber-lhardi の 著 

書 を、 東京 高等 師範 學校敎 授大瀨 甚太郞 氏が 譯し たもので- 卷 頭に 東鄕平 八郞、 川村景 明、 明 石 元 ニ郞- 森林 太 

郞の 題辭の 自筆 を 石版と し、 高 田 早苗 氏と 譯 者との 序文が あり * 附錄に 大竹澤 治、 大隈重 信、 立 花 小 一郎- 佐ム ぶ 

實然 氏の 讀後感 が ある。 兄の 題辭は 

將軍投 劎入詞 林。 述作 還垂藥 石箴。 拓土 牴應憑 白刃。 增兵 何敢問 黄金。 由来 列 國强欺 弱。 至竟 庸人 淺 測深 J 

傳譯欲 醒塵俗 夢。 看 他 耿耿濟 時 心。 

同月 十五 日 中央 公論 第三 十 年 第八號 に小說 「魚 玄機」 を 出し、 八月 一 日 心の 花 第 十九 卷第 八號 にある 「松 村 夫 

人に」 は、 同 夫人の 譯 した キャプテン、 ブラス バ オンドの 改宗の 序詞で ある。 同月 ァ ルス 第五 號 に小說 「餘 M ハー- 

九月 一 日 新小說 第一 一十 年 第九號 に小說 「ぢ いさんば あさん」、 十月 一 日 中央 公論 第 十 一 號 に小說 「最後の 一 句」 が 

• 出た。 「魚玄 機】 r ぢ いさんば あさん」 「最後の 一 句」 は- いづれ も 所謂 歷史 離れの 作品で ある。 

九月 五日 阿蘭陀 書房から 「沙羅 の 木」 が 刊行され た。 縱六寸 二分、 横四寸 二分、 洋綴、 布 装 二三 四页- 夭 金， 見 

出し 色 刷、 北 原 白 秋 氏 装 で， 收 むる 所 は Dehmel 八篇. Morgenstern 一  篇 *  Klabuiid 十篇、 Bjornson,  Gluck, 

Schottelius 各 一 篇 に、 作詩 沙羅の 木 初め 十五 篇と 短歌 「我 百 首」 である。 序に よれば r 沙羅の 木」 は雜誌 明星 後 

期の 誌上に 發 表した もの を 主と し- 同じ 時代 同じ 嗜好から 生れた もの は 他 誌の 分 も 採って 集めて ある- 十日に は 

「 一 幕 物， I 合本の 訂正 再版が 出た。 十月 十三 日： 迎 一 舍 から 千 朶山房 叢書 第 一 編と して. Strindberg の 「 稻妻」 と 

Verhaereii の 「僧院」 と を 合した 「 稻妻」 が. 縱五寸 四 分、， 横 三寸 八 分 * 洋綴 和紙 刷， 布 装 三 一 九 頁， 見出し 色 


刷で 刊行され た。 

十一月 八日の 夕- 大正 天皇 御卽 位の 大禮 に參 列の 爲 東京 驛を發 し、 翌日 七條驛 より 直に わたくしの 家に 至り、 

十八 日 午前 九 時 四十 二分 出發歸 京まで 滞在した。 當時 わたくしの 家は屮 Z 町 橋の 柬田中 村に 在って 前面 は 西 園 寺 

侯の^ 莊で、 宅の 二階 裏から は 比 叙 山が 眺められ- 御所へ も 近く- 朝夕の行 事から 食事まで 嗜好 を 知って， Q るか 

ら- 兄 も 大層 滿 足して くれた。 參 列した 大禮の 實況 * わたくしが 案內 して 市內 及び 伏 見 に 遊んだ 事な ど は、 

十二 日から 二十 二日まで 東京 日日、 大阪 毎日 兩 新聞に 「盛儀 私記」 と 題して 寄稾 し- 後 訂正して 一冊と し- 親戚 

知人に 配布した， - わたくし は その 原 稾をも 貰 ひ 受けて 藏 して ゐるリ 

十二月 二十 三日 千 章 館から 創作 小說集 「ちり ひぢ」 が 刊行され た。 四六判- 洋綴、 紙 装 一九二 页、 橋 口 五葉 氏 

装 ig、 「うたかたの 記、 舞姬、 文づ かひ、 そめち がへ」 を收 めて ある， - 

上  演 

今年の 上演 は 十月 十六 日から 二十日まで 舞 臺協會 が 「首 陀羅」 を有樂 座で やった 他 は 知らない。 

敍  動 

四月 一 一十 四日 動 一 等に 敍 し- 瑞寶章 を 授けられた。 

八 n:- 十三 日 美術 {#査 委員 食 委員 仰 付けられ、 第一 一部 主 住 を 命ぜられた リ 

同 五 年 元旦 發 表の 作品 を 例に よりて 列擧 すれば 左の通り である。 
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高 瀨 舟 (小 說)  中央 公論 第三 十 一年 第一 號 

爽 一山 拾 得 (小 說)  新小說 第二 十一 年 第一 卷 

高瀬舟と 寒 山 拾得 (緣 起)  心の 花 第一 一十 卷第 一 號 

白衣 夫人 (Rilke)  演藝畫 報 第三 年 第 一 號 

猶元 H; から 八日まで (五日 を 除く) 大阪 毎日、 東京 日日 兩 新聞に r 檔 原品」 を 七囘に 分載した。 前年大禮^1^.列 

に出發 する 間際に、 某誌に 仙 臺に高 尾の 後裔が 居る とい ふ 話が 書いて あるの を 見て、 その 誤を說 くと 共に、 逼塞 

を 命ぜられ たき 達 綱宗と * その 夫人 三澤氏 初子、 妾 招 原 氏 品との 關係を 書いた もので" 兄 はかう 云って ゐる。 

私 はこの 伊達 騷動を 傍 看して ゐる 綱宗を 書かう と 思った。 外に 向って 發動 する 力 を 全く 絶 たれて、 純 容觀的 

に 傍 看し なくて はならなかった 綱宗の 心理 狀 態が 私の 與味を 誘った ので ある。 私 は その 周圍に みやびやかに 

おとなしい 初子と、 怜 悧で氣 骨の あるら しい 品と を あらせて、 この 三角 關 係の 間に 靜 中の 動 を 成り立た せよ 

うと 思った。 しかし 私 は 創造力の 不足と 平生の 歷史を 尊 直す る 習慣と に 妨げられて * この 企 を 抛棄して しま 

つた- 

これまで 兄の 書いた 史傳 は、 f 栗 山犬 膳」 も 「津下 四 郞左衞 門」 も， この 「招 原 口 2」 も文學 的の 色彩が あった 

が- 「招 原品 一 に續 いて 一 月 十三 日より 雨 新 閜に揭 載され た 「s 江 抽齋」 から、 愈 本格的で 新 工夫の 史傳が 始ま 

る ことにな つた。 

澀江抽 齋は津 輕藩江 戶定府 の 儒 翳で、 考證舉 者の 一人で ある。 凡そ 支那の 經籍 にせよ、 木 邦の 古典に せよ、 こ 


れを眞 に硏究 せんとす る 者 は、 先づ その 書の 淵源す る 所 を 究めて、 その 最古 最 精の 版本な り 抄本な りを搜 討し- 

比鞍考 勘して その 最善の ものに 從 はねば- 流傳 久しく 彼此 乖異を 生じ- 古人の 眞意を 言語 文字の 間 に 求める こと 

が 出来ない。 かう 云 ふ 研究 をす る こと を 考證學 又は 考勘學 とい ひ、 この 派に 屬 する 者 を 考證舉 者と 稱す るので あ 

る。 我 邦で この 學派を 首唱した 人 を篁墩 吉田漢 {n- となし、 これに 繼で 起った の を 齋狩谷 望 之と いふ ^ 掖齋變 別 

尤も 精し く， 藏書亦 頗る 富み、 この 學が 確立した の は その カ與 つて 犬なる ものが ある。 掖齋の 友人に 迷 庵 市 野 光 

彥， ^素 小嶋尙 質、 蘭 軒 伊澤 信恬が あり、 門人に 抽齋澀 江 全 善- 枳圜森 立 之が 出た。 兄の 「觀 潮樓間 話」 は 車 職 

を 退いて 閣 散の 身と なった 後の 談話 を 筆記した もので、 それに 

わたくし は 目下 何事 も爲 して ゐ ない、 ただ 新聞紙に 人の 傳記を 書いて ゐる だけで ある。 何故に 傳記を 書く か 

とい ふに *  ^に 鹿 立った 理. E は 無い。 わたくし は 或 時 ふと 武鑑 を 集め 始めた。 そして 昔 武鑑 を 集めて 研究し 

た 人に 澀. y 抽齋の ある こと を 知った。 それから 抽齋が 啻に 武鑑 を 集めた のみで 無く、 あらゆる 古本 を 集めて 

研究した こと を 知った。 それから その 師友に 狩 谷 掖齋が あり、 伊澤 蘭 軒が あり. 小嶋寶 素が あり- 森枳 園が 

ある こと を 知った J わたくし はこの 人人の 事蹟が * 被齋を 除く の 外、 殆 世に 知られて ゐぬ こと を 知った. - そ 

して ふと その 傳記を 書き 始めた ので ある 0 わたくし は此 等の 傳記を 書く ことが 有用で あるか- 無用で あるか 

を 論す る こと を 好まない * ただ 書きたくて 書いて ゐる。 

とい ふて ある。 兄 は 此等舉 者の 事蹟 を 調査し ようと 思 ひ 立って、 種種 苦心の 結 先 づ抽齋 の 後嗣 保 翁 を 尋ね 當て 

て. その 所 藏記錄 と 知友の 示敎 とに 基き、 新に 之 を 表現すべき 體例を 定めて 筆 を 執り- 五月 十七 日まで 百 十九 K 
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に 連載した。 保 翁に 贈りし 書翰 百數十 通に 及べる 中、 偉 記 編纂に 關係 ある もの 七十 餘通を 撰み、 翁 自ら 之 を寫し 

且つ ( 一 ) 抽齋編 蟇に 關 する もの、 (一 一) 壽 阿彌， (三) 蘭 軒- (四) 懷堂、 (五) 雜 件の 五に 分類し. 叉 序 を 冠し 

て 印刷に 附 する 積ら しかった が、 翁 逝去の 爲 その 蓮び にも 至らす、 原物 は 悉く 散佚して しまった リ 

一 一月 松 本 苦味 氏 著 泰西 五名 家 箴言 集 珠玉 抄の 題辭を 書いた。 

三月 二十 八日 午後 零時 四十 五分 母 峰 子が 七十 一歳で 殘し、 法號は 兄の 撰んだ 现山院 峰雲豁 水大姊 とつけ- 自宅 

で 吿刖式 を 擧げ、 荼毗 した 遣 骨 はわた くしが 奉じて 近 江 土 山 常 明 寺に 埋葬した。 母の 若い 頃の 苦心談 はこの 書の 

初に も 書いた が、 明治 三十 六 年 三月 十三 日讀賫 新聞に その 頃 連載され た 名士の 父母と 題す る ものの 中に も擧 げら 

れてゐ る。 母 は 太 田の 原の 家 や 觀潮樓 で 開かれた 文 學者會 合の 席に 出て その 話 を 聞き、 夜 十二時 過に は 女中 を寢 

かせて、 自分で 酒 の 世話 をした- また 觀， m と 旅行 を 好み. 觀劇は 次兄が 劇評 家で 便宜が ある 爲に、 歌舞伎 座 は 

大概 每同 a 物した. - 旅行 も 日光 成 田な どから， わたくしが 京都に 居る 頃 は 再三 来て 諸處 見物に 連れて 性った〕 . 

四月 一 日 心の 花 第二 十卷第 四號に r 吿 亡友 三 浦 氏 文」 を 載せた。 大擧の 同甯で 病理 學の敎 授三浦 守 治 博士 を 追 

悼した 文で ある" 

五月 五日 歌舞伎に 連載した Goethe の 「ギヨ ッッ 一 が 三 田 文 學會 から 刊行され た" 四六判、 洋 綴- ク n ォス装 

三 六 八 頁、 デ 、金、 太 田 正 雄 氏 装幀、 カット は 和 田英作 氏で ある。 昭和 七 年 八月 十五 日 春陽 堂の 世界 名作 文 庵 第二 

〇 一 にも 收 めら れた。 十五 日 母の 盡 七日 記念に 「阿 蜜哩多 軍荼利 法」 ー卷を 印刷して、 親戚 知友に 配布した。 縱 

七寸 五分、 横 五寸， 和紙 刷 >  和装 鉗 表 袋 入、 五 二八 ICT 卷 頭の 大村西 崖 氏の 序に 本書の 由 來を說 明し、 標題 


の 紙 裏 頁に  • 

願 以此功 德囘向 

现山院 峰雲豁 水大姊  森林 太 郞源高 湛印施 

冥福 爲 菩提 資糧 

と 印刷して ある。 十八 日から 六月 二十四日までの 東京 日日， 大阪 毎日 雨 新聞に 「壽 阿彌の 手紙」 が 三十 二 囘に連 

載され に。 四 年の 大晦日に 築地の 弘文 堂で 手に入れた 劇 神仙 壽阿彌 長 嶋五郞 作が、 駿河嶋 田驛の 素封家 桑原 芯 堂 

に 宛てた St 紙 十二 枚 綴の 手紙に より、 發 信者 壽阿彌 とその 親戚 知友、 受信者 芯 堂と その 親戚 知友， 手紙の 中に 出 

てゐる 人物 九 人との 事蹟 を考證 して ある" その 翌 二十 五日から 考證擧 者の 第二と して 「伊澤 蘭 軒」 が、 翌六年 九 

n 十五 日まで 三百 七十 一 囘に 連載され た。 蘭 軒 は 備後輻 山 藩の 儒醫 で- その 材料 は 後嗣 德 翁と >  文學 博士 醫舉博 

士 富士川 游氏、 蘭 軒と 同藩の 濱野知 三郞氏 Q 所蔵に 據っ たもので、 記述の 體例も 能く 整って ゐる。 最後に それに 

就いて 

わ たくし は 筆 を 行 るに 當 つて 事 實を傳 ふるこ とを專 にし、 努て敍 事 0 想像に 涉る こと を 避け た。 S Q 上に 

立 脚 す る こ と を 欲 し て , 復主 觀を縱 まま にす る こと を 欲 せ な か つ た。 そ の 或は 體例 に 背き たるが 如き 迹 ある 

もの は、 事實 に缺陷 あるが 故に 想像 を藉 りて 補填し、 客観の 及ばざる 所 あるが 故に、 王 觀を债 つて 充足した に 

過ぎない- 若し 今 事の 簿 ふべき を 傳へ畢 つて， 言 讚 評に 亘る こと を敢 てしたならば、 是は 想像の 馳騁 -午_觀 の 

放 球 を 免れざる 事と なる であらう： わたくし は斷 乎と して これ を 斥ける。 
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これが 史筆に 對 する 兄の 見識で ある。 兄 は 主人公 を傳 すると 同時に、 その子 孫の 成り行きから 交友 を も 一 一 穿 

整した。 それに 就て は 

わたくしの 叙 法に は猶 一の 稍 人に 殊 なる ものが あると おも ふ。 (中略) 一人の 事蹟 を 叙して 其 死に 至って 足 

れり とせす、 其 人の 裔 孫の いかにな り ゆく か を追蹤 して 現今に 及ぶ ことが 卽ち是 である。 前人の 傳記 若く は 

墓誌 は 子 を 說き孫 を 說くを 例と して ゐる" しかし それ は 名字 存歿等 を 附記す るに 過ぎない。 わたくし はこれ 

に反して 前代の 父祖の 事蹟に、 早く 旣に其 子孫の 事蹟の 織り 交ぜられて ゐ るの を 見-其 絲を斷 つ こと をな さ 

すして、 組織の 全體を 保存せ むと 欲し、 叙事お 繼續 して 同 世の 狀 態に 及ぶ ので ある"  一 

とい ふて ゐる 0 

「伊澤 蘭 軒」 を 書き出してから は、 京都に 關係 する 事に 就いて 厦 わたくしに 照會 あり、 又氣の 付いた； 3| をお 互に 

知らせ 合って、 その都度 本文に 書き 加へ て ある。 五 年 四 =： 十三 日 附の書 狀には 

(前略) 伊澤 傳 ある 雜誌 暫時 留置 候 テ差支 無 之 候 哉 〇 伊澤 榛軒妻 一一 付 御 問 合 セ被下 奉 謝 候 摘他ノ 方面 へ モ御問 一 

合 セ 被 下 度 候 蘭 軒 妻 ハ 岡 藩 飯 E 休 庵 女 一 1 有 之 候 榛軒妻 モ 亦 飯 田氏ナ ル 由 伊澤 家 一一 テ 巾 候 後ノ方 ノ 釵 田氏ガ 不一 

明ナ ルヮケ 一一 候榛軒 妻名ハ シホト 申 候  一 

年 十二  十七 曰の 蘭 軒傳百 六十 六に. 文政 八 年 三月 十三 日 蘭 軒が 不忍 池に 詩會を 催した 時 * 列席した 人の 中 一 

で餘語 天 錫 を 不明と してあった" わたくし は 公務が 年末 多忙の 爲 に熟讀 する 暇が無く、 漸く 御用納め となって か 一 

ら讀 んで氣 付いた 一 一三の 事と 共に、 翌年 一 月 五日 御用 始の 翌日 餘語 氏の 墓の 駒 込 龍 光寺に 五代 鑌 いて 存 する こと ノ 


四 世 瑞成は 文化 十 一年に 歿し， 五世 瑞典 は嘉永 元年に g:^ して ゐ るから、 天 錫は瑞 典の 字で あらう と 言 ひ 送った。 

七！ It 附で 兄から 

拜啓餘 語 ノコ ト忝候 直 一 一往 ッテ見 レバ 曾テ 弔シタ 安井 息 軒 長男 朝隆 夫婦 ノ墓ノ 隣 一一 候 御 書キモ ラ シ ノ分ハ 

「拙 存齋余 語 良 仙瑞成 先生 墓」 ト題シ 有 之 候然ル 一一 元 綠 享保 安永 ノ三石 ハ旣 U 亡シ坊 サン ナカ ナカ ス バヤ イト 

驚歎 イタ シ候也 

1 月 七日 午後 

林太郞 

潤  三  郞樣 

と 返事が 來て、 新聞に は 「弟 潤三郞 はこれ を讀ん で」 云云と 追加が 出た。 わたくし はこれ で 全く 古い 三 慕 は 廢 せ 

られた 事と 思った が、 歸 京後牲 つて 見たら ば， 三 墓 は旣に 亡し と 書いた の は 誤で- その 三 墓は瑞 典の 墓 を 距るこ 

と 西の方 二 間 程の 別の 所に あつたの を氣 付かなかった のであって、 これ は坊 サンの 爲には 冤罪であった" わたく 

しの 手紙が 着く に 先立て 兄から 六日 附で 

(前略) 拉 貴地 三本 木 ナル頼 山陽 ノ家 ノア トハ イカ が 相 成 居候 哉 山陽 以後 ノ 家屋 ノ 沿革 若シ ワカ リ候ハ バ乍御 

手 數御爲 知 被 下 度 御 依 頓申上 候 

等が ある。 翌七年 東京へ 歸 つて， 三 二十 一 日の 夜遲 くまで 澀江、 伊澤， 小嶋 より 幕府 漢方 醫官の 元首 多紀家 Q 

事な ど 話して 歸 つた. その 翌日 次の 手紙が 來た。 

考誇 學者傳 記の 研究  1 五 1 
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拜啓 昨日 御 話 申 候多紀 家系 之 事 漢景帝 ノ裔ト 申候ハ 記憶 遠-一 テ 今日 「地下 傳」 

ヲ見 ルー 一 「後 漢靈帝 十二 代 孫 丹 波 康顿」 ト有之 候 靈帝ノ 死 ((1S9P.  chr.) ョ 

リ永觀 中 (元年 983  ) 一一  至 ル約八 百年 ナル 一一 十二 代 ハイ カガノ モノ 力 ト存候 

兄の 手紙 は卷 紙に 毛筆で、 假名 はすべ て片 假名 を 《ひ>  弟妹 宛の もので も 文 言 は 

簡潔ながら 鄭寧 である。 「北條 霞亭」 の 時 は、 霞 亭を療 した 廣嶋の W 惠美三 白の 墓 

を 頼まれ、 赤 坂 一 ッ木 不動 威德 寺に 得て 報告した こと もあった。 

むな くる 走 

「伊澤 蘭 軒」 を 書き出した 翌 七月 六日、 七日の 兩 新聞に 「空車」 を 書いた。 何 か 寓意 

の ある ことかと 思 ふが、 わたくし は 東京に 居なかった から、 それに ついては 知る 處 

が 無い。 

澀江抽 齋の女 陸は杵 屋勝久 とい ふ 長唭の 師匠で、 その 事蹟 は 抽齋傳 の 後に 記され 

てゐ るが、 是年 十、 十 一 , 十二月の 雜 誌邦樂 に、 それだけ を 切 離して 「杵尾 勝久」 

と 題して 載せた。 

是年 (Ms) 獻上本 作文 集の 序 を 作った。 

兄 は壯年 時代 毎日の やうに 古人の 詩を寫 し、 又 詩集 をも購 人し、 又 時時 は 自分で 

も 作った が、 盛に 作り出し たの は、 大正 五 年から 六 年に かけて であった やう だ。 大 

正 四 年 十 一 月 十日 第 一 集 を發刊 した 大正 詩文と 題す る 和紙 刷 唐本 仕 立の 雜 誌の 第三 


£ ^五 年 一月から 載り 始め * 七 年の 終りに 及んで ゐる。 六 年 五月 末日 少年 時代の 師で わたくしの 岳父 米 原 綱 善 翁に 

贈った 書簡に も 

拜啓 梅雨 之 候 1 仗 御機嫌 好 奉賀 候 其 後 御 書 狀被下 候 - 御 返事 モ 不申上 恐 人 候 墓地 之 事 ハ 多年 心 -ー 關 居候 片付 

難 有 奉^ 候御詞 -1 從ヒ 一 應 落着 ト仕候 詩 會ナド 御 催 之 趣 至極 結構 之 御樂ト 奉存候 小生 モ 近日 少シヅ ッ作試 居 

候 御 近 什 御 示 被 下 度 奉 願 候 

丁 巳 五月 末日 

森 林太郞 

来 原 先生 

侍 史 

1 一白 夫人 _ー  宜御傳 被 下 度 乍 憚 奉 願 候 

と ある. - 

公  演 

是ギ 公演され たもの は 四月 小山 內氏 門下の 集りであった 新劇 場が 「稻妻  一 4 ダ？ 帝！： 劇場で 實演 し、 七月 舞臺 

協^が 「パ リアス」 を 演じ， 九月 新 IS 場が 「猛者」 を 丸の 内 保 險協會 で やった 他 は 知らない" 

辭  令 

叫 パ十 二日 本職 を 免じ、 願に 依りて 豫備仰 付けられ、 七月 二十 二日 大正 四 年 十一月 七日 附を 以て、 大正 三 四 年 

考 f?t& 者傳 記の 研究  一 五一ニ 


离外 森林 太郞傳  一 五 四 

戰 役の 功に 依り 旭日 大綬章 及び 金 貳千九 百圓を 授けられ、 從軍 記章 を も 併せ 賜 はった。 

醫務 局長 在職 中の 事業と して は、 (一) 腸 チブス 豫防 接種 を 軍隊に 斷 行した 事、 (二) 軍 醫圑の 制度 を 設け * 中央 

に 本部、 地方 師圑 所在地に 分團を 置き、 毎年 中央に 開かる る軍醫 部長 會議に は、 重要な 舉術 的實際 的の 問題 を提 

供して 對論 研鑽の 資 とし、 又 有益なる 講演 會を 開いて 智見 を啓發 向上せ しめた 事、 (三) 軍隊 衛生に 關 する 諸般の 

敎科書 を 改定した 事 等が 重な もので、 その他 數數の 施設 は、 「軍醫 としての 鹧外 先生」 に 記されて ゐる。 醫務 局長 

は 先任者の 推薦す るの が鐵 則に なって ゐて、 兄の 後 住 は 鹤田賴 次郞 博士、 鹤田 局長の 後 住 は 山 田弘倫 博士で あつ 

た。 

陸軍 を 引退す るに 當 つて. 全 國軍醫 の 釀金を 以て 漢籍 類 數百部 を 購入 寄贈され たので、 左の 五 絕を美 濃 紙に 印 

刷して 謝狀に 代へ た- 

丙 辰 乞 骸骨 同 班 

諸 醵 千金 購書 爲贈賦 謝 

解 綬非成 趣 桂冠 擬避 賢， お @ 雕朽木 老大免 左遷 袞職無 所 補 友 僚 幸 不捐去 時^ 嘉呪圖 書 百 千篇 世上 爭 名利 群蠅逐 

脆 接 惟 吾 甘 守 拙 深知鵬 凝 不歎貧 厨 素 歎 無 買書錢 一 朝 揷架富 宿 恨 方 総 〔1 有 似 古東 野 喜 迎玉川 船 不羡鄴 侯 軸 五 

率 任 獨專對 此忘寢 食 朱 丹 手 磨硏間 125 有 至 樂足以 送暮年 

森 林 太 郞拜草 

そして その 書に は  一一  j 


解 組 丙 辰 初 

同僚 貽此書 

と 篆字で 刻した 朱印 を卷 頭に 擦した。 

六 年 元 R 一より 七日までの 大阪 毎日- 東京 日日 雨 新聞に r 都 甲 太 兵衞」 を 書いた。 太 兵 衞は細 川 家の 臣で、 武 

道の 腹の 出来て ゐる事 を宮本 武藏に 見出された 人物で ある。 一 一十 八日 今 關天彭 氏 著 支那 戲曲集 等に 序文 を 草し- 

五月 實業之 日本 社發 行の 故文擧 博士 上田 敏氏 遺稾 現代の 藝 術の 序 を 作った。 

八月 一 日黑潮 第二 卷第八 號に施 無 長 庵と いふ 人が 「杏林の 人物」 の 一 として 森 鶏 外 を 論評し- 醫擧 上に も 文學 

上に も寸 毫も 取る 處 なき 人物 だ. と斷定 した。 赤 木 桁 平氏 は 九月- 十月の 同號第 九、 十號に その 反駭を 書いた U 八 

月 三十日 春陽 堂から 名家 傑作 集 第 十二 編と して 「還 魂錄」 を 刊行した。 內容は 明治 四十 三年 十月 出版の r?;l^，- 

と问 一 である。 

九月 一 日 斯論第 一 卷 第五 號に 「なかしき り」 を 寄せた 3 六日から 十八 日まで 大阪 毎日、 束 京 日日 雨 新聞に 「鈴 

木 藤 吉郞」 を 載せた。 これ は 鈴 木の 族 人 越 川 文 夫と いふ 人が. 松林 伯圓の 講談- 安政 三組 にい ふた 事の 妄を辯 

する 爲に、 资料を 蒐集して 之 を 兄に 托した から- それ を 整理して 雪冤の 筆 を 執った。 十月 十四日に は秋莊 子が 寄 

せた 鈴木傳 考異. 十五 日に 逸 名 氏が 寄せた 鈴 木 藤 吉郞の 墓の 事 を も 載せた。 九月 十九 日より 十月 十三 日までの 兩 

新開に 「細 木 一 W 以」 を 載せた。 香以は 山城 河岸の 今紀 文と いはれ た津 藤の 事で、 香以の 後生 前 恩顧 を 受けた 連 

考證！ &者傳 記の 研究  一 五 五 


鷗外 森林 太郞傳  一 五六 

中が 集まって- その 追悼 會を いたのが 圑子坂 上觀潮 樓の舊 宅であった 緣 故から 書いた ので ある。 

十月 十四日から 二十 八日までの 東京 日日 新聞 (十八- 二十 ニ兩日 休載， 大阪 毎日 は 十六 日より 二十 八日まで) 

に 考證舉 者の 第三 「小 嶋寶 素」 を 揭げ- 三十日より 蘭軒傳 中に 現 はれた 「北條 霞亭」 に 就き、 新 資料に よって 書 

き 出し， 十二月 二十 六日に 至った。 同月 永らく 休刊した 帝 國 文 擧が化 驻品商 三輪 善兵衞 氏に よりて 與 し- 後一 驟 

末 雄 氏が 編輯 主任と なり. 第二 十三 卷 十月 號を 復活 號 として 出す により- 鈴 木 春 浦 筆記の 「觀 潮摟間 話」 を- S 

年 一 月の 第一 一十 四卷第 一 號 とに 分載した。 

上  演 

今年 は 二月に 京 橋の 鴻の奧 で 新劇 場の 連中が 「奥底」 を 演じた 他 は 知らない。 

十二月 二十 五日 帝室 博物館 總長 兼圖書 頭に 住 じ- 高等官 一等に 敍 せられた" この 口 

旣脫朝 衣賦遂 初" 何 圖枕上 落 除 書。 石渠天 祿淸閒 地" 且爲吾 皇掃蠢 魚 

Q 詩を賦 した。 かくて 宮 內省關 係の 職に 就く と共に >  新聞と は關係 を絕っ 事と した。 

十六、 帝室 博物館 總長蒹 圖書頭 


大正 七 年 元 H 一より 十日まで 柬京 日日 新聞に 「禮儀 小言」 を 書き- 大阪 毎日 新聞に 五日より 十四日までに 轉 載し 

た" これ は宫內 お入りの gl 令 を 受けぬ 前に 送稾 したので ある。 二  W: 一日 帝 國文舉 第二 十四 卷 第二 號ょリ 「北條 霞 

亭」 の 精稾を 出し 始め、 九 年 一 月 第二 十六 卷 第一 號に 至り * 同誌 廢刊 のた め 止む。 十五 日 春陽 堂より 「高 照 舟」 

を 出版す つ 四六判. 洋緩. クロ ォス 装、 箱 入- 三 三 七 K- 創作 小說、 「高瀨 舟、 ぢ いさんば あさん * 最後の 一 句、 

山椒 大 夫- 寒 山 拾 得>  魚玄撵 *  二人の 友. 天 寵-餘 與」。 脚本 「曾 我 兄弟. 女が た」 を收 めて ある-) 同日 西 尾 豐作氏 

奢^ 條き 量に 題 詩 を 寄せた：  . 

九 W: 淺草 公園に 立つ る暫に 粉せ し 九 世 團十郞 の 銅像に 刻す る 「堀 越秀 銅像 銘幷序 j を 作り、 叉 白木屋 吳 服店發 

行 白木 害- 帖の 題辭を 作った。 

十 一 六日の 夕 博物館 總長 として 始めて 正 倉 院爆凉 に立會 のた め奈 良に 出張した" 元来 兄 は 旅行しても 宿屋に 

泊る のが 嫌 ひで， この 奈良 行に も 主事 祌谷初 之 助 氏が 大變 困った が. 幸 ひ 博物館 宫舍が 空いて ゐ るので 其 處に泊 

る ことと し、 蒲 團類は 宅より 送らせ、 同 館 美術部に 勤めて ゐる わたくしの 親友 吉浦祐 全 君が 隨行 する 事と たって. 

左の 品 書 を 渡して 用意 させた。 原物 は卷 就に 一 つ 書きに して あるが、 此處に は 上から 書き下して 寫 して 置く。 

机 小， 勝 一 、 茶碗 一、 皿 二 枚， 小 丼 一 、 ^ 鉢 一 、 杓子 一、 塗 著 • 火鉢 陶 * 火箸 • 

茶. 醬油 上、 00 一  本 上- 炭 一 依. 米- 奈良漬、 梅干、 角砂糖 上、 卯 一 不， 土瓶  一 、 ？ J5 一  , 小刀 SS 用、 

市の 圖、 

七日の 夜に 入り 鹿の 鳴 背 を 聞いて， わたくしに 寄せた 葉書に 

帝室 博物 節總ぉ 兼 31 書 頭  1 五 七 


ほ 外 森林 太郎傳  1 五八 

奈良 一一， 宿 シテ始 テ鹿鳴 ヲ聞キ 候 只今 乇盛 一一 嗚キ 居リ候 

戊 午 十一月 七日 夜  ， 

奈良 博物館 

森 林太郞 

森 潤 三郞樣 

と ある。 鹿の 聲は津 和 野 を 出てから 恐らく 始めて であらう。 正 倉院は 雨が 降る と 開かれす * 朝 開いても 雨が 降り 

出す と 直. ぐに 閉ぢ るので、 その 時 を 利用して 諸 所を兒 物して 歩いた。 同月 十八 日に 來た 手紙に は 

葉書 幷書狀 皆 到着 イタ シ候兩 人 共 無事 之 由 奉賀 候當 地眞ノ 古蹟 ト稱 スべキ モノ ハ日歸 リノ 出来 ル限殆 ド看盡 

シ候 日歸リ ト云フ 中-一 モ朝 ヨリ 出ヅル コトヲ 得 シハ只 一 日-一 テ共 日-一 舊都 南部 ヲ見テ 大ニ片 ガ付候 菅原， 喜 

光寺 • 垂仁 陵. 唐招提 寺. 藥師 寺、 等 其 日 一一 看 候 其 日-一柳 里 恭ノ墓 一一 モ ユキ シ 一一 郡 山 停留 場トハ 反對ノ 方向 

ナルュ M 大 一一 時 問ヲ^ シ候吉 浦 無恙候 昨日 喜 田貞吉 京都 ヨリ 來リ 面談 イタ シ候舉 者ラ シキ人 一一 テ只 今迄 一一 正 

倉院 一一 來シ ハ 同人 ト近 熏眞澄 トノミ 一一 候 昨日 ナ ドハ 八十 餘 名來シ 一一 知名 ノ士 ハ嶋文 次郞ト 京都府 知 m トノミ 

- 候 

戊 午 十 一 月 十八 日 

森 林太郞 

森 潤 I ニ郞様 


ま： 田 氏 は當時 京都 帝國 大蔡敎 授文舉 博士， 近 重 氏 は 同ェ學 博士で， 法隆寺 壁畫に 硬化 法 を 施した 學者 である。 

^氏 も同敎 授文學 士 で , 漢詩 人 故 野 口 寧齋氏 の 令弟なる こと は 知らぬ 人 もな いで あらう C 

公  職 

九月 六日 美術 霧 査委： SL. 會委 1 貝 仰 付けられ、 第三 部 主任 を 命ぜられた。 

同 八 年 二：：；； 上 溝 絕代至 寶帖の 序 を 草し、 自筆の まま を 印刷して 載せた。 本書 は 東京 帝窒 博物館で 開かれた 特^ 

陳列 品の 寫眞 である。 同月 翻譯集 「蛙」 の はしがき を 作り. 本文 は 五月 十三 日 三 田 文選の 別冊と して， 玄文社 か 

ら 菊判- 洋綴、 天金， ク ォス 装， ^人、 四 三 一 頁" 藤 嶋武ニ 氏 装幀で 刊行され た。 內容は 小 說六篇 「蛙、 舞蹈， 

鑑定人 父の 1* 亮 光- 女の 決闘」， 戯曲 四篇ー 街の 子. 白衣の 夫人、 忘れて 来た シルクハット、 手袋」、 抒情詩 六 

篇 で， その はしがきに 

機會 はわた くしに 此書を 公に せしめた。 書中に 牧 むる 所 は皆譯 文で ある。 わたくし は 老いた * 翻譯文 藝を提 

げ て..^ に兑 ゆる も 恐らく は 此書を 以て 終と する であらう。 

書 は 何故に 娃と 題す るか。 プロ ワン ス の 詩人 ミ スト ラル の 作 ナルボ ン ヌ 0 蛙が 偶然 卷 頭に 躇 つたが ためで あ 

る 0 

しかし 偶然 は必 すし も 偶然で ない。 文壇が ト a ャの陣 なら， わたくし もい つの 間に か ネス トルの 位遗に 押し 

進められた" 其 位置 は 久戀の 地で は. い。 わたくし は 娃の兩 棲 生活 を 1^ 鑌 する ことが 今旣に 長き に 過ぎた。 

歸 りなむ いざ. 歸 りなむ いざ、 氣 みじかな 靑 年の、 鐵椎の 頭の 上に うちおろされぬ 問に 

帝室 博 f 館 長 兼 1 書 頭  1 五 九 
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已 未の 二月  一 

と あ-る 翌九年 六月 改めて 單行本 背革 紙 装と して 同社から 出版され た。  一 

三 月 長男 於 蒐が秋 田 の 醫原 平藏氏 の 長女 富貴 子と 結婚した。  ； 

十二； ^十八 日 春陽 堂から 傳記集 「山 房 札 記」 が 刊行され た。 四六判 >  洋綴、 ク ri ォス装 箱 入- 三 八 六 页. 「栗 一 

山 大膳. 梠 原品. 都 甲 太 兵衞、 壽阿彌 の 手紙、 鈴 木 藤吉郞 * 細 木 香以- 津下四 郞左衞 門」 を收 めた。  一 

公  職  ^ 

九月 五日 帝國 美術 院 規程が 勅令 を 以て 公布され. 八日 帝國 美術 院長 を 仰 付けられた。  一 

同 九 年 元旦の 白樺 第 一 號に Striiidberg の 「ペリカン」 を譯 載した。 一 一月 十九 日 中央 美術 協 會發行 紫 錦； £ に 題 

辭を 害いた。 三月から 翌年 八月に かけて 培 風 館から 標準 日本お 伽 文庫 六 冊が、 兄と 鈴 木 三重 吉- 松村武 雄、 淵 一 

冷 佑と 四 氏 同 撰で 刊行され た。 これ は 現行のお： 哳の體 に慊ら す- 斯の 如くなら ざるべ からすとの 見解 を 示した； 

もので * 第厂 1 曰 本 m 話 二 冊、 第二 編 曰 本 傳說ニ 冊- 第三 編 曰 本 祌話ニ 冊に 分 だれ * 四六判、 洋辍、 1. 久米ー 

修ニ氏 装 is, 箱 人で ある。 わたくし は その 中の 神代 1^ 亮 氏に 寄贈され た 日本 傳說 だけ を 見た ので あるが、 題號 か； 

ら タイトルまで 皆 兄の 第蹟 であった。  一 

三月 二日 圖書 頭と して 犬皇 皇族 實錄の 編修に 就いて 訓示す る 所 あり- 編修 者 を 五 班に 別ち- 一 班 を 編修 官ー 人； 

補助員 二人 寫字生 二人と し. 一 日 1_ 木禁 する 所の 资料 七薬鎮 * 二葉 を 以て 率と し、 八 年に して 竣功 を 期す るに あつ 一 


九 小 野 善 太 郞氏著 正 倉 院の 突. に 序 を 書いた。 

「北 條霞 亭」 を 連載した 帝 阈文學 は， 今年 一月 號を 出した だけで 再び .M 刊 となり. 霞 亭の する 一年 前で 中斷し 

たが， 十月 一 日ァ ララ ギ第 十三 卷第 十號 から 題 を 「霞 亭 生涯の 末 一 年」 として 揭載 する 事と なり、 翌年 十 一 月の 

第 十四 卷第 十一 號で 漸く 完結した。 兄の 健 も その 頃から 衰弱の 度が 加 はった ので、 抽齋、 蘭 軒の 傳の 如く 充分 

に 補訂 を 加へ る ことが 出来なかった。 

十； ：！： 十五 日銀 鈴 社から- 「天 保 ものがたり」 が 刊行され た。 內容は 大正 三年 五月 鳳 鳴 社 版と 同一 で， 四六判、 洋 

緩、 布 装、 天金、 見出し 色 刷， ニニ 一  頁で ある。 

大正 十 年 三月 二十 六日 文藝 座が 帝！； 劇場で I 靜」 を 上演し- 守 田 勘 顧が 安達 新 三郞に 初瀨浪 子が 靜に扮 した。 

同月 宮内省 阖書 寮から 「帝 謚^」 が 限定版 一 百 部、 毎 册番號 人で 刊行され た。 美 濃 1:, 和紙 和装 二三 四页 であ 

る。 圖書 頭に 就 住した 當時、 圖書 寮で は 帝 謚考を 編輯す る や 否やが 問題に なって ゐ たさう であるが， 兄 は 就任 後 

直ちに 編輯す る こと を 決定した。 これ は II 代 天皇 謚考の 出典 を 考察した もので、 僅 一年 半で 完成し  >  今囘 印行 さ 

れ るに 至った ので ある d 引績 いて 大化 以来 明治に 至る まで 二百 四十 有餘の 年號の 出典 を考證 した 「元 號考」 の 編^ 

に 着手し、 薨去の 數日 前まで 筆 を 執った が， 遂に 完成に 至らなかった、， - 

七月 五日 善 文 社から 脚本 名著 選藥 第一 編と して •  Strindberg の r ペリカン」 が 出版され た。 三 五 判， 洋緩， 表 

紙 は 紙-背と 裘とは クロ ォス 装、 一二 五- n である。 

十 R: 十八 日 陽 堂から 森林 太 郞譯文 桀卷ー として、 「獨逸 新劇 篇」 が 刊行され た。 四六判、 洋綴、 節 親 表装. デ、 

帝室 博！： 长兼 K 書 頭  1 六 1 
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金箱 人 > 九 三 八 頁、 「寂しき 人人、 僧房 夢、 花束. 出發 前半 時間 >  ヂォゲ ネスの 誘惑 * 街の 子、 我；： -tr 負けた る 人 * 

夜の 二 場， 飛行機」 が收 めて ある。 

十一月 一 日與 謝野寬 氏の 明星が 再與し • その 初號 から 「古い 手帳から」 を 連載し， 翌年 八月 號に 至った。 

是歲 (月日 不明) 遠 江阔濱 松が 市と なった 爲に、 市 歌 及び 行進 歌 を 作り. 本 居 長 世 氏が 作曲し- 市役所から 二 

枚 折 小型 紙に 印刷して 配布され た。 

公  演 

自 三月 二十 六日  靜  文藝座  帝阈 劇場 

靜  初 瀬浪子 安達 淸恒  守 田勘彌 

公  職 

六 n:: 十五 日 臨時 國語 調査 會長を 仰 付けられた。 

大正 十 一 ハ+は 薨去の 年で ある、 一 月 一 日 明星 (後期) 第 一 卷 第三 號に 出た r 奈良 五十 首」 は. 前年 十 一 月 正 倉 

院に 出張 中の 作で、 曾て E 卯に 「我 百 首」 等 を 公に した 以来、 久し振りに 短歌の 感輿を 得て 多く 作った ので あるが、 

これが 兄の 短歌の 最後の 製作 ともなった" その 第二 首に 

識れ りけ る 文屋の あるじ 氣狂 ひて 電衷 のみ 見て あれば 甲斐無し 

は 二 〔小 都 寺 町 丸太 町 通りに 漢籍 を 主と し 商 ふ彙文 堂の 主人 大嶋友 直 氏で、 初め 東京で 書物 を脊 負って 歩いて ゐ たが 

京都へ 來 てから 成功し， 京都 帝 國大擧 の 狩 野 直 喜- 內藤 湖南 兩 博士 等に 愛顧され たが， 腦を 病んで その後 一 二 年 


して 死んだ" わたくしと は 束 京に 居る 頃から 心 易く、 從 つて 兄から も 種種 注文が あり、 京都へ 寄る 度に 店 を訪ふ 

たリ 

二：^ 六日 白木屋 吳服店 圖案課 編 暴 印度 更紗 模様に 序 を 書いた" 更紗の 語源に 關 する 考證で * 自箠. 横書きの まま 

を寫 tt; 石版と し. 四月 二十四日 出版され た， これが 兄の 公表され た 最後の ものと なった。 

於蒐は 解剖 擧 研究の 爲獨逸 國留舉 を 命ぜられ、 三月 四日 出發 し， 十三 年 九月 二十 九日 歸 朝した- 

前年 秋 頃から 時時 下肢に 浮腫が あり、 家族 は腎隨 病で はない かとの 疑 を 抱いて 尿の 撿查を 薦めた が， 醫 者の 診 

ぃ：^-は絕對に受けぬ主義を固執して- 相 變らす 博物館と 圖書 察に 出勤して ゐ たが、 今年 春 流行 性感 胃に 罹り >  それ 

が こ ぢれて 癒えす、 六 月 十五 日から 引 籠り. 賀古 氏の 切なる 勸吿で 漸く 檢尿を 行 ひ. その 結 31- は 蛋白 中等 度に し 

て 多少の 圓柱を 認められた。 二十 九日 漸く 醫舉 博士 額田晉 氏の 診察 を 受け、 且 今後の 處置を 一切 同氏に 任せた。 

診察の 結 3^ 萎縮腎に して 證狀顯 著、 稍 重症， 身體の 衰弱 著しく， 額面 及び 四肢に 輕 度の 浮腫 あり、 心隨 衰弱の 徵 

ぁリ とい ふ 事であった- 七月 六日 症 狀增惡 し、 衰弱 益 加 はり、 脈搏 頻數 時時 結滞す る も 意識 は尙 明瞭で * 遣 言 を 

口授して 賀古 氏が 筆記した。 

余ハ 少年 ノ時 ヨリ 老死 一一 至ル マデ 一切 祕 密無ク 交際 シ タル 友 ハ賀古 鶴 所 君 ナリ、 コ コ 二死 一一 臨 ンデ賀 古君ノ 

一筆 ヲ煩ハ ス * 死 ハー 切ヲ打 チ切ル 重大 事件 ナリ- 奈何 ナル 官憲 威力 ト雖 モ此ュ 反抗 スル 事ヲ得 ズト 信ズ、 

余 ハ 石 見 人 森林 太郞ト シテ死 セント 欲ス、 宮内省 陸軍省 皆 緣故ァ レ ドモ、 生死 別 ルル 瞬間 ァラュ ル 外形的 取 

扱ヲ 辭ス、 森林 太郞 トシ テ死セ ン トス、 墓ハ 森林 太 郞墓ノ 外 一 字 ホル (假名 デ好 ィョ) 可 カラ ズ、 書 ハ中村 

帝室 博！ ^ 館 港 長鲁阅 * 館  一 六 三 
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不 祈-一依 托シ、 宮內 軍 ノ榮典 ハ絕對 一一 取リ ヤメ ヲ Is フ、 手 續ハソ レゾレ アルべ シ、 コ レ唯 一 ノ 友人 一一 云 

ヒ殘ス モノー 一  シテ 何 人ノ容 喙ヲモ 許サズ 

大正 十 一 年 七月 六日 


賀 古 


林太郞 言 (抱 印) 

0 所 書 

七日 諸症頓 に增惡 し、 九日 午前 七 

時 遂に 薨去した. に 年 六十 一 。 病 

革る に 先立 ち特  一〕！ - を 以て 位 一 級 を 進 

めら れ- 從 二位に 敍 せられ、 十二 日 

谷中齋 場に 於て 怫式 によりて 葬儀 を 

行 ひ . 荼爲 し た 遣 骨 は 向嶋 弘福 寺 に 

埋葬した。 法 號は弘 福 寺 住職 日向 義 

角 師が文 林 院殿鵾 外 仁賢大 居士と し 

たが， 桂 湖村 氏 等が 仁 賢 は帝謚 にあ 

る から 避く べしとの 意兒 に從ひ 貞獻 

院 殿文穆 思齊大 居士と 改めた。 


は 遺 Ik の 如く 中 村不折 翁の 筆 を 以て、 「森林 太郞墓 j の 五 文字 を 書し、 墓 形 は賀古 氏の意見で 小石 川 大爆先 儒 墓地 

に 在る 寬政三 博士の 一人 古賀精 里の 墓に 則り- 駒 込の 石 匠 酒 井 氏が 彫刻した。 十二 年 突 亥 九月の 震災で 弘福寺 全 

燒 し- 役與後 墓地 整 现の爲 に、 墓域を」^:下三應村禪林寺に移轉した- 

博物館 總長 として 殘 した 功績 は. 今まで 博物館の 役 人 は 古物 倉庫 の 番人に 過ぎない とい はれた の を 打破って、 

年報 や 講演 集 を 刊行し その 事業 を 世 問に 知らせ * 叉 正 倉 院拜觀 者の 資格 制限 を擴 張し， 或は 舉者を 保護して 各自 

^門 の 研究 に沒 頭す る 事の 出来る やうに した 點な どが 擧げ 得る であらう" 今 東北 帝國大 舉敎授 の 山 田 孝 雄 博士 • 

奈 良で 假名の 研究に 沒 頭して ゐる大 矢 透 氏、 說文 家と しての 岡 井愼吾 氏な ど は * 兄が 最も その 篤學に 信頼した 人 

人で ある ^ 自分で は 博物館 萬 卷の藏 書 解題 を 作る ことに 力めた が、 衰弱の 爲に 半途に して 罷ん だリ 

薨去 當 日から 葬送の 前夜まで 通夜に 集まりし 人人の 追想 談は、 鈴 木 春 浦 君が 筆記して 明星 記念 號に 載せた。 十 

一 日の 夜 わたくしが 次の il に 唐紙 を 延べて 自署 を 乞 ふたの が、 於蒐の 許に 保存され てゐ る。 先づ 最上 部 右方に 日 

淸戰 役の 際 兄より^ 村 氏に 贈った 七 律た 布 村 氏 他 一 人が 分 書し， 黒木 安雄 氏が その 所. H を 書した。 

朝 拋鸭綠 失逾疆 暮棄遼 東 作戰場 

憐 火照 林 光慘情 伏 屍 掩野血 玄黄 

雄 軍 破 敵 如摧朽 新政 施 恩 以送涼 

天子 當陽 感德編 何 須徒頌 古 成 湯 

右 七 律 一 ^係 鶏 外 先生 旅 順 戰後舊 作 

帝室 博 兼^ fil^  一  六 五- 
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和食 器 堂 分錄半 章奉奠 先生 靈前以 代 

蘋蕩予 乃 記 其 所 由 云 時 大正 十 一 年 七 

月 十 一 日夜 也  黑木 安雄 

同じく 左方に 男爵 山 根武亮 中將が 「哀悼」 の 二字 を 大書せられ. その 下に 平野 萬 里 氏が 

先生 を 少年に して 知りし 家 その 家に 夜の しらみ ゆく とき 

前記 七 律の 下に は 北 原 白 秋 氏が 

おのっから うら さ ひしく ぞ. りに ける 御 庭の くさの そよ ぐ を みれば 

その 下方に 濱野 知三郞 氏が 「斷 腸」 の 二字 を 書し、 次で 與謝野 寛 氏が 

寛 われ 啞ー ならね ども この 大人の みま へ にあれば 言葉な かりし 

萬 里 氏の 下方に 佐 佐 木 信 綱 氏 は 

夏の 花の さきみだれ たるう へ にしるく^；；かすかたのたちまさりける 

その 右に 久保 田米齋 氏が 畫を. 內田魯 庵 (內田 貢). 吉井 (勇/ 小山 內 C 薰)、 永 井 (荷 風)、 □□ (吟 平)、 石 井 (柏 

亭)、 山 本 (鼎)、 鈴 木 (春 浦). 姊崎 (正 治)、 木 (三重 吉)、 芥川 (龍 之 介) の 諸氏が 署名され た。 


十七、 餘  錄 

以上 兄が 生前の 著作 * 講演、 演劇， 官歷 を刘擧 し. 又 兄に 對 して 成された 重な 評論 を も 記して 置いた" 次に 薨 

去 後 刊行され た雜 誌の 記念 號、 著作 集- 評論 類の 表と. 關 係の 催し物に 就いて 記す 事と する。 但卽興 詩人と か幽 

靈 とか 生前 單行 本と. なった もので、 薨去 後 春陽 堂 文庫 岩波 文庫に 牧 めて 出版され たもの は. 生前 出版の 條に倂 記 

したから 省いて、 此處に は 一 一種 以上 を 合した 分 だけ を 揭げる ことにした。 

^^^0 境 ナ\ 利劇篇 

四六判、 洋綴、 節 絹 表装， 天金， 箱 入、 紙數八 〇 四 頁 T 猛者、 短劍を 持ちた る 女- 耶蘇 降誕 祭の 買 人、 戀 

愛 三昧、 奥底. {n 衣の 夫人， 家常 茶釵、 痴人と 死と、 謎」。 大正 十 一 年 八月 十三 日刊 行， 春陽 堂。 

文豪 鹞外 森林 太郞 

新小說 臨時 增刊。 菊判、 假綴、 i, 一  七 八 頁、 ロ繪 三枚。 

躂外 森林 太 郞小傳  新小說 編輯 部 

森林 太 郞氏略 年譜  同 

森林 太郞氏 著作 年表  同 

0  0  1 六 七 


^外 森林 太郞傳 

森 先生の 輪郭 

鹉外 先生 

森鹉外 君 を 憶 ふ 

森林 太郎 氏と 明治 文舉 

^外 博士の 翻 譯と獨 逸文 學 

^外と 佛蘭 西文舉 

^外 先生と その 戯曲と 

文藝 批評家と しての 森 博士 

森鷗外 博士の 折：： 擧 思想 

新 詩 史上 森 博士の 立場 

森さん と 簿記 考設 

考證 物と 歷史 小説 

鹧 外氏晚 年の功 業 

鴨 外 氏の 歷史 小說 

美術 批評家と しての 森さん 

ス バル、 三 田文學 時代 


一 六 

平野 萬 里 

仏 I 木春沛 

坪內^ 遙 

野 上 豐 一 郎 

茅 野蔬蕭 

廣瀬& "士 

小山 內  潔 

竹 友 藻 風 

桑 木嚴翼 

日 夏 耿 之 介 

三 村 淸 三 郞 

徵野知 三 郞 

赤 木 桁 平 

菊 池  寬 

新 海 竹太郞 

小嶋 政ニ郞 


「人」 及び 「藝術 家」 としての 鵾外 博士  ， 

C 水鏡 花. 德田 秋聲" 鈴 木 三重 吉， 佐 佐 木 信 綱、 岡 田 八千代- 濱野知 三郞， 芥川龍之介、 圑 伊能， 上司 

小劍， 嶋崎藤 村、 伊原 靑靑 園、 吉井 勇. 長 田 幹彥， 長 谷川 如是 閑， 野 口 米 次郞， 山 岸 光宣、 長田秀 雄、 

畔柳都 太郞- 戶川秋 骨 


軍 醫總監 時代の 森 博士  山田弘 

帝國 美術 院長と しての 森 君  正木 直 

宫內 省圖書 頭と しての 森 博士  五味 均 

帝室 博物館 長と しての 森 先生  神 谷 初 f 

森 博士の 片影 

齋藤 勝壽， 井上通泰， 市 村 讚 次郞， 與 謝野寬 

森 鹧外氏 逸話 選 

鹞外 博士の 臨終  額 田 

掉森 先生  齋藤勝 

大正 十一 年 八月 一 日刊 行、 春陽 堂。 

鹞外 先生 追悼 號 

三 W 文學第 十三 卷第 八號， 菊判、 假綴. 紙 装， 一 五 九 頁 •  ロ鎗ニ 枚。 

餘  錄 


彥 

平 


晉 


1 六 九 


薛外 森林 太郎傳 

森林 太郞 先生 略傳 

先驅者 

鹉外 先生と 觀潮摟 

鹧外 先生の 追憶 

故 森林 太郞 先生 追 棹の 記 

森 鸛外 先生 

森 先生と 支那 文學 

「萬 年艸」 時代 以後 

消 滴餘事 

鸛外 先生と 「とりで」 

森林 太郞論 

「雁」 一 篇 

鷗外 先生 

「玉 匣兩 浦嶋」 の こと 

更に 衰へ ざり し鹞外 大人 

千駄 木の 先生 


1 七 c 

小嶋 政ニ郞 

水上 瀧太郞 

永 井 荷 風 

戶川秋 骨 

千 葉鑛藏 

小 ^；水 信 三 

奧野 信太郞 

鈴 木舂浦 

佐 佐 木 茂 索 

宇 野四郞 

井汲 淸治 

三 宅 周太郞 

茅 野蕭蕭 

久保田 萬太郞 

0 場 孤. 蝶 

小山 內  薰 


文搜の ネス トル  澤木 四方 吉 

森鵄外 先生 追悼 號 

明：； 少. 第一 ー卷 第三 號至 第六號 * 大正 十 一 年 八月 一 日 至 十 一 月 一 日刊 行- 明星 發行 所。 

tj^ 三號 (卷頭 「古き 手帳から」 原稾」 


晶 

荷 


森林 太郞 先生 書牘 (其 一 ) 

うたかた 

森 博士の 生涯 

森 先生の 思想 

森 先生の 事 

森 鶴 外 君の 追憶 

离外 先生の 詞 

森さん に 就て 

通夜 筆記 

賀古鹤 所、 巿村讚 次郞- 齋藤勝 壽* 小金 井 良 精 四 氏の 談話 を 鈴 木 春 浦 君が 筆記した。 

涕 淚 行  與 謝 野 寛 

第四號 (卷頭 正宗 敦夫 氏所藏 色紙) 

餘錄  一七 一 


與 謝 野 

德 富 

桑 木 

永 井 

魯  庵 

小山 內 

石 井 柏 


子 

薰 

亭 


SF 外 森林 太郞傳 

森林 太郞 先生 遣 文 (其 一 ) 小說論 (卷 頭) 

森林 太郞 先生 書 W  (其 二) 

森林 太郞 先生 哀慕 篇 

一 、 亡き 兄の 思 出 (上) 

二、 森 先生に 就て 

三 >  鸭外 大人の 思 出 

四" 森 先生の 追 億 

五、 高湛 先生と 私 

t ル五號 

遣 文 (其 一 一) 假名 遣に 關 する 意見 

書牘 (其 三) 

哀慕 篇 

七， 亡き 兄の 思 出 (中) 

八， 鷗外 先生の 詩 

第 六 號 

哀 慕 篇 


七 


森 

正 


森 

人 


田 

宗 


澤 


三 

增 

敦 


三 

達 


夫 


5- 

吉 


九-追 錄 二三  森 潤三郞 

第七號 

遣 文 (其 三) 北 清事變 一 面の 觀察 

哀慕 篇 

十、 亡き 兄の 思 出 广下)  森 潤三郎 

十 一 、 鷂外 博士と 私  池 田文痴 

序に 翌 十一 一年 八月 一 日 第四卷 第一 一 號に揭 載の 分 を 附記して 置く。 


鹤外 先生の 追憶 

(陸軍省に 於け る 事 ども) 

兄の 一 週 忌を迎 へて 

森 博士 追掉號 

心の 花 第一 一十 六卷第 八號、 大正 十 一 年 八月 一 日刊 行。 

森林 太郞 博士 

森 博士の 追懐 

蔡 者と しての 森 博士 

森 先生 を 憶 ふ 

餘  錄 


森 


桑 

山 

濱 


木 

村 

野 知 


孝 


三 


庵 


萬 年老 生 


三 郎 


翼 

雄 


七 一 ニー 


外 森林 太郞傳  一 七 四 

森 先生と 亡き 父  上田 瑠璃 子 

森 博士  佐 佐 木 信 綱 

巴 里なる 一 11- 莉子 様に  佐 佐 木 雪 子 

森 博士と 心の 花  佐 佐 木 信 綱 

森鷗外 氏の 追憶 

演藝 « 報 第 九 年 第八號 (大正 十 一 年 八月 一 日發 行) に收 めら る" 

鷗外 博士の こと  永 井 荷 風 

森 先生と； i#  與謝野 晶子 

森 博士と 劇界  鈴 木舂浦 

この 他 新聞 雜 誌の 追 惮談は 省略に 從ふ。 

鵾外 全集 

菊判- 洋 綴- クロ ォス 装， 長 原 4- 水 氏 装幀、 中 村 不折氏 題字、 夭 金. 箱 入。 第 一 卷至 第三 卷藝術 論 篇， 第 

四 卷创作 戯曲 篇- 創作 小說篇 • 第五 卷 創作 小 說篇. 第六卷 韻文 篇、 帝 謚考， 元 號考、 第 七 卷至第 九 卷史傳 

0, 第 十 卷至第 十四 卷翻譯 戲曲篇 * 第 十五 卷第 十六 卷翻譯 小說篇 第 十七 卷第 十八 卷 軍陣 衞生醫 梨篇。 大 

正 十一 一年 一 月 至 昭和 一 一年 十月 刊行 鷗外 全集 刊行 會。 

消 滴 


菊半截 判， 洋 綴- 羽二重 表装 • 在 田 瑪氏装 幅、 代表的 名作選 集 第三 十八 篇" 內容 明治 四十 四 年 十月 刊行 單 

行 本と 同じ。 大正 十二 年 四月 六日 發行 新潮 社" 

うたかたの 記 他三篇 

岩波 文庫 第 一 〇 一、 菊半截 判. 假緩、 紙 装、 平 福 百穗氏 意匠。 內容 うたかたの 記. ふた 夜、 舞姬、 文つ か 

ひ" 卷末小 嶋政ー ；郞 氏の 畴外略 傳を添 ふ。 昭和 一 一年 十月 一 日發 行， 岩波 書店。 

森 鶴 外 集 

現代 日本 文舉 全^% 第三 編， 菊判， 上製 洋？ r ク a ォス 装， 杉 浦 非 水 氏 装， 天金， 箱 入。 並製 洋^, 布 装 • 

本文 五 百 二十 K, 卷頭 小傳ー 页， 卷 森 潤 三郞編 年譜 六 頁" 卽與 詩人. うたかたの 記 • 舞姬、 文づ かひ、 

埋木. 玉 t: 兩浦 ST 日蓮 上人 辻說 法. ヰタ- セクス アリス- 金^^羅. 生 田 川. あそび、 蛇， 心中. 妄想： 

百物；^^ 雁、 高瀨 舟- 阿部 一族- 山椒 太夫 • 細 木 香以、 古い 手帳から、 長 宗我部 信 親， 沙羅の 木、 我 百 首 

(附) 詩歌 抄。 昭和 三年 一 月 一 日刊 行 改造 社， - 

森鷗外 研究 

小嶋 政ニ郎 氏、 新潮 社 版 日本 文 講座 第 十六 卷、 第 十七 卷の 中， 昭和 三年 四月 五月 刊行， 新潮 社。 

I 森 鶴 外 集 

新選 名作 集の 內、 四六判、 假 綴， S. 七 四 五 短篇 小說 そめち がへ、 魔睡， 獨身， 青年、 藤辆 簿、 M ハ 

津彌 五右衞 I： の 遣 書 * 佐橋甚 五郞， 護持 院ケ 原の 敵 討、 大鹽平 八郞， 安井 夫人， 津下四 郞左衞 門， 栗山大 

^錄  1 七 E 


略 外 森林 太郞傳  一 七 四 

森 先生と 亡き 父  上 瑠璃 子 

森 博士  佐 佐 木 信 綱 

巴 里なる 安莉 子 様に  佐 佐 木 雪 子 

森 博士と 心の 花  佐 佐 木 信 綱 

森鷗外 氏の 追憶 

演藝 * 報 第 九 年 第八號 (大正 十 一 年 八月 一 日發 行) に收 めら る。 

鷓外 博士の こと  永 井 荷 風 

森 先生と 私  與謝野 品 子 

森 博士と 劇界  鈴 木 春 浦 

こ の 他 新聞 雜 誌の 追悼 談は (せ 略に 從ふ。 

鷓外 全集 

菊判， 洋綠， ク." ォス 装， 長原4-水氏装^^、 中 村 不折氏 題字、 1K 金- 箱 入。 第 一 卷至 第三 卷藝術 論篇、 第 

四卷 創作 戯曲 篇、 創作 小 說篇， 第五 卷 創作 小 說篇， 第六卷 韻文 篇、 帝 謚考， 元號 考， 第 七 卷至第 九 卷史傳 

m, 第 十 卷至第 十四 卷翻 譯戲 曲篇， 第 十五 卷第 十六 卷翻 譯小說 篇、， 第 十七 卷第 十八 卷 軍陣 衞生醫 梨篇。 大 

正 十一 一年 一 月 至 昭和 一 一年 十月 刊行 鷗外 全集 刊行 會。 

HE  W 


菊半截 判- 洋 綴- 羽二重 表装. 在田稠氏装^^、 代表的 名作選 集 第三 十八 篇。 內容 明治 四十 四 年 十月 刊行 單 

行 本と 同じ。 大正 十二 年 四月 六日 發行 新潮 社" 

うたかたの 記 他三篇 

岩波 文庫 第 一 〇 一、 菊半截 判. 假緣， 紙 装、 平 輻百穗 氏 意匠。 內容 うたかたの 記， ふた 夜、 舞姬、 文つ か 

ひ。 卷 末小嶋 政ニ郞 氏の 賴外略 傳を添 ふ。 昭和 一 一年 十月 一 日發 行， 岩波 書店。 

森 1BL 外 集 

現代 日本 文舉全 5- 第三 編， 菊 刹， 上製 洋錢、 ク. 1 ォス装  >  杉 浦 非 水 氏 装. 天金. 箱 入。 並製 洋 綴， 布 装， 

本文 A 百 二十 rr 卷頭 小傳ー Inr 卷末森 潤 三郞編 年譜 六 頁。 卽與 詩人. うたかたの 記， 舞姬、 文づ かひ、 

埋木. 玉 t; 兩 沛魄、 日蓮 上人 辻說 法. ヰタ- セクス アリス * 金 raiu 維， 生 田 川. あそび、 蛇、 心中. 妄想： 

百 物語、 雁、 高瀨 舟， 阿部 一族， 山椒 太夫 • 細 木 香以、 古い 手帳から、 長 宗我部 信 親， 沙羅の 木、 我 百 首 

(附) 詩歌 抄。 昭和 三年 一 月 一 日刊 行 改造 社" 

森鹧外 研究 

小嶋 政ニ郎 氏、 新潮 社 版 日本 文蔡 講座 第 十六 卷、 第 十七 卷の 中， 昭和 三年 四月 五月 刊行， 新潮 社。 

新選 名作 集の 內、 四六判、 濯、 紙 装、 七 四 五 HIT 短篇 小說 そめち がへ、 魔睡， 獨身、 靑年、 藤 辆鎗、 與 

彌 五右衛門の 遣 書、 佐橋甚 五郎- 護持 院ケ 原の 敵 討、 大鹽平 八郞， 安井 夫人， 津下四 郞左衞 門， 栗山大 

餘錄  1 七 E 


鸛外 森林 太郞傳  一 七 六 

0. 魚玄 機， 最後の 一 句、 寒 山 拾得 • 澀江 抽齋、 戲 曲靜" 翻 譯小說 病院 横町の 殺人犯、 冬の 王、 父の 鑼， 

鑑定人， 復讎、 アンド レア ス-タ アマ ィ H ル が 遣 書、 翻 譯戲曲 辻 馬車、 秋 夕 夢、 戀愛 三昧、 耶蘇 降誕 祭の 

買 人、 儈房 夢、 債鬼" 昭和 三年 十月 二十 八日 刊行、 改造 社。 

森 It 外. 

明治 大正 文學 大全 集 第 七 卷， 四六判， 洋綴、 布 装、 箱 入。 恩 地 孝 四 郞氏装 幅、 本文 七 二  ー《。 卽興 詩人、 

うたかたの 記、 舞姬、 文づ かひ， ヰタ- セクス アリス、 靑年， あそび、 玉 篋兩浦 ir 日蓮 上人 辻說 法， 生 

田 川- 靜， 雁 • 蛙" 橋の 下- 刺絡- 辻 馬車、 高瀬舟、 阿部 一族- ぢ いさんば あさん * 最後の 一 句、 山椒 大 

夫- 寒 山 拾得、 魚玄 機、 大鹽平 八郞， 高 橋 邦 太郞氏 g 外篇小 解。 昭和 四 年 一 月 一 日刊 行， 春陽 堂" 

鹧外 全集 普及版 

四六判， 洋緣、 クロ ォス 装、 天染、 箱 入、 津田 靑楓氏 装幀， 特製 は 長 原 止水 氏 装喊。 第一 卷至 第三 卷藝術 

論篇. 第 ra 卷 創作 戯曲 篇. 創作 小說篇 上、 第五 卷 創作 小說篇 中， 第六卷 創作 小說篇 下， 翻譯 戲曲篇 第一、 

第 七 卷至第 十 卷翻譯 戲曲篇 二 至 五、 第 十一 卷， 第 十二 卷翻譯 小說篇 上， 中、 第 十三 卷翻譯 小說篇 下、 抒情 

詩篇. 第 十四 卷至第 十六 卷史 傳篇 一 至 三- 第 十七 卷史傳 篇四， 人. K 篇、 漢詩 漢文 篇。 昭和 四 年 六月 至 六 年 

十  一 H 刊行、 鷗外 全集 刊行 會。 

不忘記  . 

小金 井 喜 美 子、 祖父 白 仙の 事 を 記す、 冬 柏 第二 號、 昭和 五 年 四月 二十 三 s 發行、 冬 柏發行 所。 


或 日の 森鵄外 先生 

木 下 杏太 郞氏、 冬 柏 第二 號， 昭和 五 年 四月 二十 三日 發行， 冬柏發 行 所。 

债  鬼 他四篇 

世界 名作 文庫 四 〇 五。 縱五寸 四 分， 横 三寸 六 分 * 假緣、 戟装ニ 六 七 頁) 木 村 莊八氏 装幀" 债 鬼、。 ハ リアス、 

一 人 舞臺. 稻妻、 ペリカン、) 昭和 七 年 八月 十五 日刊 行、 春陽 堂， 

獨澳 短篇 集 

世界 名作 文庫 二  一  二。  ニニ 〇頁。 はげあたま、 ソ クラ テ H スの 死、 老 曹長- わかれ、 顔- 黄金 杯、 塔の 上 

の 鶏. 鸦. アンド レア ス-タ アマ ィ H ルが遣 書、 一人者の 死、 白、 驅 落- 祭日、 老人. 薔穰 * 午後 十一 時。 

刊行 年月日 前 同斷。 

街の 子 他ー篇 

世界 名作 文 扉 二 一  三。 一 二 六 HIT ヂォゲ ネスの 誘惑、 街の 子。 刊行 年月日 前 同斷。 

戀 愛 三 味 外三篇 

世界 名作 文庫 二 Q 七。 一 八 六 百つ 猛者- 短劎を 持ちた る 女- 耶蘇 降誕 祭の 買 入- 戀愛 三味， - 刊行 年月日 前 

同斷。  - 

病 w:^ 橫 町の 殺人犯 外 二  as 

世界 名作 文 iit 四 C 一。 八 九 页。 うづし ほ， 病院 横町の 殺人犯- 十三 時。 刊行 年月日 前 同斷。 

^錄  一七 七 
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沸 蘭 西 短篇 集 

世界 名作 文」 fcH  ニー。  二三 五页。 聖ジ， -リ アン、 蛙、 舞蹈、 鑑定人、 クサ ンチ ス， 田舍- 復歸- 不可 說- 

一  匹の 犬が 二 匹に なった 話 * 橋の 下、 聖ニ  n ラウスの 夜- 懺悔 記リ 昭和 七 年 九月 十五： n 刊ー了 J 

露西亞 短篇 集 第二 輯 

世界 名作 文" 二 一八. M  二 六页。 樺 太脫獄 記、 板ば さみ- セン ツァマ ュ- 齒 痛- 犬. フ 口 ルスと 賊 と- 襟. 

笑. 死、 罪人。 昭和 七 年 九月 十六 日刊 行。 

露西亞 短篇 集 第一輯 ♦ 

世界 名作 文 扉 三 一七。 ニー  七 页〕 ぬけう り、 馬鹿な 男- 馬丁、 鱷、 パァ テル. セル ギ ウス。 昭和 七た 牛 十月 

十五 日刊 行。 

森 &3 外 論  ， 

唐 木 順 三 氏 * 思想 第 一 一 一八 號 d 昭和 八 年 一 月 一 日發 行。 岩波 書店 J 

時時の 父鵾外 

森 於蒐、 中央 公論 第 四 卜 八 年 第 一 號 及び 第一 ー號。 昭和 八 年 一 月 及び 一  一！：： 一  日發 行、 中央 公論 社。 

森 於蒐に 

小金 井 喜 美 子. 冬 柏 第四卷 第^ 號 以下 七囘- 昭和 八 年 三月 二十 五日 以下 七 囘發行 * 夂. ー柏發 行 所。 

護持 院ケ 原の 敵 討 他ニ篇 


^;波文^!iH^ 一六。 ニー  六！！：^ 護持 院ケ 原の 敵 討、 安井 夫人、 生 田 川。 昭和 八 年 七月 卜 曰 刊行。 岩波 書店。 

^外の 去發 ili^ 草稾 (豐前 小 倉 時代 前後の 森鷗 外) 

1 戶務 氏、 書物 展望 社 第三 卷第 九號、 昭和 八 年 九月 一 日發 行、 書物 展望 社， 

鹞外拾 遣 

菊判、 洋？ r ク "ォス 装， - 體裁 大正. H 一年 版鸛外 全集と 同 一 。 醫 料 十五 篇 * 雜說ー 一十 六篇 * 會心錄 三 卜 

七 顯微齋 漫錄 四十 六篇 傍 觀機關 二十 七篇、 批評 九篇， 斥 非 四篇、 時事 二十 ニ篇， 醫界 近事 九篇、 獨 

文 論說十 ra:icr 莊司秋 次郞、 入澤達 吉兩氏 編， 卷 頭に 木 下 空 太郞 氏の 森 鶴 外 四十 一 頁 を 添 ふ" 昭和 八 年 十 

1 W 卜 日刊 行. 克誠堂 書店。 

12 外 造 珠と思 ひ 出 

四六判、 洋辍， 白 11 子 装、 ra:™: 一  In ；、 箱 入- 住 藤 紫煙 氏 装幀、 題簽 入 澤達吉 氏" 遺珠 三十 篇， 序 跋題辭 四 

十一 、 廣吿文 三十 九- 引 札 二， 漢詩 補 遣 二， 歐文 ニ篇、 森 潤 三郞編 年譜 及 著作 目錄， 思 ひ 出四篇 (時時 0 

父鹋外 ；— 森 於蒐， 兄の 日常生活 森 潤 三郞， 森 於蒐に —— 小金 井 喜 美 子、 森 先生と 私 11. 與謝野 寛 氏。 

昭和 八 年 十二 月 十五 日刊 行、 昭和 書房。 

解 剖 臺 に 凭りて 

^六 刺、 洋^、  S.  二八 四 -fr 森 於蒐の 隨维. 集。 この 中に 「父 鶴 外と 私」 の 一章が あって、 中央 公論 0 

を改. 付した 「時時の 父 iir 外」 と 「子規 綠雨鹧 外の SW. 一  の 二 篇を牧 め. 「筆の I 卞」 の 一章に は 「我家の 診療 史」 
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と- 他に 「私の 影」 「息游 軒」 の 中に も 父との 關係を 記して ゐる。 昭和 九 年  一 e: 二十日 刊行、 昭和 書房。 

晚 年の 父と 私 

森 杏奴、 夂A柏第五卷第ニ號f^^^第六號、 昭和 九 年 二月 至 五月 冬柏發 行所リ 

陣中の 堅 琴 

表題の 傍に 11 森林 太郞の 「歌 日記」 に 現れた る 日露 戰爭と 11 註して ある。 佐 藤 春 夫 氏 著、 文藝 第二 卷 

第一 r 號 所載、 二 四 ICT 原本の 揷書： 十一 個 複製。 昭和 九 年 三月 一 日發 行、 改造 社 J 伏字 を 補 ひ 寫眞を 加へ、 

森 於宽の 「父 鶴 外の 陣中 消息と 凱旋」 の 一 文 を併錄 し、 單行 本と して 昭和 九 年 六月 五日 刊行- 昭和 書房。 

鶴 外の 傳統 

成 瀬 正 勝 氏， 文舉 第一 ー卷 第三 號、 昭和 九 年 三月 一 日 發行、 515 波 書店〕 

醫 としての 鹬外 先生 

軍醫總 監醫學 博士 山 田 弘倫氏 著" 菊判， 洋綴、 洋装、 四百 七页。 昭和 九 年 三月 十五 日刊 行、 醫海 時報 社。 

森鷗外 

森 潤 三郞、 日本 文學 講座 第 十二 卷 明治 大正 篇の 中。 昭和 九 年 四月 八日 發行、 改造 社。 

鷗 外文獻  - 

木 下 空 太 郞氏， 東京 朝日 新聞 昭和 九 年 五月 二十 二日 至 二十四日。 「鶊外 拾 遣」 「鵾外 遣 珠と思 ひ 出」 「軍 醫と 

しての 隨外 先生」 三 書の 紹介 「」 


森 鶴 外 研究 

浪漫 古典 昭和 九 年 七月 特輯 號 として 十數 氏の 研究論文が 揭 載され た。 於蒐は 「鷓 外と 醫文」 小金 井 菩美子 

は 「兄 君の 最期」、 わたくし は 「兄 鶴 外の 歷史 小說 及び 考證的 著作」 を 書いた" 

雜誌祸 載の 評論 はま だ數篇 あるが， 卷號數 又は 發行 年月日が 不明で あるから 略した。 

劇に 關 係した もので は、 大正 十五 年 八月 六日から 十八 日まで、 大阪松 竹 座に て 「玉 匣兩 浦嶼」 を 興行 * 上の 卷 

は 林 畏三郎の 浦嶋太 郞、 香椎園 子の 乙姬- 魚群の 踊 は 松 竹樂劇 部の 女生徒が 洋樂で ダンス 風に やり- 現今の レビ 

, -ゥ 式で- 下の 卷 後の 浦 嶋太郞 は 中 村 扇 雀が 勤めた。 

昭和 四 年 七月 十五 日夜 JOAK の ラヂォ ドラマで 「日蓮 上人 辻說 法」 が、 ^井蓉 峰の 日蓮 上人、 喜 多 村 綠郞の 進 

十-善 春 * 小 堀 誠の 比 企 能 本， 花柳 章 太 郞の娘 妙で、 この 時 は 放 下 を 出さす、 第一 の 童 部の 詞 から 始めた， - 

同 八 年 三月 四 日夜 JOAK の 名作 物語に- 德 川夢聲 の解說 * 福田宗 吾の 伴奏で 「雁」 が 出された。 

问九年 五月に も 名作 物語に 何 か 出た やうに e 心 ふ。 まだ この 他に もあった らうが- 調査が 屆 かぬ からこれ でと め 

て 置く  0 

記念の 意味での 簡し 物と して、 わたくしの 知る 處は 左の 如くで ある。 

九：； I  食 

お 上 m 敏 博士と 兄と は 生前 頗る 親交の 柄で あつたが、 二人の 命日が 何れも 七月 九日で あるの は- 實に If 

&: 議な である， - それで 二人の 知友 門下生の 諸氏が 相圖 つて- 大正 十二 年から 九日 會と名 づけ- 毎年 七月 
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九日の 一 夕 を 追 懷談に 過す 事と し、 翌十 三年 は 震災 後の 復興が 出 來ぬ爲 に 休んだ が、 十四 年から 缺 かさす 開 

かれて ゐ る。 

明治 大正 文豪 遣 墨 遣 品 展覽會 

讀資 新聞社 主催で 昭和 五 年 十月 二十 二日から 三十 一日まで、 銀座 松屋 吳服店 七 階で 開かれ- 兄の 遣 品と して 

机， 紙 入、 懐中時計， 遺墨 は 

扇 面 (天 門 中 斷楚江 開 云云の 詩)  森 

幅 (韋蘇 州 五 古)  同 

歌 (心 阿留 人 能 都 止 可 母 云云)  同 

文つ かひ 原稾  .a 石實 

營 口で 獲た 二 書の 解題- ma  佐 佐 木 信 

高瀨 舟原稾  同 

等が 陳列され、 吉井勇 氏 は 次の 如き 歌 を 書して 壁 問に 揭 げられ た。 

森鷗外 先生 を 憶 ふ 

先生の こと をお も へ ば 在りし 曰の おん 横顔の なつかし きかな 

千駄 木の 先生 を訪 ひし か へ りみ ち 隊木は 云 ふ 寂しき こと を 

,m 外 先生 十 週 年 記念 展覽會 


< 一一、 


三 氏 

綱 氏 


束 京 堂 主催で 昭和 六 年 五月 一 一十 日 至 一 一十 七日の 一 週 問， 神 田 區神保 町  一 丁目 東京 堂 小賣部 階上で 開催され • 

¥g 家の 出品で 三 室 を 埋めた" 左に 東京 堂 月報 第 十八 卷第七 號に揭 げられ た 目 錄を轉 載しょう， - 

記念 展覽 會目錄 

第 一 窒 

森林 太郞 先生 略 年譜 森 家 略 系 

文 久ニ年 誕生より 大正 十一 年 薨去まで、 、王 要な 宫歷、 事蹟 * 著作 を 記して 壁 上に 揚げた。 

著 作 

明治十九年獨逸留學中の業鑌ょり^^|去前迄の單行本， 及び 新聞 雜 誌に 出た のみで 全集に 入らない もの を 

年代順に 陳列した。 是には 得難い もの はない から 書名 は 省き、 出品者の 芳名 だけ を 左に 載せて 置く。 

人 澤達吉 博士， 神代 種亮 氏， 齋藤昌 三 氏、 森 潤 三郞氏 

鷗外 森林 太郞 先生 著書 廣吿集 ニ卷 一帖 

大阪市 船 越 政 一 郞 氏の 出品で， 先生 著書の 廣吿を 洩れな く 網羅して ある。 

第二 室 

正面 中央に 先生 晚 年の 肖像 を 揭げ- 前に 愛用の 小 机を据 ゑ- 祖母- 雨 親の 寫眞 と、 先生の 大學 時代- 同卒 

業 時代、 陸！ 出仕 後、 §£舉 時代、 醫務局 S 時代， 陸軍 退隱 直前 等の 寫眞， 宫歷 書， 額 W 博士の 病歷書 • 

去の 際 新聞記者に 示せし 略膀等 を^し、 左右に 先生 平生 著 W の 背廣服 及び 宮內省 高等官 一等の 大禮 服. 禮 
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帽帶劎 を 置き、 その 背面 右方の 壁に 令嗣 於蒐 博士 所藏 先生 自筆の 幅 

昔 有 道士 求 神仙 霰 眞下試 心 確然 千钩 巨石 一 髮懸 

臥 之 石 下 十三 年 存道忘 身 一 試 過 名 奏玉皇 乃 升 天 

雲氣冉 冉漸不 見留語 弟子 但精堅 韋蘇州 五 古 源高湛 

扇 面に 李 白の 詩 

天 門 中 斷楚江 問 碧水 東 流 直 北 廻 兩岸靑 山 相對出 孤帆 一 片 日邊來 鷗莊 主人 書 

を寫 された もの、 令妹 小金 井 喜 美 子 夫人 所藏の 短冊 

庭 上鶴馴 

ゆた けさ をよ すて 人に もこと つてよ 

くも 井のに はになる る あし 田 鶴 林太郞 

與謝野 寛 氏所藏 色紙に ぺ ンで 認めた 

ナナ t 

, 七 瀨 

ャヅ ヲ 

八 峰 

むこ 來 ませ 一 人 は 山の やつ を こえ 

ひとり は 川の 七瀨 わたりて 源高堪 

森 潤 三郎氏 所蔵の 額面 


八 
四 


字 挾 風霜 聲成 金石  • 

鹧外湛 題 

を、 同じく 左方に は 大正 十 一年 七月 十 一 日 通夜の 人人の 寄 合 書の 大幅 (森 家藏) を 揭げ、 右の 壁 際の ケ H 

ス には舊 藩校 時代の 教科書 


白 鹿 洞 書院 揭示 (藩校 養老 館 蔵版) 

幼時 參考 にせられた 

宽 子 通 

サ2 學學習 時代 筆寫本 

獨 逸留舉 時代の ノオト 


森 

同 


三 郞 氏藏 


於 


蒐 氏藏 


先生が 攀寫 された 

n 學字彙 一 

0 物 字 * 一 

Zoologiscli  vocabl ひ r 

正倉院 で筆寫 された 

淘物布 te 識語 

餘  錄 


同 

山 


田珠 樹氏藏 


田 


孝 雄 氏藏 

1 八 五 
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等 も 陳列した が、 最も 珍ら しいの は、 先生が 明治 二 年 八 歳の 時寫 された 

童 蒙人學 門 一冊  山田珠 樹氏藏 

で、 卷 尾に 藩校 漢舉 の師今 井正臣 翁が 「八 歳 森 五木 童 記」 と 記し、 次に 十 年 先生 十三 歳の 識語が ある、 

1 一千 五 百 二十 九年卽 明治 ニ已 已 年所寫 也 我 師今井 正 臣君題 八 歳 森 五木 童 記 

之 七 字 於 卷尾矣 余 藏筐裏 而不顧 數年今 偶 讀之則 有 不可 棄之意 因 附記 焉 1 一千 五 

百 三十 七 年 十 年 丁  a  . 

原 稾類は 何れも 諸家 秘藏の 珍品 揃 ひで、 當展 覽會の 誇りで ある。 

舞  姬ー册  吉 田条， 


性欲 雜說 二 冊 

拙者 は 大石內 藏助ぢ や 序 (ハ ガキニ 枚附) 

古い 手帳から 一帖 

平 出 修遣稾 序 二 枚 

椋 ell 通信 九 枚 

棕^ 通信 廿 三枚 

譯詩 (ダス タ ァフ. ファルケ) 一 卷 

智 惠 袋 十一 枚 


同 

曰 


濱 


謝 野 


高 不 


氏藏 


寬 氏藏 


野 


金 


太 

三 


氏藏 

氏藏 

氏藏 


マクベス at 內泣遙 氏 書 入) 


帝 謚 考 

能久 親王 事蹟 

盛儀 私記 

假  面 

魔  0 

安井 夫人 

心中 萬 年 草. 評 

蘇 文 諸家 評語 集 

中央の ケ ー スに は， 

硯  箱 

水  滴 

紙 切 ナイフ 

パ ィ プ 

0  印 

ビス トル 

0  錄 


I  nv 


遣 品と して 

(现、 朱硯、 筆 共) 

(瓶 形、 獅子 形) 

(蹐甲 製) 

(石材 I 竹材) - 

(日淸 役 携行) 


挺 


挺 


上 

森 


山 


草 

三 


於 


人 氏藏 

郞 氏藏 


蒐 氏藏 


三 郞 氏藏 

1 八 七 


轄外 森林 太郞傳  一八 八 

卷煙革 入 (级 製〕  一 個  同 

梨 本 宮守 正 王 殿下が 日露 戰役 第一 一軍 幕僚と して 御 出征 御 凱旋の 後， 同 軍 各部 長に 記念品と し. て 下賜せ 

られ たる もので、 中央に 宮家の 御 紋章が 金で 出して ある。 

猿面硯  一個  齋藤勝 壽氏藏 

熊 野 神 寶を模 したる もの。 

肉  池 (堆朱 製)  一個  與謝野  寬氏藏 

右 何れも 先生 薨後遣 物と して 送られた ものである。 

自箫雜 集に は 

1 話 一 言抄 (四 夭 W 寺藏 S ゃ德 太子 太刀の #) 一葉 齋籐勝 壽氏藏 

奈良 出張 用品 書付  一通  吉浦祐 全氏藏 

大正 七 年 十 一 月 博物館 總長 として 初めて 正 倉院曝 涼に 出張の 際 用意 を隨 行者に 命ぜられた 品名 書。 

書畫帖  ー册  . 人澤達 吉氏藏 

月に 來て又 この 塔に のぼらば や 鵾 外 

書畫帖  一冊  森 潤 三 郞氏藏 

行 春 を 只へ たへ たと 印 を 押す 鷗 外 

水 滸後惠 序  四 枚  同 


宋本宣 和 遣事践 

韜包 祕匱抄 

日記 覺書 (祌宮 略本曆 記入) 

叢書 細目 覺書 

長男 命名 書 

反古 帳 (序践 草 *Ti、 書拔 等を蒐 む) 

害簡は 

內田 ^庵 氏 宛 

齋藤 勝 壽氏宛 

金子 薰園氏 宛 

S 保 氏 宛 

山 田 孝 雄 氏 宛  十 通 葉" 

濱野知 三 郞氏宛 

池 S 文 痴庵氏 宛 

溫：： d 保 氏 宛 

山 S 珠樹氏 宛 

m  錄 


枚 

枚 


通 


1 通 

1 通 

一 通 

二通 

書 三枚 

十一 通 

ー卷 

1 通 


同 

同 


金 

濱 


山 


藤 昌 

藤 勝 

子 薰 

田 孝 

野 知 三 

田文痴 

浪 剛 

田 珠 


三 氏藏 

壽 氏藏 

圜 氏藏 

雄 氏 蔵 

郞 氏 藏. 

庵 氏藏 

一 氏藏 

樹 氏藏 

1 八 九 


gj 外 森林 太郎傳 

森 潤 三 郞氏宛  十 通  森 一 

同  葉書  十 枚  同 

左方 壁 沿 ひの ケ ー スには * 手 校本と して 

ファウスト 原本  一冊  森 

文藝 委員 會 委員と して 翻譯 された ものの 原本で， 書 入れが ある。 

$ -澤 蘭軒傳  三册  森 

澀江 抽齋傳  一冊  同 

小嶋 寶素傳  一冊  同 

北條 霞亭傳  一冊  同 

何れ も 新聞 を 切抜き 貼付し， 自筆 を以 て 無 數の書 人れ がして ある- 

帝謚考 校正刷  一冊  同 

西周傳 校正刷  一冊  同 

大 午八郞  一冊  同 

中央 公論 所載 を赤ィ ン クを 以て 誤植 を 正して 贈られた もの。 

麼塾雜 記  一冊  同 

茶 山の 塾に 學 びた る盧 舟と いふ^の 華 記， 題簽 を 先生 自書せ り、 


方 


1 九 〇 

三 郞 氏 蔵 


蒐 氏藏 


潤 三 郞 氏藏 


組 雨亭隨 筆.  一冊  同 

束 夢亭の 著、 前書と 共に 先生の 北條 霞亭傳 著述の 參考に 提供した 時に、 書 入れ をされ、 表装 を 改めて 

返却され た。 

先眾 知友の 筆蹟に は、 森 潤 三 郞氏藏 Q 

山 縣 冇朋公 書簡 (封 简附)  一 軸 

0 周 氏 書簡 (明治 二 年」  一 通 

福 羽 美靜子 短冊 (四季)  四 枚 

佐 藤 元 善 翁短册  二 枚 

井上 光男 (陸軍 中將〕 書簡  一 通 

大迫 尙敏男 (陸軍 大將： ： 書簡  一 通 

中 村 覺男 (陸軍 大將) 書簡 

石黑 忠^ 男 書簡 

品 川 彌次郞 子 書簡 

杉 孫 七郞子 書簡 

第三 軍司令部 寄 合 書 (葉書) 

幸田^^伴氏書簡  一 通 

0  0  1 九 一 


通 


通 

枚 


歸外 森林 太郞傳  一九 一 一 

森 E 思 軒 氏 書簡  一 通 

宫崎 三味 氏 書簡  一 通 

齋藤綠 雨 氏 書簡  一 通 

落 合 直 文 氏 書簡  一 通 

尾 崎 紅葉 氏 葉書  二 枚 

正 岡 子規 氏 葉書  二 枚 

長 谷川 四 迷 氏 葉書  一 お 

山 W 美妙 齋氏 葉書  一 枚 

S 庭 篁 村 氏 葉書  一 枚 

依田 舉海氏 葉書  一 枚 

井上通泰 氏 葉書  一 枚 

寺 崎 廣業氏 葉書  一 枚 

藤 左 千 夫 氏 葉書  一 枚 

岡 野 知 十 氏 葉書  1 お 

が 列 ベら れたリ 

第 三 窒 


此處に は 先生の 序跋を 書かれた 書の 一部 を 陳列した が， その 中東 京帝國 博物館から 特に 貸 下げの 榮を 得た の は 

印度 更紗 模様 集 

で、 その 序 は 大正 十一 年 二月 卽ち 先生 薨去の 五ケ 月 前に 認められた 自筆 其 儘 を金屬 版に 撮影した もので、 公表 さ 

れた 先生 最後の 筆蹟で あるし、 同 館 溝 口 鎖. ft^ 郞氏 出品の 

絡 代 至寶帖 一冊 

の 序 は 大正 八 年の もので * やはり 先生 筆 遣の 儘 を 製版して ある。 

異 版の 部に は 先生 最初の 製作 集 「水沬 集」 に 就いて 

台 二十 五 年 七月 初版 (緣 を斷 たぬ もの). M  (緣 を斷 ちし もの)、 同 二十 七 年 一月 再版、 同 三十 九 年 五月 訂正 再版、 


大正 五 年 八月 縮刷版、 同 十五 年 改版 

の 六 種 を. 「舞 姬」 に 就いては、 

第二 國民 小說. ィ ー スト レイ キ 博士 英_ 

等 を 出 だした、 - 全集， 選集に は， 

躂 外 全集 

同 普及版 (發 行濟の 分) 

森 ^ 外 i^ilf  (現代 曰 本文 仝 集) 

新？^ 森 鶏 外 集 (改造 社 版ソ 

0  錄 


小 池 堅 治 氏 獨譯、 岩波 文庫 所收本 


/一 

十八 冊 

十三 冊 


新 潮 社 出品 

春 陽 堂 出品 

森 潤三郞 氏 出品 

東  京  堂 出品 

一九 三 


外 森林 太郞傳  一九 il 

「埋 木」 「卽與 詩 入」 「ファウスト」 (岩波 文 摩〕 

等が ある 0 先生の 自署 贈呈本に は， 

つゆ 小袖 (野 口 寧 齋氏宛 自擎書 人 あり)  祌 代 種， 亮 氏藏 

II 準 日本 御伽 文庫 日本 傳說  上卷  同 

本書 は タイトル も 先生の 筆に 成った ものである。 

あり。 その 續 きに は 母堂 硯山 院の盡 七日に 親戚 知人に 配布され た 

阿 蜜哩多 軍荼利 法  一冊  森 潤 三 郞氏藏 

日淸 役に 獲て 贈られた 

日本 師船考  ー册  同 

小 A:? 時代 東京から 送られた 新聞 を切拔 いて 貼付した 

ス クラブ ブックの 屮  一冊  同 

先生 の 薨去 後 藏書は 悉く 東京 帝 阈大學 附屬岡 書 館に 寄贈され たの で 、 そ の 際圖書 館で 作製せ られた 

鶊 外文雖 和漢 書目 錄 副本  一 冊  同 

を 列べ た。 先生 作で 上演され た番附 は、 ほんの 一部分 を 出して あつたが、 その 中 大阪北 濱帝國 座の 「ファウスト」 

の寫 3 典に 各 俳優が 自署して * 森 潤三郞 氏に 贈られた の は 好 記念物で ある。 

評論 集に は 


新聞 雜誌 評論 集 

1^ 去當時 記事 集 

新小說 臨時 增刊 文豪 鹋外 森林 太郎 

三 田文舉 iF 外 先生 追悼 號 

心の 花 追悼 號 

薨去 當時 記事 集 

文豪 鶴 外 森林 太郞 (初 版〕 

鹧外 先生 肖像 

明治 裏面史 (無名 通信 增刊) 

フ —ス • フ I • イン • ゼ • オリエ ント 

m 心 ひ 出す 人人 (内 m 魯庵氏 著) 

新  潮 

時談 片片 (談 筆記〕 

予が 立場 (同〕 

森 降 外 論 

夏 目激石 氏と 森 鷗外氏 (生 田 長江 氏〕 

絵  錄 


IB 


五 冊 


森 潤 三 郞 氏藏 

问 

池 H 文痴 巷氏藏 

酒 井 宇 吉 氏藏 


新 潮 

第 十 ノ第六 

第 十  一 ノ第六 

第 十三 ノ 第五 

第 十 ra ノ第 1 


社 


1 九 五 


® 外 森林 太郎傳 

鶴 外 湫石兩 先生 (馬場 孤蝶 氏) 

等が 陳列され た〕 


九 六： 


第 十五 ノ 第五 


【平 次郎 氏が 上京され * 種種 話 を 聞いて 見る と， 森 家の 一 


誕生 地 記念碑 

昭和 四 年 七月 九日の 第 七 

罔忌當 日、 鄕里津 和 野 町 

舊邸址 に、 靑年圑 諸君の 

手に よりて 誕生 地 記念碑 

が 建立され、 その 除幕式 

が 行 はれ、 森 家 代表と し 

て 於 蒐が參 列し、 猶舊部 

下 高 橋 直 門 氏が 約 二 時間 

に涉 つて 小 含 時代の 事 を 

述べられた" 

今年の 春津和 野の 知人 西 

邸 は 大部分 改造され たが. 現に 大石丈 造と いふ 人 


が 住んで ある 家が それで. 記念碑 は その 隣の 地に 建てられ たの ださう である、 


鹧外 記念 展覽會 

昭和 八 年 十  一 nr 1 日より 三日間、 臺灣 愛書 會 主催で、 臺北 市臺灣 日日 新聞社 講堂に 於て 開催せられ、 講演 會 

も 行 はれ. 鹧外書 志と 題す る 全 著作の 表紙 を寫眞 版と した 豪華な 目錄が 限定 三百 部 刊行され た。 この 展覽會 

に は 臺北帝 國大學 の 助教授 瀧 田貞治 氏が 上京して 出品 を 鬼 集され. 於蒐も わたくし も 所 藏品を 提供した。 書 

志 も 瀧 W 氏が 編輯され たもの だが、 氏 は 引 鑌き當 時 手に入らなかった 書籍 を搜 索され、 その 訂正 增補 をして 

られ る。 


0  0  一九 七 


外 森林. 傳  1 九 八 


森鷗外 君の 文章に 就いて 

井上 通 泰氏談 

森 君と は 四十 年 近い 友人で あつたが- お 互に 多忙で あるのと * 研究す る 方面が 違 ふが 爲 に- あまり 往來 する こ 

と は 無かった。 然し 常 磬會で 毎月 ー囘 づっ必 す面會 する ことにた < つて 居た から- 森 君の して ゐる こと は 大抵 知つ 

てゐ た" ある 時山縣 公爵が 森 君の 批評 をされ たこと があった" もっとも 森 君の 批評 を爲 された こと は 一度 や 二度 

では 無く. 屡ば された ので ある けれども、 或 時 森 君の 文章 を 批評して、 「自分の 知って 居る ものの 中で- もっとも 

文章の 上手な の は、 死んだ 幅 地 櫻 瘦 と 森と であらう」 と 云 はれた ので T それ は 違 ひませ う、 森が 聞いても 喜び ま 

すまい。 福 地 櫻癡は 達者に は 違 ひない が、 黑 人から 見れば 澤山 瑕が ある。 森 は 長い もので も 短い もので も- 軟か 

いもので も， 硬い もので も， 文章と いふ 限り は 何でも 出来て- しかも 瑕と いふ ものが 殆 無い。 それに 多 數の人 Q 

やうに 幾度 も 書 直す のたら ば 瑕の 無い のに 不思議 はない が- 森 は草稾 とい ふ もの を 作りません- 全部 書き流しで 

す" その  一 二 例 をい ふたら IT 森が 美術 論 か 何 か を 書いて ゐる 時に 行き 合せて その 草稾を 見た が、 半紙 を 長く 繼 

いで 障子紙の やうに 卷 いて 置いて. いきた < り それに 書いて ゐる。 無論 少し は 直した 所 は ある けれども、 全體 から 

附錄  1 九九 


^外 森林 太郎傳  一一 . 

いへば 綺麗な もので- それ を 活版の 原 m とする のであった。 叉 ある 文士が 自分の 紹介で 森の 處へ 行って. 雜 誌に 

出す ために 獨 逸の 小 說の譯 文 一 篇を 作って くれと 賴ん だと ころが、 おれ は 近頃 非常に 忙 がしい ので 中中 約束 を Bil; 

す ことが 出来ん から、 いっそ 今 この 場で 譯 してやる から 君が 筆記したら よから うとい ふので、 さう 願へ ますたら 一 

結構です と擎を 執って 待って ゐ ると、 本棚から 一冊の 新刊 獨逸小 說を取 出して 來て 口頭で 譯し 始めた。 それ を忠； 

實に维 記して 見たところが. 宿 構の あった やうな 文章で、 その 男 も 文筆 を 執って は 人後に 落ちぬ 男で あつ.. こけれ： 

ども， 森の 卽 席に 口頭で 譯 した 文章のう まいのに 非常に 驚いた と 自分に 話した。 かやうな 話 は 多く あるが- 文章 一 

を 作る に 於て は 森は眞 個の 天才で、 近い 明治 年 問 は 無論の こと- 昔からで も あれ 程の 者 は あまりあります まい。 ： 

今後 も ある 一面に おいて は 森 を 超越す る 人 も 出 ませう が、 全體 にわた つて 森 以上に 出る もの は 出ますまい」 とい： 

つたら 公爵 も 首肯 せられた a 森 田 思 軒な ども 翻譯 家と して 名高い 人で あつたが、 その 文章 を 見る と- 古い 詞も 新. 一 

しい 詞も、 雅言 も 俗語 も 何でも かま はす- 原語の 意味に 相當 する もの を 取 入れて、 翻譯に 努力した 痕は 十分に 認 一 

めら れ るが. いかにも 翻譯が 苦し さう に 見えた。 森 君の P 譯の 中で- 例へば 卽舆 詩人 をー讀 しても 分る が、 少し 一 

も 努力した 痕が 見えない J 否 努力 はした であらう が、 その 痕の 見えない とい ふこと は. 森 君の 頭が いかに ゥォ ル- 

トフ オル ラ アトが 豐 富であった かとい ふこと が 分る であらう。  一 

雜 話 

〇 賀古鹤 所， 幸 田 露 伴- 森鵄 外と 自分と 四人づ れで获 寺へ 性って、 その 歸り に鶯坂 下の 伊香保へ 寄った。 森 君 は： 

われわれが 勉强 さして 盃に  一 二 杯飮む やうに なった。 他の 三人 は いづれ も 酒豪 揃 ひで- 一升 酒の いける 方で あつ 


たが その 日 は へべれけに 醉っ拂 つて. 女中が 斷 るの も かま はす. 舆に乘 つて 行 燈に落 書 をした。 その 時へ ど を 

吐いた ものが あつたので. 借 浴衣 をして 歸 つたが、 二三 日お いて それ を 返しに 性ったら- こんど は どうぞ 落 書 を 

して くれ、 偉い人に 落 書 をして 貰って 有り難い との 事であった。 どんな 事 を 書いた か 記憶 しないが >  或は 伊香保 

に殘 つて ゐる かも 知れない。 (本文 明治 一 一十三 年 九月の 條參照 )0 

〇 森 君の 本領 はや はり 文章に あったらう J 一  日 自分 を 訪問して 文法 を敎 はらう とい ふので. 二 時間ば かり 講義し 

たらもう 分った とい ひ- その後 文章に 誤謬が 無くなった。  . 

〇 森 君の 和歌 は 凡手で は 無かった が- 本領で はない。 自分が 歌論 を 講義す る 場合、 大口 君な どが 最も 明晰で よく 

领 解した が， その 解らない 場合で も 森 君は旣 にこれ を會 得して 敷衍 說 明して くれた リ 

〇 森^ カづ 倉へ 赴任す る 時、 自分 は姬路 まで 出 迎へ岡 山まで 同車し. お 互に 文筆に 携 はる 事から K 迫 を 蒙る こと 

を こぼし 合った。 

〇 自分が 眼科の 論文 を獨 逸の 雜 誌に 發 表しよう として、 森 君に 文章の 訂正 を 乞 ふた。 一 覽の後^^を入れすに返し 

たから • なぜ 文章 を 直して くれん かとい ふと- 文法の 誤が 無い から 宜か らうと いふつ 文法 以上に よい 文章に した 

いの だとい ふと， 文章に 手 を 入れたら 切りがな いとの 返事に、 自分 は 然とした。 


鶏 外 森林 太郞傳  11〇一 一 

擱 筆の 辭 

本書 を 書き上げ るに 就いて、 幼年時代の 事 は 岳父 米 原 綢善翁 * 祖母の 實家木 嶋淸熊 氏、 親戚 布施 登 氏 * 姊 小金 

井 喜 美 子から 色色 敎を 受けた ^ 著作に 就いては 神代 種亮 氏- 瀧 S 貞治 氏、 陸軍 方面に 關 して は 山 田弘倫 先生に よ 

つ て 益 を 受けた 事 多大で ある。 

附錄 にした 井上通泰 先生の 談話 は- 昭和 四 年 七月 十四日 國民圖 書 株式 會 社で 普及版 鵾外 全集の 編 暴に 從 つてね： 

た 時、 同社の 吉田 喜三郞 君が 先生 を 訪問して 聞 書き をした もので、 全集 月報に も揭 げたが- 月報 は豫： ^者に のみ 一 

配布した ものであるから、 一般の 人に 見て 貰う 爲に 再錄 した。 行 燈の樂 書 以下の 話 は その 時の 雜 話と- 近頃 森 銑 一 

三 氏から 先生の 談片 として 聞いた 話と を 集めた ので- 發 表する の は 先生の 本意で 無い かも 知れぬ が、 ついでに 寫： 

して 置く 事と した。 

以上の 方方に 對 して 深謝の 意 を 表する J  (昭和 九、 五、 三 一 )  ； 
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